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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　太平洋上の孤こ島とうに存そん在ざいする巨きよ大だい学園〝オーヴァードアカデミア〟。

　そこは、超ちよう常じよう能のう力りよくを持った者〝オーヴァード〟と、力を持たない一いつ般ぱん人じんが共きよう存ぞんするために造つくられた、実験的な学園都市である。

　しかし、人が……特に若わか者ものが集まれば、そこにトラブルが発生する。

　中でも解かい決けつ困こん難なんな事じ件けんを扱あつかうべく、選えりすぐりのオーヴァードを集めた万ばん能のう解決集しゆう団だん。

　それが──アカデミア第三生徒会である！




　──やあ、お友達。

　この本は、テーブルトークＲＰＧロールプレイング・ゲーム（ＴＲＰＧ）『ダブルクロス The 3rd Edition』の追加ステージ、「オーヴァードアカデミア」を舞ぶ台たいにしたリプレイシリーズの、第二巻かんである。

　ＴＲＰＧとは、司会・進行役のゲームマスター（ＧＭ）と、みずから作り上げたキャラクターを操あやつるプレイヤーが集まって、物語を作り出すゲームである。リプレイとは、このＴＲＰＧを遊んだ様子を読み物として書き起こしたものだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition』（『ＤＸ３』）は、そのＴＲＰＧのシステムのひとつ。現げん代だいを舞台に、異い能のうを持ったオーヴァードの活かつ躍やくを描えがくＴＲＰＧだ。

　本書は、その『ＤＸ３』の追加ステージ〝オーヴァードアカデミア〟を舞台に、四人のオーヴァード生徒で結成された特とく務む組そ織しき〝第三生徒会〟の活躍を描いたものである。

　転校生にして第三生徒会会長に抜ばつ擢てきされた気弱でヘタレな少年、星川修太郎ほしかわ・しゆうたろう。修太郎の幼おさななじみで、クール＆セクシーなガラス使い、御影透子みかげ・とうこ。修太郎に一ひと目め惚ぼれした暴ぼう走そう電でん撃げき少女、光こう月げつれい。そして、人じん造ぞうの天才にしてお菓か子し大好きなお子様、エナ・ソフォス。この四人が、巨大な学園都市を舞台に、恋こいと青春の大だい冒ぼう険けんを繰くり広ひろげるのだ！

　詳くわしくは、好こう評ひよう発売中の第一巻『進め！　第三生徒会』を参照されたい。

　それでは──ようこそ、オーヴァードアカデミアへ！




用語解かい説せつ

・セッション：ＴＲＰＧの、一回のゲームプレイのこと。

・ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略りやく。プレイヤーの担たん当とうするキャラクター。

・ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＧＭが担当するキャラクターたち。

・シナリオ：そのセッションでのストーリーの原型になるもの。

・ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では十面体ダイスを複ふく数すう使用する。Ｄ10と略すこともある、たとえば３Ｄ10なら、十面体をみっつ振ふることを示しめす。







　　　前回までのあらすじ




　転校生、星川修太郎は、学園のトラブルを解決する第三生徒会の会長に抜擢される。幼なじみの御影透子、修太郎に一目惚れした光月れい、生徒会から派は遣けんされたエナ・ソフォスと共に、修太郎率ひきいる第三生徒会は、様々なトラブルを解決する。畑を乗っ取った不良グループ〝アフロ団だん〟の排はい除じよ、透とう明めい猫ねこ〝海〟による盗とう難なん事件の解決、手芸部のコスプレショップ出店の手伝い、そして、旧きゆうサークル棟とうに出しゆつ没ぼつする幽ゆう霊れいの対たい処しよ。

　幽霊が、学園生活に憧あこがれながら病死した少女、フレーズ・ウエハラの記き憶おくを元にしたレネゲイド生命体であることを知った第三生徒会は、フレーズを排除しようとする美化委員会と対決しつつ、暴走するフレーズを止め、彼かの女じよを第三生徒会の仲間として迎むかえ入いれる。

　フレーズ暴走の影には、仮か面めんの秘ひ密みつ結社〝ディオゲネスクラブ〟の介かい入にゆうがあった。彼かれらの陰いん謀ぼうで悪あく評ひようを広げられた第三生徒会は、報ほう道どう部ぶの蜷にな川がわしねまと協力し、イメージ回かい復ふくのためにＰＶを撮さつ影えいする。しかし、美化委員会の副委員長ヴィペラ・セルペンスの手によりＰＶは偽にせ物ものとすり替かえられ、第三生徒会は解かい散さんの危き機きを迎むかえる。修太郎が査さ問もん委員会で苦く闘とうする中、他のメンバーは本物のＰＶを手に入れる。ディオゲネスクラブのメンバー〝ゴルゴーン・サーカス〟であったヴィペラとの対決を経へて、無事、第三生徒会は危機を免まぬがれたのだった。
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆編へん集しゆうさん、二巻かんですよ、二巻！




『アカデミア』一巻の発売後しばらくして……わたくし中村やにおは今、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆう者しや、萩はぎ原わらさんと打ち合わせをしております。──まずは、自じ己こ紹しよう介かいからいきましょう。




中村やにお

　ライター。『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ、『エンゼルギア』シリーズ、『ダブルクロス』シリーズなどで、設せつ定ていやシナリオに関わってきた。おっぱいと出オチが得意──と巷ちまたでは評ひよう判ばんですが、得とく意い技わざは泣きとハードボイルドです。ほんとだよ！




萩原猛たけし

　ゲームをこよなく愛する編集者。デキる男として評判だが、同時に初対面の作家に「巨きよ乳にゆう派はですか？　貧ひん乳にゆう派ですか？」と挨あい拶さつするという紳しん士しぶりでも知られる。




中村やにお（以下、やにお）：どもども。おかげさまで、一巻は好こう評ひようみたいですね。

萩原猛（以下、萩原）：評判いいですね！　サイン会も盛せい況きようだったそうじゃないですか。

やにお：ありがたい限かぎりです。読者さんに、どのヒロインが好きか、とか色々聞けました。

萩原：お。いまのところ、どんな感じですか。支し持じ率りつは。

やにお：ヒロインレースとしては、やっぱり、透とう子こさんとれいちゃんが強いですね。

萩原：ほうほう。やはり、ＮＰＣよりはＰＣが強いですよね。

やにお：で、このふたりに関しては、人気は半々、という感かん触しよくです。

萩原：おお。いいことじゃないですか！

やにお：ただ……透子さん支持の人は、「修しゆう太た郎ろうとくっついて欲ほしい」と言うんですけど、れいちゃん好きな人は、「早くフラれて俺おれの嫁よめになれ」と言ってきます。応おう援えんされてるんだかなんだかわからない（笑）。

萩原：ちなみに自分は透子さん派ですかね。（澄すんだ瞳ひとみで）……踏ふまれたい。そして、蔑さげすんだ目で見下ろされたい。

やにお：（目を合わせないように顔を背そむけて）……お、おう。

萩原：さて、そんな好評を受けて、二巻なわけですが。

やにお：二巻では〝前ぜん後こう編へん〟ぽい感じでいってみようかと。

萩原：いいですね。大きな話の感じもするし、強大な敵てきも出せますし。

やにお：はい。あと、そろそろ、キャラクターの内面や関かん係けい性せいを掘ほり下さげたりしたいかな、とも思うので……前後編は、そのへんの、とっかかりにもなるかな、と。

萩原：なるほど。個こ人じん的てきには、透子さんとれいちゃんの、ライバル関係というか、友人関係を掘り下げるところを見てみたいですね。

やにお：いいっすね。じゃ、そこは少し、シナリオで仕し掛かけてみましょう。

萩原：新しいヒロインも欲しいですし、もちろん、一巻と同じく──いや、一巻以上に、面白く、盛もり上あがる展てん開かいにしないとですね。こりゃ、なかなか大変だ。

やにお：ふふふ……。実は、秘ひ策さくがありましてね。

萩原：おお、秘策！

やにお：大おお勢ぜいのＮＰＣも出せ、最高に盛り上がる、ヒロインレースの舞ぶ台たい……その名も──痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」です！

萩原：（両手で顔を覆おおって）この人バカだ──────────っ!?

ＧＭ：失礼な。最高のイベントですよ、この「風雲、モテキ城！」は。

萩原：悔しい……ッ！　でも聞くたびに笑っちゃう！（ビクンビクン）

やにお：でしょう？（ドヤ顔）　……ま、見ててくださいよ。ふふふふ……。




　果たして、秘策「風雲、モテキ城！」とは……？　シナリオ本ほん編ぺんをお楽しみに！







◆Preplay02◆修太郎さん、コードネームですよ、コードネーム！




　さて、秘策「風雲、モテキ城！」をご披ひ露ろうする前に、ちょっとしたエピソードを。

　第三話の収しゆう録ろくを数日後に控ひかえたある日のこと──。




大畑顕おおはた・あきら（以下、Ｏはた）：実はですね、修太郎のコードネームを考えまして。




　そんな話を始めたのは、我われらが第三生徒会会長・星川修太郎のプレイヤー、大畑顕。

　別の仕事の打ち合わせを終え、会議室で、そのまま雑ざつ談だんをしている最中のことでした。




大畑顕

　ＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。編集もライティングもこなし、様々なゲームに関わるクリエイター。また、数々のリプレイに出しゆつ演えんし、〝ミスター三さん下した〟の異い名みようを取る、ヘタレっぷりに定てい評ひようのあるプレイヤーでもある。




Ｏはた：修太郎は、アカデミアに来る前は、オーヴァードと関わることもあまりなかったし、特にコードネームもなかったんですが、そろそろ決めてもいいかな、と。

やにお：そうだね。ほんとだね。

Ｏはた：ついでに、エフェクトの演えん出しゆつなんかも、ちゃんと決めようかなーと。

やにお：確たしかに！　いいアイデアだね。

Ｏはた：ただ、いきなり変わるのも唐とう突とつなんで……ほら、アカデミアの授じゆ業ぎようには、エフェクトの訓練とかもあるじゃないですか、そこで覚えた、ってのがいいかなーと。

やにお：確かに、アカデミアらしくていいね。……ただ、次のシナリオ、訓練シーンとかを描びよう写しやする隙すき間まがないんだよね。──プリプレイのところに、小説っぽく書いておこうか。

Ｏはた：おお、素す晴ばらしい。かっこよく書いておいてください。かっこよく。

やにお：わかった。任まかせておけ。

Ｏはた：げへへ、ありがとうございます。じゃ、演出はこんな感じで──ごにょごにょ。

やにお：……ふむふむ。了りよう解かい！　かっこよく書いておくよ！




　　　　＊　＊　＊




「げぼはぁ────っ！」

　星川修太郎は、無様にグラウンドに叩たたき付つけられた。

「うーん、キミ、星川くんだっけ。まだ、あんまりエフェクト使つかい慣なれてないねぇ」

　校庭に、仰あお向むけに伸のびた修太郎を覗のぞき込こむのは、和わ装そうの男だん性せい。

　オーヴァードアカデミアの教きよう師し──一般人の教師である、関口香西せきぐち・こうさいだ。

[image: ]

　──一いつ般ぱん人じんの教師が、オーヴァード生徒の戦せん闘とう訓練を担たん当とうする。

　そう聞いた時は、「怪け我がとかさせないかな？」と心配になった修太郎だったが……。

　結果はご覧らんの通り。〝魔ま眼がん〟を変形させて放った一いち撃げきに手て応ごたえはなく──逆ぎやくに、何をされたのかもわからないうちに、何度も校庭に転がされていた。

「星川くん。キミの能のう力りよく──〝変化する魔眼〟は、非ひ常じように応おう用よう性せいの高い能力だ。けど、下手に応用が利く分、イメージが弱いと、曖あい昧まいな形になってしまうのだよねぇ」

「イメージ……ですか？」

「そう、イメージ。キミの中のレネゲイドは、言ってみれば不定形の〝力〟だ。使いこなすためには、それにイメージで形を与あたえ、コントロールしなければならないのさ」

　関口は、温おん厚こうそうな笑みを浮うかべたまま、片かた手ての指を揃そろえて伸ばす。貫ぬき手の形である。

「イメージを引き出すには、それぞれに合ったやり方があるんだけど……キミの場合は、生命の危き機きなんかがいいんじゃないかな？」

「死ぬっ！　それで突つかれたら死んじゃいますからね！」

　仰向けに横たわった修太郎を見下ろし──関口は、にっこりと笑う。

「オーヴァードだから、ちょっとくらい死んでもすぐ治るよ」

「あんたそれでも教師かァ────────────っ!?」

　修太郎は漆しつ黒こくの球体──〝魔眼〟を盾たて状じように変化させ、貫手を防ふせごうとするが──。

「ほら、イメージが甘あまいから……貫つらぬけちゃう」

　ただの一般人の攻こう撃げきのはずが、その貫手は、まるで先日戦ったオーヴァード、ヴィペラの放った蛇へびのように、いや、それ以上の力で〝魔眼〟を貫かん通つうしていく。

　──ヴィペラさんの蛇……メドゥーサみたいな……。

　恐きよう怖ふの中、修太郎の中でイメージが弾はじけた。

　──メドゥーサを止めたのは……盾たて……英えい雄ゆうの──。

　漆黒の〝魔眼〟の中に、小さな光が幾いくつも煌きらめく。まるで夜空に輝かがやく星のように。

　その形は──盾持つ英雄を示しめす星せい座ざ、ペルセウス座ざ。

　イメージによって導みちびかれた〝魔眼〟は、強固な盾となり、貫手を食い止めた。

「──それがキミのイメージか。いいね、そのやり方なら、色々と応用も利かせやすい。そうだな、星川、だし……その力、〝星の魔眼スターズ〟とでも名付けようか」







◆Preplay03◆セッション当日！　トレーラー＆ハンドアウト




矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）：なるほどね、修太郎のコードネームは〝星の魔眼スターズ〟で、演出は、魔眼の中に星座が浮かぶ……プラネタリウムみたいなもんか。

やにお（以下、ＧＭ）：星座を変えて色んな演出ができるので、多芸な修太郎向きだね。




　さてさて、そんなこんながありまして、いよいよセッション当日──秘策を見せる時！

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、わたくしを含ふくめ五人の男女が集合しています。

　今、口を開いたのは、天才幼よう女じよエナ・ソフォスのプレイヤー、矢野俊策。




矢野俊策

　ゲームデザイナー、小説家。言わずと知れた、『ＤＸ３』のデザイナーである。『リプレイ・ナイツ』シリーズの著ちよ者しやでもあり、ドＳなＧＭとして君くん臨りんするＴＲＰＧ界の王子である。




ＧＭ：で、矢野よ……あれは何やってるの？

矢野：俺にも、よくわからんのだが……。




　われわれの視し線せんの先では、プレイヤーのひとり、佐藤有世さとう・ありせさんが、大畑にノート──　通つう称しよう〝有世ノート〟を見せては、何やらページを指さし、無言のやりとりをしていた。

　その隣となりには、笑いをこらえている──これまたプレイヤーのひとり、片かた岡おかあづささん。




佐藤有世（以下、佐藤）：あっ！　大畑さん以外見ちゃダメですよ！　秘ひ密みつです、秘密！

片岡あづさ（以下、片岡）：秘密らしくて、見せてくれないんです（笑）。




佐藤有世

　声優。アトミックモンキー所属。『機動戦士ガンダム００』のクリスティナ・シエラ役、『ストライクウィッチーズ』シリーズの山川三千子（みっちゃん）役などで活躍されている。その明るさ、元気さ、そして素っ頓狂な言葉を生み出す謎のパワーが今回も炸裂する！




片岡あづさ

　声優。81プロデュース所属。『プリティーリズム』シリーズの高峰みおん役、『侵略!?　イカ娘』の斉藤渚役などで活躍されているでゲソ。キャラクター、ストーリーともに的確に読み取り、構築し、サービス精神たっぷりに演出してくれる。その策士ぶりが今回も光る！




ＧＭ：（佐藤さんに）それ、なにしてるんですか？

片岡：大畑さんに……修ちゃんのことを質しつ問もんしてるみたいです（笑）。

佐藤：やんっ！　秘密よ、秘密！　あづっちには絶ぜつ対たい秘密なんだから！

ＧＭ：それ……別に、俺は見てもいいってことですよね？

佐藤：あっ、ほんとだ！　じゃ、特別に、見てもいいですっ！

片岡：まあ、私わたしにも、ちょいちょい見えてるんですけど（笑）。

佐藤：ええっ！　そうなのっ!?（一同笑）




「ほっしーデータ」と題されたページには、様々な質問が書かれている。内ない容ようは、「好きな食べ物は？」「好きな色は？」といった基き本ほん的てきな質問から、「好きな女の子のタイプは？」「どんなデートをしてみたい？」などの恋れん愛あい寄よりの質問まで──。




佐藤：あたし、気づいたんです！　マニュアル本とか、友達に聞くとかで……これまで、透子に敗北してきたんで、もっと、ほっしーのことを知るべきだって！

ＧＭ：あぁ……佐藤さん、二話の時のレコードシート──数値管理やメモ用のシート──にも、でっかく「負けたよ……透子」って書いてましたもんね（笑）。

Ｏはた：そ、そんなこと書いてたんだ……（笑）。

ＧＭ：そうなんだよ──お、ノートに、れいちゃんの日記も増ふえてる！

矢野：あの、おもしろ日記か！　それは見なくてはっ！




れい[image: ]ｓ　Ｄｉａｒｙ　Ｐａｒｔ２

●月○日　曇くもり　『Approaching Star』

　ひとりでの任にん務むって大変！（汗あせ）　みんなでいる時は、力を合わせてのりこえられるのに……。しかしあのネコ（怒）、堪かん忍にん袋ぶくろのおふくろさんがキレたわよ!!




Ｏはた：かっ、堪忍袋のおふくろさん……っ!!（[image: ←]腹筋を押さえて沈ちん没ぼつ）

ＧＭ：これは、二話のオープニングの話ですね（笑）。で、透子さんのＰＶ撮さつ影えい後が──。




　透子ったら、もしかしたらあのメリハリボディで誘ゆう惑わくとかしたのかな？　[image: ]ー!!

　妄もう想そうがクライマーックス!!　スト──────ップ!!




片岡：……じ、自分で暴ぼう走そうして、即そく座ざにすとーっぷ……!!（[image: ←]机つくえに突つっ伏ぷして沈没）

ＧＭ：そしてクライマックス後、Ｓロイスに透子さんが指定されて荒あらぶる、れいちゃん。




　くっそ────っ!!　大体ドラマとかアニメって最後は幼おさななじみとくっつくじゃない!?　あれ何なの？　その方ほう程てい式しきを……あたしが破は壊かいしてやるんだから!!

　人の気持ちを動かすことができる　それがＴＲＰＧ




矢野：なんでいきなりＴＲＰＧの話出てきたの──っ！（[image: ←]ツッコミの勢いのまま沈没）

ＧＭ：い、いかん、シナリオ開始前に全員沈没する！（笑）　トレーラー読みますよ！

一同：は────いっ！（笑）




●トレーラー

　前回の事じ件けんから二週間ほどが経けい過かし、七月──学がく園えん島とうに夏がやってきた。

　夏といえば……そう、恋こいの季節である。

　そして今──第三生徒会会長、星川修太郎には、モテ期がきていた。

　それも、並なみのモテ期ではない。超モテ期である。

　一〇〇〇人を超こえる生徒たちが、修太郎への恋れん情じように身を焦こがしていた！




矢野：超モテ期ってなんだよ!?（一同爆笑）

佐藤：（困こまり切きった声で）せんにんて……。もう……そんな……困こまる……。

ＧＭ：こ、困らせてすいません……続き、読みますね（笑）。




　未み曾ぞ有うのモテ期の影響で、第三生徒会の業ぎよう務むもままならない。

　そこで、事じ態たいの打開のため、あるイベントが企き画かくされた。

　恋の行方を懸かけた一大イベント。その名も──。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』第三話

「痛快なりゆきＲファイト　風雲、モテキ城！」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：風雲モテキ城ぉ────────っ!?（爆笑）

Ｏはた：くっ、ダメだ、もう名前だけで耐えられない……！（突っ伏す）

片岡：ひ、ひどい……出オチ……（笑）。

矢野：（両手で顔を覆って）このＧＭ……バカだ……ッ！

ＧＭ：失礼な。出オチでもバカでもないよ！　秘策だよ！（笑）　はい、じゃあハンドアウトいきますよ！




ハンドアウト：星川修太郎

シナリオロイス：モテ期　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：憧しよう憬けい／Ｎ：不信感




Ｏはた：なんだこのシナリオロイス!?

ＧＭ：見ての通り、キミの、モテ期への想いを綴ったロイスだよ（笑）。




　星川修太郎は、なぜか急にモテはじめてしまった。

　地味なクラスメイトに異い国こくの王女、堅かた物ぶつの番長、そして一〇〇〇人の恋する生徒たち。

　これが──夏の、魔ま力りよく。恋はいつも突とつ然ぜんに……ということだろうか。

　一体、どうすればいいのだろう……。




ＧＭ：──と、いうハンドアウト。このクラスメイトと王女、番長は、今回のシナリオゲストっていうか、新キャラです。オープニングで説明しますね。

Ｏはた：ていうか……王女ってなんだ！　すごいなアカデミア！

ＧＭ：はっはっは。では、次は透子さんのハンドアウトです。




ハンドアウト：御影透子

シナリオロイス：光月れい　　　推奨感情　任にん意い

　修太郎にモテ期がやってきた。

　羽虫のように寄よってくる、有象無象の恋こい敵がたき。幼なじみとして、叩たたき潰つぶさねばならない。

　おあつらえむきに、「風雲、モテキ城！」なる、決戦の場も用意された。

　様々なアトラクションで、修太郎との交こう際さい権けんを懸ける勝負を行なうという。

　知力体力そして美び貌ぼう──もはや優ゆう勝しようは頂いただいた。




佐藤：この自信！　どゆこと!?

片岡：透子さんらしい、いいハンドアウトだと思う（笑）。




　ライバルといえば、同じＳランクオーヴァードの……れいくらいなものだろう。




片岡：正直……ライバルとしては、れいは力不足というか。

佐藤：ばっかやろぉ!?　待って、勝つから。あたし、ライバルよ！（笑）

片岡：……うん、まあ、ハンドアウトに書いてあるから、じゃあライバルで（一同笑）。

ＧＭ：では続いて、れいちゃん用のハンドアウトです。




ハンドアウト：光月れい

シナリオロイス：御影透子　　　推奨感情　任意

　大変だ！　修太郎にモテ期がやってきた！　どうしたもんだ！

　モテ期を収しゆう拾しゆうするため、Ｒファイトが開かい催さいされることになった。優勝賞品は、修太郎との交際権、そして修太郎との──キス。




佐藤：（息を吞のんで）──キッス!!

ＧＭ：はい。キッス。

佐藤：もうっ、リップリップ♡　みたいな？

ＧＭ：え、すいません、ちょっと何言ってるかわかんないです（一同笑）。




　Ｒファイトなら、自分の得意分野である。

　痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」には様々な競きよう技ぎが用意されている。

　迫せまり来くる大玉──。




片岡：それは、おっぱいの話ですか？

ＧＭ：違ちがいます（一同爆笑）。




　迫り来る大玉、料理対決、水着審しん査さに標的破壊競争。修太郎すくいにラブ☆テスト。

　ライバルは多く、なにしろ透子が強きよう敵てきだが──諦あきらめるわけには、いかないのだ。




Ｏはた：修太郎すくいって……嫌な予感しかしない……！

ＧＭ：ふひひ……まあ、その時をお楽しみに。では最後、エナのハンドアウト。




ハンドアウト：エナ・ソフォス

シナリオロイス：キング・ブロッコ　　　推奨感情　Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：隔かく意い




矢野：誰だれだよ!?（一同笑）

ＧＭ：『ディスカラードレルム』に書いてあるよ。Ｒファイト運うん営えい委員会の委員長。

Ｏはた：（本を開いて）あ、ほんとだ、名前だけ載のってる……。




　修太郎にモテ期がやってきた。

　──これは何らかのエフェクトによる陰いん謀ぼうに違ちがいない。




Ｏはた：そこに気づくとは……やはり天才か（一同笑）。

矢野：いや、そりゃ気づくだろ！




　そこで、混こん乱らんを収おさめ、モテ期の被ひ害がい者しや（？）を一カ所に集めるべく、痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」が開かれることになった。

　Ｒファイト運営委員長のキング・ブロッコは、視し聴ちよう率りつにしか興きよう味みのない人物だ。

　ここはひとつ、天才のキミの出番だろう。「大会を成功に導みちびく」「事件の背はい景けいを調ちよう査さする」。〝両方〟やらなくっちゃあならないってのが〝天才〟の辛つらいところだな。

　そんなわけで、修太郎目当てに集まった一〇〇〇人を相手に、キミはマイクで叫さけぶ。

「しゅーたろーと、付き合いたいか──────っ!?」




矢野：クイズ番組の司会かっ!?（一同爆笑）　番組が違うだろ！（笑）

ＧＭ：はっはっは。まあ、ともあれ、こういったシナリオでございます。これを参考に、キャラクターの成長などを行なっていきましょう！




▼星川修太郎

ＧＭ：せいちょー！　ほーこくー！

矢野：なんだお前は（笑）。いいから座すわれ。

ＧＭ：はい（着席）。──では、修太郎から、成長の報ほう告こくをどうぞ。

Ｏはた（以下、修太郎）：はい、修太郎です。コードネームが……つきました。

ＧＭ：それにともなって、演出も、魔眼……闇やみの球体の中に、そのときの能力に応おうじた星座が浮うかび上あがる、というものになったと。かっこいいと思うよ！

修太郎：データ的には、《コンセントレイト：エグザイル》と、《命のカーテン》が１レベルずつ伸のびました。そして、《孤こ独どくの魔眼》を新しん規きに取得。で、５点余あまらせてます。

ＧＭ：了解。防ぼう御ぎよ寄りのバランス成長だね。

修太郎：固定ロイスは、透子ちゃんとれいちゃんにしてます。

ＧＭ：はい、ＯＫです。
















▼御影透子

片岡（以下、透子）：私は、《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》を３レベルにした。

ＧＭ：侵蝕率が[image: 100]％を超こえなくても、クリティカル値７で判はん定ていできるようにしたわけですね。ミドルフェイズで活かつ躍やくしやすいですな。

透子：今回は特に、ミドルフェイズでの判定が多そうだと思ってな。

ＧＭ：いい読みだ！

透子：それから、《フラッシュゲイズ》を新規に取得して３レベルにした。これで、相手の判定を妨ぼう害がいすることができる。侵蝕率80％以上でないと使えないがな。

佐藤（以下、れい）：妨害……やだぁ！　困るぅ！

透子：れいを妨害するために取ったわけではない……まあ、しない、とは言わないが（笑）。

れい：絶対してくるわ！　あんたはそういう女よ！（一同笑）

透子：固定ロイスは、修太郎とれいに取ったぞ。

ＧＭ：了解です。みんな、ＰＣに取ってきますね。

透子：ま、私の場合は、優ゆう先せん順位の表現……かな。

ＧＭ：なるほど。はい、以上でＯＫです。
















▼光月れい

れい：はいっ！　あたしはっ、《バリアクラッカー》を取りましたっ！

ＧＭ：組み合わせた攻撃で、相手の装そう甲こうやガードを無む効こうにする、強力なエフェクトですね。回数制せい限げんがあるので、必ひつ殺さつ技わざっぽい。

れい：そうなの！　エナちんが使ってるの見て覚えてみたわ。こう、拳こぶしが、さらに……ばりばりーっと！　なりましたっ！

ＧＭ：は、はい（笑）。えーと、他には……。

れい：んと、《雷らい光こう撃げき》が３レベルに。それから、《アームズリンク》が２レベルに！　ふーぅっ！　成長したわ！　ありがとございまっす！（一同笑）

ＧＭ：なぜお礼を……（笑）。攻こう撃げき力りよくとダイスの数を増ふやす、順当な成長ですね。妨害技を覚えた透子さんに対して、純じゆん粋すい攻こう撃げき型がたとして成長した感じ。

れい：うん、あたし、難むずかしいことできないから……（笑）。

ＧＭ：固定ロイスはどうしましたか？

れい：ほっしーと透子にしました！　以上でっす！
















▼エナ・ソフォス

矢野（以下、エナ）：あたいも成長したぞー！

ＧＭ：はいはい天才天才。

エナ：ふふん、なんと、《守りの弾たま》を取得したのだ。こいつは、攻撃を銃じゆう弾だんで叩たたき落おとすという、天才のみに許ゆるされたエフェクトだ。

透子・れい：かーっこいい！

エナ：ただ、相手の攻撃の達成値との対決になるので、成功するかは難しい……《勝利の女神》が残っていれば、そこでチャンスあるかな、って感じ。

ＧＭ：あるある、ワンチャンあるよ。

エナ：適てき当とうだな！　そのためもあって、《勝利の女神》を３から５レベルに、《コンバットシステム》を１から２レベルに成長させた。達成値支し援えんとダイス増加で成功の確かく率りつを高める。あとは透子ちゃんの《フラッシュゲイズ》と合わせれば結けつ構こういけそう。

ＧＭ：エナと修太郎の二枚まい防御って感じになってきたね。

エナ：固定ロイスはひばりちゃんと……修太郎。ＮＰＣ多いんで、ＰＣのロイス入れたよ。
















ＧＭ：以上で、成長報告は終しゆう了りよう。では、ＰＣ間のロイスを決めていきましょうか。……といっても、みんな、固定ロイスで対象ＰＣのロイス取ってますね。

修太郎：『アカデミア』は、愉ゆ快かいなＮＰＣが多くて。ロイス枠わくが足りないので（笑）。

ＧＭ：じゃ、ＰＣへのロイスは、特に変化がないものは申告しないでＯＫです。変化があったものだけ、教えてください。ＰＣへのシナリオロイスの分もですね。

透子：ダイス振ふって決めよう……修太郎には、「Ｐ：慕ぼ情じよう／Ｎ：食しよく傷しよう」。れいには、「Ｐ：執着／Ｎ：不快感」。どちらも表はポジティブだ。

れい：なんだか、不快に思われてるわ！（笑）

透子：こう、少しライバルとして意識……無意識に捉とらえている感じだな。そして、修太郎への「食傷」は、鈍い、ということに対して（笑）。

れい：あたしは、透子に「Ｐ：尊敬／Ｎ：嫉妬」！　ライバル！

修太郎：おお、ライバルっぽい組み合わせ。

エナ：あたいは、ロイスの感情を全部天才っぽい言葉にしよう。修太郎には「Ｐ：あまい／Ｎ：にぶい」。ひばりちゃんには「Ｐ：おかし／Ｎ：まぶしい」。

ＧＭ：（両手で顔を覆って）こいつバカだ────っ!!

修太郎：楽しそうだなぁ……（笑）。

ＧＭ：ふぅ……。じゃ、そんなわけで、セッションを開始しましょう！


















《コンセントレイト》　メジャーアクションのクリティカル値を下げる一般エフェクト。シンドロームごとに別のエフェクトとして取得する。

《命のカーテン》　離れた相手をカバーリングするエグザイルのエフェクト。

《孤独の魔眼》　範囲攻撃の対象を自分だけに変更するバロールのエフェクト。

《フラッシュゲイズ》　閃光で目を眩ませ、ダイスを減少させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《バリアクラッカー》　対象の装甲やガードを無効にするブラックドッグのエフェクト。

《雷光撃》　雷を纏って攻撃力を増加させるブラックドッグのエフェクト。

《アームズリンク》　武器とリンクすることでダイスを増加させるブラックドッグのエフェクト。

《守りの弾》　弾丸で迎撃し、相手の攻撃を失敗させる、ノイマンのエフェクト。

《勝利の女神》　対象の判定の達成値を上昇させる、ノイマンのエフェクト。

《コンバットシステム》　正確な動きでダイスを増加させるノイマンのエフェクト。









　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆出しゆつ現げん！　風雲モテキ城じよう！　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　初夏の太陽に照らされて、砂すな浜はまが眩まぶしく輝かがやいている。

　そこに詰つめかけた、一〇〇〇人の──恋こいする生徒たちに、エナはマイクで呼よびかける。

「しゅーたろーとーっ！　付き合いたいか──────っ!?」




ＧＭ：──と、いうシーンです（一同爆ばく笑しよう）。

エナ：いきなりここからかっ！（笑）

ＧＭ：はい。エナは今、学がく園えん島とうの北岸にある海水浴場──通つう称しよう「北ビーチ」に造られた特とく設せつステージの上に立って、マイクを握にぎっています。砂浜には、目をハート形にした、修しゆう太た郎ろうに恋する一〇〇〇人の生徒がおり、エナのかけ声に「うおー!!」と応こたえます。

エナ：くっ……なんというプレッシャーだ……！

ＧＭ：では、ステージ上、エナの隣となりに立った、もうひとりの司会担たん当とう、報ほう道どう部ぶの蜷にな川がわしねまが、「負けてはならないでありますよ、天才クン！」とエナを激げき励れいする。

れい：しねまちゃんも司会なんだね！

ＧＭ：はい。しねまとエナの共同司会。「……本当は、小生も出場したかったのでありますが……これほどのビッグイベント、報道魂だましい的に、スタッフ側に回らざるを得ないであります」

エナ：なるほど。これ、もうカメラ回ってるんだよね？

ＧＭ：「全学園に生放送中であります！」そう言うしねまの手にも愛用の８ミリカメラ。

[image: ]

エナ：やるしかないな。前に踏ふみ出だして──よくぞ来た！　ぼんくらども！

透とう子こ：ひどいな（笑）。

エナ：しゅーたろーと付き合いたいようだが、付き合えるのは、勝ったやつだけだ！

ＧＭ：「知力、体力、時の運──そして、ヒロイン力が試されるのであります！」

エナ：勝ち残れるのは、ひとりだけ！　それが──。

ＧＭ：「痛つう快かいなりゆきＲファイト！　『風雲、モテキ城！』──であります！」

修太郎：ちゃーちゃらっちゃーちゃーららー。（[image: ←]番組のテーマ曲らしい）

透子：た、楽しそうだな……こいつら（笑）。

ＧＭ：大だい歓かん声せいを受けるステージ、その中央がせり上がって、ひとりの男が登場します。見えてくるのは、豊ゆたかにカールした緑色の髪かみ。その色、形はまさに……ブロッコリー！

一同：ブロッコリー!?（笑）

エナ：ま、まさか……（笑）。

ＧＭ：全部の指に派は手でな指輪をし、蝶ちようネクタイを締しめた男をしねまが紹しよう介かいします。「Ｒファイト運うん営えい委員会、運営委員長キング・ブロッコ氏より、開会の挨あい拶さつであります！」

[image: ]

エナ：やっぱり、こいつがブロッコちゃんか！

透子：またダメなＮＰＣの予感がぷんぷんするぞ（笑）。

ＧＭ：「あー……ゴホン。ユーたち！　知っていますか？　ブロッコリーとカリフラワーでは、カリフラワーの方が原種に近いが……ブロッコリーの方が、栄養があります」

一同：…………？

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ！　どうも、キング・ブロッコです」（一同笑）

エナ：……な、なに、今の？

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ！　ブロッコリートリビアだよ」──そう言うと、ブロッコは、緑色の頭から一ひと房ふさちぎって、むしゃむしゃ食べます。「うまい！　栄養がある！」（一同笑）

修太郎：頭のそれ、ブロッコリーなの!?

ＧＭ：そうです。頭部に菜園を持った、オルクス／ソラリスのオーヴァード生徒。

エナ：しねまちゃん！　こいつどうにかした方がいい、アホだ！（笑）

ＧＭ：しねまは、エナをぐいぐいとブロッコの方に押おします。「天才クンがなんとかしろでありますよ！　あなたのシナリオロイスでしょ！」

修太郎：ひ、ひどい……もうグダグダじゃないか！（笑）

ＧＭ：えー、さておき──ブロッコは歓かん声せいに応こたえて手を振ふると、マイクを握って陽気に叫さけびます。「ＨＡＨＡＨＡ！　ではみなさんお待ちかね！　今回の賞品は──これ！」

修太郎：え？　あれ……賞品？

ＧＭ：ステージが、またせり上がって……檻おりに入った修太郎が登場する（一同笑）。

修太郎：ひっ、ひどい扱あつかいだ!?（笑）　弁べん護ご士しを！　弁護士を呼よんでください！

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ！　今回の賞品は、この！　……えーと、誰だれだっけ？」（一同笑）

修太郎：くっ、こいつ！（笑）　星川、星川修太郎です！

ＧＭ：「ああそうそう、ミスター星川との、優ゆう先せん交こう際さい権けん──そして、ＫＩＳＳ！」

れい：ふぅ～……っ！（[image: ←]目がキラキラしている）

透子：（素すになって）ちょ、大だい丈じよう夫ぶ？　すっごい息荒あらくなってるけど（笑）。

れい：あ、ちょ、ごめん。ちょっと……興こう奮ふんして……（笑）。

ＧＭ：「カメラの前での、公こう衆しゆうの面前での──ＫＩＳＳ！」

れい：くひっ……♡（[image: ←]変な笑いが漏もれた）

ＧＭ：「そしてユーたちが、死力を尽つくして挑いどむのは──」ブロッコが腕うでを振ると、巨きよ大だいなアミューズメント施し設せつのような建けん造ぞう物ぶつが、海から浮うかび上がる！

修太郎：げええ……一夜城どころか、目の前で城が！

ＧＭ：「イエース！　これが、ワタシの《キングダム》で生み出した、モテキ城！」

修太郎：アホそうなのに、能のう力りよくだけはすごいな！

ＧＭ：ちなみに、《キングダム》はエネミー専せん用ようエフェクトですが……このブロッコさん、別に敵てきとかではありません。まぎらわしいから、先に言っておきます（笑）。

エナ：じゃ、マイクに向かって──てなわけで、痛快なりゆきＲファイト！　開かい幕まくだ！

ＧＭ：「本大会の司会進行は、小生、報道部の蜷川しねまと──」

エナ：第三生徒会の天才！　天才の！　あたい、エナ・ソフォスが──。

ＧＭ：「お送りするであります！」

修太郎：無む駄だに息ぴったりだなキミたち！（一同笑）




　ふたたび、ステージが大歓声に包まれる。

　こうして、痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」が幕まくを開けたのである！







◆Opening02◆モテ期のはじまり　Scene Player ─── 星川修太郎




　……どうして、こんなことになったのだろうか。

　すべては、昨日の放課後から始まったのだ。




ＧＭ：さて──前のシーンから時間が巻まき戻もどって、昨日のシーン。シーンプレイヤーは修太郎。モテ期の始まりを描びよう写しやする場面です。侵しん蝕しよく率りつ上げてください。

修太郎：（ダイスを振る）……１。おお、前のシーンも３だったし、今回は好調だ。

ＧＭ：放課後。修太郎は、忘わすれ物ものをして教室に戻ってきました。

修太郎：ＷＡＷＡＷＡ忘れ物～。

ＧＭ：教室に入ると……ひとりの女子生徒が、重そうなゴミ箱を運んでいる。

修太郎：クラスメイトだったら、知ってる子かな？

ＧＭ：はい。彼かの女じよは、七節小石ななふし・こいし。気の弱そうな、地味で目立たない……すごく目立たない、という感じの女の子です。今も、日直のもうひとりが、彼女のことを忘れて帰ったので、ひとりでゴミ箱を運んでいるところ。

修太郎：なるほど、じゃあ……手伝うよ、って声をかけよう。

ＧＭ：「……っ!?」小石はキョロキョロして、「誰に言ってるんだろう？」みたいな顔。

修太郎：七節さんに言ってるんだよ、と。──あんまり話したことない感じかな。

ＧＭ：彼女は、クラスでは、すごーく目立たないので、誰ともあんまり話していないですね。でも、修太郎は何回か話したことがある……で、いいかな？

修太郎：うん。なるべく話しかけてたことにしたいな、と。せっかくの学園生活、せっかくのクラスメイト……もう何年ぶりかのクラスメイトなので、大事にしたい。

ＧＭ：小石は焦あせった感じに汗あせを飛ばしつつ……。「で、でも……わたし……日直……」

修太郎：ひとりじゃ大変でしょ。一いつ緒しよにやればすぐだし、と手を貸かそう。

ＧＭ：はい。では、ふたりで、下にある焼しよう却きやく炉ろに運んだりします。……小石は、歩きながら、なんかあせあせして、ちらちら修太郎を見ています。

修太郎：……ええと、どうか、した？　僕ぼくの顔になんかついてる？

ＧＭ：「あ、あのっ、えっと、その…………御み影かげさん……」

修太郎：透子ちゃん？　透子ちゃんが、どうかした？

ＧＭ：「あの……えっと、御影さん……とは、付き合って……ない、って」

透子：（間かん髪はつ入いれず）いや付き合ってます（一同爆笑）。

ＧＭ：透子さん！　透子さん登場してないですから！（一同笑）

修太郎：うん。透子ちゃんとは、付き合うとかじゃなくて、幼おさななじみなんだ。

ＧＭ：「…………ほっ」と、なんか胸むねを撫なで下おろしてます。

透子：──イラッ（笑）。

修太郎：ひっ!?（一同笑）　なっ、七節さんは、どうしてそんなことを聞くんだい？

ＧＭ：「……あ、あのっ……ＰＶで……見てっ……」

修太郎：ああ、しねまちゃんの撮とった……。そういえば、なんかラブを煽あおってたっけ。あれはその、ＰＶを盛もり上あげるための、まあ、お芝しば居いみたいなものだよ。

ＧＭ：「そ、そっか……ほっ」　またなんか、胸を撫で下ろしてます。

修太郎：（不思議そうに）どうしてそんなこと聞くんだい、七節さん？

エナ：しゅーたろー、にっぶ！（一同笑）

ＧＭ：「あっ、あの、わたし……ほっ、星川くんに、そのっ、こ、ここっ、こい……」

れい：……恋っ!?

ＧＭ：「こい、こいし……小石である！」（一同爆笑）




　廊ろう下かを歩きつつ、唐とう突とつに自己紹介を始める七節小石。クラスメイト。




ＧＭ：「あぅ……っ、ま、間ま違ちがえ……っ」手をばたばたさせて、赤くなっています。

れい：やだもう！　ちょっと何その可愛かわいいのっ！

透子：か、かわいい……この、女……（ギリッ）。

修太郎：……えっと……じゃあ、小石ちゃん、って呼よぶね、と、戸と惑まどった顔で。




　赤面して黙だまり込こむ小石、何がなんだかわからない修太郎……そんなこんなで、ふたりは中庭、焼却炉のところまでやってきたのだが──。




ＧＭ：焼却炉に向かうとですね、目の前を──熊くまが歩いている。

修太郎：くっ、熊!?　ベアー!?

ＧＭ：ベアーです。「くっ……熊……！」　と、背はい後ごで小石が気き絶ぜつする（一同笑）。

修太郎：小石ちゃん!?　あ、慌あわてて、小石ちゃんをかばうようにします！

ＧＭ：熊は、ふんふん、ふんふん！　と修太郎を嗅かいでます。

修太郎：ひっ！　あ、あのっ！　僕は美お味いしくないですよ!?（一同笑）

ＧＭ：では……。熊は二本の脚あしで立ち上がり──修太郎を抱だきしめる。

修太郎：うごあーっ!?　しっ、死ぬっ！　肋あばらがっ！　背せ骨ぼねがっ!?

ＧＭ：そこで──上から声がかかります。「ほう、スクードが、初対面の人間をそんなに気に入るとは、珍めずらしいこともあるものじゃ」

修太郎：だっ、誰!?　上!?

ＧＭ：見上げると……熊の肩かたに、すっくと立った女子生徒がひとり。中等部の制せい服ふくを、ドレスのようにヒラヒラに改かい造ぞうし、ふわふわした頭に、冠かんむりをかぶっています。

一同：王女きた────っ!?

ＧＭ：「ふむ。面白い。これ、そこの者。名をなんと申す」

修太郎：げ、げふぅ……そ、その前に熊のハッグを、ベアーの抱ほう擁ようを止めて……（一同笑）。

ＧＭ：「それもそうじゃな。これ、スクード。離はなしてやれ」

修太郎：はぁっ……はぁっ……。し、死ぬかと思った……。ぼ、僕は……星川、修太郎です。

ＧＭ：「修太郎か。よい名じゃ。わらわはリオーネ。リオーネ・ベスティア。ベスティア王国の、第一王女である！　これなるは、わらわの第一の騎き士し、スクードじゃ」

修太郎：お、王女さま！　へ、へへぇ……！（[image: ←]平へい伏ふくしたらしい）

エナ：け、権けん威いに弱い……（一同笑）。

ＧＭ：「ふぅむ……」リオーネは、じろじろと修太郎の顔を見る。

修太郎：な、なんですか……王女さま。

ＧＭ：「うむ……」　リオーネは、こくんと頷うなずきます。「気に入った！　おい、修太郎とやら。おぬしを、わらわの婿むこにしてやろう！」

修太郎：へ？　……婿？

ＧＭ：「喜ぶがいい。小国じゃが、歴史ある我わがベスティアの、次期女王の婿じゃ」

修太郎：いや、その……僕らはまだ、出会ったばかりですし。

ＧＭ：「小さいことを気にするでない。はっはっは！　よかろう、婚こん姻いんの準じゆん備びを整ととえたら、また会おう！」　……と、リオーネは熊に乗って去っていきます。

透子：さ、去っていった……（笑）。

れい：ちょっと……もう、なにこれ！　ライバル増ふえすぎ！

エナ：これ、修太郎のハンドアウトに書いてあるキャラが順番に出てくるシーンだね。クラスメイト、王女……じゃ、次は、番長か。
















　あの、王女と熊は一体なんだったのか……混こん乱らんしつつも、修太郎が、気絶した小石の様子を見ていると──背後から、鋭するどい声がかけられた。




ＧＭ：「貴き様さま！　その少女に何をしているッ！」

修太郎：え、ええと……気絶したので様子を……と言いながら振ふり向むきます。

ＧＭ：振り向くと、ひとりの女子生徒が、腰こしの刀に手をかけている。

修太郎：刀持ってるぅ────────っ!?（一同笑）

エナ：まあ、あたいも銃じゆう持ってるし、そのくらいは普ふ通つうかもしれない……（笑）。

修太郎：普通の学園では、生徒は刀持ってないからね!?（一同笑）

ＧＭ：その女子生徒は、軽く腰を落とし──居い合あいの構かまえを取ります。

修太郎：げ、げぇ……強そう！

ＧＭ：「その少女から手を離はなせ……白昼堂々と、そのような行ない……！　なんという破は廉れん恥ちな男だ！　抵てい抗こうするなら──斬きる！」

修太郎：い、いや、この子はクラスメイトで……熊に会って気絶して……。

ＧＭ：「熊だと？　こんなところに熊などいるわけがなかろう」（一同笑）

修太郎：僕も噓うそっぽいと思いますけど、日本刀持った人に言われたくない（笑）。

ＧＭ：「この、番長連三番隊番長、姫鶴千鶴香ひめづる・ちづかが見つけたからには……破廉恥な行ないは、絶ぜつ対たいにさせんぞ！」

修太郎：ど、どうしようこの人……。

ＧＭ：「……む。貴様、その立ち位置──後ろの少女を守っているな？」

修太郎：へ？

ＧＭ：「私わたしの剣けんを前に、気絶した少女を守る……だと？　貴様……なかなかの男」

エナ：勝手に怒おこって、勝手に持ち上げ始めた！（笑）

ＧＭ：「む、むむ……っ。なんだ、貴様を見ていると、なぜか、頰ほおが熱くなり……む、胸が急に苦しく……！　どういうことだ!?」

透子：なんだろう、こいつ……一番真面目なのに、一番アホっぽいぞ（笑）。

修太郎：あの……もしもし？　あの、具合が悪いなら、保ほ健けん室しつにでも……。

ＧＭ：「いや、これはまさか……こっ、恋──違うっ！　私がそのような……破廉恥な！」急に真っ赤になってそう叫さけぶと、千鶴香は、だだだっと走り去ります。

修太郎：何もしていないのに、自己完結して逃にげた!?（笑）




　次々と、修太郎の前でおかしな態たい度どを取る少女たち。

　しかし、本当の異い変へんが始まるのは、ここからだった──。




修太郎：と、とにかく、ゴミを捨すてて、小石ちゃんを保健室にでも連れて行って……。

ＧＭ：そこで──キミたちと同じように、ゴミ箱を持って焼却炉にやってきた別の女子生徒が、修太郎を見て……ガターン！　とゴミ箱を落とす。

修太郎：へ？

ＧＭ：そして、こう叫びます──。「好きですっ！」（一同笑）

修太郎：はい────────っ!?（笑）

ＧＭ：さらに、近くの道をランニングしていた、女子ソフトボール部の部員たちが、一いつ斉せいにキミを見て、「素す敵てき！」「惚ほれたわ！」「この気持ち……恋か!?」　と叫ぶ！

エナ：（爆笑して）な、なんだこの……頭の悪いイベント（笑）。

ＧＭ：……次々と上がる黄色い声。二階からこちらを見た女子生徒が窓まどを開けて叫ぶ。「アイキャントストップ・フォーリンラブ！」（一同爆笑）

れい：英語や!!（一同笑）

透子：反はん応のうするとこ、そこなのか!?（笑）




　異変は、急きゆう激げきに広がっていた。

　騒さわぎを聞きつけてやってきた生徒たちが、次々に修太郎を見て──恋に落ちる。

　目をハート形にした生徒たちが、修太郎をめがけて──押おし寄よせた！




修太郎：なっ、なんじゃこりゃ──────っ!?（一同笑）

ＧＭ：じゃ、気絶から覚めた小石が「……ほ、星川くん、どうし……？」　と尋たずねようとしたところで、押し寄せる人波に飲のみ込こまれます（笑）。

修太郎：ひっ、ひぃっ！　こ、小石ちゃん……ごめん！　とりあえず──逃げる!!




　脱だつ兎とのごとく逃げ出す修太郎。それを追う──恋する生徒たち。

　その数は続々と増え、既すでに数百人に達しようとしていた……。



《キングダム》　建造物を造り出す、オルクスのエネミーエフェクト。









◆Opening03◆襲しゆう来らい!!　恋のトリコたち!!　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　放課後。御影透子と光月れいは、第三生徒会本部の一室で、のんびりとお茶を飲んでいた──その〝異変〟が……モテ期が、やってくるまでは。




ＧＭ：と、いうわけで、透子さんとれいちゃんの共通のオープニングです。ふたりで、フレーズの入れてくれたお茶を飲んでいるところですね。

[image: ]

透子：うむ……フレーズのお茶は美う味まいな。

ＧＭ：「ありがとうございます～」で、フレーズは掃そう除じしに別の部屋に行きますね。

れい：透子、あたし、すごいことに気づいちゃったの！

透子：ほう。

れい：いい？　実はね、恋れん愛あいのマニュアル本を読んだりね、友達に、恋愛の必殺テクニックを教えてもらうとかはね……意味がないのよ！

透子：……そ、そうか……っ。（[image: ←]笑いをこらえている）

れい：やっぱね、一いつ般ぱん的てきな男子のことなんか知っても意味ないのよ！

透子：う、うん……。そうだな？（笑）

れい：だからあたし、ほっしーのこと調べまくったの！（[image: ←]ノートをバンバン叩たたく）

透子：……れいは、またひとつ賢かしこくなったな。と、頭を撫なでよう。

れい：すごい発見だわ！　ふんふん！　──って興奮してる！

ＧＭ：──さて、そんな話をしていると、外から異い様ような物音が聞こえてきます──そうですね、何百人も走ってくるような（一同笑）。




　大おお勢ぜいが迫せまる音──そして、誰だれかが廊下を走る音と、バタン！　と開く扉とびら。

　扉の向こうには、息を切らせ、真っ青な顔をした──修太郎がいた。




ＧＭ：修太郎は、もう、服とかボロボロになって、ヨレヨレの姿すがたで登場します。

れい：ありがとございまっす！

ＧＭ：え？　……はい、どういたしまして？（一同笑）

修太郎：……た、助けて……お、女の子が……！

透子：ボロボロの服……女の子……？　はっ！　そういうことか！　──そんな、修太郎……私に言ってくれれば、いつでも……と言って、脱ぬぎます。

一同：脱いだ────っ!?（笑）

透子：（素すになって）……ま、白衣を脱いだだけなんですが（笑）。

修太郎：そっ、そんなことより、大変なんだ、その……女の子たちが……！

ＧＭ：そこで、フレーズが慌あわてた顔で、壁かべを通とおり抜ぬけてやってきます。「たたた、大変ですよ、みなさん！　本部が──女の子たちに包囲されています！」

透子・れい：包囲!?

修太郎：そ、そうなんだ……女の子が、僕を追いかけてくるんだ……！

エナ：女の子が追いかけて……しゅーたろー、そいつはきっと、モテ期だよ（一同笑）。

ＧＭ：そう、これはモテ期！　そして、モテ期はこの第三生徒会本部にまで押し寄せる。──どんどん！　と、本部の壁や扉が叩かれ、蹴けられます！　「オラ！　出てこい！」

修太郎：こんなモテ期いやだよ!?（一同笑）

エナ：あたいも登場しよう──銃を構えて、緊きん迫ぱくした表ひよう情じようで、天てん井じよう裏うらから顔を出す。

修太郎：え、なんでそんなとこにいるの!?

エナ：（スルーして）まずいね、本部はもう、連中に囲まれているよ（一同笑）。

ＧＭ：では、そこで──部屋の中に、《ディメンジョンゲート》が開きます。

一同：おおっ？

ＧＭ：黒い穴のようなそこから、生徒会長、雲雀宏一ひばり・こういちが顔を出します。「やあ、大変なことになってるみたいだね？　とりあえず、ここから脱だつ出しゆつしよう」

[image: ]

エナ：助かったよ、ひばりちゃん！

ＧＭ：ひとまず、ここを離れられないフレーズを除いて、全員、生徒会本部に移動します。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：と、いうわけで、生徒会本部ビルの最上階──生徒会長室です。あなた方が入ってきたところで、影田くんがゲートを閉とじます。
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れい：この扉、シャド田くんの能力なんだ？　すっごいね！

ＧＭ：「ありがとうございます。影田です」

エナ：あたいがきたぞーっ！　と叫んでおこう（一同笑）。

ＧＭ：「うん、いらっしゃい」と雲雀。「なんだか、大変なことになっているねぇ」

透子：……ふん。相変わらず、耳が早いな、雲雀。

ＧＭ：「ここからでも見えるからね～」と、窓の外から第三生徒会本部の方を見ている。「おー、すごいすごい、行列ができてるよ。あー、ガンガン扉蹴ってるねー」（一同笑）

エナ：フレーズちゃん……無事かな……（笑）。

ＧＭ：多分、非ひ実じつ体たい化かして隠かくれてるよ。ガクブルしながら（笑）。

透子：（真しん剣けんに）これは……やはり……皆みな、修太郎の魅み力りよくに気づいてしまったのだな。

れい：（真剣に）気づいちゃったんだね……。

ＧＭ：雲雀は、真顔でそんなことを言っているふたりを、かわいそうなものを見る目で見ている。「……うん、いや、これは明らかにおかしな事じ態たいだよね？」（笑）

透子：そ、そうなのか……？

れい：おかしくないんじゃない？

修太郎：いやいや！　おかしいよ。おかしいですよ、会長さん！

ＧＭ：「そうだね。これは、いわばモテ期。それも、明らかに異い常じようなモテ期だよね」

エナ：……あたい、あれには、なんかオーヴァードの力が関わっていると思うよ。

ＧＭ：「そこに気づくとは……やはり天才か」（一同笑）

エナ：うん。ハンドアウトに書いてあったからね（一同笑）。

ＧＭ：「ともあれ、異常事態だね。原げん因いんを調べるのも必要だし、なにより、まずはあの恋する生徒たちを落ち着かせないといけない。このままでは、暴ぼう動どうになってしまう」

エナ：じゃ……腕うで組ぐみして、考かんがえ込こむと──ひらめいた！　って叫さけんで、目がぐるぐるってスロットマシンみたいに回り始める（一同笑）。

修太郎：またかっ!?

エナ：で、チーン！　って音がすると──目に「Ｒ」「ファイト」って出る（笑）。

透子：どういう仕組みなんだ……？（笑）

ＧＭ：「ほう、なるほどね。Ｒファイトを開かい催さいして、会長くんをその賞品にするわけか」

エナ：さすが雲雀ちゃん、察しがいいね。

ＧＭ：「うん。ハンドアウトに書いてあったからね」（笑）

エナ：その大会が開催されれば、あのモテ期でおかしくなったみんなを一カ所に集めることができる。暴動は収おさまるし、調ちよう査さもしやすいだろうしね。

ＧＭ：「いいアイデアだね。急いで、準備と告知をする必要があるな」

エナ：運営委員会のブロッコちゃんには、あたいから連れん絡らくしておくよ。

ＧＭ：「うん、彼の能力があれば──明日には、開催できるだろう」

修太郎：むちゃくちゃ早いな！（一同笑）

ＧＭ：「あとは告知だ」

エナ：報道部に頼たのもう。しねまちゃんには、あたいと一緒に司会もやってもらう。

ＧＭ：「パーフェクトだ、エナくん。まるで未来を見てきたようだ」（一同笑）

エナ：賞品は──しゅーたろーとの優先交際権ってとこかな。

ＧＭ：「ふむ、妥だ当とうなところだね。ただ、もうすこしパンチが欲ほしいな」

エナ：じゃあ──キッスだね！

修太郎：ちょっとエナちゃん!?　僕の意い思しはどうなってるの!?（笑）

エナ：諦あきらめるんだ、しゅーたろー。これはもう決まったことなんだ（一同笑）。

ＧＭ：「交際権とキス……うん、いいだろう。これでいこうか」

透子：いつになく真顔になって……それは、私も出場できるのだな？

ＧＭ：雲雀がゴクリ、と唾つばを飲む。「御影くん、いつになく真顔になってるよ」（一同笑）

れい：はぁ……キッスとか。もぉ……恥はずかしい♡　どうしよぉ♡

修太郎：れいちゃんは既に優ゆう勝しようしたつもりで悶もだえているよね!?（一同笑）

ＧＭ：「まあまあ、会長くん。Ｒファイトは、恋する生徒を落ち着かせるためにやるんだ。第三生徒会のメンバーが優勝しちゃえば、賞品もなかったことにできるだろ？」

修太郎：なるほど！　そうだ、そうしよう。そうしようね!?（笑）

透子・れい：……（目を逸そらす）。

ＧＭ：「ともあれ──」　と、雲雀が言います。「Ｒファイトを開催することは、決まりだね。あとは、大会の名前だけど──」

エナ：あたいにいいアイデアがある。名付けて──。




　──こうして、痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」の開催が決定したのである。

　果たして、モテキ城には、一体どんな試練が待ち受けているのだろうか……！



《ディメンジョンゲート》　移動用のゲートを造り出すバロールのイージーエフェクト。









　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆全選手入場！　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　モテキ城じよう──キング・ブロッコのエフェクトにより、海上に出しゆつ現げんした、巨きよ大だい施し設せつだ。

　選手たちは、砂すな浜はまから伸のびた橋を渡わたり、ゲートをくぐって入場していく。




ＧＭ：ここから「風雲、モテキ城！」が始まります。エナのオープニングに続く場面で──選手入場のシーンになります。まず、登場するのは、修しゆう太た郎ろうとエナ。

修太郎・エナ：ほい。

ＧＭ：モテキ城の入り口をくぐると、グラウンドというか、広場があり、そこに選手が入場してきます。実じつ況きよう席には修太郎としねま。エナは、マイクを持ってグラウンドにいます。

エナ：ＯＫ！　「現げん場ばのエナ・ソフォスさん」ってやつだ（笑）。

ＧＭ：では……画面にグラウンドと、そこに入るゲートが映うつり、しねまの実況がかぶさる。「さあ、いよいよ始まるであります、痛つう快かいなりゆきＲファイト『風雲、モテキ城！』」

エナ：知力、体力、時の運──そして、ヒロイン力が試される！

ＧＭ：「Ｒファイトですから、エフェクトの使用は全面解かい禁きん！　ただし、他の選手、および施設、観客への直ちよく接せつ攻こう撃げきは禁きん止しであります！」

エナ：直接攻撃ナシにしないと、透子ちゃんとか……既すでにヤル気だもんね（笑）。

透子：うむ（笑）。

ＧＭ：「それでは、注目選手の紹しよう介かいをしていくであります！」──最初は、半はん透とう明めいで、ふわふわ浮ういている少女──。「幽ゆう霊れい少女、フレーズ・ウエハラ！」と、しねまが紹介します。

エナ：（マイクを突つき出だし）お、フレーズちゃん、本部から出られたんだ？

ＧＭ：「えへへ、わたし、新しいエフェクト覚えたんですよ～」一いつ緒しよにいる透とう明めい猫ねこの海ちゃんが、「にゃーん」と鳴きます。海の体を通して、ここに出現している感じ。

修太郎：ああ、《アニマルテイマー》か。

ＧＭ：「そうですよ～。がんばります！」と、フレーズちゃんは握にぎり拳こぶし。

修太郎：うう、普ふ通つうだ。ぜひがんばって欲ほしい……（笑）。

ＧＭ：次に入場するのは金きん髪ぱつの男子生徒。「美しき美化委員長！　ギルバート・エデン！」
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一同：なんでギルバートが出てんだ!?

修太郎：たまげたなあ……。

エナ：じゃ、じゃあ、マイクを突つきつけて……ギルバートちゃん、何しに来たの？（笑）

ＧＭ：「フッ、私わたしのライバルにして親友……修太郎が囚とらわれたと聞いて助けに来たのだ」

修太郎：え、親友でした……っけ……？（一同笑）

エナ：……ギルバートちゃん、しゅーたろーと、キスしたいの？

ＧＭ：「ばっ、馬ば鹿かなことを言うなっ！」と、顔を真っ赤にしますよ。

れい：きゃ♡

ＧＭ：「この美しき美男子、ギルバート・エデンにかかれば優ゆう勝しようはもらったも同然だ」

修太郎：ギルバートさん……無理でしょ。一いつ般ぱん生徒なのに……（笑）。

ＧＭ：ですが、その後ろから声がしますよ──。「その通りです、ギルバート様」

一同：ヴィペラちゃんだ────っ!!（笑）

ＧＭ：「同じく美化委員会、有ゆう能のう極まる副委員長！　ヴィペラ・セルペンスであります！」
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エナ：じゃあ、マイクを突きつけて……ヴィペラちゃん出るんだ？

ＧＭ：「いけませんか？　……勝ちますよ」と、少しだけ笑うと──髪かみの毛けの一ひと房ふさが持ち上がり、カメラに向かうと──蛇へびに変化して「シャーッ！」と牙きばを剝むきます。

エナ：ヒューッ！　わかってるぅ（笑）。

れい：ヴィペラちゃんも「そのままのキミでいいよ」って言われたからだぁ……！

透子：こいつは強きよう敵てきだな……。ギルバートはどうでもいいが（笑）。

ＧＭ：では、続いて──。そのシルエットは……まさにアフロ！

一同：団だん吉きちだ──────っ!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「超ちよう凶きよう悪あく不良集団の超ちよう団だん長ちよう！　超アフロ！　〝ソード・シールド＆ファイア〟アフロ団吉でありまーす！」

[image: ]

エナ：（マイクを突き出し）……えーと、団吉ちゃんも、修太郎と付き合いたいの？（笑）

ＧＭ：「いいや。だが、修太郎の唇くちびるは──俺おれが守る」

れい：いや──────んっ♡

ＧＭ：雲雀ひばりは「第三生徒会のメンバーが優勝すれば賞品をナシにできる」とか言ってましたけど、そんなわけない、って団吉は知ってるので、普通に助けにきてます（笑）。

修太郎：うおー！（感かん涙るい）　ありがとう団吉っ！

ＧＭ：「任まかせなブラザー」──団吉は、指を二本揃そろえると、渋しぶく笑って指を振ふります（笑）。

透子：無む駄だにかっこいいな、団吉（笑）。

ＧＭ：続いて──新たな人ひと影かげは、シルエットでわかる大だい胆たんボディ！「なんと教きよう師しが来てくれた！　色あるところに彼かの女じよあり、元がん祖そ・破は廉れん恥ち教師、ヒロミ・マスケンドール先生だ！」

[image: ]

修太郎：ちょっと先生────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：先生は、あちこちに投げキッス。「モテモテでうらやましぃ～ん♡　先生も、若わかいエキス吸すいたいわ～ん♡」（一同笑）

エナ：（マイクを突き出し）先生もしゅーたろーと付き合いたいの？

ＧＭ：「先生だからそれはイケナイわ。でも、キスは頂いただくわん♡」（一同笑）

透子：なんという不良教師だ……（わなわな）。

ＧＭ：さて、続いては、いよいよ──今回のゲストたちです。




　ゲートを通って現あらわれたのは──凜りん！　と、芯しんの通った立たち姿すがた。

　腰こしには一ひと振ふりの日本刀。大だい歓かん声せいに負けじと、しねまの実況が響ひびく。

「喧けん嘩かとなればこいつが強い！　番長連三番隊番長！　〝居い合あい番長〟姫鶴千鶴香ひめづる・ちづかだー！」




修太郎：〝居合番長〟……ストレートなコードネームだなー（笑）。

エナ：（マイクを突き出し）堅かた物ぶつの姫鶴ちゃんが、なんでこんな大会に出るの？

ＧＭ：千鶴香は顔を真っ赤にします。「こっ、このような破廉恥な大会！　許ゆるすわけにはいかん！　わ、私は、大会を止めるために来たのだ！」

エナ：ふぅ～ん？　じゃ、しゅーたろーと付き合いたいわけじゃないんだ？

ＧＭ：「とととっ、当然だ！　もう行くぞ！」と、千鶴香は逃にげるように去ります。

れい：あやしい……！（笑）

ＧＭ：続くシルエットは──ひとりと一頭。

一同：王女さまだ！




　巨大な熊くまの背せにまたがって、王女は自信たっぷりに周囲を見下ろす。

「お婿むこ探さがしの王女様、リオーネ・ベスティア！　なんと熊を連れての登場だー！」




エナ：この熊、アリなの……？（笑）

ＧＭ：では、解かい説せつ席の後ろにいた実行委員長、ブロッコが「いいよいいよー、盛もり上あがればＯＫダヨー」と言います。で、両手にベスティア金貨をたくさん抱かかえている。

修太郎：買ばい収しゆうされてる────────っ!?（一同笑）

ＧＭ：実況席では、しねまが資し料りようを見ながら解説します。「王女クンは、一般生徒でありますね。で、相棒というか、第一の騎き士しが、オーヴァードの熊。いわゆる、Ａアニマルオーヴァードというやつであります」

修太郎：第三生徒会にいる、透明猫の海ちゃんと同じようなものかな？

ＧＭ：「動物のＥＸレネゲイドの中でも、知ち能のうが高い個こ体たいはＡオーヴァードと呼よばれるのであります。詳くわしくは、『リプレイ・カオスガーデン』を参照であります」（一同笑）

れい：頭いいんだ、あの熊ちゃん。

ＧＭ：（渋しぶい声で）「それほどでもない」

修太郎：喋しやべったぁ────────っ!?（一同笑）

ＧＭ：さて……選手たちが続々と入場していく中、エナは気になる人物を見つけます。




　運動部の有力選手や、高ランクのオーヴァードといった参加者の中……ひとり、妙みように目立たない生徒がいた。エナの天才の勘かんが、ぴくりと反はん応のうする。




ＧＭ：目立たない──というか、エナ以外はその少女の存そん在ざいに気づいていない、そんな感じ。

透子：……む。

れい：小石ちゃんだ！

エナ：じゃあ、近づいて……（マイクを突き出し）ねえねえ、そこの子！　あたい天才だから知ってるけど、しゅーたろーと、とーこちゃんのクラスの子だよね？

ＧＭ：小石は、ビクッ！　っとして、おどおどしながら……頷うなずきます。

エナ：ふーん……。ね、しゅーたろーの、どこがいいの？

ＧＭ：「え、えっと、その……うぅっ、やっ、やさしい……ところ…………です」そう答えて、小石は顔を真っ赤にして伏ふせてしまう。

透子：ちっ……小石は、曲くせ者ものの気配がするぞ……。

れい：ねーっ!?　なんか可愛かわいいよねっ！　やだっ!!（一同笑）

ＧＭ：では、そんなところで──選手入場が一いつ旦たん、終わります。そして、ゲートの周りにライトが浴びせられ、緊きん張ちよう感のあるＢＧＭが流れ出す……。




　ゲートにスポットライトが当てられる。その光に輝かがやくのは──ガラスの破は片へん！

「なんとなんと、Ｓランクオーヴァードが来てくれた！　ガラスとボディの、ダブルの誘ゆう惑わく！　〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟！　御み影かげ透子だ──────っ!!」




透子：ふっ……！　修太郎の唇は、今も昔も──私のものだ。

ＧＭ：「おおっと！　これは強きよう烈れつなアピール！　手元の資料によれば、御影透子クンは、今大会の賞品、星川修太郎クンの幼おさななじみであります！」

透子：修太郎は私のものだからな。有象無象どもは、私から奪うばうつもりで、かかってくるがいい……（色っぽく髪かみをかきあげる）。

エナ：いやー、やっぱ透子ちゃんはオーラあるねぇ（笑）。

ＧＭ：では、続いて──。ライトとＢＧＭが一いつ斉せいに消え、しねまが叫さけぶ。




「そして、最後に──────我われ々われは、あなたを待っていた！」

　強烈なライトが輝く。照らし出されるシルエットは──鋼こう鉄てつの腕うでを持った少女。

「恋こいする乙女おとめはハリケーン！　待っていたぞチャンピオン!!　Ｒファイトの王者ヘラクレス！　〝ラブ☆ハリケーン〟光月れいだ────────っ!!」




ＧＭ：観客席で、Ｒファイトのファンたちが、一斉に歓かん声せいを上げます！

修太郎：さ、さすが「学生王者ヘラクレス」！　注目度が半はん端ぱじゃない！

れい：サイバーアームのでっかい指を、びしっ！　と透子に突つきつけるわ！

透子：む……！

れい：あたしのデータによると、ほっしーはキスしたことないのよ!!（一同爆笑）

ＧＭ：さ、最初に修太郎に聞いてたあれかっ！（笑）

透子：くっ……そ、それは……っ！　と、言葉に詰つまる（笑）。

れい：それに──と、他のみんなを見て……あんたたちの気持ちなんてね！　あたしの気持ちの──足跡にも及およばないのよっ!!

透子：足下だ。

れい：え？　えーと足下……足跡？　え？　とにかくっ!!　及ばないのよっ！（一同笑）

エナ：ぐ、グダグダだ……！

れい：キリッ！　とするわ！　そして──マウス・トゥー・マウスッ!!　って叫ぶ！

ＧＭ：しねまが真顔になって……。「人工呼こ吸きゆうするの？」（一同爆笑）

れい：え？　人工呼吸って意味なの？　えっと、違ちがうわ！　キッスのことよ！

修太郎：……も、もう、ダメだっ！（腹ふつ筋きんを押おさえて沈ちん没ぼつする）

エナ：もう、大会始まる前からグッダグダだ……（笑）。

れい：ちょ、ちょっと間ま違ちがえちゃった……（笑）。

ＧＭ：「…………えー、以上で、有力選手の紹介は終しゆう了りようであります」

エナ：果たして、しゅーたろーを手にするのは誰だれか！　いよいよ、痛快なりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」の幕まくが上がる──続きは、ＣＭの後！（一同笑）




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：番組がＣＭからスタジオでの映えい像ぞうに繫つないで休きゆう憩けいになったところで……実況席に、保ほ健けん委員がひとり、やってきます。「よう、修太郎──熱くなってるか!?」

修太郎：おおっ！　紅こう之の介すけ、紅之介じゃないか！
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エナ：むぅ……こいつ──先生もだけど、敵てきなんだよなぁ（笑）。




　修太郎の親友、春日かすが紅之介と、ヒロミ先生は、学園の平和を乱みだす仮か面めんの秘ひ密みつ結社、〝ディオゲネスクラブ〟の一員である。

　これは前ぜん巻かんの最後に、マスターシーン──ＰＣの登場しないシーンでのみ描びよう写しやされたのだ。




ＧＭ：ま、あなた方は、知らないので（笑）。

修太郎：僕ぼくは全然怪あやしんでもいないんで、やあ、紅之介！　って挨あい拶さつしよう。

ＧＭ：紅之介は、ジュースをふたつ、実況席に置きます。「修太郎、それにエナちゃんも、もっと熱くなれよ！」

修太郎：おお、もしかして、スペリオルミックス？

ＧＭ：「ああ、お前たちは、実況に解説、それに競きよう技ぎの審しん判ぱんで大変だろう。御影や光月が、競技の合間で休んでる時も、シーンに登場するんだろう？」（一同笑）

エナ：そうなんだよ。助かるなー……いいやつだなー、こーのすけ（笑）。

透子：エナが買収されてるぞ（笑）。

ＧＭ：「大会ってのはいいもんだな、みんなが、熱くなってる！」（一同笑）

修太郎：でも、僕はこの大会、はやく終わって欲しいよ……。なんでこんなことに。

ＧＭ：「ははは、お前以外は楽しんでるみたいだけどな！　ま、がんばれよ──熱い戦いを、期待してるぜ」と、紅之介は去っていきます。




　休憩の終わりが近づき、スタッフが準じゆん備びに駆かけ回まわる。

　いよいよ、「風雲、モテキ城！」のアトラクションが始まるのだ──！



《アニマルテイマー》　動物を相棒とするオルクスのエフェクト。フレーズは《ハンドリング》も共に取得し、猫を操ってシーンに登場できるようになった。

『リプレイ・カオスガーデン』　著：藤浪智之。動物のＡオーヴァードをＰＣとしたリプレイのほか、動物オーヴァードをＰＣとして扱うデータが収録されている。

スペリオルミックス　登場時の侵蝕率上昇をマイナス１（最低１）する、特殊な飲料。









◆Middle02◆脱だつ落らく者しや続出！　フォーリン坂！　Scene Player ─── 御影透子




　かくして、「風雲、モテキ城！」の幕が上がる。

　選手の前に立ちふさがるのは、難なん攻こう不ふ落らくのアトラクションだ！




ＧＭ：さて、ここから実じつ際さいのアトラクション──競きよう技ぎに入ります（「得点管理シート」を出す）。予選では、数をどんどん減へらすため、クリアできなかった場合、失しつ格かくになる競技があります。で、クリアするとポイントを獲得──ポイント合計の上位六人が決勝進出。
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れい：まずは、予選を突とつ破ぱしないとね！

ＧＭ：そういうことですね。では、シーンを始めましょう。全員登場で、透子さんとれいちゃんは選手サイド、修太郎とエナは解説サイドになります。最初の舞ぶ台たいは──巨大な、急坂です。ツルツルした素そ材ざいで、さらに水が流れて滑すべりやすそう。

透子：これを上るわけか。

ＧＭ：急坂に選手たちが怯ひるんだところで、ひとりの男が進み出る。「へっ、こんな坂、超俺様にかかれば、超ちよう楽らく勝しようだぜ！」

修太郎：団吉────っ！　それは負けフラグだ────っ!!（笑）

ＧＭ：団吉は、巨大なアフロを揺ゆらしながら、勢いきおいよく坂を駆かけ上あがっていく！　さて──一方、解説サイドのエナと修太郎、しねまは、坂の上にいます。

エナ：うん。坂の上で、団吉ちゃんが上ってくるのを見てる。

ＧＭ：で、しねまが……エナに、巨大なボール──大玉を渡わたします。

エナ：（嬉うれしそうに）オッケー！（一同笑）　じゃあ、大玉を……えいっ、と投とう擲てき！

ＧＭ：駆け上がる団吉は、大玉を避よけられない！　派は手でに吹ふき飛とばされ、舞まい上あがる！




　アフロ団吉──失格！




一同：脱だつ落らくした──────────っ!?（爆笑）

ＧＭ：「これが、最初のアトラクション──フォーリン坂であります！」




フォーリン坂ルール

・大玉をかわして坂を上りきればクリア。〈回かい避ひ〉もしくは、攻撃の判定を行なう。

・難なん易い度どは５。これに達しないと失格。成功すると［達成値の十の位］ポイントを得る。

・急坂と水流により、判定のダイスはマイナス１個このペナルティを受ける。




エナ：達成値５から９までは、脱落しないけどポイントもなし、ってことか。

透子：ふむ。攻撃の判定の方が達成値が出るな……。

ＧＭ：そこで、説明を聞いていたヴィペラが、無む表ひよう情じように「攻撃可か能のうですか……怪あやしいですね」と呟つぶやいて──横に立っていたギルバートを大玉に投げつけます（一同爆笑）。

修太郎：ヴィペラさん何してるのぉ────っ!?（笑）

ＧＭ：そして、ギルバートが大玉に激げき突とつすると──大玉が、爆ばく発はつします。大空に舞まうギルバート。「フッ……空に舞う私もまた──美しい」




　ギルバート・エデン──失格！




修太郎：ギルバートさ────────んっ!?（爆笑）

ＧＭ：ヴィペラさんは「やはり、そうですか」と真面目な顔で頷うなずいています（一同笑）。

れい：ひ、ひどいわ……（笑）。

透子：あっというまに、ふたり脱落したぞ（笑）。

ＧＭ：というわけで、大玉を攻撃した場合、ランダムで１Ｄ10をし、９か10が出ると爆発、４Ｄ10点のＨＰダメージを受けます。

エナ：それでＨＰが０になると、どうなるの？

ＧＭ：戦せん闘とう不ふ能のうだと失格。《リザレクト》すればＯＫです。侵蝕率は上がりますけどね。

透子：私は戦闘不能になりそうだ……しかし、実は【肉体】が１しかないので、ダイスペナルティを受けると０──つまり、〈回避〉では判定できない。

れい：うひひ……透子、負けろ負けろぉ～（一同爆笑）。

エナ：れ、れいちゃんが黒い……（笑）。

透子：（冷静に）ふむ──。私は、攻撃するしかないな。

ＧＭ：そうですね。あとは、どのくらいエフェクトを組み合わせるか──全力を出すと、達成値は出ますが、侵蝕率が上がって、後々厳きびしくなります。

透子：全力でいく。修太郎の唇がかかっているのだからな！　《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》の組み合わせ！

ＧＭ：ホントに全力だ……（笑）。《コンセントレイト》３レベルが活きてきますね。

透子：（ダイスを振ふる）……三回クリティカルでダイス目が34、達成値は──42！

ＧＭ：急坂の上から転がり迫せまる大玉が、次々とガラスの針はりで貫つらぬかれ、破は裂れつする！　いきなり４ポイント獲得！　大玉の爆発は……（ダイスを振る）しません。

れい：うーっ！　負けてらんないわ！　あたしも全力！　《コンセントレイト：ブラックドッグ》と《アームズリンク》で！　うりゃっ！　──34！

ＧＭ：外がい装そう型がたサイバーアームに電でん撃げきを纏まといながら、れいちゃんが坂を駆かけ上あがる──。はい、３ポイント獲得です。──爆発も、なし。

透子：ふっ、だが私には及ばない──愛の差が出たな（一同笑）。

れい：ばっかやろうぅ！（笑）

ＧＭ：では、他の選手の処しよ理りをしていきましょう。なお、ＮＰＣたちは基き本ほん的てきに判定せず、獲得点数はシナリオで設せつ定ていされています──。




　挑戦者たちは次々と坂を駆け上がり──滑すべり落おち、あるいは大玉に跳はね飛とばされる。

　みるみると脱落者が増ふえる中、クリアしていく者もいる──。




ＧＭ：まず小石が、「あわわっ」と慌あわてながら、なんとか上ります、ギリギリ成功で、ポイントは０。「あは～ん♡」クネクネ上るヒロミ先生も、０ポイントです。

透子：まあ、いかにも、こういうのは苦手そうなふたりだな。

ＧＭ：そしてフレーズちゃんは、大玉を透明になってすり抜ぬけていきます。２点獲得。

れい：意外とずるいね、フレーズちゃん（笑）。

ＧＭ：王女リオーネは、熊のスクードに乗ってズンズン上っていきます。迫る大玉は、スクードが、鮭さけを捕とる時のような動きで跳ね飛ばす！　そして、番長──千鶴香は、大玉を次々と居い合あいで両りよう断だんしていきます。ふたりとも、３点獲得。

修太郎：荒あら事ごとが得意な人たち、か。爆発はしないの？

ＧＭ：スクードが弾はじいた大玉が爆発しますが──熊はガードしてダメージを防ふせぎます。

修太郎：熊はガードキャラなのか！

エナ：現げん状じよう、とーこちゃんがトップかな？

ＧＭ：そこで──ヴィペラが、悠ゆう然ぜんと、けれど、すごいスピードで追い上げてきます。迫る大玉をひと睨にらみで石に変え、流れる水をも石化し、乾かわいた道に変えて歩いていく──というわけで、ヴィペラさんは、なんと５点獲得。

エナ：さすが……有能な美化副委員長。そして前回のボス！（笑）

ＧＭ：ヴィペラは、すたすたと坂を上り……透子さんに囁ささやく。「どうやら、私とあなたの勝負になりそうですね、御影透子」

透子：ふっ、やるな──だが、負けるつもりはない。

ＧＭ：「それは、こちらもです。私とて──想いは、あるのですからね」

れい：もぉーっ！　やっぱりじゃん！　やっぱ好きじゃん！

ＧＭ：では、次々と挑戦者が坂を上っていきますが──しかし！　そこで、坂の上から、上り切ったはずの挑戦者が落下してきます！




「ふふふ、ただ上っただけでは、フォーリン坂はクリアではない、であります！」

　坂の上で待ち受けているのは、机つくえと椅い子す。そして問題と答案用紙──！

　問題を解とき終え、採さい点てんを受けると……ブザーが鳴なり響ひびき、椅子が跳はね上あがる！　なんと、テストで合ごう格かく点てんに達しなかった生徒は、そのまま坂に突つき落おとされるのだ！

「これがフォーリン坂第二段だん階かい……フォーリンテストであります！」




フォーリン坂・第二段階ルール

・判定は〈知ち識しき：学問〉。難易度は５。達成値がポイントになるのは第一段階と同じ。

・〈知覚〉〈情じよう報ほう：ウェブ〉でも代用可能。その場合、ダイスにマイナス３個。




エナ：〈知識：学問〉なんて誰だれも持ってないな。つまり、【精せい神しん】で判定か。

ＧＭ：そうです。その他、〈知覚〉は記き憶おく力りよく、〈情報：ウェブ〉は検けん索さくして調べるイメージ。

れい：（情なさけない声で）え～、勉強～……？

透子：どうした？　情けない声を出して？

れい：うっ！　透子は成せい績せきいいんだった！

透子：うむ。では、私は〈知覚〉で。ダイスは減へるが、侵蝕率のボーナスがついて……６個。──お、二回クリティカルしたぞ。達成値21！

ＧＭ：さすが透子さん。

修太郎：テストは、坂より達成値が出ない人が多そうだ。

ＧＭ：そうですね。坂をクリアした体たい育いく会かい系けいの人たちが、次々とテストで脱落、すぽぽぽーん！　と椅子から跳ね上げられて宙ちゆうに舞まっています（一同笑）。

れい：……あたしもやばそう！　２個しか振ふれないわ！

修太郎：こ、これは難易度５をクリアするのが厳きびしい予感……！

透子：すまんな、れい。私は学年トップなのでな……と言って先に行く（笑）。

れい：やばい、やばいわ！　ちょっとエナちゃん、助けて！（一同笑）

エナ：……これさ、あたい、「Ａランク：サポーター」使ってもいい？

ＧＭ：使えますよ。そして、エナの隣となりでは、しねまが緊張した面持ちで、「優勝候こう補ほの光月れいクン、ここで脱落するかもしれないであります！」……と実況している（一同笑）。

エナ：仕方ないか……チラッ、と、れいちゃんに目配せして、ついでに答えを指さす（笑）。「Ａランク：サポーター」で、れいちゃんのダイスに＋２個！

れい：ありがとぉっ!!　……（ダイスに）おねがいします！　ほんと、ほんとおねがいっ！──とぅっ！（ダイスを振る）

一同：……！

れい：やたっ！　やった！　７が出たよ！

修太郎：よ、よかった……！

エナ：ポイントは０だけど、無事にクリアだね。

ＧＭ：では、無事にふたりがクリアしたところで──他の選手の点数を見てみましょう。ちなみに、名前の出てるＮＰＣは、全員、最低難易度の５はクリアしました。




　ヒロミ・マスケンドール──「夜のお勉強なら得意なのに～ん♡」──０点。

〝居合番長〟姫鶴千鶴香──「ぐぬぬ……ぐぬぬぬ……」と苦しみ、０点。




修太郎：先生……それでも教師なの……？（笑）

透子：千鶴香は勉強苦手なんだな。

れい：仲間だわ（笑）。




　フレーズ・ウエハラ──すらすらと解といて、２点。

　七節小石──同じく、わたわたしながらも、順調に解いて、２点。

　リオーネ・ベスティア──熊が代理で回答し、２点。




修太郎：げぇっ！　熊が解いてる──っ!?（笑）

透子：しかも賢かしこい……だと……？（一同笑）

ＧＭ：最後はヴィペラさん。判定はしませんがエフェクトを宣せん言げん──《天てん性せいのひらめき》！

エナ：そういえば、ヴィペラちゃんもノイマンだっけ！

ＧＭ：はい。そして達成値が跳はね上あがり、獲得ポイントは先ほどと同じ、５点──。

修太郎：うお、圧あつ倒とう的てきな差でトップじゃないか。

ＧＭ：……に、なるはずでした。しかし──。




　ヴィペラの解答をチェックしたしねまが、驚おどろきの声を上げる。

「こ、これは……解かい答とう欄らんが、全部ひとつずつズレているであります……！　こ、これによって、全問不ふ正せい解かい！　ヴィペラ・セルペンス──────失格！」




ＧＭ：ここで、何者かが、判定を失敗させるエフェクト──《時の棺ひつぎ》を使用。ヴィペラの判定は失敗、つまり達成値０となり……失格になります。

れい：あんなに勝ってたのに……！

透子：ふむ……。そのエフェクトに、我々は気づいていいのか？

ＧＭ：はい、構かまいません。ただし、誰が使ったかはわからない。──失格になったヴィペラは、透子さんとれいちゃんの横を通って、出て行きます。そして、すれ違ちがう時に、囁く。「今の感覚は……誰かが仮面を使いましたね」

透子：……やはりか。

れい：じゃあ、選手の中に、ディオゲネスクラブがいるってこと？

ＧＭ：「ええ。もっとも、メンバーたちの間でも、互たがいの素す顔がおは知りません。誰がメンバーかは……わからない。あるいは、仮面を渡わたされただけの者かもしれません」

透子：まあ、明らかにメンバーらしい先生は交まじっているが……。我々は知らないしな。

エナ：それに、今のとこ、先生は真面目に参加してる感じじゃないんだよね。

ＧＭ：「私が言うのもおかしな話ですが、何か企たくらみがあるのかもしれません──気をつけてください。御影透子、光月れい」──ヴィペラはそう言って、出て行きます。




　元ディオゲネスクラブのメンバー、ヴィペラの言葉。

　それは、この「風雲、モテキ城！」の裏うらで蠢うごめく、仮面の陰いん謀ぼうを予感させた──。
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《リザレクト》　ＨＰを回復する一般エフェクト。戦闘不能からも回復する。

《光の手》　〈ＲＣ〉（レネゲイドコントロール）の判定を【感覚】で行なう、エンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の刃》　〈ＲＣ〉による射撃攻撃を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《天性のひらめき》　あらゆる判定のクリティカル値を下げるノイマンのエフェクト。戦闘中は使用できない。









◆Middle03◆炸さく裂れつ！　ラブ☆テスト！　Scene Player ─── 星川修太郎




　二に段だん構がまえの障しよう害がい、〝フォーリン坂〟で、選手たちは次々とふるい落とされた。

　そして、フォーリン坂に続く試練、その名は────。




ＧＭ：さて、エナと修太郎は、次の会場に入ります。そこには、実況席、解説席と──少し離はなれた場所に、修太郎用の審しん査さ員いん席が用意されています。

修太郎：しんさ……いん……？

ＧＭ：そして、しねまが修太郎に、１から５までの数字が書かれた札を渡します。

修太郎：しねまちゃん……これを僕にどうしろと？

ＧＭ：「これから、入ってくる選手に、ふたつの質しつ問もんをするであります。修太郎クンは、その回答に、１点から５点までの、点数をつける、審査員であります」

修太郎：なるほど……どんな質問なのかな？

ＧＭ：「修太郎クンに『告白するならどんなセリフ？』と、『デートをするならどんな内ない容よう？』であります！　恋れん愛あい力を見極める、その名もラブ☆テスト！」

修太郎：なにそのイベント────────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「解説には特別ゲスト。青春の甘あま酸ずっぱいあれこれに詳くわしい、高等部一年の此この花はなリリーさんに来てもらったであります」「は～い、よろしくね♡」

れい：この子もディオゲネスクラブじゃないっ！（一同笑）




　ディオゲネスクラブメンバー、〝カルペ・ディエム〟にそっくり……という噂うわさが、なきにしもあらずの此花リリーさんです。
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エナ：でも正体は知らないから……リリーちゃんは恋愛に詳しいから、適てき任にんだと思うよ……と言うしかないな（笑）。

ＧＭ：実況席にはエナ、解説席にリリー、審査員席には修太郎。挑戦者を迎むかえ入いれるステージには、しねまが立っています。──というわけで、そろそろイベントを始めましょう。

透子：私たちも見ていていいのか？

ＧＭ：はい。控ひかえ室しつのモニターで見ているとしましょう。──では、最初の挑戦者！　扉とびらが開き、現われたのは──猫を抱だいた幽霊少女、フレーズです。




「え？　これなんですか～？　なんでわたし、ステージにいるんですか～？」

　混こん乱らんするフレーズに、しねまがマイクを突きつける。

「はい！　では、最初の質問であります！　じゃじゃん！（効こう果か音おん）　──さあ、今こそ、修太郎クンへの告白の時──どんな告白をするでありますかっ？」

「え、え、えーっと……じゃあ……。──一緒に、楽しい学園生活を送りたいです」




ＧＭ：「さて、修太郎クン──今の回答は、何点でありますか？」

修太郎：う、うん……楽しい学園生活、いいじゃないか！　……じゃあ、５点で。

ＧＭ：「満点でありますね！」　……じゃ、５点……と（得点管理シートに書かき込こむ）。

修太郎：えっ、これ、僕がつけた点数がそのままポイントになるの!?

ＧＭ：「その通りであります」

エナ：（爆笑しつつ）確たしかに審査員だ！

ＧＭ：「では、次の質問であります！　ででん！（効果音）　──さあ、いよいよ念願の初デート！　修太郎クンと、どんなデートをするでありますか？」




　頰ほおを赤らめたフレーズは、もじもじしつつ──。

「あの、学園の、いろんなところを見て回りたいです……。わたし、あの本部の建物くらいしか、この学園を知らないので」




エナ：おっ、さすがフレーズちゃん。いいねぇ。──解説のリリーちゃん、どう？

ＧＭ：「第一話で出た設定をうまく使って、審査員のツボをついてきたね♡」

修太郎：なんでお前はそんなに僕らの設定に詳しいんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：「さあ、修太郎クン！　採点をお願いするでありますっ！」

修太郎：う、うう……だ、だいぶ迷まようけど──じゃあ、４点で。

ＧＭ：「おおっ！　これはいきなり、なかなかの高得点であります！」

エナ：フレーズちゃん、やるね～！

透子・れい：……チッ（一同笑）。




　続いて登場したのは、〝居合番長〟姫鶴千鶴香。

　刀を振ふるっている時は凛り々りしかった彼女だが、今はなにやら機械のようにガチガチだ。

「じゃじゃん！　──どんな告白をするでありますか？」

「こっ、告白だと!?　破廉恥なっ！　そ、そんなことをこの私がするものかっ！」

「……えーと、じゃあ、目の前に修太郎クンがいて、こう、甘あまい雰ふん囲い気きで、何か……」

「────っ！」　激はげしく赤面する千鶴香！　「きっ、斬きる────っ!!」




修太郎：ひっ！　斬られる!?　コワイ！　…………ので、１点……。

エナ：最低点だねー。解説のリリーちゃん、敗はい因いんはなんだろー？

ＧＭ：「鈍どん感かんすぎるってのも、イラっとくるよねー♡」（一同笑）

れい：……わかるぅー……。

透子：さすが解説だな。実に的てき確かくなコメントだ。

修太郎：あわわ……次、次いきましょうっ！

ＧＭ：では次の質問──「どんなデートをしますか？」に、千鶴香は──。「ばっ、馬ば鹿か者もの！　デート……デートなどと、破廉恥な！　…………そっ、その、どうしても、というなら、まあこれも勝負であるし答えるが、その、………………（小さな声で）遊園地」

修太郎：（吞のん気きに）遊園地、いいね。遊園地好きなんで、５点で。

ＧＭ：じゃあ、５点がついたので、千鶴香は真っ赤になって「ばっ、馬鹿者！」と言います。

透子：ちっ…………（忌いま々いましそうに）このツンデレが……っ。

れい：（膨ふくれて）ちょっとさー、あの子、アピール激はげしいよねー？

ＧＭ：控え室のコメントは殺さつ伐ばつとしてるなー（笑）。次いきます。




　次に入ってきたのは、熊に乗った少女──王女リオーネである。

「告白か。任まかせるがよい。────わらわと添そい遂とげれば、国家の半分をやろう！」




修太郎：な、なんて豪ごう気きなんだ（笑）。景気がよかったので……４点で。

エナ：しゅーたろーは、あれだな、金に弱い。

ＧＭ：「一巻でも、入学の時にお金の話で決めてたもんねー」

修太郎：だからなんで解説のリリーさんはそんなこと知ってるのっ!?（笑）

ＧＭ：続いてデートですが──。「うむ、まずはじゃな、王室専せん用ようのチャーター機で、ベスティア王国の国土を周遊するのじゃ。小さいが豊ゆたかで、美しい国なのじゃ」

修太郎：（目を輝かがやかせて）なんてゴージャスな！

ＧＭ：「その後、盛せい大だいな晩ばん餐さん会かいを開き、近きん隣りん諸しよ国こくの首しゆ脳のうに紹介するのじゃ」

修太郎：げええっ!?　（胃を押さえて）む、無理です……１点。

ＧＭ：「なんでじゃーっ!?」　リオーネは心外そうな顔してます（笑）。

修太郎：……小市民なもので、そんな席には耐たえられない……すみません。

ＧＭ：続いて入ってくるのは、ヒロミ先生です。この人はわかりやすいですよ。

エナ：嫌いやな予感しかしないなー。じゃ、先生、告白のセリフは？

ＧＭ：「先生の『ピー』で『ピー』な『ピー』を『ピー』してあげるわ～ん♡」

一同：予想通りだ────────っ!?（爆笑）

透子：なんだか、ピー音しか聞こえないのだが……？（笑）

修太郎：せ、先生、落ち着いてください、これ全学放送ですから……１点。

エナ：０点があったら確かく実じつに０点だったなこれ（笑）。

ＧＭ：続いて、デートコースを聞かれたヒロミ先生はですね。「──もちろん、『ピー』に行って先生の『ピー』で『ピー』してあげるわ～ん♡」（一同爆笑）

修太郎：まるで反省していない……１点！　１点です！

エナ：あの人、失格にしたほうがいいんじゃないの!?（笑）

ＧＭ：残念ながら、このテストでは失格はありません。というわけで、先生は退場（笑）。

エナ：ひ、ひどかった……次いこう、次（笑）。

ＧＭ：では次────あわあわと汗あせマークを飛ばしながら、七節小石が入ってきて──。「修太郎クンに告白するなら、どんなセリフで告白するでありますか？」

透子・れい：………………。（[image: ←]急に真しん剣けんな表ひよう情じようになっている）




　質問に顔を真っ赤にした小石は、頭から湯気を出しながらしばし考え────。

「あっ、あのっ！　あのあの…………っ！　す、──しゅきでひゅっ！」

　盛大に嚙かんだ。




れい：超ちようかわいいよぉ～っ！　なにっ！　なにあれっ!!　やだぁ～!!

ＧＭ：小石は恥はずかしさと、舌したを嚙んだ痛いたみで、口を押さえて真っ赤になってます。

修太郎：あ、あの、気持ちがこもってるなぁ、と思います。じゃあ──５点で。

れい：…………っ!!（すごい顔でＧＭを睨にらむ）

ＧＭ：落ち着いてください。俺を睨んでも何も解かい決けつしません（笑）。

エナ：じゃあ、次は初めてのデートだね。

ＧＭ：「えーと、えーとえーと……きっ、喫きつ茶さ店てん……っ！」

透子：意外な場所で来たな……。

ＧＭ：「い、いつも、注文しようとしても気づいてもらえなくてっ！　それで、諦あきらめて帰ってきちゃうんで。椅子に座すわってても、誰にも気づいてもらえないから……」

修太郎：なんてかわいそうなんだ……。涙なみだをだーっと流しながら、５点を出します。

エナ：しゅーたろー、こういうの弱いから……。

透子：──おい、初めての５・５……パーフェクトだぞ。

れい：小石ちゃんっ！　曲くせ者ものだわっ!?　あの子やばいって！　ほんとやばい！

ＧＭ：警戒されてるなぁ……（笑）。──これで、ＮＰＣは一通り終わりです。

エナ：ここまでの感じ、修太郎は純じゆん朴ぼくというか、ひねらない感じがポイント高いかな。

ＧＭ：「そうね。素す直なおが一番かも。それで鈍感なんて、タチ悪いねー」とリリーさん。

れい：ほんとよっ！（一同笑）

ＧＭ：「小生はヒロミ先生が一番面白かったであります」と、しねま（一同笑）。

修太郎：キミは本当に娯ご楽らく志し向こうだなドキュメンタリー監かん督とく志し望ぼう!?（笑）

ＧＭ：「はっはっは、であります」──では、いよいよＰＣふたりの番です。フォーリン坂で勝利した透子さんが、順番を決めていいですよ。

透子：（しばらく考え）……後にやる。

れい：先攻ね！　透子、この勝負もらったわよ！（ノートをバン！　と広げる）

一同：ノートきた────────っ!?（爆笑）

れい：事前に、ほっしーに聞いておいたのよ！　見てこれっ！　「言われて嬉うれしい言葉は？」「どんなデートをしてみたい？」──これ、バッチリじゃない!?

エナ：すっ、すごい、本当にシナリオ知ってたみたいな質問っ!!

れい：透子には見せないけどね！　ふひひっ（笑）。




Ｑ：言われて嬉しい言葉は？

Ａ：「楽しい」

Ｑ：どんなデートをしてみたい？

Ａ：楽しい時間が過すごせれば、なんでも。

Ｑ：子こ供どもは何人欲しい？

Ａ：二～三人。

ＧＭ：すごい先走った未来の話まで質問してある!?（笑）

れい：この勝負、はっきりいって、もらったわ！

ＧＭ：「それでは質問であります──。修太郎クンに告白するなら、どんなセリフ!?」

れい：あたし──ほっしーといると、すっごく楽しい！　（満面の笑顔で）あたしの学園生活はパラダイスよ!!　──って言って、くるっ、って後ろ向く！

一同：後ろ……？

れい：──で、パッ！　って、顔だけ振ふり向むいて──。

ＧＭ：振り向いて!?

れい：「あたしも、子供は二～三人欲しいわ！」

修太郎：話が飛びすぎじゃないですかね!?（一同爆笑）




　ボンクラ妄言弾の直撃を受け、佐藤有世以外全員沈没。




修太郎：こ、これは……ひどい……。

ＧＭ：て、点数を……修太郎、点数をつけるんだ。

修太郎：（息を切らしながら）これは、もう、どうしようもない──！




　笑いで腹筋がやられ、ぷるぷると震える修太郎が挙げた点数は──５点。




れい：やったわ！　ひゅ────ぅっ！（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、しねまも苦しそうに笑いをこらえつつ、次の質問──。「そ、それではっ、修太郎クンと最初のデートであります。どんなデートを、するでありますか？」

れい：まかせてっ！　いい？　ほっしーの好きなスポーツは、サッカーなのよ！

修太郎：は、はい……確かに、そう言った……。

れい：だから──あたしもほっしーのゴールにシュート♡　って足下の小石を蹴けって──。ほっしーと、楽しい時間が過ごせれば、なんだっていいわ！（一同爆笑）

修太郎：ぐふっ！（机に突っ伏す）

エナ：ぜ、前半と後半……っ！　また関係ないっ……！（笑）

ＧＭ：……しねまは当とう惑わくした顔です。「あの、それで、具体的にはデートで何をするんでありますかね……？」（一同笑）

れい：なんだっていいのよ！

エナ：ま、まあ、しゅーたろーの回答そのままだけどさぁ……（笑）。

透子：（机に伏せて震えながら）せ、セリフも面白かったんだけど……「足下の小石を蹴って」がツボに入って……（一同笑）。

れい：ん？　どゆこと？

透子：さっきまで、七節小石をすごい敵てき視ししてたから……（笑）。

れい：……あ！　小石ちゃんを蹴ったって？　ちがうよっ！（一同笑）

修太郎：（息も絶たえ絶だえに）も……もう、勘かん弁べんしてください……５点です……。

ＧＭ：もう、なんの点数なんだこれ……（笑）。

透子：（素すになって）こ、この後に私がやるのか……！ハードル高いなぁ、これ……先攻の方がよかったかな……（笑）。




　萌もえとかヒロイン力というよりは、笑いのハードルが上がった感じであった。

　爆笑のあまり、ひとしきり休んだ後──いよいよ透子の番である。




透子：入ってくると──いつになく、透子さんの目が泳いでいる。

一同：……おおっ!?

ＧＭ：色いろ仕じ掛かけで来るかと思いきや……まさかの──テンパった透子さんが。

透子：告白と考えたら、急に頭が真っ白になって、どうしていいかわからなくなった。

ＧＭ：では、しねまが──。「修太郎クンに告白するなら、どんなセリフ!?」

透子：（幼おさない、そして必死な声で）しゅっ、修ちゃんっ！

一同：…………（ごくり）。

透子：おとなになったら……透子のこと、お嫁よめさんにしてくれるって──言ったよね？

修太郎：…………っ！（びくっ）

透子：も、もう……大きく、なったよ？　だから……（もじもじ）。

修太郎：（だらだらと冷や汗を流し）うっ、うう……っ！

エナ：どーしたんだ、しゅーたろー！（笑）

修太郎：なんか、これ、今、僕は人生の岐き路ろに立たされている感じがするっ！

ＧＭ：透子さんの隣で、しねまが微び妙みように低い声で「──素じゃん」と呟つぶやきます（一同笑）。

修太郎：（混乱して）なんだろう、この感覚……な、何を出せばいいんだ……１か？　い、いやっ！　１を出したら──命がない気がする。

透子：………………。（[image: ←]じっと見つめている）

れい：ううっ！　はやくはやくっ！　点数出してっ!!

修太郎：（苦く悶もんして）うっ、うう……！　こ、これで……その……４、点っ！

れい：やたっ！　やったわっ!!（一同爆笑）

透子：そうか……。（[image: ←]しょんぼりした声）

修太郎：いっ、いや、その……っ。昔のことは……昔のこと、っていうか……子供の頃ころの、約束なんで、やっぱり、そのね……っ！（[image: ←]焦っている）

エナ：うーん。修太郎、なんかやけに腰が引けたね、急に。

ＧＭ：リリーが、ふっと笑う。「あれ受け取ったら、応こたえないわけにはいかないじゃない？……もう、アトラクションとかじゃなくなっちゃうからね」

エナ：なるほどねぇ……。

ＧＭ：５点じゃなくてしょんぼりしている透子さんの横で、しねまが、なぜか仏ぶつ頂ちよう面づらになっていてですね──。「それでは、えーと、最後のでありますね。デートであります。デート、どんなデートするでありますか？」と、微妙にやさぐれた感じで聞いてきます（笑）。

透子：（やや沈しずんだ声で）……ううん、デート、かぁ……そうだなぁ。……そうだ、久ひさしぶりに、修ちゃんのおばさんが作ったご飯……食べたいかな……。

修太郎：あ、うん。そうだね。……僕もずっと帰ってないしな。

透子：ダメだよ。おばさんも、みんなも、寂さびしがってるよ？

エナ：徹てつ底ていして、家庭、家庭で攻せめ込こんでくるねー（一同笑）。

ＧＭ：「自分が勝利できるとこに、戦力を集中するのは正せい解かいよ」（一同笑）

エナ：では、気になる点数は──？

修太郎：…………うん、今度、一緒に帰ろうか……と言って、５点を。

透子：その返事を聞いて──少しだけ、嬉うれしそうな顔になる。告白とかデートっていうよりは……ただの普通の会話をして、それで嬉しい──みたいな。

修太郎：透子ちゃん……。

ＧＭ：それでは──以上で、ラブ☆テストが終了です。ちなみに、他の選手は、他の会場で同じようなテストを、別の審査員でやってます。

エナ：しゅーたろーだけじゃ、何百人も審査できないもんね。

ＧＭ：はい。──では、ここで一旦イベントを休んで、リサーチになります。




　次々と試練によって脱落していく、恋する生徒たち。

「風雲、モテキ城！」から立ち上る恋の熱気は、いよいよその熱さを増ましていた──。

[image: ]







◆Middle04◆陰いん謀ぼうのモテ期　Scene Player ─── エナ・ソフォス




「風雲、モテキ城じよう！」は予選前半の競きよう技ぎを終え、休きゆう憩けい時間となった。

　アカデミアＴＶの中ちゆう継けいでは、前半のハイライトや選手紹しよう介かいが流れ、選手たちは休息する。

　その背はい後ごでは──学園の平和を守る者たちが、調ちよう査さを進めていた。




ＧＭ：モテキ城の一角にある、会議室みたいな部屋で、雲雀ひばりや影田くんなんかと一いつ緒しよにいる、という場面にしましょう。判はん定ていが可か能のうな項こう目もくは、次のふたつです。




・モテ期現げん象しようについて　　　　　　　〈知ち識しき：レネゲイド〉　難なん易い度ど６

・「風雲、モテキ城！」について　　　〈情じよう報ほう：アカデミア〉　難易度６




修太郎：じゃあ、僕ぼくがモテ期現象について判定しよう。この、みんなが変な風になって僕を追いかける現象は、一体なんなんだ……と。

エナ：まあねー。明らかにおかしいからね、このモテ期（笑）。じゃ、あたいは、しゅーたろーの判定に「Ａランク：サポーター」を使う。ダイス＋２個。

修太郎：成功。自分で調べるよりは、会長さんが調べて教えてくれるような感じかな。

ＧＭ：では、雲雀が、影田くんから報ほう告こく書しよを受け取って──。「保ほ健けん委員会による検けん査さの結果、やっぱり、会長くんのモテ期は、レネゲイドによる影えい響きようが見られるね」

エナ：しゅーたろーの体から甘あまい匂においがしてる、とか？（笑）

ＧＭ：「いや……。どうも、現象の対象は、会長くん──ではない」

修太郎：どういうことですか？

ＧＭ：「影響を受けているのは、会長くんじゃなくて、恋こいする生徒たちだね。……具体的に、どういうエフェクトなのかは判はん別べつが難むずかしいが……。相当に歪ゆがんだ。凶きよう悪あくな力だ」

エナ：歪んだ、凶悪な──ってことは、Ｅロイス？

ＧＭ：そういう意味です。具体的には、Ｅロイス《心の爆ばく弾だん》──相手の心を思うがままに変える、という効こう果か──を、《傲ごう慢まんな理想》をふたつ使って拡かく大だいしたものです。

修太郎：一体、誰だれが、なんのためにこんなことを……。

ＧＭ：「それは、まだわからないね」

エナ：じゃあ、次はあたいが、この「風雲、モテキ城！」について調べる……と。演えん出しゆつは判定してから考える──うん、クリティカルして、達成値18。

ＧＭ：成功ですね。モテキ城開かい催さいの経けい緯いについての情報が出ます。

エナ：じゃあ、ブロッコちゃんに聞くことにしよう。

ＧＭ：了りよう解かいです。会議室にブロッコが入ってきますね。妙みようにホクホク顔。

エナ：おー、ブロッコちゃん、ご機き嫌げんだね。

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ！　いや～、この痛つう快かいなりゆきＲファイト『風雲、モテキ城！』、すばらしい視し聴ちよう率りつだ。すばらしい！　いやあ、ミスター星川、キミのおかげだよ！」

修太郎：は、はぁ……（笑）。

ＧＭ：「アカデミアの生徒の、ほとんどが見ているよ！　おかげで、トトカルチョの方も……おっと、こいつは秘ひ密みつだった！」と、ウィンクします（一同笑）。

エナ：うっとうしいなぁ……（笑）。ま、モテキ城を考えたのは、あたいだしね！

ＧＭ：「ああ、ユーのアイデアは最高だった！　それに、あのレディのアイデアもね！」

エナ：…………あのレディ？

ＧＭ：「ん？　ああ。そうさ。『Ｒファイトをやるなら、なるべく大だい規き模ぼで、注目が集まる方がいいよ♡』とアドバイスをくれたナイスレディだ！　ＨＡＨＡＨＡ！」

修太郎：…………それ、どんな人でした？

ＧＭ：「フラワーをあしらったマスクの、マスクド・レディだったよ、ＨＡＨＡＨＡ！」

一同：〝カルペ・ディエム〟じゃないか！

ＧＭ：ブロッコは「誰それ？」みたいな顔。雲雀が「あちゃー」って顔になる（一同笑）。

エナ：まあ、ディオゲネスクラブについてはみんな知ってるわけじゃないしなー。

透子：さっきまで、解かい説せつ席にいたのにな（笑）。

修太郎：ちょっと待って。ってことは、この「風雲、モテキ城！」を開催するのは、ディオゲネスクラブの計画の一部ってこと……？

エナ：そうなるね……。

ＧＭ：調べられることは、とりあえず以上です。──雲雀が、顔は笑顔のまま、微び妙みように渋しぶい声になって──。「まあ、とはいえ、異い常じようなレネゲイドの影響を受けている生徒を、一カ所に集めるのは、こちらにとっても必要なことだしねぇ」

修太郎：確たしかに。……そういえば、ヴィペラさんが妨ぼう害がいされた件けんは、どうなったんだろう。

ＧＭ：じゃ、ヴィペラさんが入ってきます。「妨害のエフェクトを使用した相手は、わかりませんでした。ただ──仮か面めんの力が使われたのは、間ま違ちがいないでしょう」

修太郎：なるほど。うーん、原げん因いんも目的も、もっと調べないとわからないか。

ＧＭ：「僕らも、できるだけ調べてみよう」──雲雀がそう言ったところで、あと一五分くらいで競技を再さい開かいする──というアナウンスが入ります。一度、シーンを切りましょう。




　モテキ城の戦いの行方は、そして、その裏うらの陰謀とは──!?



《傲慢な理想》　Ｅロイスの対象を拡大するＥロイス。









◆Middle05◆恋の作戦会議～モテキ城編へん～　Scene Player ─── 光月れい




「モテキ城」のアトラクションをスタッフがセッティングしている間──。

　第三生徒会からの選手たち──透子、れい、フレーズは、控ひかえ室しつで休憩していた。




ＧＭ：さて──次は、第三生徒会用の控え室で休憩──というか、雑ざつ談だんをするシーンです。ここまでの流れを、ＰＣ同士で話したり、情報交こう換かんをしたり、他の選手について話したり、というシーン。登場は任にん意いですが──じゃ、シーンプレイヤーは、れいちゃんで。

れい：はいっ！　侵しん蝕しよく率りつは３上がって、56！　じゃあ、ラブ☆テストが10点満点だったんで、ひゃっほーい！　と思って、ふんふんって興こう奮ふんしてる！

透子：ラブ☆テストを終えた私わたしが入ってこよう……。侵蝕率は──７上がって、これで77。

れい：77て！　あたしより20も高いよ！

修太郎：ほぼダイス目だけでこの差かー。すごいな。

透子：私は何か、上の空な感じで……顔も珍めずらしく赤くなっている。

れい：あたしはね、ひゃっほーい！　５点だぞー！　両方５点だぞーっ！　って、透子の周りをぐるっぐる回りながら叫ぶっ！（一同爆ばく笑しよう）

透子：……なんだかぼんやりしていて、それには反はん応のうしない。

れい：透子～？　どーしたの？　なんか顔赤いしっ！

透子：え？　あ、あぁ……。うん、あぁ……。

れい：ねえねえっ！　告白どうだったっ!?　告白っ!!

透子：……ぷしゅー、と赤くなる（笑）。ん？　うん、あぁ……。と、もごもごするぞ。

れい：何点だった？　ねえ何点だった!?（一同笑）

ＧＭ：ぐ、ぐいぐい来るなぁ……（笑）。

透子：……あぁ、うん。４点、だったな……。

れい：うっそぉ──────っ！　あたし５点っ!!（一同爆笑）

透子：（上の空な感じで）うん、ああ…………れいは、すごいな……。

れい：……どうしたの？　いつもの上から目線の透子じゃないよ？（一同爆笑）

透子：（俯うつむいて）う、うむ……そうかな……。

れい：透子はなんて告白したの？　あたしの聞く？（一同笑）

透子：いや……まあ……。もう、いいだろう、それは。

れい：なんで４点だったのかなー？

透子：……さあな。

ＧＭ：控え室にはフレーズもいるんですが──。「れいさんの５点・５点って、すごいですよねー。わたしも、５点・４点ですよー」

れい：（得意げに）でっしょぉ～？（一同笑）

ＧＭ：「うーん、第三生徒会が全員５点・５点だと不自然だから、やめたんですかね」

れい：違ちがうよ！　これさぁ、これってやっぱり、あたしに……？　そういうこと……？

ＧＭ：「れいさん、ちょっと何言ってるかわかんないです」（一同笑）

れい：ほっしーがさ、あたしにチューして欲ほしいってことじゃないっ!?（一同笑）

ＧＭ：「えー……？　点数が『チューして欲しい度』みたいな話ですか？」

れい：そうじゃない？　……そうだよ！（一同爆笑）

透子：私はなんだか……どんどん不安になってきて──顔がこわばっている。

ＧＭ：おっ、意外な反応が……。

れい：（心配そうな声で）透子……よかったら、あたしの調べたデータ見る？　これから、役に立つかもしれないよ？（一同笑）

ＧＭ：か、勝ったと思ったら急に優やさしくなったっ！（笑）

れい：うひっ（一同笑）。

透子：…………ちなみに、れいは合計点はいくつなんだ？

れい：ん？　13点だよっ♡

ＧＭ：──では、そこで控え室のモニタに上位の点数が出ます。一位──御影透子、15点。

れい：（ノートを押おさえて）やめろぉっ！　見るな────っ!!（一同爆笑）

修太郎：いきなり（笑）。

透子：（ノートを見て）「花とフルーツなら、フルーツの方が好き」、と。

れい：ダメ！　見ないでって言ってるでしょぉっ!?（一同笑）

ＧＭ：フレーズは困こん惑わくしています。「……それ、どういう比ひ較かくなんですかね？」（一同笑）

透子：食べられるからフルーツの方が好きなんだろ。

れい：そう言ってたっ！　食べられるからって……えっ、透子なんで知ってるの!?

透子：（ふっ、と笑って）それはもちろん、幼なじ──。

れい：やめろぉ──────────────っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「自分で聞いたのに!?」（笑）

れい：ふぅ……っ。それよりさっ！　（順位表を指さして）この子。この子やばくない？

ＧＭ：「七節小石さんですね」

れい：そうっ！　小石ちゃん！　すごくない？　あたしと同じで、５点・５点だよ！

ＧＭ：「地味っていうか、薄うすい感じの人ですよね、わたし、ちょっと親近感あります」（笑）

れい：透子と同じクラスなんだよね？

透子：うん？　……そうなのか？（一同笑）

れい：ちょっと！　クラスメイトくらい覚えてなさいよ！

透子：他のクラスメイトには、あまり興きよう味みがなくてな。

ＧＭ：「どうなんですかね。クラスではこの小石さんと、修太郎さんは仲いいんですか？」

透子：修太郎は私としか仲が良くないだろう。常じよう識しき的てきに考えて。

ＧＭ：「それ絶ぜつ対たい、透子さんが他の人のこと見てないだけですよね？」（一同笑）

れい：ダメだ。透子使えないわ（笑）。

ＧＭ：「うーん。なんでこの人、満点なんでしょうねえ」

エナ：んじゃ、そこで登場──あたいがきたぞー！　話は聞かせてもらった！（一同笑）

ＧＭ：ＯＫですよ。修太郎はどうします？

修太郎：ちょ、ちょっと入りにくいので……登場しない方向で（笑）。

ＧＭ：はい（笑）。

エナ：んで、三人に──そりゃ、しゅーたろーは小石ちゃんに５点つけるでしょ。

れい：どゆこと？

エナ：だって、選手の中で、小石ちゃんが圧あつ倒とう的てきに──弱いんだもん。

れい：────っ！（[image: ←]息を吞のんだ）

透子：ぎし──、と、表ひよう情じようがこわばる。

ＧＭ：「それって、守ってあげたい系けい、みたいな話ですか？」

エナ：うん、そういう話。

透子：（呟つぶやくように）…………弱い？

れい：守ってあげたい系に、ほっしーが弱いってこと!?

エナ：そうそう。

れい：（力強く頷うなずく）わかったわ！　これから取り入れていく！（一同笑）

ＧＭ：「れ、れいさんが強い……」（笑）

れい：違うわ！　これから弱くなるわよっ！（一同笑）

透子：私は──黙だまって、いろいろなことを思い出している。




　──幼おさない頃ころの風景。泣いている透子と、優しく手を伸のばす──修太郎。

　透子が泣いている時、いつでも彼かれは優しくしてくれた。それは──。




透子：で……まさか、と呟いて──思い当たってしまい、顔が青ざめる。

ＧＭ：ほほう……？

透子：もしかして、修太郎は私のことが好きでは……ないのでは？（一同爆笑）

エナ：じっ、自分でピンチを演出し始めたっ！（笑）

れい：……？　透子、どうしたの？

透子：いや……なんでも──ある。

一同：あるんだ!?（爆笑）

透子：──が、答えが出ないので考かんがえ込こんでしまう。あれは、私が弱かったから……？

エナ：じゃあ、あたいの方は、調べてきた情報をみんなに話そう。──というわけで、このモテ期とモテキ城の両方が、ディオゲネスクラブの陰謀っぽいよ、と。

れい：そうなんだ！　つまり……ええと、つまり、どういうこと？（一同笑）

ＧＭ：「モテキ城が開催されたのも、ディオゲネスクラブの狙ねらい通りってことは……その、やっぱり、勝ちたい気持ちにつけこんで、仮面を使わせるとか……ですかね」

エナ：そのために、しゅーたろーのモテ期を仕し掛かけた……まあ、ありそうかな。

ＧＭ：フレーズは、自分が一度同じように仮面に魅み入いられたので、そういう発想になりますね。思い出したせいで、表情がこわばって、申もうし訳わけなさそうな感じにもなる。

れい：気にすることないって！　あの時はしょうがないよ。

透子：そうだな──と、ディオゲネスクラブの名前を聞くと、真面目な感じになる。

れい：あたしも。真面目っ！　──それにさ、フレーズちゃんのおかげで、今の本部が手に入ったようなもんだし、むしろお得な感じじゃない？（一同笑）

透子：真面目になってその発想なのか!?（笑）

ＧＭ：じゃ、フレーズも笑ってしまいます。「そうですね！」

透子：（真しん剣けんな表情で）……しかし、ディオゲネスクラブの連中は、モテキ城まで仕掛けて……そんなに、修太郎とキスしたいのか？

れい：────っ!!（真剣に息を吞む）

ＧＭ：「真面目になってその発想なんですかっ!?」（一同爆笑）

れい：（真剣な声で）……チュー、したことないのかな？

エナ：ディオゲネスクラブが!?（笑）

れい：うん（真剣）。

ＧＭ：「ダメだこのひとたち！　キスのことしか頭にないです！」（一同笑）

エナ：キスが目的……なるほど、そうかもしれないね（真剣）。

ＧＭ：「おかしい……。このシーン、ツッコミが……ツッコミがいない……」（一同笑）

エナ：ま、目的やなんかは、もうちょっと調べる必要がありそうだなー。とーこちゃん、れーちゃん、フレーズちゃんは、競技の間、他の選手を注意しといて。

透子・れい：わかった。

ＧＭ：では、そんなところで、シーンを終しゆう了りようしましょうか。




　モテキ城に、競技の再開を告げるアナウンスが響ひびく。

　休憩は終わり──再さい度ど、戦いがはじまるのだ！







◆Middle06◆モテキ城の激げき闘とう！（ダイジェスト版ばん）　Scene Player ─── 光月れい




　修太郎の恋こい人びとの座ざ、そしてＫＩＳＳを懸かけた熱き戦い──風雲、モテキ城！

　予選は後半戦へと突とつ入にゆうし、さらに過か酷こくな競技が、選手たちを待ち受けていた。




ＧＭ：このシーンは、競技をみっつほど、サクサクと処しよ理りします。最初は──巨きよ大だいな池に、大きなボールが、いくつも浮うかんでいます。で、選手には、巨大なモナカが与あたえられる。

修太郎：モナカ……？　──ま、まさかっ！

ＧＭ：実じつ況きよう席には、エナとしねまが座すわっており、修太郎の姿すがたはありません。「それでは！後半最初の競技！　修太郎すくいであります！」（一同爆笑）

エナ：このボールの中から、見事、しゅーたろーの入ったものを見つけて、すくいあげることができるかっ！　……って競技で合ってる？（笑）

ＧＭ：はい、正せい解かい！　判定は〈知覚〉で目もく標ひよう値ち10。成功すると３点獲かく得とく。失敗すると０点。さらに、振ふったダイスが全部１──ファンブルだと、失しつ格かくになります。

エナ：これ、このシーンって、全員登場なの？

ＧＭ：はい。修太郎も登場している扱あつかいです。ボールの、どれかに入ってます（笑）。

修太郎：くっ……（笑）。

ＧＭ：さくっとＮＰＣから処理していきます。まずは──七節小石……モナカを濡ぬらしてしまい、くしゃっとなって、失敗。０点。「あう～」

れい：ふひひっ、失敗しろぉ～（一同笑）。

ＧＭ：れいちゃん……（笑）。続いては、リオーネ──熊くまのスクードが的てき確かくに見み抜ぬき、成功。３点獲得。……パカッとボールが開くと、中から修太郎が出てくる。

修太郎：ふぅ、苦しかった……。（顔を上げて）くっ、熊だ────っ!?（一同笑）

ＧＭ：スクードは渋い声で「お疲つかれさま」って労ねぎらってくれますよ（笑）。

修太郎：いい熊だ……（笑）。

ＧＭ：次は、〝居い合あい番長〟姫鶴千鶴香──腰こしの刀に手をかけて《パーフェクトコントロール》。侵蝕率が上がって、ここから使えるようになった、という設せつ定ていです──で、成功。３点獲得。腰で日本刀の鞘さやが鳴ると、修太郎の入ったボールが、する……と両りよう断だんされる。

修太郎：こ、こわっ！　僕まで切れたらどうすんの!?（笑）

ＧＭ：続いて──ヒロミ先生は、「若わかい男の子の匂いがするわ～ん♡」と言って、成功。

透子・れい：うわぁ……。（[image: ←]引いてる）

ＧＭ：そしてフレーズは、猫ねこの海ちゃんを通して登場。海は「にゃー」とボールを示しめし、そのボールを、半はん透とう明めいで浮かんだフレーズが念動力で持ち上げます。

エナ：〈知覚〉は、《アニマルテイマー》と《ハンドリング》ですごい上がるからねー。

ＧＭ：──が、ここで、何者かが《支し配はいの領りよう域いき》を使用。判定をファンブルにします。

一同：えぇ────────っ!!

ＧＭ：フレーズが釣つり上あげたボールが──爆ばく発はつ！　「わー！」「ニャー！」と、フレーズと海ちゃんは吹ふき飛とばされて退たい場じようします。なお、演出はギャグなので、ダメージはありません。




　フレーズ・ウエハラ────失格。




エナ：フレーズちゃんが……。今のエフェクト、誰が使ったかわかる？

ＧＭ：わかりません。実況席のそばにいたヴィペラが、エナを見て、首を振ふります。

修太郎：ヴィペラさんの時と同じように、仮面の力……かな？

ＧＭ：ヴィペラは「そのようですね」と頷く。──では、透子さんとれいちゃんの判定です。

透子：侵蝕率が80％超こえて、ダイス10個。これなら…………む、失敗。

れい：エナちんの「Ａランク：サポーター」で２個増ふえて……ありゃ、あたしも失敗。

ＧＭ：ふたりとも、ファンブルではないので、失格はしませんが、ポイントは０。では……れいちゃんがすくい上げたボールを開くと──。「俺おれだよ！　アフロだよ！」（一同笑）

れい：バタン！　って閉とじる（笑）。

ＧＭ：「超狭いぜーっ！」はい。外れ（笑）。で、透子さんの釣り上げたボールが──。

透子：ギルバートだったらそのまま沈しずめるぞ。

ＧＭ：──いえ、そのまま喋しやべる。「残念ねー。ボールじゃなくてあたしよ」

一同：マキちゃんだ──────っ!!

[image: ]

エナ：さすがマキちゃん！　見事なボールっぷりだったよ！

ＧＭ：「ま、暑かったから、いい水浴びだったわ」マキちゃんは髪かみをふきふき、そのまま審しん査さ員いん席と書かれた席に向かいます。

修太郎：審査員？

ＧＭ：ええ。次の勝負は──料理対決です。

れい：きたわ──ラブ・テクニック④：料理ができるアピールをする！（一同笑）

透子：料理を作る、じゃなくて、アピールをする、なのがいやらしいな……（笑）。

ＧＭ：「続きましては、料理対決であります！　審査員は、このお三方……今回の主役にして賞品、星川修太郎！　食材を知り尽つくした女、園芸部部長、ボール・マキ！　そして、第三生徒会一の食くいしん坊ぼう！　エナ・ソフォスであります！」

エナ：あたいが腹はら減ったぞーっ！（笑）

ＧＭ：そんなわけで、次の会場にはキッチンが設せつ置ちされています。食材は、園芸部、酪らく農のう研、釣り研などから提供された、新しん鮮せんな学がく園えんの幸がなんでもありますよ。

エナ：……じゅるり（涎よだれ）。

ＧＭ：料理対決は、〈芸げい術じゆつ：料理〉の達成値から得点を算出します。達成値の十の位＋１点ですね。ちょっと配点が高い。難易度は３で、失敗すると失格です。




　かくして、次々と選手が料理を作り、審査員席に運んでいく。




ＧＭ：ＮＰＣに関しては、何を作るかと、点数はこっちで決めてあります。なので、演出とコメントを入れていきましょう。誰からがいいかな……。

エナ：先生。出オチなのわかってるから（一同笑）。

ＧＭ：失礼な！　──ではヒロミ先生、お尻しりをふりふり、審査員席にやってきます。お皿の上には生きたままの、すっぽん。甲こう羅らには「ＹＥＳ」って書いたシールが貼はってある。

修太郎：せめて料理してくださいよ先生っ!?（一同笑）

ＧＭ：「ダメなの～ん？」はい、ご想そう像ぞう通り、先生は１点（笑）。では次──〝居合番長〟姫鶴千鶴香。食材の前で刀に手をかけ、だらだらと脂あぶら汗あせを流しています。

れい：料理、苦手なんだ（笑）。

ＧＭ：みたいですね。「くっ、料理ごとき、私の居合をもってすれば！」──閃ひらめく銀光！両断される肉！　野菜！　マグロ！　そのまま載のせられて──出てくる皿！

修太郎：先生と変わらないじゃないかっ!?（笑）

ＧＭ：《パーフェクトコントロール》はシーン１回なんですよね。はい、１点（笑）。

透子：王女は……熊が作るのか？

ＧＭ：よくご存ぞんじで。リオーネは見てるだけ。熊のスクードは、見事な手て際ぎわでパスタを茹ゆで、野菜を刻きざみ、オリーブオイルで炒め、塩をかっこよく振り、そして仕上げにさらにオリーブオイル！　ＫＵＭＡ[image: ]Ｓキッチン！　手て慣なれた調理で、２点を獲得。

修太郎：スパゲティだ。もぐもぐ。普ふ通つうに美お味いしかった……ごちそうさま。

ＧＭ：（渋い声で）「おそまつさま」。さて、続いては──七節小石です。

透子・れい：……………………ちっ。

ＧＭ：な、なんか、小石はやたらと女じよ性せい陣じんに嫌きらわれてますが（笑）。……ま、料理は慣なれているようで、肉じゃがとか、家庭料理っぽいものを作ってきます。「……あ、あとこれ……。濡ぬれちゃったから、温かいものを……」と、豚とん汁じるつき。

修太郎：あー、嬉うれしいなぁ。ありがとう、小石ちゃん。

ＧＭ：「……はっ、はひっ」小石は、顔を真っ赤にしてあたふたしています。

れい：………………あざといわぁ。

ＧＭ：な、なにこのムード（笑）。小石は３点。──では、透子さんとれいちゃんの番です。




　意い気き揚よう々ようと料理勝負に挑いどんだのは──光月れい。

　【感覚】こそ低いものの、彼かの女じよには事前に調べ上げたデータがあった！




れい：ほっしーが好きな食べ物はね……プリン！　だから、プリン作るわ！

ＧＭ：おお、データが役に立っている！　ダイスボーナス＋２個を差し上げましょう。

れい：よぉーっし！　いくわ！　──────達成値、４っ！

一同：………………（微妙な顔）。

修太郎：あ、うん。まあ……プリンは美味しいよね。うん。美味しい。

ＧＭ：じゃ、マキちゃんが一口食べて。「あんまり美味しくないわね」（一同笑）

エナ：うーん、あたい、もっと甘い方が好きだな～。

ＧＭ：と、いうわけで──１点獲得です、はい。




　続いてキッチンに向かうのは、御影透子。

　芸術のベースとなる【感覚】の高い彼女は、高達成値を狙ねらうチャンスだ。




透子：ふむ……。食材の中のキノコを品定めして……アイタケを、グラタンにするか。

ＧＭ：そこで熊が言う。「すまないな、少女よ。その料理を選ぶことは読んでいた！」

透子：なにっ!?

ＧＭ：リオーネが不ふ敵てきに笑います。「ふふふ、わらわたちも、そろそろ本気を出すのじゃ。やれ、スクード！」熊のスクードが、《魔ま獣じゆうの咆ほう吼こう》。透子さんのダイスをマイナス５個！

透子：なにっ、オーブンの温度が思ったより低いっ!?　……達成値は９だ。

修太郎：９は高いんだけどなぁ……。美味しいよ、透子ちゃん。

ＧＭ：しかし、マキちゃんが首を振ります。「火の通し方が甘いわね」

透子：……くっ。

ＧＭ：では、得点は１です。「ふっ、計算どおりじゃ」と、ほくそ笑むリオーネ。

れい：意外と卑怯だわ、王女さま！

ＧＭ：「ふっふっふ、卑ひ怯きよう汚きたないは敗者の戯ざれ言ごとじゃ！　それに、エフェクトによる選手への妨害は、ルールで許ゆるされておるぞ」

透子：堂々としたものだな。

修太郎：うーん、ヴィペラさんや、フレーズちゃんを妨害した相手とは違ちがいそうだね。

ＧＭ：では、これで料理対決は終了！　次は、予選最後のイベント──水着審査です！




　モテキ城に集まった大だい観かん衆しゆうの前に、一本の道が現あらわれる。

　そこは、水着を纏まといし者だけが歩ける道──きまぐれ水着☆ロード！




一同：きまぐれ……水着☆ロード……!?

ＧＭ：このイベントは、ラブ☆テストと少し似にています。「どんな水着を用意するか」を、口頭で説明して頂いただき、それに１点から５点の、任意の点数をつける、というもの。

れい：また、ほっしーがつけるの？

ＧＭ：いえ、今度は観かん衆しゆうが──すなわち、俺がつけます（一同笑）。

エナ：（素すになって）なんでそんなに嬉うれしそうな顔してんだっ!!

ＧＭ：大事なイベントだからだよっ!?（一同笑）

修太郎：また、ＮＰＣからかな？

ＧＭ：そうですね。そうしましょう。実況席のしねまが──真剣な表情でマイクを握にぎります。「さあっ、いよいよ予選最後のイベントであります！　観客の歓かん声せい、そしてＴＶをご覧らんのみなさまの、ネットでの投票が点数になるのであります！」

エナ：（真剣な声で）気まぐれな観衆が決める勝負。まさに気まぐれ……水着☆ロード！




　大だい歓かん声せいの響く中──次々とロードを歩いて行く、水着の生徒たち。

　観衆のどよめきが、そのまま、水着の評ひよう価かとなる。




ＧＭ：最初に現われたのは、熊に乗り、フリルのたくさんついたワンピースを着た王女、リオーネです。可愛かわいらしい姿に、大きな歓声が上がる。

れい：かわいーね！

ＧＭ：歓声も好こう評ひような感じで──３点獲得。続いて、〝居合番長〟姫鶴千鶴香──は、「みっ、水着などという、破は廉れん恥ちなものが着られるかっ！」と叫さけんで──ウェットスーツ姿（笑）。

エナ：あー、千鶴香ちゃん、真っ赤だねー。

ＧＭ：「しかし、これは点数が厳きびしそうであります。──出ました！　２点であります」

修太郎：僕は、いいと思うけどねー。かっこよくて。

ＧＭ：「続いては、今大会のダークホース、七節小石クンであります！」

透子・れい：………………ちっ（一同笑）。

ＧＭ：風当たりが強い!?（笑）　えー、小石は地味～にスクール水着。胸むねとかもぺったんこ。

透子：……ふっ。（鼻で笑い────れいを見る）

れい：ちょっと透子なんで今あたし見たの!?（一同笑）

ＧＭ：ですが…………その、恥はずかしそうにもじもじする姿に、観衆は大だい興こう奮ふん！　これまでよりも、野太い声が、「うおおーっ！」と沸わき上あがりますっ！

れい：え、どゆこと？　どういう需じゆ要よう!?

ＧＭ：「かわいい！」「もじもじしてる！」「恥ずかしがりかわいい！」──そんな声が上がり、得点がピピピピ……！　と跳はね上がり──５点獲得！

透子・れい：えぇ──────っ!?（一同笑）

エナ：（実況席で）しゅーたろーも、ああいうの好きなのかー？

修太郎：え、ええっ!?　いや、まあ……その……似に合あっていれば、なんでもいいんじゃない……かな？

ＧＭ：さて──お次はヒロミ先生ですが……。

修太郎：もうだいたいわかった。

ＧＭ：中継の画面には、首から下がモザイクで隠かくされた先生が映うつります。「なんで出ちゃダメなの～ん？」「先生、それは水着じゃなくて紐ひもです」（一同爆笑）

一同：ですよねー（笑）。

エナ：あー、これ放送できないけど、点数どうするの、しねまちゃん。

ＧＭ：「まあ……いちおう、最低点の１点、ということで。これ、この競技で失格があったら、先生確かく実じつに失格でありますね」

エナ：だよねー（一同笑）。

れい：あたしは、控ひかえ室しつでその様子を見て……やばいっ！　あれダメなんだ！　って──慌あわてて、貝かい殻がらを捨すててる（一同爆笑）。

透子：先生と発想が同じ……（笑）。

ＧＭ：と、いうわけで──お待たせしました、まずは、れいちゃんから！

れい：どうしよ、どうしよっ！　慌てて、近くの水着を摑つかむっ！




　ヒロミ・マスケンドール先生が退場し、会場が静かになっていく。

　そして、その道──きまぐれ水着☆ロードに現われた光月れいは──。




れい：スクール水着！

透子：ほう。小石と同じか？

れい：違うわっ！　胸に──タオルをパンパンに詰つめ込こんでるわっ！（一同爆笑）

修太郎：ちょっ……！（爆笑）

透子：れい……それはだな……。

れい：どう、どうよッ!?　スクール水着に、おっぱいで加点じゃない!?

ＧＭ：「………………」観客席は、小石の時とはうってかわって静まりかえり……。

れい：どういうことっ!?　あたしとあの女の何が違うの!?（一同爆笑）

ＧＭ：観客席から──。「恥はじらい？」（一同爆笑）

れい：むっかぁーっ!?

ＧＭ：「だってなぁ……」「正直盛りすぎ」「同じ貧ひん乳にゆうでもこんなに違うとはなぁ」

れい：誰が貧乳だぁっ!!　もう全身に電でん撃げきが走る！　バリバリ──────っ!!

透子：やめるんだれい！　水着のまま、そんなに電撃を出したら……。

れい：破やぶけるわ!!　──えっ、破けるのっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：れいちゃんが破ける、と言ったので、破けます（笑）。

れい：キャ──────っ!!　って、胸を押さえてしゃがみこむっ！（笑）

ＧＭ：今だっ!!　「うお────っ!!」沸き上がる大歓声──５点!!

れい：あれ、なんか受けてる？　……よっし！　やったわ！（笑）




　大おお騒さわぎの中、胸を隠かくした光月れいが退場し──いよいよ最後のひとりが登場する。




ＧＭ：「さあ、待ってましたのゴックンボディ！　御影透子クンの登場であります！」

修太郎：ゴックンて……しねまちゃんは本当にセンスが昭和すぎる……（笑）。

透子：……透子さんは、実は水着とか持ってない。

ＧＭ：ちょ、全ぜん裸ら禁きん止しですよ、この本が出しゆつ版ぱんできなくなりますよ！（一同笑）

透子：ふっ──任まかせろ。ハンカチなどを借りて、ガラスで繫つなぐことで水着っぽくしている。

ＧＭ：おお、なるほど。エフェクトを利用した即そく席せき水着ですね。

透子：基き本ほんはビキニなのだが、歩くと色んなところが揺ゆれ、小さな布ぬのきれが揺らめいて、見えてはいけないところまで見えそうになる──。

修太郎：とっ、透子ちゃん！　透子ちゃん!?（一同笑）

ＧＭ：「こっ、これはきわどいっ！　きわどすぎる！　御影透子クン、このままでは、セクシー教師、ヒロミ先生の二にの舞まい、退場になってしまうでありま────っす！」

透子：──ふっ！　見せてやろう、ガラス使いの能力チカラというものをな！




　カメラが、見えてはいけない部分を捉とらえる──その瞬しゆん間かん！

　透子の体に張はり付ついたガラスが輝かがやき、大事な部分を煌きらめく光で隠した！




一同：────深夜アニメかっ!?

ＧＭ：（真面目な口調で）……これ、ＤＶＤ版だと光消えるんですかね？

エナ：いいから点数をつけろ（一同笑）。

ＧＭ：あ、はい…………沸き上がる大歓声！　５点です！

透子：────ふっ。当然だな。




　かくして、沸き上がる大歓声の中、きまぐれ水着☆ロードの幕は下りた。

　いよいよ、予選は終了し、「風雲、モテキ城！」は決勝へと進む。

　果たして──修太郎の唇くちびるを奪うばうのは、誰だ！

[image: ]



《パーフェクトコントロール》　あらゆる判定の達成値を＋10するモルフェウスのエフェクト。

《支配の領域》　ダイス目のひとつを１に変更するオルクスのエフェクト。ここでは、フレーズがダイスひとつで10を出した、という想定でファンブルを引き出している。

《魔獣の咆吼》　咆吼で怯ませ、ダイスを減少させるキュマイラのエフェクト。

深夜アニメ　地上波の深夜アニメでは、見えてはいけない部分を、湯気や太陽光、月光などで隠すことがあります。









◆Middle07◆決勝開始！　因いん縁ねんのＳランク対決　Scene Player ─── 御影透子




　初夏の日差しが強くなる──午後。ついに、「風雲、モテキ城じよう！」の決勝が始まった。




ＧＭ：──と、いうわけで、まずは実じつ況きよう席。相変わらずのエナ、しねま、そして修しゆう太た郎ろうが座すわっています。眼がん下かのスタジアムには、決勝進出した六人が並ならんでいる。




　決勝のステージに並ぶのは……第三生徒会の御影透子みかげ・とうこと光こう月げつれい、〝居い合あい番長〟姫鶴千鶴ひめづる・ちづ香か、熊くまに乗った王女リオーネ・ベスティア、影の薄うすい七節小石ななふし・こいし、そして、セクシー教きよう師し、ヒロミ・マスケンドールの六人だ。




エナ：先生、残ったんだ……（笑）。

れい：フレーズちゃんとか、ヴィペラさんがいたら落ちてたのにね！

透子：そう考えると怪あやしいのに、やる気がまったく感じられないのだよな……（笑）。

ＧＭ：「先生、やる気まんまんよぉ～ん♡」（一同笑）

エナ：じゃー実況席で……ここまでの戦いを振ふり返かえって、どうよ、しゅーたろー。

修太郎：えーと……あの、こういった、交流の中でね、みんな、打うち解とけて、仲良くなってくれたらいいなぁ……なんて、思う次第です、はい。

ＧＭ：「修太郎クンは安定のヘタレでありますなぁ」（一同笑）

修太郎：というか決勝になっちゃった！　調ちよう査さが全然進んでないよエナちゃん！（笑）

ＧＭ：次のシーンで、またリサーチできますよ。──では、解かい説せつ席に、新たな人物が入ってきます。Ｒファイトに詳くわしい、一いつ般ぱん生徒の久留間博士くるま・ひろしくん。
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れい：ハカセくんだ！

ＧＭ：はい、通つう称しよう〝博士はかせ〟。Ｒファイトの戦せん闘とう解説の常じよう連れんですね。

修太郎：ということは、ここからは戦闘が始まるのかな。

ＧＭ：しねまが、「直ちよく接せつの戦闘ではないでありますが、決勝の最初のステージは──標的破は壊かい競争、であります」と言います。博士くんは、頷うなずいて、眼鏡めがねをクイっとする。

透子：博士っぽい仕草だな（笑）。

ＧＭ：博士くんは、「Ｒファイトでも、フラッグ戦といって、こういった標的破壊競きよう技ぎはありますね。今回の競技は、互たがいの攻こう撃げき力りよくを競う──名付けて、ラブ☆クラッシュ」と。

一同：ラブ☆クラッシュ！（笑）




　モテキ城のグラウンドには、ラブ☆クラッシュ用のステージが用意されていた。

　サッカー場を一回り小さくしたようなステージに、人型の〝標的〟が、幾いくつも並んでいる。




ＧＭ：標的を破壊できた数を競う、一対一の対決です。点数は、10点を奪うばい合あう形。

修太郎：奪い合うんだ？

ＧＭ：具体的には、達成値の差で点数が決まります。互ご角かくなら、５点・５点、圧あつ勝しようであれば、10点・０点という具合。組み合わせは……しねまが抽ちゆう選せん用の箱からボールを取り出して確かく認にんし──。「なんと！　最初の対決は──Ｓランク同士の対戦であります！」

修太郎：透子ちゃんと……れいちゃんが……。

エナ：あのふたり、まともに戦ったら……どっちが勝つんだろう……？

ＧＭ：エナの呟つぶやきを受け、カメラがズーム──分ぶん割かつ画面に、ふたりの顔が、それぞれ映うつる。

れい：透子！　正々堂々、勝負するわよ！

透子：ふっ、当然だ。──そう言いながらも、どこか、迷まよいというか、憂うれいのある表ひよう情じよう。

れい：あたしには、そんなものないわ！

透子：…………そういえば、れいと、まともに競い合うのは初めてだったかな。

れい：そうだっけ？

透子：あぁ……。ちょっと、れいとの出会いのことを、思い出している。

ＧＭ：おお、そういえば、ふたりが出会った経けい緯いは初耳ですね。

れい：ふたりで話して考えたんだよね！

透子：せっかくだから、ここで回想シーンみたいに演えん出しゆつしてもいいかな。

ＧＭ：おお、いいですね。では──ふたりが向かい合い、言葉を交わしたところで、場面は回想に──出会いのシーンになります。

透子：（呟くように）思い出すな……れい、初めて、お前と会った時のことを──。




　　　　＊　＊　＊




　それは──一年と三ヶ月ほど前のこと。

　光月れいが、オーヴァードアカデミアに入学して、すぐのことだ。

　巨きよ大だい学園にやってきたばかりの光月れいは──さっそく、迷まい子ごになっていた。




れい：（元気に）広すぎて、全然わからんっ！




　仕方なく、片かたっ端ぱしから扉とびらを開けて回るれい。そのひとつが、御影透子の占せん拠きよする理科準備室だった。透子は薄うす暗ぐらい部屋でひとり──ベニテングダケの毒どく抜ぬき方法を調べていた。




透子：……（ちら、と視し線せんを上げて）なんだ、初等部の生徒か。何年生だ？

れい：あほか！　高校生よ、高校生！（笑）

ＧＭ：初対面で、あほか、って（笑）。

透子：高等部の新入生か。では同級生になるが……とてもそうは見えんな。

れい：あんたも一年？　なんでそんなおっぱいしてるの？（一同笑）

透子：……何を言っているんだこいつは？（一同笑）




　──そんな、初対面だった。

　御影透子にしてみれば、おかしな生徒が迷い込んできただけの話。

　いつも通りに追い返し、いつも通りに──もう、来ないはずだった。

　けれど──。




れい：（元気よく）また来たわよ透子！

透子：……お前か、光月れい。ここは、初等部の生徒は立たち入いり禁きん止しだ。

れい：高校生だっつうの！　つかね、それで来たの。今、初等部の子たちとかくれんぼしてるんだけど、ここなら探さがしに来れないから、絶ぜつ対たい勝てるわ！（一同笑）

透子：……何をしているんだお前は（笑）。

れい：だって、「お前何年？　かくれんぼに入れてやろうか？」って言われたから……。

透子：……邪じや魔まな女だな。無む視しして、ベニテングダケの毒抜きをしよう。

れい：それ、なにしてんの？　食べるの？　あたしも、おなかすいたわ！（一同笑）

透子：……毒だ。

れい：えっ！　そんなの食べない方がいいよ、おなか壊こわすわよ？（笑）

透子：…………面めん倒どうくさい女だ。




　次の日も──その次の日も。

　光月れいは、元気よく理科準備室にやってきて、

　御影透子は、それを鬱うつ陶とうしがりながら──徐じよ々じよに、慣なれていった。




透子：──段だん々だん、れいがいると安心するようになって、でも、どういう態たい度どにしていいか、わからなくなって……どんどん困こまっていく。

れい：──あたしは、全然それには気づかない。きのこって結けつ構こう美味しいわね！　って思って、毎日行ってる（一同笑）。




　そんな、ある日のこと──。




れい：（バーン！　とドアを開けて）来たわよ、透子！

透子：……真しん剣けんな顔で、フラスコに入った毒々しい色の液えき体たいを眺ながめている。

れい：透子？　何それ、また毒？　あんた毒好きね（一同笑）。

透子：──そして、ぐいっと、それを飲む。

れい：ちょっと！　何してんの!?

透子：…………。（れいを見て）……れいは、可愛かわいいな。

れい：はぁ!?　あんた、ちょっとどうしたの!?

透子：（目が据すわった感じで）……お前は、私わたしのものだ。

れい：ちょっと、くっついてこないでよ。でっかいのが当たってんのよ!?（一同笑）

透子：──透子は、後で、それは〝惚ほれ薬〟だった、と説明して。それからずっと、れいのことを溺でき愛あいするようになった。

修太郎：その、惚れ薬って…………。

れい：なんだよー急にくっついてくんなー！　……その後も普ふ通つうに、顔を出すのは変えないんだけど、くっついてくると、うおー！　って、バタバタする（一同笑）。

透子：（笑って）──れいは可愛いなぁ。

ＧＭ：そして──現げん在ざい。ふたりは、ステージの両りよう端たんで、睨にらみあっています。

れい：透子！　あんたと勝負するなんて、会った時は想そう像ぞうもしてなかったけど……でも！あたしは運命の恋こいを見つけたの！　負けないわ！

透子：悪いが、修太郎は、私の──幼おさななじみだ。渡わたすわけには、いかん。

れい：言っておくけど、あたしの方が、ほっしーへの想いは強いんだから！

透子：（冷たく、心外そうに）──まさか？




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──では、試合開始のブザーと共に、ステージに、大雑把な人型をした板──標的が立ち上がります。それぞれ、任にん意いの、攻こう撃げきの命中判はん定ていをしてください。判定は同時に行ないます。同どう値ちなら、５点ずつ獲かく得とく。その他は、達成値の差によって配分が決まります。

透子：全力でいくぞ。《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》全部組み合わせだ。さらに、侵しん蝕しよく率りつが80％を超こえたから──。

エナ：ま……まさか！

透子：──《フラッシュゲイズ》を使用する。れいの判定ダイスを、マイナス６個こだ。

れい：ひっど────────いっ!?

透子：全力……と、言っただろう？




　透子は、クリティカル値７でダイス10個。〈ＲＣ〉８レベル。

　一方、妨ぼう害がいを受けたれいは、クリティカル値８で──ダイスは３個。〈白兵〉４レベル。
















ＧＭ：博士くんが呻うめきます。「あの能のう力りよくは──《フラッシュゲイズ》！」

修太郎：知っているのかい博士くん!?（一同笑）

ＧＭ：博士くんは眼鏡をクイッとして頷く。「目め眩くらましを行なう、エンジェルハィロゥのエフェクトです。ダイス数の少ない光月さんには有効ですよ！」（一同笑）

透子：行くぞ、れい──達成値は35！

れい：１シナリオ３回の「学生王者ヘラクレス」を使う！　──プラス９！　これなら……っと、だめだぁっ、クリティカルは一回！　達成値──25！

一同：10差……！

ＧＭ：10差は──（シナリオを確認し）透子さん７点獲得。れいちゃん、３点獲得です。

れい：く……ぅっ……！　離はなされたぁ！

透子：これで思い知ったろう？　修太郎への想いは……私の方が、強いんだ。

れい：このぉ……！　むっきー！（一同笑）




　胸むねを張はり、見下ろすように言う透子。

　──どこか自分へ言い聞かせるような響ひびきがあったことに、れいは気づかない。




エナ：透子ちゃんの……勝ちだね。

修太郎：うん……けど、なんだか、透子ちゃん、苦しそうだ。

ＧＭ：博士くんは、「光月さんのハヌマーン能力による突とつ進しん力は素す晴ばらしいですが、やはり、競技のデザイン上、近きん距きよ離りタイプと遠距離タイプで差が付きましたね」と解説。

エナ：そうだね……。相あい性しようの差って感じだなー。

ＧＭ：では──他のＮＰＣの結果を見ていきます。




　第二試合は、〝居合番長〟姫鶴千鶴香と、熊の騎き士しを駆かる王女リオーネ・ベスティア。

　共に近きん接せつ攻撃を得意とするふたり（ひとりと一匹ぴき）であったが──熊の巨腕が繰くり出だす攻撃よりも疾はやく、千鶴香の鍔つば鳴なりが響き、標的が両りよう断だんされる。

　結果は──千鶴香６点、リオーネ４点。




ＧＭ：「姫鶴さんとスクードさんは、共にＡランクアタッカーですが、競技の性質上、手て数かずの多いスピード型が有利なのと──やはり番長、実戦慣れしていますね」と博士くん。

エナ：さすがに、戦闘になると強いねぇ、千鶴香ちゃんは。

ＧＭ：はい、そういう設定です。でも、ラブ☆テストの点は予想よりだいぶ低かった（笑）。

エナ：「斬きる」とか言うから……。

ＧＭ：あれは萌もえポイントだったの！（一同笑）




　そして第三試合──地味な少女、七節小石と、破は廉れん恥ち教師、ヒロミ・マスケンドール。




ＧＭ：「これは厳しい組み合わせですね。マスケンドール先生は、一いち応おうは戦闘もこなせるＢランクオーヴァード。一方、七節さんは、ほとんど能力を持たないＣランク生徒です」

修太郎：先生、Ｂランクなんだ！

ＧＭ：はい。なにやら、エフェクトで真っ赤な鞭むちを造つくり出だし、ビシバシ振ふるっています。

透子：シンドロームはよくわからないが、なんだかエロいな（笑）。

れい：鞭……似に合あいすぎ（笑）。

ＧＭ：小石ちゃんは、一応改かい造ぞうしたエアガンとかを借りて攻撃しますが、全然当たらない。

修太郎：小石ちゃんって、どんな能力なんだろう。

ＧＭ：博士くんが「〝目立たない〟という能力のようですね。隠おん密みつ用には有効そうですが、本人が自覚的にコントロールできていないみたいです。攻撃用のエフェクトなどは、全然使えないみたいですね」と、眼鏡をクイッ。

エナ：なるほどねー。Ｃランクらしい、という感じはする。

ＧＭ：これまでの試合よりも長い時間が経けい過かし……結果は──先生10点、小石０点。

エナ：あちゃー……先生相手にパーフェクト負けか。

ＧＭ：先生も、色っぽいポーズ取ったりして、あんまり真面目な感じではなかったですが、とにかく小石がまったく戦闘能力がない、という感じでした。

れい：ふふふ…………いい気味っ！（一同笑）　……あ、やだ！　あたしこれ、やな感じじゃないっ？　なしなし！　今のなし！

透子：いいや、なしにはならないぞ（一同笑）。

エナ：しかし、これでとーこちゃんが頭ひとつ抜ぬけたねー。そして、二位以下が団だん子ご！

ＧＭ：「次は、最終競技であります。まだまだ逆ぎやく転てん！　ワンチャンあるでありますよ！」

エナ：果たして、Ｒファイトの王者、れーちゃんは逆転できるのか！

ＧＭ：「この痛つう快かいなりゆきＲファイト『風雲、モテキ城！』もクライマックスが近づいてまいりました──であります。それでは、最終競技までしばしの休きゆう憩けいになります！」

エナ：スタジオで、これまでのハイライト映えい像ぞうをご覧らんください（一同笑）。

修太郎：ふぅ……。これで、またリサーチができるかな。

ＧＭ：さて、そこで──実況席の横に、ふわふわと半はん透とう明めいのフレーズがやってきます。

エナ：お、フレーズちゃん、戻もどってきたんだね。無事だった？

ＧＭ：「は、はいっ！　それよりエナさん、修太郎さん、観客席に──あれ！」と指さします。

修太郎：ん？　見てみると──。

ＧＭ：観客席の上の方──会場を見下ろす場所に立つ、花をあしらった仮か面めんの少女。

一同：──〝カルペ・ディエム〟！

ＧＭ：キミたちと視線が合うと、〝カルペ・ディエム〟は、ふっと口元だけで笑って、身を翻ひるがえして通路の方に消えます。

エナ：しゅーたろー！

修太郎：追いかけよう。しねまちゃん、ちょっとここは任まかせる。

ＧＭ：「よくわからんが、わかったであります！」では──そこでシーンを終しゆう了りようします。




　修太郎とエナは、仮面の少女を追い、モテキ城の通路を駆かけだした！

[image: ]







◆Middle08◆マスク・ザ・フラワー　Scene Player ─── 星川修太郎




　競技の進行に伴ともない、その姿すがたを変えていくモテキ城。キング・ブロッコの能力により、砂と海水で練り上げられたモテキ城は、現在、野球のスタジアムのような構こう造ぞうになっている。

　その裏うら側がわ、薄暗い通路で、修太郎とエナは、仮面の少女と対たい峙じしていた。




エナ：銃じゆうを抜ぬいて構かまえよう──止まれ！

ＧＭ：〝カルペ・ディエム〟は悠ゆう然ぜんと立ち止まって、振ふり向むきます。口元には余よ裕ゆうの微笑ほほえみ。

修太郎：キミが──フラワーなマスクド・レディか（一同笑）。

ＧＭ：「そうよ。私は、ディオゲネスクラブの〝カルペ・ディエム〟」

修太郎：……なんかさっきラブ☆テストの時、近くにいたような気がするんだけど。

ＧＭ：「気のせいよ♡」

修太郎：なんだ気のせいか（一同笑）。

エナ：じゃあ、真剣な表情になって、銃を構えよう。答えろ……しゅーたろーをモテさせて、どうするつもりだ……？（一同笑）

ＧＭ：「おとなしく答えると思ってるの？」と笑って──手をかざすと、周囲に、花びらが出しゆつ現げん。ふわりと円を描えがくように舞まいます。

修太郎：くっ……。こ、こっちはふたりだぞ！　勝てると思ってるのか！

透子：修太郎、それは負ける側のセリフだ（笑）。

ＧＭ：「どうかしらね？」〝カルペ・ディエム〟は面白そうに言いますが──す、っと、手を下ろします。「ま、いいわ。わたしに答えられることなら、教えてあげる」

エナ：お？　予想外の反はん応のうだなー。

修太郎：……この、おかしなモテ期を発生させてるのは、お前なのか？

ＧＭ：「ちがうわ」

れい：ちがうんだ？

ＧＭ：「こんなの、わたしの趣しゆ味みじゃないもの。想いが芽生えたなら花を咲さかせよう、とも思えるけど──ありもしない恋こい心ごころを植え付けて操あやつるなんて、ごめんだわ」

エナ：ふむ……。ディオゲネスクラブの中でも、流りゆう派はの違ちがいみたいなのがあるんだ。

ＧＭ：カルっぺはそういう信しん条じようですね。

れい：カルっぺって……かわいい……（笑）。

ＧＭ：「このモテ期は、〝血と薔薇プレジール〟の仕し掛かけよ」

修太郎：プレジール……？

ＧＭ：ええ、血と薔ば薇ら、と書いてプレジール。新キャラです。

エナ：薔薇か……あれはむずかしいな。天才のあたいでも、書けるかどうか怪しい。

透子：書けそうな気がする……（レコードシートに書いて）薔薇……合ってるかな。

ＧＭ：おっ、すごい！　合ってる！

れい：すっごーい！

ＧＭ：「……ええと、何の話だったかしら」（一同笑）

修太郎：その、〝血と薔薇プレジール〟ってのは、何が目的で、こんなことを？

ＧＭ：「ん～。それは言えないわ♡」

エナ：じゃあ、懐ふところから羊よう羹かんを取り出して──これでどう？　って顔をする。

ＧＭ：「いらないわ」（一同笑）

エナ：すごいしょんぼりして、懐にしまう。

ＧＭ：「だってそれ、二週間前に盗ぬすんできたやつでしょう？」

エナ：うん。大事に少しずつ食べて、残してあった。

透子：なんでそんなこと知っているんだ、こいつは（笑）。

修太郎：ブロッコさんに、モテキ城の入いれ知ぢ恵えをしたのは、どうしてだ？

ＧＭ：「モテキ城──このイベント自体は賛さん成せいだもの。無理矢理、恋心を植え付けるのが気に入らないだけ。選手の中には、本当に恋心を持っている子もいるからね」

エナ：恋心……とーこちゃんとれーちゃんの顔が浮うかんで……まあ、そーだね。

修太郎：ははは。そんな子がいるわけないじゃないか。

一同：…………。

エナ：んー、このモテ期は、どーしたら終わらせることができるんだー？

ＧＭ：「そうねぇ……ホントは、言っちゃいけないんだけど──」

エナ：さっ！　と羊羹を取り出す。

ＧＭ：「いらないわ」（一同笑）

修太郎：でも、モテ期は気に入らないんだろう？　僕ぼくも、はやく終わって欲ほしいんだ（笑）。

ＧＭ：「そうねぇ……。じゃ、ヒント♡　このモテ期は、〝血と薔薇プレジール〟の造り出した〝端たん末まつ〟が維い持じしているわ」

エナ：モテ期発生装そう置ちってことか……。

修太郎：それは、どこにあるんだ？

ＧＭ：「それは内ない緒しよ。学園のどこかにあるわ。探さがしてごらんなさい？　そこの、天才ちゃんなら、見つけられるんじゃないかしら」

エナ：ふむ。《インスピレーション》を使え、ってことか……。

ＧＭ：他にも探す方法はあるでしょうけど、ま、《インスピレーション》は確かく実じつですね。「その〝端末〟を破壊すれば、この馬ば鹿かげたモテ期は終わるわ」

エナ：本当だろうなー？

ＧＭ：「さあ？」

エナ：……しゅーたろー、どう思う？

修太郎：本当かどうかは、わからない。けど、ひとまずは信じるしかない、かな。

ＧＭ：「光栄ね。……そろそろ、お暇いとましても、いいかしら？」

修太郎：……お前たちは、どうしてこんな、学園の平和を乱みだすようなことをするんだ？

ＧＭ：「メンバーそれぞれで違ちがうでしょうね。わたしは想いを眠ねむらせたり、抑おさえ込こんでしまうのを見み過すごせないだけ。命短し恋せよ乙女おとめ──青春の園では、今日の花を摘つむべきよ」

エナ：じゃあ……あたいからも。そいつはどうして──しゅーたろーを狙ねらうんだ？

ＧＭ：「あら」〝カルペ・ディエム〟はクスっと笑います。「鋭するどいわね、天才ちゃん。それは……そうね、〝血と薔薇プレジール〟は……因縁があるから──かしら」

エナ：因縁……？

ＧＭ：「ふふ、あんまりお話ししていると、余よ計けいなことまで喋しやべってしまいそう。そろそろ、お暇しないとね」どこからともなく舞まい上あがった花びらが、彼かの女じよの姿を覆おおい──そして、不意に、〝カルペ・ディエム〟の姿が消えます。あとには、ひとひらの花びらが舞まっている。

修太郎：……ディオゲネスクラブ、一体、何が目的なんだ。




　薄暗い通路に、修太郎の呟きが吸すい込こまれていく。

　答えはなく、ただ、淡あわい花の香かおりだけが、そこに残っていた。







◆Middle09◆オペレーション・モテ期・ブレイク！　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　モテキ城の一角、Ｒファイト運うん営えい委員会特とく設せつ本部。そこには今、運営委員長のキング・ブロッコ、生徒会長の雲雀宏一──そして、第三生徒会の面々が勢せい揃ぞろいしていた。




ＧＭ：本部ではＲファイト運営委員会のスタッフが、バタバタと走り回っています。で、その中心にブロッコが、ふんぞりかえって、上じよう機き嫌げんでブロッコリーを囓かじっている（一同笑）。

エナ：楽しそうだなー、ブロッコちゃん（笑）。

ＧＭ：ブロッコがニコニコして言います。「いやー、実に素晴らしい視し聴ちよう率りつだよ！　この、オーヴァードアカデミアでは今、生徒のほとんどがモテキ城に夢中だ。グッドグッド、ＨＡＨＡＨＡ！　……あれ、なんでみんなそんなに真面目な顔してるの？」（一同笑）

エナ：いいからこれ食ってろ！　って口にブロッコリー押おし込こんでおこう（笑）。

ＧＭ：「もががー」では、ＰＣは全員登場。雲雀が口を開く。「会長くんのモテ期の現げん状じようだけど、とりあえず、一〇〇〇人の生徒たちの様子は相変わらず、恋しちゃってるね」

れい：恋しちゃってるのかー（一同笑）。

ＧＭ：「うん、しちゃってる。で、今のところ、この『風雲、モテキ城！』の決着がつくまでは、みんな、観客席で展開に夢中、という感じだね」

エナ：このモテキ城が終わるまでに、なんとかしないとだなー。

ＧＭ：「そういうことになるね」

修太郎：じゃ、さっき聞いた情報を、会長さんに話そう──ディオゲネスクラブの、〝血と薔薇プレジール〟の〝端末〟っていうのを、壊こわせばいいそうです。

ＧＭ：「端末……具体的には、どういう形けい状じようなんだろうね」

エナ：わかんない。ただ、一〇〇〇人にエフェクトで影えい響きようを及およぼす、その中ちゆう継けいってことなら──ある程てい度ど、場所は絞しぼれるはずだよ。

ＧＭ：「できるかい、エナくん？」机の上に、学がく園えん島とうの立体地図がホログラムで表ひよう示じされる。

エナ：あたいは天才だからね……。と言って、ヘッドフォンを外して、目を閉とじる。




　暗あん示じの鍵キーであるヘッドフォンが外され、〝人造の天才ジルコニア〟の、超ちよう思し考こう能力が解かい放ほうされる。

　モテ期の発生したタイミング、座ざ標ひよう──影響を受けた生徒たちの人数と分ぶん布ぷ──そこから、本当に恋をしている対象を除じよ外がいし、サーチ──。




エナ：《インスピレーション》を使用。……わかった、と目を開いて、地図を指さす。

ＧＭ：エナが指さした場所は──高等部校こう舎しや群ぐんの地下水路。学園島には、急きゆう激げきな発はつ展てんで、複ふく雑ざつに入り組んで構こう成せいされた水路が造つくられており、その一角です。

れい：エナちん、かっこい────っ！

修太郎：ここにある〝端末〟を破壊すれば……こんな、偽にせ物もののモテ期なんて、おしまいだ。

透子：ラブ☆テストからずっと不安なので……モテ期が終わると聞いて、少しほっとする。

れい：じゃ、ぶっ壊しにいこうよ！

ＧＭ：「ＨＥＹＨＥＹ！　これから決勝、最終競技だ。現在トップを争っているふたりには、いなくなって欲ほしくないな！」とブロッコが。ブロッコリーむしゃむしゃしながら。

れい：ずっと食べてるこのひと（笑）。

ＧＭ：「食うかい？」

れい：え……いらない、そんな、頭から生えてるのなんて食べたくない（一同笑）。

ＧＭ：ブロッコは、かつてなく落おち込こんだ顔になります。

修太郎：んー、確たしかに、透子ちゃんとれいちゃんは、大会に残った方がいいかな……。

ＧＭ：では、展開の説明をしましょう。次のシーンは、別々の場所を同時に処しよ理りする、という特とく殊しゆなシーンになります。片かた方ほうは、〝端末〟を処理しに行く場面、もう片方は、「風雲、モテキ城！」の決勝戦ですね。

透子：なるほど。片方にしか行けないわけだ。

ＧＭ：そうです。透子さん、れいちゃんは、〝端末〟に向かってもいいです。その場合、大会の方は、失しつ格かくということになります。

透子：ふむ……。

れい：………………（ぼそっと）キスしたい（一同笑）。

エナ：〝端末〟を破壊しても、モテ期は終わるけど、この「風雲、モテキ城！」がすぐ終わる……わけじゃないんだよね？

ＧＭ：はい。モテ期の効こう果かがなくなっても、参加する理由がある──たとえば、本当に恋をしている選手は、そのまま続行するでしょうね。

透子：──と、すると、やはり、私とれいは大会に残ることになるな。

修太郎：僕とエナちゃんで、〝端末〟の破壊に向かうわけだね。

ＧＭ：雲雀は、「すまないが、〝端末〟の破壊の方に、増ぞう援えんは出せないんだ」と言います。

エナ：うん、そうだろうね。こっちの警けい備びの方が大事だし。

ＧＭ：「影響下にある生徒の保ほ護ごが最さい優ゆう先せんだからね。それに、その場所が確実でない以上、他の捜そう索さくも続けないといけない」

修太郎：わかります。会長さんの立場なら、そうですよね。

ＧＭ：雲雀は、にっこり笑います。「大丈夫、キミたちならできるさ」

透子：心配そうに修太郎を見て……本当に、行かなくて平気なのか？

修太郎：うん、大丈夫。それに、彼かれらの陰いん謀ぼうはこの会場でも進行している。──高得点の透子ちゃんとれいちゃんは、狙ねらわれる可か能のう性せいが高い。そっちこそ、気をつけて。

れい：任まかせて！　って、ウィンクします♡

ＧＭ：では──透子さんとれいちゃんは大会を続行、〝端末〟の破壊に、修太郎とエナが向かう──で、いいですね？

一同：はーい！

ＧＭ：フレーズと海は、雲雀や風紀委員と一いつ緒しよに会場の監かん視し。司会は、しねまが担たん当とう。ブロッコは、ブロッコリー食いながら「よくわからんが、がんばってなー」と言う（一同笑）。

エナ：うん、あたい、ブロッコちゃんけっこう好きだよ、そのキャラ（笑）。

修太郎：じゃあ、行こう。偽いつわりのモテ期を──終わらせに！

一同：おー！




　一〇〇〇人の生徒を恋に落とした偽りのモテ期──そして、学園中の注目を集めた、「風雲、モテキ城！」。その終わりが、近づいていた。

　だが──仮面の陰謀、その真の狙いに、第三生徒会はいまだ、気づいていなかった……。







◆Middle10◆ラブ☆レース！／薔ば薇らと炎ほのお　　Scene Player ─── なし




　大だい観かん衆しゆうが詰つめかけるモテキ城じようメインスタジアムに、巨きよ大だいなウォータースライダーが設せつ置ちされている。水が流れるコースには、様々な障しよう害がい物ぶつが設置されていた。




ＧＭ：「これが、決勝最終競きよう技ぎ、ラブ☆レースの会場でありま──っす！」

一同：……ラブ☆レース！

ＧＭ：スタートラインには、決勝出場者六人が、サーフボードのような板に乗って、並ならんでいます。このボードは特とく製せいの、レネゲイドに反はん応のうするボード。これを使って、移い動どうしたり、互たがいに妨ぼう害がいしたりしながら、レースを行なう──それが、ラブ☆レースです。

れい：何の判はん定ていになるんだろ？

ＧＭ：「任にん意いの判定」になります。ま、一番得意な判定で勝負しよう──というものですね。スピードだけじゃなくて、障害物をかわしたり、妨害するのも込こみで考えます。

修太郎：最後だから、高い達成値が出せるよう、任意の判定なのはいいね。

ＧＭ：「もう一度確かく認にんするであります、エフェクトの使用は自由。ただし、他の選手、および施し設せつ、観客への直ちよく接せつ攻こう撃げきは禁きん止し、違反は失格であります！」

エナ：会場の巨大モニタに、コースと障害物の映えい像ぞう、そしてルール説明が流れるぞ。

ＧＭ：スタートラインには、点数順に、六人が並んでいます。軽く演えん出しゆつしましょうか。

れい：ううーっ！　緊きん張ちようするぅ！

ＧＭ：一番端はし、ヒロミ先生──常じよう識しき的てきな範はん囲いで露ろ出しゆつ度どの高い水着を着て、観かん衆しゆうに「うふーん♡」とか「あはーん♡」とか、アピールしています（一同笑）。

修太郎：ほんと、何しにきたんだこの人……（笑）。

ＧＭ：次、七節小石ちゃん。体たい操そう服ふく着てます。──顔が青ざめて、俯うつむいている。

エナ：……判定勝負だと、勝ち目がないからか。

ＧＭ：そうでしょうね。そして、ジャージ姿すがたの〝居い合あい番長〟姫鶴千鶴香。──は、腰こしの刀に手を添そえて、集中しています。

透子：さすがに、手て強ごわそうだな。

ＧＭ：次は22点で同点ですが──先に王女、リオーネ。えー……ボードの上に熊くまが乗って、その熊に、水みず着ぎ姿すがたのリオーネがまたがっている（一同笑）。

れい：か、かわいいわ……（笑）。

ＧＭ：で、隣となりのれいちゃんに話しかけてきます──。「わらわとおぬしは同点で二位じゃが、あの御影透子には、ちと離はなされておる。まず協力して、あやつの妨害をせんかの」

れい：──絶ぜつ対たいにいやっ！

エナ：ばっさりだー。

れい：だって、透子のライバルは──あたしだけだもの！

ＧＭ：「そうか。では、仕方ないの」と、リオーネはあっさり頷うなずきます。

れい：あたしは、隣の透子を、ぐいっと見上げて──。

透子：視し線せんを合わせる。

れい：（爽さわやかに）絶対、あきらめないからねっ！

透子：そうか……（呟つぶやくように）れいは、いいな。……眩まぶしそうな顔になる。

ＧＭ：巨大モニタでカウント。３、２、１──スタート！　同時に──場面が切きり替かわる。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：一方その頃ころ──モテキ城からそう遠くない、地下水路。水路の脇わきにはそこそこ広い道が確かく保ほされていて、修太郎とエナは、そこを走っています。

エナ：そこを右に曲がるんだ、しゅーたろー！

ＧＭ：はい、右に曲がった先は、乾いた、整備用の通路です。その先が淡あわく、赤い光で照らされていて──そこに、巨大な薔薇がある。

修太郎：薔薇……これが、〝端たん末まつ〟？

ＧＭ：薔薇と言いましたが、茎くきや葉まで真っ赤な、まるで全体が血でできたような薔薇で、しかも、大きさも、小こ柄がらな人間くらいはあります。で、淡く光っている。

エナ：これを破は壊かいすれば、モテ期は終わる──撃うつよ！

ＧＭ：銃じゆう弾だんが薔薇を砕くだこうとする──その寸すん前ぜん！　轟ごう炎えんが噴ふき上あがり、弾だん丸がんを瞬しゆん時じに灼やき尽つくす！　炎ほのおはそのまま壁かべのように、薔薇と修太郎たちの間に立ちふさがる！

エナ：炎の──壁!?　眩しそうに、目を細める。これは一体……！

修太郎：な、なんだこれ……。熱い……。くっ、これじゃ、近づけないよ。

ＧＭ：では──声がします。熱い声が叫さけぶ──。「あきらめんなよ！」

一同：きた──────────────っ!!

透子・れい：紅之介だ──っ！（[image: ←]嬉うれしそう）

ＧＭ：な、なんか、やたら喜ばれている……（笑）。えー……気づくと、炎の壁の前に、ひとりの少年が立っている。炎を背せに、逆ぎやつ光こうとなったその少年が、叫ぶ。「──どうしてそこであきらめんだよ！　もっと熱くなれよ！」

修太郎：お、お前は──。

ＧＭ：（遮さえぎって）キミには、彼かれが誰だれかはわからない！　揺ゆらめく炎が照らし出した、彼の顔には──炎を象かたどったような、仮か面めんがつけられている！

修太郎：お前は──一体、誰之介なんだ!?（一同爆ばく笑しよう）

エナ：誰之介ってなんだ（笑）。

透子：これ、声とか口くち癖ぐせでもわからないんだな（笑）。

ＧＭ：はい。たとえ声せい優ゆうが同じでも、仮面をつけているので正体不明です。で──少年は言う。「俺おれは、ディオゲネスクラブの、〝ディアボロ・ロッソ〟」

修太郎：〝紅蓮の悪魔デイアボロ・ロツソ〟……なんて恐おそろしい名前なんだ……！

ＧＭ：「悪いが、第三生徒会さんよ。この〝端末〟を、破壊させるわけにはいかない」

エナ：やっぱり、それが〝端末〟なのか。

ＧＭ：──炎を背せ負おった少年と、修太郎、エナが対たい峙じしたところで──ふたたび場面は転てん換かん。ここから、ふたつの場面を、それぞれラウンド進行で解かい決けつします。最大で３ラウンド……条じよう件けんによって終しゆう了りようする場合もありますが──では、始めましょう！




◆ラブ☆レース：第一ラウンド

ＧＭ：六人が一いつ斉せいにスタートして、ラブ☆レースの第一ラウンド！　先ほども言いましたが、任意の判定を行ないます。そして──その［達成値の十の位］の二倍が、得点になる。

エナ：確たしかに逆ぎやく転てんチャンスだけど……透子ちゃんとれいちゃんの差は６点。厳きびしいな。

ＧＭ：判定は、現げん在ざいの点数が高い人から行ないます。というわけで、透子さんから。

透子：私わたしか。ちなみに、借りてきた水着の上に、白衣を羽は織おっている。

ＧＭ：おお、いいですね。

透子：そして判定だが……実は侵しん蝕しよく率りつが、このシーンへの登場で[image: 110]％になってしまった。

れい：うっそ！　高すぎじゃない？　あたし、78％だよ。

透子：ここは、十分な差もあることだし、侵蝕率の上じよう昇しようをセーブして判定したい。

エナ：そうすると、んー……ダイスの数と技ぎ能のう的てきに、〈芸げい術じゆつ：ガラス工芸〉が一番かな。

透子：レネゲイドで動くボードだが、判定にエフェクトを組み合わせなくても大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：はい、ＯＫです。オーヴァードの意い志しに反応して動く機き構こうが組くみ込こまれています。




　先頭を行くのは、御影透子。水面をガラスに変化させ、滑すべるように移動していく。

　一見、平然と能のう力りよくを操あやつっているように見える透子。しかし──。




透子：「殺さつ戮りく」の衝しよう動どうが沸わき上あがるのを、歯を嚙かみしめ抑おさえ込こむ。かつて、母親の前で暴ぼう走そうして──「バケモノ」と呼よばれた時のことが浮うかんで、オーヴァードの力を解かい放ほうできない。……〈芸術：ガラス工芸〉だけで判定。ダイスは11個こ！

エナ：ダイスは多いね。ただ、クリティカルは10の目のみ──！

透子：クリティカル──した！　ダイス目の18に、技ぎ能のうを足して──達成値22！

ＧＭ：エフェクトなしでそれか！　透子さん、４点獲かく得とく！

れい：やるわね、透子！　あたしは全力でいくわっ！

ＧＭ：おっと、待ってください。隣のリオーネが「すまんが、協力しないなら、妨害させてもらう！」と言い──熊のスクードが《魔ま獣じゆうの咆ほう吼こう》！　ダイス５個減へらしてください！

れい：ダイスが４個になっちゃった！　でも、クリティカルすれば……えいっ！

一同：……あっ。

エナ：一番高いダイス目は５。技能を足して……達成値、９。

ＧＭ：達成値が10に満たないので、得点は──０です。

れい：ちょっと、この板全然動かないんだけど──────っ!?（一同笑）

ＧＭ：では、ＮＰＣたちの処しよ理りをしていきます。達成値は固定で設せつ定ていしてあります。




　リオーネ・ベスティア──熊のスクードが〈白兵〉で判定！　ボードの上で立ち上がり、サーファーのように巧たくみに進む──達成値20、獲得ポイント、４点。

　そして、姫鶴千鶴香は──水そのものを断たち斬きり、一気に加速する！




ＧＭ：千鶴香は〈白兵〉に《パーフェクトコントロール》を使用。達成値30。６点獲得！

透子：──追い上げてきたか。

ＧＭ：続いて、七節小石。〈知覚〉で判定ですが──こちらも、自分に《妖よう精せいの手》を使用！その結果、達成値が20に到とう達たつ。４点獲得します。

れい：けっこうやるじゃん！

ＧＭ：幸運に助けられ、障害をかわして進みますが……すごく、余よ裕ゆうがない感じ。

エナ：《妖精の手》は、シナリオにレベル回しか使えないから……回数が足りないのかな。

ＧＭ：最後──ヒロミ先生は、「あは～ん♡　サービスシ～ン♡」って叫さけびながら、コケたりしている──達成値０で、０点（一同笑）。

修太郎：ホントにあんた、何しに来たんだ──────っ!?（笑）

ＧＭ：では──以上、第一ラウンド終了で、点数は以下のようになります。「さあ、レース前半を制せいしたのは、御影透子クンであります！　このまま、リードを守れるか！」

[image: ]

透子：派は手でに順位が入いれ替かわったな……さすがに、番長が追い上げてきたか。

れい：やばい！　もう最下位だよ!?

エナ：いちおう、下に先生がいるよ（笑）。

ＧＭ：では──地下水路に、場面が移うつります。




◆薔薇と炎：第一ラウンド

ＧＭ：では、地下水路の修太郎とエナ。こちらは行動値順に処理します。

[image: ]

修太郎：攻撃してくるよな。──セットアップに《虚きよ無むの城じよう壁へき》、ガード値＋９。

ＧＭ：こちらはセットアップなし。

エナ：あたいの行動か。薔薇を狙ねらって攻撃！

ＧＭ：「どうして俺をあきらめんだよ！」（一同笑）

エナ：うっさい（笑）。《コンセントレイト：ノイマン》《コンバットシステム》達成値24！

ＧＭ：薔薇はドッジの判定──失敗。

修太郎：動いた!?（一同笑）

エナ：ダンシングフラワーみたいだ（笑）。じゃ、ダメージ出すよ。

ＧＭ：「させないぜ」と〝ディアボロ・ロッソ〟が《カバーディフェンス》！

エナ：む、カバーリングする一般エフェクトか。ダメージは、14点。

ＧＭ：装そう甲こう値ちで４点軽けい減げん。〝ディアボロ・ロッソ〟が10点ダメージ受けました。──では、続いてこちらの行動です。マイナーアクションで移動、修太郎たちにエンゲージ！

修太郎：来たかっ！

ＧＭ：《コンセントレイト：サラマンダー》《炎神の怒いかり》その他──ダイスを盛せい大だいに増ふやし、素す手でに炎を纏まとって攻撃！　そして《憎ぞう悪おの炎》！　ダメージを受けると、次の行動で、〝ディアボロ・ロッソ〟を攻撃しなければならない。対象は──エナ！

修太郎：薔薇に攻撃させない作戦か！

ＧＭ：その通り……！　ダイス15個、クリティカル値７で──達成値50！

エナ：こいつ……強いっ！　ドッジは失敗！

修太郎：《崩くずれずの群むれ》でカバーリング！　《グラビティガード》！

エナ：しゅーたろー、あいつ熱いぞ、気をつけろ──《ディフェンスサポート》！

ＧＭ：ダメージ55点ですが……さすがに固い！

修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──ペルセウス座モード：ペルセウス！　漆しつ黒こくの魔眼の中に、星が煌きらめいて──ペルセウス座の形になると同時に、盾たてに変形する！　40点止めて、15点受けた！

ＧＭ：「へぇ──成長してるってわけか！　こいつは熱くなれそうだ！」

修太郎：次は僕ぼくの行動だけど、憎悪を受けているから、ロッソに攻撃しないといけない。そのまま盾で突つき飛とばして……どうして、学園の平和を乱みだすようなことをするんだ！

ＧＭ：かわしもせずに、受け止めます。ガードしてダメージ０。「熱くなりたいからさ！どうした、そんな攻撃じゃ、ちっとも熱くないぜ。もっと本気出せよ！　熱くなれよ」

修太郎：くっ！　どこかで聞いたような……一体、何之介なんだ……！（一同笑）

ＧＭ：「何之介でもない。〝ディアボロ・ロッソ〟だ」──では、ラウンド終了です！




◆ラブ☆レース：第二ラウンド

ＧＭ：「さあ、次々と順位の入いれ替かわる、波は乱らんのラブ☆レースも、いよいよ中ちゆう盤ばんであります！　解かい説せつの博士クン、ここまで、どうでありますか？」

エナ：（博士になって）「トップの御影さんを、第二グループのベスティアさん、姫鶴さんが追う形ですね。光月さんは、少し遅おくれていますが……追い上げに期待しましょう」

ＧＭ：というわけで第二ラウンド！　先ほどと同じく、透子さんからの判定です！

透子：……まだ、点差はある。侵蝕率を抑おさえるため、〈芸術：ガラス工芸〉で判定。

ＧＭ：「むむっ、これ以上離されてはまずいのじゃ！」リオーネが妨害してきます！

透子：５個減へらされると──さすがにクリティカルしない。達成値12──２点獲得。




　能力を抑えているために、ややスピードを落とした透子に、後続が迫せまる！

　居合で水面を切り飛ばす姫鶴千鶴香、そして熊の剛ごう力りきで水を搔かくリオーネ・ベスティアがそれぞれ４点を獲得。透子をじりじりと追い上げる。




ＧＭ：続いて、七節小石──《妖精の手》は１レベルでした。そのため、達成値が10に下がり──２点獲得。表ひよう情じようが、焦りから絶ぜつ望ぼうに変わってくる。──では、れいちゃん！

れい：よしっ！　侵蝕率80％超こえたから……ダイス10個！　クリティカル値８だ！　（ダイスに）がんばれーっ！　──うっ……一回しか……クリティカルしない！

ＧＭ：ダイス目が16──〈白兵〉を足して達成値20──４点獲得です。

れい：透子はエフェクト使ってないのに！　２しか縮ちぢまらないよ！

ＧＭ：最後はヒロミ先生。「いや～ん♡」はい、０点です（一同笑）。

[image: ]




◆薔薇と炎：第二ラウンド

エナ：では、あたいの行動。ロッソは薔薇から離はなれたからカバーリングできないはず！　薔薇を射しや撃げき──侵蝕率[image: 100]％超えたから自分に《勝利の女神》！　達成値52！

ＧＭ：50超えか！　「この動き──これが、天才の射撃か！」（一同笑）

エナ：あたい天才！　命中して、ダメージが──39点、どうよ！

ＧＭ：「……もっと、熱くなれよ」──《閃せん熱ねつの防ぼう壁へき》！　炎の壁が出しゆつ現げん！

エナ：サラマンダーのピュアブリード専せん用ようエフェクト！　ダメージ軽減か！

ＧＭ：ダメージを７Ｄ10軽減──ダイス目がいいぞ……！　ぴったりダメージ０！

エナ：止められた！　まずいね……前のラウンドの繰くり返かえしか……。

ＧＭ：「ああ、だが、俺の拳は、もっと熱くなるぜ──」マイナーアクションで、《炎の加か護ご》と《白熱》を使用。〝ディアボロ・ロッソ〟の拳が一気に燃もえ上あがる！




　先ほどより威い力りよくを増ました紅之──〝ディアボロ・ロッソ〟の拳で、修太郎はＨＰを吹ふき飛とばされ──戦闘不ふ能のうから《リザレクト》。さらには憎悪を受けてしまう。




ＧＭ：「星せい座ざのイメージで〝魔眼〟を変形させる能力──〝星の魔眼スターズ〟か。……面白いが、まだ使いこなせてないみたいだな」

修太郎：くっ！　この……っ！　〝星の魔眼スターズ〟、一角獣座モード：モノセロス！　〝魔眼〟が槍やりのように変形して伸のび、攻撃！　くっ、達成値低い……15！

ＧＭ：それは……（ダイスを振ふって）ドッジ成功。避よけました。

エナ：……まずいねー。壊こわせそうにない。憎悪をタイタスで打ち消して対たい処しよするか……？

ＧＭ：このラウンド進行には終了条件が設定されています。ひとつは〝端末〟の破壊。もうひとつは第三ラウンドの終了。そして──もうひとつは、秘ひ密みつです。

修太郎：次が最後のラウンド。──場合によっては、タイタスを使うことも考えよう。

ＧＭ：では──第三ラウンド、ラブ☆レースに場面が移ります──。




◆ラブ☆レース：第三ラウンド

　ラブ☆レースのコースは、ウォータースライダー、あるいはジェットコースターめいて、立体的に曲がり、交差している。さらに、あちこちに障害物が設置されている。

　選手たちは、その難なん路ろを、ボードを操り、高速で進んでいく！




ＧＭ：実じつ況きようのしねまが叫ぶ。「さあ、いよいよ決勝最終競技、ラブ☆レースも終しゆう盤ばんであります！　現在、御影透子クンが圧あつ倒とう的てきリード！　果たして他の面々は、追いつけるのか！」

エナ：（博士になって）「難むずかしいでしょうねぇ……これは、御影さんで決まりかな」

ＧＭ：では、やはり透子さんの判定から。──リオーネと熊のスクードによる妨害エフェクト、《魔獣の咆吼》が飛びますが……。得点を０にするのは、難しいかな。

透子：10を超えれば２点獲得、勝利がほぼ確かく実じつになる──よし、達成値16！

ＧＭ：透子さん36点。──姫鶴千鶴香は、４点獲得……合計35！　１点届とどかない！

透子：──よし！

ＧＭ：リオーネも４点獲得で、34点。「む、届かぬか……！」と悔くやしそうにします。そして、26点のれいちゃんと七節小石──れいちゃんから、どうぞ！

れい：10点差だー！　くぅ、厳しいっ！　どうしよう!?

エナ：「学生王者ヘラクレス」を使うにしても……追いつくには達成値50が必要だね。

れい：クリティカル値下げたい……タイタス使おうか……。

エナ：それなら、ジェネシフトができるよ。任意の能力値までのダイスを振って、侵蝕率を上げる──[image: 100]％超えれば、クリティカル値も下がるから、目があるかも。

れい：やるわ、それ！　５個振って……侵蝕率[image: 110]％！　透子に並んだわっ！

エナ：これでダイス12個、クリティカル値７……でも、達成値50は、厳しい！

れい：まずは「学生王者ヘラクレス」で……よし、10！　技能と合わせて、固定値が14。ダイスが──えいっ！　……クリティカル！

修太郎：お、さすが……そして、またまたクリティカル！

ＧＭ：お、おお……？　三回目もクリティカルしてる！　これは、もしかして……！

エナ：これで固定値合わせて44だから……次に、６以上が出れば──同点！

れい：クリティカルしてるのは、あと２個！　いくわよ──。




　テーブルを十面体ダイスが転がる。ダイス目は──。




れい：──────出た！　クリティカルッ！

一同：同点────────!!

れい：やった、やったわ！　そんで、またクリティカル！

修太郎：こ、これは……。

エナ：止まらない……！

れい：────────達成値、ぴったり……[image: 100]　!!

一同：大逆転だ──────────────っ!?




　砂浜で出会った少年。一目惚れをし、一緒に第三生徒会の活動をして……他人のために一生懸命になる彼が、他人のために怒る彼が──どんどん、好きになっていった。

　この気持ちはもう、ただ憧れていた、夢見ていただけの、恋ではない。

　本当の──。

「あたし、負けないわ、透子──」

　先頭を行く透子から、大きく引ひき離はなされた場所で──れいは呟つぶやいた。

　ガン！　拳をボードに叩たたき付つけ──雷らい光こうが、激はげしく輝かがやく！




ＧＭ：──ありえないほどの加速で、れいのボードが、次々と前の選手を抜ぬいていく！　達成値[image: 100]で──20点獲得、合計──46　!!

透子：なん……だと……っ!!

エナ：（博士になって）「す、すごいスピードです！　こ、これはまるで……ハリケーン！」

ＧＭ：実況のしねまが叫ぶ！　「信じられないでありますっ！　もはや挽ばん回かい不ふ可か能のうと思われた距離を一いつ瞬しゆんにして逆転！　これが──チャンピオン、光月れい!!」

透子：（愕がく然ぜんと）そんな、まさか……。くぅ、守りに、入ったからか……！

エナ：透子ちゃんが……初めて、負けた……。

れい：だから、言ったでしょ────絶対に諦あきらめないって！

ＧＭ：「速い！　絶対に速いであります！　どうやら勝負は決まったか────っ！」

修太郎：ちょ、それ言ったら、一ひと波は乱らん起きるフラグじゃないか（一同笑）。

ＧＭ：はい、起きます。

一同：………………へ？

ＧＭ：トップと10点差以上で七節小石の番になったため、トリガーイベントが発生。突とつ如じよ、小石の前に、黒い球体──〝魔眼〟が浮うかび上あがります。

透子：〝魔眼〟……バロール・シンドロームか。

ＧＭ：そして、〝魔眼〟から滲にじみ出でるように、周囲の水が黒く染そまる──〝領りよう域いき〟を展開！

エナ：バロール／オルクス──それって、妨害してきた──。

ＧＭ：小石が顔を上げる──仮面に隠された顔を。「もうダメなら……手に入らないなら、もうっ！　みんな、消えちゃえばいいんだ！」

修太郎：小石ちゃんだったのか……。

透子・れい：やっぱりねー（一同笑）。

ＧＭ：小石が手を突つき出だすと──〝魔眼〟が射しや出しゆつされ、黒い炎を噴ふき上あげて爆ばく発はつ！　それに巻まき込こまれ、リオーネと千鶴香が吹き飛ばされます。

れい：ひっどい！

透子：先生も吹き飛ばされたのか？

ＧＭ：いえ。先生は、ずっと後ろの方にいるので平気です（一同笑）。

エナ：他の選手を攻撃した──。（しねまになって）「反はん則そく！　反則であります！」

ＧＭ：その通り！　しねまが「七節小石選手、失しつ格かくであります！」と叫びますが、小石は新たな〝魔眼〟を呼よび出だす！　「知らない！　もう、知らないよ！」

透子：……この、馬ば鹿か者ものが。

れい：小石ちゃんを止めないと！

ＧＭ：──そこで、吹き飛ばされたリオーネが、気き絶ぜつしたスクードの上で、顔を伏せ、言います。「やはり、オーヴァードの力に対たい抗こうするには、オーヴァードでなければならんのじゃ……わらわに、オーヴァードの力があれば……！」

一同：……え？

ＧＭ：さらに、倒たおれていた千鶴香が、顔を伏せたまま言います──。「ダメだ。力がなければ……何も守れない。私は番長なのだ──もっと、力を……！」

修太郎：え、これ、ちょっ──!?

ＧＭ：そして──リオーネと千鶴香が立ち上がります。その顔には──仮面。

一同：三人とも仮面かぶった────────っ!?

ＧＭ：このイベントが発生したことで、ラウンド進行が終了。クライマックスフェイズになります──その前に、地下通路の描びよう写しやをしましょう！




◆薔薇と炎：トリガーイベント

ＧＭ：「さあ、もっと熱くなろうぜ……！」と〝ディアボロ・ロッソ〟が言ったその時……不意に、炎が、ぼん！　と爆発──暴走し、ロッソの拳を灼やき焦こがします！

修太郎：え──ど、どうしたんだっ!?

ＧＭ：それまで、〝ディアボロ・ロッソ〟が自在に操あやつっていたはずの炎が、制御を失い、彼の体を灼いていく！　「ぐ、ぐおぉ……！」〝ディアボロ・ロッソ〟は苦しげに膝ひざを突つき、そして、仮面を押おさえます。

修太郎：くっ……敵てきだけど、こんなの見たら──大丈夫か!?　って、駆かけ寄よる！

ＧＭ：「……触るなっ！」と、〝ディアボロ・ロッソ〟は修太郎の手をはねつけます。

修太郎：でも……。

ＧＭ：「余よ計けいなお世話なんだよ……」と、修太郎を睨にらむ〝ディアボロ・ロッソ〟──その、顔の仮面がひび割われ……欠けて、その顔の一部が露あらわになる。

修太郎：え……顔、が……？

ＧＭ：修太郎。キミは、その顔に見覚えがある。

一同：おおっ！

ＧＭ：仮面の少年は──キミの友人、春日紅之介だ。

修太郎：紅之介っ！　紅之介じゃないか、なんで……こんな！

ＧＭ：「所しよ詮せん、紛まがい物ものの力……長くは保もたない──か」紅之介はそう呟いて、仮面を剝はがし、床ゆかに叩たたき付つけます。「ちっ、お前にバレるとは思わなかった」

修太郎：紅之介……。キミは、一般生徒だったはずじゃ……。

ＧＭ：「……俺は、出で来き損そこないさ。仮面がなければ力の使えない、な」

修太郎：それって……どういう……？

ＧＭ：「見ての通りだよ」……火は消えましたが、紅之介の拳は、火傷やけどを負い、服も焦こげて、周囲に嫌いやな臭においが漂ただよいます。「……俺は、この炎を制せい御ぎよできない。熱くなろうとすれば……俺の体が、燃えちまう。そんな、出来損ないなのさ」

修太郎：……だから、エフェクトが使えないって言ってたのか。

ＧＭ：「仮面を被っている時だけ、俺は炎を操ることができる……熱くなれるのさ」

エナ：しゅーたろー、油ゆ断だんするなよ……って、あたいは銃じゆうを構えている。

ＧＭ：「ふん……。俺の役目はもう終わりだ。こっちの計画は──もう成功した」

修太郎：どっ、どういうことなんだよ、紅之介ッ！

ＧＭ：「お前たちは、まんまとアイツの──〝血と薔薇プレジール〟の手のひらの上で踊おどらされた、ってことさ──」紅之介はそう言うと、端末を見み捨すてて、走り出します。《瞬しゆん間かん退たい場じよう》です。

修太郎：ま、待てっ！　って、でも──これを破壊しないと──でも、計画って……？

エナ：侵蝕率[image: 100]％超えたから使えるようになった──二回目の《インスピレーション》！

ＧＭ：お、どうぞ。

エナ：モテキ城で起こってることを推すい測そくする！

ＧＭ：……なるほど。──モテキ城では仮面を与あたえられた生徒が、暴走している。

エナ：しゅーたろー！　会場のみんなが危あぶない！

修太郎：戻もどろう……！　その前に、〝端末〟は壊していく。

ＧＭ：既すでに妨害する者はいないため、宣せん言げんのみで破壊できます。

修太郎：〝魔眼〟の槍を撃うち出して──。さよなら……僕の、モテ期──。




　砕くだかれた薔薇は、花びらを散らし──そして、血のように赤い液えき体たいとなって、流れた。

「急ごう、しゅーたろー！」

「うん、エナちゃん」

　そして、ふたりは駆かけだしていった。決着の場所──モテキ城へ！



《妖精の手》　ダイスの目ひとつを10に変更する、オルクスのエフェクト。

《炎神の怒り》　炎を纏い、判定のダイスを増加させるサラマンダーのエフェクト。

《憎悪の炎》　冷静さを奪い、バッドステータスの憎悪を与えるサラマンダーのエフェクト。

《崩れずの群れ》　カバーリングを行なっても行動済みにならないエグザイルのエフェクト。

《グラビティガード》　重力を操作しガード値を上昇させるバロールのエフェクト。

《ディフェンスサポート》　他人のガード値を上昇させるノイマンのエフェクト。

《勝利の女神》　対象の達成値を上昇させるノイマンのエフェクト。

《炎の加護》　炎を自在に操り、判定のダイスを増加させるサラマンダーのエフェクト。

《白熱》　拳に超高熱を発生させダメージを上昇させるサラマンダーのエフェクト。









　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆決戦、モテキ城じよう!!　Scene Player ─── 星川修太郎




　モテキ城メインスタジアムには、悲鳴と怒ど号ごうが渦うず巻まいていた。

　仮か面めんを着けた三人の少女──七節小石ななふし・こいし、姫鶴千鶴香ひめづる・ちづか、リオーネ・ベスティア──が、それぞれの力を、無差別に周囲にふるい、スタジアムを破は壊かいしているのだ。




れい：ちょっとこれ、止めなきゃ！　大変だよ！

透とう子こ：だが、私わたしたちふたりだけでは……。

ＧＭ：──そこで、修太郎とエナが到とう着ちやくします。スタジアムに駆かけ込こむと、仮面を着けた小石、千鶴香、リオーネが暴ぼう走そうしているのを目もく撃げきする。

エナ：遅おそかったか！

修しゆう太た郎ろう：三人とも、やめるんだ！

ＧＭ：彼かの女じよたちに、その声が届とどいている様子はありません──。




　小石の放つ漆しつ黒こくの魔ま眼がんがフェンスを削けずり取とる。

　千鶴香の刀が鍔つば鳴なりを響ひびかせると、ラブ☆レースのコースが両りよう断だんされ落下する。

　そして、能のう力りよくを持たない一いつ般ぱん生徒のはずのリオーネは、気き絶ぜつした熊くま──スクードの体を操あやつり、周囲のスタッフや止めに入った運うん営えい委員を吹ふき飛とばしていた。




れい：ほっしー！　エナちゃん！　って駆かけ寄よって……事じ情じようを説明する。

エナ：こっちも、モテ期は終わったけど、相手の目的はこれだったんだよ、って。

修太郎：とにかく、あの子たちを止めないと。このままじゃ、周りが破壊されるだけじゃなくて、見に来てる人たちにも、怪け我が人にんが出る。

ＧＭ：そこに、雲雀ひばりが来ます。「観客を守るのと、避ひ難なんはこっちでやる。キミたちは──」

修太郎：──彼女たちを、止めます。それが、僕ぼくら第三生徒会の仕事ですから。

ＧＭ：「……ありがとう、会長くん。頼たのんだよ」

れい：ぶっとばして、仮面を壊こわせばいいんでしょ、任まかせといて！

エナ：頼たのもしい……（笑）。

透子：……私は、ちょっと気弱になって……。れい、私も……修太郎を守っても、いいか？

れい：は？　どゆこと？

透子：レースで勝ったのは……お前なのだし……。

れい：何いってんの。そんなの、あったりまえじゃない！　一いつ緒しよにやるわよ！

エナ：れーちゃんは、まっすぐだなー。

れい：むっふー！　って顔してるわ（笑）。

修太郎：よし。行こう。大だい丈じよう夫ぶ、僕らなら、止められる。

ＧＭ：それでは、あなた方が近づくと、三人が、操り人にん形ぎようのような動きで仮面をこちらに向けてきます。仮面からは、禍まが々まがしいレネゲイドの力を感じる──衝しよう動どう判はん定ていです！　まずは、難なん易い度ど９の〈意い志し〉判定をどうぞ！

一同：────成功！

ＧＭ：なんと！　【精せい神しん】低いはずのこの第三生徒会の面々、キャンペーン始まってから、一度もこの判定に失敗していない！　──が、侵しん蝕しよく率りつを２Ｄ10上げてください。

透子：……[image: 128]。

れい：[image: 127]っ！

エナ：ふふふ……なんと、あたい[image: 136]！　ロッソと戦ったからなー。

修太郎：僕は[image: 107]だ。みんな高いな……。僕が守るよ！

透子：任せたぞ、修太郎。……それでは、戦せん闘とう────。

れい：────開始よ！




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち(第一ラウンド)

エナ　　　……18

透子　　　……17

小石　　　……12

リオーネ　……９

修太郎　　……６

れい　　　……６

千鶴香　　……５

[image: ]




ＧＭ：──さて、ずらりと並ならびました。では、行動値12の七節小石がセットアップで《灰はい色いろの庭》。対象は透子さん──行動値を９下げて、８にします。

透子：くっ……あの女……やはり腹はら黒ぐろだな！（一同笑）

ＧＭ：リオーネはセットアップなし。修太郎どうぞ。

修太郎：《虚きよ無むの城じよう壁へき》を使用。……透子ちゃんが、ＮＰＣふたりより後にされたか。

ＧＭ：そして、千鶴香が《クイックダッシュ》。10メートル前進して、ＰＣとエンゲージ。

エナ：面めん倒どうくさいことしてくるなーっ！（笑）

ＧＭ：では、行動値の一番高いエナからですが──。

エナ：……今攻こう撃げきしても、あんま意味ないな。待機っ！




　暴走し、周囲を破壊していた少女たちは、第三生徒会の面々へと攻撃対象を変へん更こうした。

「御影さん……光月さん……あなたたちが、いるからっ！　邪じや魔まするからぁっ！」




ＧＭ：小石はそう叫びます。黒い〝魔眼〟をひとつ放って透子の動きを鈍にぶらせると、続いてもうひとつ〝魔眼〟を召しよう還かん。れいに向かって放ちます！

エナ：なるほどね。修太郎の周りにいる女を狙ねらってるのか……小石ちゃん、黒い（笑）。

ＧＭ：「はっ、腹黒なんかじゃないですっ！」と叫さけんで──マイナーは《斥せき力りよくの矢》で黒球を生み出し、《巨きよ人じんの斧おの》《斥力の槌つち》で、れいちゃんに攻撃。

れい：それ、当たるとどうなるの？

ＧＭ：10メートル吹ふき飛とばされます。白兵型のれいちゃんを遠ざける作戦。

一同：思いっきり腹黒じゃねえかっ!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：とはいえ、ダイスは少ない……５個こで判定します……（なんとなく目を逸そらす）。

エナ：５個……？

ＧＭ：…………うん。

透子：《フラッシュゲイズ》。ダイスを８個減へらして──０。振ふれないので判定失敗だ。

ＧＭ：ですよねえ──っ!!（一同笑）




　小石の放った黒球がれいに命中し──たかに見えるが、次の瞬しゆん間かん、れいの姿すがたが粉々に砕くだける。それは透子の作ったガラス──鏡による幻げん惑わくだ！

「またっ、また邪魔して……あなたは、いつもっ！」




ＧＭ：続いてリオーネ。「立て、わらわの第一の騎き士し、スクードよ！　その本当の力を見せてみよ！」と叫ぶと、スクードが二本脚あしで立ち上がる！

修太郎：スクードさんは、意い識しきを失ったんじゃなかったのか……！

ＧＭ：失ってますよ。これ、リオーネの《完全獣化》《究極獣化》の演えん出しゆつ（一同笑）。

一同：まぎらわしいわっ!!（笑）

ＧＭ：そのまま、《コンセントレイト：オルクス》《アニマルアタック》《破は砕さいの顎あご》その他で攻撃！　スクードが、リオーネを乗せたまま突とつ進しん！　ＰＣ全員を薙なぎ払はらいます！

エナ：射撃攻撃なのに、白兵攻撃みたいな演出だ（笑）。

ＧＭ：殴なぐった後、元の場所に戻もどっていきますよ（一同笑）。命中判定は24！

修太郎：じゃあ、ここで、新しく取ったエフェクトを使う。《孤こ独どくの魔眼》！　対象を、僕ひとりに変更。そして《グラビティガード》！




　漆黒の〝魔眼〟の奥に星が光り──繫つながる。

　描えがき出だすのは、怪かい物ぶつを引ひき寄よせる生いけ贄にえの姫──アンドロメダ。




修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ！

ＧＭ：では、熊はキミを見て言う。「そんな餌えさに、この私がクマ──ッ！」

修太郎：釣つられてるじゃないか！　あと、スクードさん気絶してるはずだよね!?（笑）

ＧＭ：ダメージ出しますっ！　おっと、ダイス目がいいな──42点！

エナ：《ディフェンスサポート》だ、＋９点！

修太郎：でも、僕のダイス目がいまいちだ……合計37点止めて、５点抜ぬけたっ！

ＧＭ：さっき、ロッソの攻撃で《リザレクト》したよね。ＨＰいくつ？

修太郎：４点────倒たおれました。くうっ！　ギリギリ……か！　仕方がない、タイタスを使って立ち上がります──モテ期へのロイスを、タイタスにして昇しよう華かっ!!

エナ：（遠い目をして）モテ期……それは青春の日の、一いつ瞬しゆんの幻まぼろし……。

ＧＭ：じゃあ、観客席で見ていた一〇〇〇人の生徒たちが、「あれ、よく考えたら、別にあの人のこと好きじゃなかったわー」って言い出す。

修太郎：それ今演出する必要ないよねっ!?（一同爆笑）

れい：ライバル減へったわ！　うれしい……（笑）。

ＧＭ：では──行動値８！　透子さんの番です。

透子：ふん、腹黒女のせいで体が重いが……まとめて片かた付づけてやる。いつものコンボに、《クリスタライズ》と《スターダストレイン》──いくぞ、シーン攻撃──〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟。




　透子の手が、しなやかに宙ちゆうをなぞる。そして周囲に錬れん成せい、展てん開かいされる硝子の薔ば薇ら──その透とう明めいな花か弁べんが砕くだけ、仮面の少女たちに襲おそいかかるっ！




透子：命中は──39！

エナ：敵がバラけているところへのシーン攻撃……よし、ここは押おし込こみ時だな！　《勝利の女神》で＋18──達成値57っ！

ＧＭ：くっ、リオーネと千鶴はガード！　小石は《リフレクション：オルクス》《幸運の守護》。クリティカル値７でドッジ！

エナ：避よけキャラだったのか！

ＧＭ：地味パワーにより認にん識しきされなくなる、という能力でしたが……ドッジの達成値はぴったり40！　残念、《勝利の女神》がなければ避けていたものを……。

透子：「対抗種カウンターレネゲイド」で２Ｄ足して……うむ、ダメージは66点だ。

ＧＭ：小石が吹ふき飛とんだ！（一同笑）　んー、Ｄロイス使えずに抱かかえ落ちしたか。

エナ：何持ってたの？

ＧＭ：「想い人オンリーユー」。カバーリングもガードもできなくする、という効こう果かでした。れいを落とせるかなーと思ったんですが……。

エナ：まあ、判定できずに失敗だったからねー。

ＧＭ：です──で、千鶴香はガード値は《砂すなの刃やいば》で０にされたけど……まだ立ってる。リオーネは《イージスの盾たて》でガード……うん、こちらも、まだ立っています。




　小石は、ガラスを黒球の〝魔眼〟で迎げい撃げきするも──届とどかない。仮面が砕け──血のような液えき体たいに変化して、流れていく。小石は「星川……くん……」と呟つぶやき、気絶した。




透子：これで……侵蝕率[image: 150]。そろそろ限げん界かいだな。

エナ：……なんか、仮面が壊こわれた後の描びよう写しやが変だな……。

ＧＭ：では──行動値６で、修太郎と、れいちゃん。

修太郎：相手の残りＨＰは少なそうだけど……リオーネちゃんの方は、熊のガードが貫つらぬけないな。姫鶴さんを狙ねらう。〝魔眼〟に星が煌きらめいて──《コンセントレイト：エグザイル》《伸しん縮しゆく腕わん》、達成値──お、出目はいい。37！

ＧＭ：では──腰こしの刀を構かまえた千鶴香が……「その程てい度どで、この〝居い合あい番長〟に触ふれられると思ったか！」──《カウンター》《コンバットシステム》その他で反はん撃げき！

修太郎：《カウンター》使いか！　確たしかに、居合っぽい……！

ＧＭ：エフェクトとＤロイス「達人アデプト」でダイスが増ふえて、18個！　対決に勝利すれば、回避した上に攻撃が命中します……達成値は──なんと81　!!

エナ：これが……番長の、力……っ!!

ＧＭ：ダメージは66点。では、千鶴香の腰こし元もとで涼すずやかな音が鳴ったかと思うと──修太郎の〝魔眼〟が両断される！　そして、千鶴香の手には、いつの間にか抜ぬいた日本刀が光っている。「一文字流抜ばつ刀とう術じゆつ──瞬またたき」

修太郎：──ガードもできない、倒たおれる！　つ……強い！

ＧＭ：「当たり前だ。私は──番長は強い。強くなくては、ならんのだッ！」

修太郎：でも……刀は、抜かせたっ……！　──〝血と薔薇プレジール〟をタイタスにして、昇華して立ち上がる！　陰いん謀ぼうのことより、今は、目の前の人を守る！

れい：任せて！　拳こぶしを構えて──突進するっ！

ＧＭ：修太郎が倒れた──その背はい後ごから、弾だん丸がんのようにれいが飛び出した！　千鶴香は行動済みなので、居合──《カウンター》は使えません！

れい：《コンセントレイト：ブラックドッグ》に、《アームズリンク》《雷らい光こう撃げき》、それから《バリアクラッカー》！　達成値が……あれ、低いわ！　23！

ＧＭ：それなら……《パーフェクトコントロール》を宣せん言げん！　達成値を＋10してドッジします！　「舐なめるなよ、そんな素人しろうとの動きで、番長に当てられるものかよ！」

修太郎：だ、ダメか……っ！

ＧＭ：……うん、あれ？　えーと、達成値18。「──は、速いっ!!」（一同爆笑）

エナ：なにが、「は、速いっ」だ（笑）。

れい：ダメージは、32点！　ちょっと低いかなー？

ＧＭ：おお、それなら、装甲で３点止めて、１点残るぞ！

エナ：《バリアクラッカー》で装甲値無む視しだよ。

ＧＭ：──残らないぞ！（一同笑）　ええい、《魂たましいの錬成》！　ＨＰ20点で復ふつ活かつ！

エナ：20点か……あたいの攻撃で倒せるか微び妙みようだが──やってみるか。《コンセントレイト：ノイマン》《コンバットシステム》《バリアクラッカー》で攻撃だ。──達成値32！

ＧＭ：命中！　ダメージは……22点？　装甲で３点──。

エナ：《バリアクラッカー》で装甲値無視。

ＧＭ：ですよねー！（笑）　……倒れます。だが、そこで《ラストアクション》！




　抜いてあった日本刀を投なげ捨すて──千鶴香は、空になった鞘さやに拳を当てる。

「抜けば居合は使えぬと思ったか──一文字流抜刀術──幻まぼろし」




ＧＭ：マイナーで《インフィニティウェポン》《オウガバトル》。何も握にぎらずに当てた拳を引ひき抜ぬくと──そこに、錬成された刀が光る！

透子：……かっ、かっこいい……っ！

ＧＭ：《コンセントレイト：ノイマン》《コンバットシステム》その他に──《ギガンティックモード》で範囲攻撃！　刃が分ぶん裂れつ、数十の剣けん筋すじが全員を襲います！　達成値40！

修太郎：二回目の《孤独の魔眼》！　〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ！

ＧＭ：ぐっ……攻こう撃げき力りよくは上がってるけど、ダイス目が振ふるわないな……39点。

修太郎：ガードは４Ｄ10＋14点──40！　止めたっ！

ＧＭ：「届かん……か。さすがだ、星川修太郎、私が──」そこで、仮面にビシビシと亀き裂れつが走り、砕くだけます──。「──した、男──」

れい：え、今なんてったっ!?

ＧＭ：さあ、よく聞こえませんでした（笑）。砕けた仮面は、紅あかい液体になって流れていく。……残るはリオーネですが……。

修太郎：Ｄロイス、「触媒カタリスト」を使用。れいちゃんに。

ＧＭ：ですよねー……（笑）。じゃあ、熊が両りよう腕うでを振ふり上あげて吼ほえる！

一同：────っ!?

ＧＭ：「やめろォ──っ!!　姫ひめ様さまは、復活エフェクトなど持っていないぞ!!」（一同爆笑）




　三人の中で、唯ゆい一いつＨＰが[image: 100]点を超こえ、さらに装甲値10点とガードエフェクトを持っていた、（熊が）タフな王女──リオーネ・ベスティア。

　だが、千鶴香が倒たおれた向こうで、巨きよ大だいな拳を構かまえるのは──光月れい。

　誰よりも激はげしく、疾はやい恋こいの嵐あらし──〝ラブ☆ハリケーン〟だった。




れい：さっきのコンボに《マシラのごとく》を組み合わせて──〝ラブ☆マックス〟！

ＧＭ：ガード……は、《バリアクラッカー》で無視か……！　光月れい、成長している！

れい：あたぼうよ！　命中！　ダメージは──96点！




　熊が巨腕を交差させ、〝盾スクード〟のごとく、攻撃を防ふせごうとする。

　しかし、強きよう烈れつな電でん撃げきを纏まとった拳は、巨腕の盾ごと──王女の仮面を吹ふき飛とばす！




ＧＭ：「やはり……わらわでは、オーヴァードには勝てぬのか……」仮面が砕け、液体になって消えていきます。リオーネが倒れ────戦闘、終しゆう了りようです。

れい：ちがうよ、仮面になんか頼るからだよ！

エナ：うーん、チャンピオンの風格だ（笑）。




「決まった────────っ！　〝ラブ☆マックス〟、炸さく裂れつであります！」

　しねまの声がスタジアムに響ひびき、モテキ城に、割われるような歓かん声せいが沸わき上あがった。



《灰色の庭》　行動値を低下させるバロールのエフェクト。

《クイックダッシュ》　セットアップに移動する一般エフェクト。

《斥力の矢》　射撃武器を造り出すバロールのエフェクト。

《巨人の斧》　重力を操作しダメージを上昇させるバロールのエフェクト。

《斥力の槌》　ダメージを与えると相手を吹き飛ばすバロールのエフェクト。

《完全獣化》　戦闘形態に変化し、【肉体】のダイスを増加させるキュマイラのエフェクト。

《究極獣化》　《完全獣化》中のダメージと装甲値を上昇させるキュマイラのエフェクト。

《アニマルアタック》　動物を操って攻撃する、Ｄロイス「動物使い」専用エフェクト。

《破砕の顎》　範囲への射撃攻撃を行なうオルクスのエフェクト。

《リフレクション》　リアクションのクリティカル値を下げる一般エフェクト。シンドロームごとに別のエフェクトとして取得する。

《幸運の守護》　〈ＲＣ〉でドッジを行なうオルクスのエフェクト。

「想い人」　強く想う相手がいる、という設定を表わすＤロイス。

《イージスの盾》　ガード値を上昇させるキュマイラのエフェクト。

《カウンター》　回避と同時に攻撃するノイマンのエフェクト。使用後は行動済みになる。

「達人」　特定の技の達人であることを表わすＤロイス。

《魂の錬成》　戦闘不能から回復するモルフェウスのエフェクト。

《ラストアクション》　戦闘不能時に一回のメインプロセスを行なうノイマンのエフェクト。

《インフィニティウェポン》　武器を造り出すモルフェウスのエフェクト。

《オウガバトル》　ダメージを上昇させるノイマンのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を拡張して範囲攻撃を行なうモルフェウスのエフェクト。

《マシラのごとく》　１シナリオに一回、ダメージを大幅に増加させるハヌマーンのエフェクト。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：バックトラックです。ロイスの個こ数すう分のＤ10を振ふり、侵蝕率を下げます。ここで、[image: 100]％以上だと、衝動に支し配はいされ人の心を失った怪物──ジャームになってしまいます。

エナ：今回ちょっとやばいかもしれない…………あたい[image: 149]。

透子：私は[image: 150]だ。いつになく、〝殺さつ戮りく〟の衝動が高まっている……。

ＧＭ：まず、〝血と薔薇プレジール〟のＥロイス分、３Ｄ10を減らしてからどうぞ。ちなみに、〝端たん末まつ〟が〝血と薔薇プレジール〟の〝従じゆう者しや〟だったので、倒たおしたという扱あつかいにします。

エナ：それでもギリギリだけど、とりあえず一倍で────よし、90ぴったり！

透子：二倍振るか迷まよったが、Ｅロイス分の出目がよかったので、一倍で……93だ。

れい：あたし余よ裕ゆうだわ！　[image: 137]から下がって──80！

修太郎：Ｅロイス分の出目がよくて余裕でした。[image: 119]から下がって78。

エナ：しゅーたろーの侵蝕率が抑おさえめで行けたのと、防ぼう御ぎよを全部やってくれて助かった。そうじゃなかったら、ちょっとヤバかったな。

ＧＭ：無事にみんな還かえってきましたね。では──エンディングです。







◆Ending01◆勝利の行方　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　モテキ城メインスタジアムの巨大モニタには、アカデミアＴＶの映えい像ぞうが映うつっている。

　全学園に放送されている、戦いの結末──拳こぶしを突つき上あげ、歓声を受ける光月れい。

　その映像が、不意に切きり替かわり、映るのは──扇せん情じよう的てきな衣い装しようの、仮面の女。

「うふ～ん。仮面の力……いかがだったかしら～ん♡」




れい：その語ご尾び！　すっごい知ってる！（一同爆笑）

透子：こいつが〝血と薔薇プレジール〟か……。

修太郎：一体何者なんだ……何先生なんだ。

エナ：……映像ジャック？　何をするつもりなんだ。

ＧＭ：「一いつ般ぱん人じんやＣランクでも、Ｓランクオーヴァードと戦える力を得られる──それが先生の仮面。気になるぅ？」

修太郎：先生って言っちゃった──────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「この仮面があれば、力の弱いあなたも、力を持たないあなたも、成長できる──なりたい自分になれる。覚えておいてね～ん♡」──そう言うと、画面が元の中ちゆう継けいに戻もどります。観客席は、混こん乱らんしてざわついています。

エナ：……あれ、これ──もしかして、今回の件けん、この放送が目的？

ＧＭ：「……そのようだね」と、雲雀宏こう一いちがやってきます。

修太郎：どういうことですか？

ＧＭ：「連中の目的は──仮面の力を宣伝することだったんだろう」

れい：ああっ！　これ、全学園に中継されてるから!?

ＧＭ：「そう。このイベント、モテキ城を開かい催さいさせたのは……恐おそらく、それが目的だ」

エナ：うーん……ブロッコちゃんも、視聴率高いって言ってたもんな。してやられたなー。

透子：……仮面をつけて暴あばれた三人はどうしてる？

ＧＭ：「気絶して寝ねてる。とりあえず、大きな怪け我がはないようだね」

修太郎：そっか。それはよかった。

ＧＭ：「これからの対たい応おうは、考えないとね」──というわけで、仮面の力が全校に知られました。その影えい響きようはまだわかりません。今回は、前ぜん後こう編へんぽい感じのシナリオですね。

エナ：なるほどねー。そうだ。あたいとしゅーたろー見てないけど、決勝どうなったのー？

透子：……ああ、れいの圧あつ勝しようだ。

れい：そうだわ！　もう、どうしましょう！　キッスよ!!（一同爆笑）

ＧＭ：そこで、別の声がします。「いや、残念ながら、キミら失しつ格かくね、失格」

修太郎：え、誰？

ＧＭ：「わしだよ、ブロッコだよ。ビタミンＣとってるぅ？」

エナ：誰だよ!?（一同爆笑）　キャラの安定しないオッサンだなー（笑）。

れい：ねえっ！　失格ってどういうこと!?

ＧＭ：「だってホラ、直接攻撃は禁止だから。キミらも、あの三人も失格」

エナ：あー……そういうことになる、か。一いち応おう、理り屈くつは通ってる……（笑）。

ＧＭ：ブロッコは不思議そうな顔になります。「もともと、第三生徒会のメンバーが優ゆう勝しようしたら、賞品はうやむやになるはずだったんだろ？」

れい：ちっがうわよ！　あたしはいつだって本気よっ!!（一同爆笑）

修太郎：いや、あの……。まあ、これで大会はうやむやか……安心したよ（笑）。

ＧＭ：そこで声がします。「あら、先生は失格になってないわ～ん♡」

一同：ヒロミ先生ぇ────────っ!?（笑）、

透子：……確かに、戦闘に参加していないのは、先生だけだが……。

修太郎：ていうか、先生、今テレビに……。

ＧＭ：「出てないわ～ん♡　何のことかしらぁ？」（一同笑）

れい：でも、優勝なんて……。納なつ得とくいかないわっ！

ＧＭ：「そうよねぇ～……先生も、別に星川くんと付き合いたいわけじゃないし～……ふふふ、でも、少しくらいは、ご褒ほう美びもらっちゃおうかしらん♡」

れい：きっ、キッスはダメよ！　ほっしーのマウスは渡わたさないわっ！（一同笑）

ＧＭ：「唇くちびるはダメかぁ……じゃあ～」修太郎の首筋に、ちくりと痛いたみが走ります。

修太郎：えっ……痛っ……？　キスっていうか……嚙かまれた？

ＧＭ：先生は、唇についた血をぺろっと舐なめます。「ごちそうさま～ん♡」

透子：……無言で、ガラスを錬成し始める（一同笑）。

れい：あたしも、全身に電撃が光るわっ！（笑）

ＧＭ：「いや～ん♡　怖こわいわ～ん！」と言って、先生はお尻しりをふりふり、退たい場じよう。

修太郎：な、何しに来たんだ……（笑）。

ＧＭ：雲雀は、「ま、ともあれ」と口を開きます。「会長くんのモテ期の対たい処しよは無事に終了。生徒に被ひ害がいも出なかったし、今回は、これでよしとしようじゃないか」

修太郎：……そうですね。怪我人が出なかったのが、一番です。

ＧＭ：そこで、フレーズ、団だん吉きち、しねまなんかもやってきます。「みなさ～ん」「超お疲つかれ！」「みんなで片付けするでありますよ～」

修太郎：そうだね。僕らも手伝おうか。




　かくして、痛つう快かいなりゆきＲファイト「風雲、モテキ城！」の幕まくが下りる。

　恋に勝負に大おお騒さわぎの、夏の一日が──終わろうとしていた。







◆Ending02◆夏の夕ゆう暮ぐれ、恋の夕立　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　キング・ブロッコの造つくり出だした建物は、24時間で崩ほう壊かいするという。

　その前に、運はこび込こんだ資し材ざいや、机つくえや椅い子すを運び出す必要がある。

　忙いそがしく片付けに走る、Ｒファイト運営委員や、報ほう道どう部ぶ、生徒会のメンバーたち。

　透子とれいは、その姿を観客席から見下ろしていた──。




ＧＭ：さて、夏の日も暮くれていき、空も徐じよ々じよに、茜あかね色いろに染そまっていきます。透子さんとれいちゃんは、とりあえずの仕事を終え、休きゆう憩けいしているところです。

れい：（伸のびをして）ふーっ！　あー、楽しかった！

透子：そうか……。

れい：ん？　透子は楽しくなかったの？

透子：楽しいかどうか、か……考えてもみなかったな……。

れい：面白かったよ！　でも、ヒロミだけは絶ぜつ対たいに許ゆるさないわ！（一同笑）

透子：ああ、ひどいハレンチ教きよう師しだったな……（笑）。

れい：ほっしーの首にキスするとか……次やったらぶっとばす！　でも……ふふっ。




　ぷんすか、と怒おこっていたかと思えば──急に、楽しそうに笑い出す。

　そんな風に、コロコロと表ひよう情じようの変わるれいを、透子は……じっと、見つめていた。




透子：……どうした？　また笑って。

れい：えへへ。……ね、透子さ、今日なんか違ちがったよね。

透子：違った……？

れい：そうよ！　本気だったでしょ？　透子がさ、あんな風に、あたしに本気になったのが、嬉うれしかったんだよ！　またやろうね！

透子：──眩まぶしそうに、困こまった顔になる。

ＧＭ：複ふく雑ざつな感じですね、透子さん。

透子：……負けたのもそうだし、ラブ☆テストで──修太郎が、弱い小石に甘あまい、って聞いたのも尾おを引いていて……。なんだか、どうしていいかわからない。

ＧＭ：強気が、急に弱気に。

透子：れいに本気になったのも、負けそうだから、必死になって──という感じで、心苦しい、というか……（素すになって）本当は友達だから本気でいいんだけど、透子さんはそういうのわからない。友達いなかったから。（一同笑）

れい：全然気づかないで、すっごいニコニコしてるよ！（一同笑）

ＧＭ：いいシーンですね。せっかくだから、修太郎とエナも、登場しますか。

エナ：そだね。出ておきたい。

修太郎：じゃあ、両手に缶かんジュースを持って──お疲つかれ様さま、透子ちゃん、れいちゃん。

れい：ほっし────────っ!!　どすん！　って抱だきついておく！

修太郎：（苦しげに）おぐはぁ────っ！（一同笑）

透子：（弱々しい感じで）……ああ、うん、お疲れ……。

修太郎：透子ちゃん、どうかしたの？

透子：いや……。なんでもない。

修太郎：そ、そう？　……ふたりとも今日はすごかったね。大だい活かつ躍やくだったじゃないか。

れい：がんばったわ！（笑）

透子：う、うむ……その、七節小石のことだが……。

修太郎：小石ちゃん？　えーと……怪我がなくて、よかったよね。

透子：……。……修太郎は、私のことが……好きではないのか？

修太郎：ど、どうしたの急に？　そんなわけ、ないじゃないか。

透子：じゃあ…………好きか？

修太郎：え、それは……どうしたの、何かあったの？

透子：（沈んだ声で）いや……どうなのかな……。

修太郎：なんだか、昔の透子ちゃんみたいな──不安そうな、顔してるけど。

透子：そうか……私は、不安そうな顔しているのか……。

れい：なんかねー、透子、さっきからずっとこんな感じなのよ。

修太郎：うーん……あ、そうだ。みんなで、なんか食べにいこうか。ほら、優勝はできなかったけど──僕にとっては、ふたりとも優勝みたいなもんだし。

れい：そうね、そうしよっ！　もー、おなかペコペコ！

透子：…………。

エナ：……じゃあ、あたいは、そんなとーこちゃんの様子を、じっと見てよう。

ＧＭ：では──そんな風に、それぞれの思いを抱かかえた四人を、夕日が照らしています。
















　屈くつ託たくなく笑うれい、引ひっ張ぱられながら、みんなを気き遣づかう修太郎。

　その修太郎を心細げに見る透子と……大人びた顔で、透子の表情を見ているエナ。

　夏の一日──その最後を飾かざるスナップは、夕日に彩いろどられ、セピア色に染まって見えた。







◆Ending03◆彼女彼女の事情　Scene Player ─── 星川修太郎




「風雲、モテキ城！」を終えた翌よく日じつ──。

　修太郎の前に、次々と、少女たちが訪おとずれた。




ＧＭ：翌日、修太郎は校こう舎しや裏うらに呼よび出だされます。そこにいるのは──〝居合番長〟姫鶴千鶴香。修太郎を見ると、彼女は怒ったような顔で──日本刀を渡わたしてくる。

修太郎：あの、姫鶴さん？　これは……？

ＧＭ：「──その刀で、私を斬きれっ！」

修太郎：嫌いやですよ!?（笑）

ＧＭ：千鶴香は、ぐぬぬって下を向いて……。「わ、私は、あのような仮面の誘惑に負け……。観かん衆しゆうの前で醜しゆう態たいを晒さらし──お前を攻撃した。覚かく悟ごはできている、斬れ！」

修太郎：い、いや、ちょっと落ち着いて……あれは、仮面に操あやつられたからでしょ。

ＧＭ：「私は……あの時、どうしても負けたくなかった」

修太郎：それは……勝負でつい、熱くなったっていうか……。

ＧＭ：「いや、私が負けたくなかったのは──」と、千鶴香は、真っ赤になって何かを言いかけて……。「……いや、なんでもない。負けた私に、言う資し格かくはない……」

れい：きたよ……きてたよ……モテ期……。

エナ：やっぱり来てたんだねー（笑）。

修太郎：ま、まあ、事情はよくわからないですけど……ホント、もう気にしてないですから、姫鶴さんも、気にしないで。

れい：どんかんっ！（一同笑）

ＧＭ：「そうか……。迷めい惑わくをかけた。この借りは──番長の名にかけて、必ず返そう」

修太郎：貸かしたつもりはないけど……うん、ありがとう。

ＧＭ：では、千鶴香が去っていく──と、入いれ替かわりっぽく、熊が来ます。

修太郎：スクードさん！　怪我は大丈夫ですか！

エナ：なんで熊相手だと、そんなハキハキ喋しやべるんだ（笑）。

ＧＭ：「ああ、大丈夫だ。迷惑をかけたな……いや、私はいいんだ」スクードの背せに乗ったリオーネが来て、ぺこっ！　と、修太郎に頭を下げる。「すまぬ！　迷惑をかけたのじゃ！」

修太郎：いいんだよ、仮面のせいだから、ほんとに。

ＧＭ：「いや、わらわに隙すきがあったのじゃ」と言って、リオーネは遠い目をします。「わらわは、オーヴァードに対抗する力が欲ほしかった……。身を守り、戦う力が」

修太郎：リオーネちゃんは、一般生徒だよね……？

ＧＭ：「うむ。……恥はずかしながら、我がベスティア王国では、王室と、反王室派はで揉もめていての。反王室派側には、オーヴァードのテロ組織が肩かた入いれしておる。そして、奴やつらが雇やとった、オーヴァードの暗殺者に、わらわは狙ねらわれているのじゃ」

修太郎：あ、それで、アカデミアに来てるんだ。

ＧＭ：「うむ。ここなら、オーヴァードが襲おそってきても、備そなえがあるでの。無む論ろん、オーヴァードについて学ぶためでもある。それで、スクードとふたり、故こ国こくを離はなれているのじゃ」

修太郎：でも、やっぱり帰りたいよね。

ＧＭ：「そうじゃな……。おぬしのような、ガードの得意そうなオーヴァード婿むこと一緒であれば、帰れると思ったのじゃが……」（一同笑）

透子：お、オーヴァード婿……（笑）。

ＧＭ：「オーヴァードに対抗せねば……と、そう、思った結果が、あの有様じゃ。仮面をつけていた間の記き憶おくは曖あい昧まいじゃが、心が──どす黒いものでいっぱいになった、そのことは覚えておる……わらわは、オーヴァードの力に、溺おぼれてしまった」

修太郎：……このアカデミアは、オーヴァードも、そうでない人も、一緒の未来を考える場所だから。きっと、リオーネちゃんの国にも、役に立つ、何かが見つかるよ。

ＧＭ：「そうじゃな、今は──この学園での生活を楽しみ、力だけでなく、大切なことを、もっと学んでゆこう……そう思っておる」

修太郎：うん。僕で役に立てることがあったら、なんでも言ってよ。

ＧＭ：「では……」とリオーネは頰ほおを赤らめて修太郎を見て──。「いや、わらわには何も言う資格はないのじゃ……」（一同笑）

れい：ほらっ！　ほらまた！（笑）

ＧＭ：「世話になったな」と言って、リオーネは熊に乗って去っていき──。

透子・れい：……奴か（一同笑）。

ＧＭ：ガタンッ！　と、修太郎の背後で、何か落とした音がする。

修太郎：なんだろう……振ふり向むきます。

ＧＭ：そこには、ゴミ箱を落とした小石ちゃんが──「あわわ……ごっ、ごめんなさい！ごめんなさい！」と叫んで、だ────っと逃にげ出だす。

修太郎：ちょ、ちょっと待ってーっ！（笑）

ＧＭ：「ごごっ、ごめんなさいごめんなさい！　妨ぼう害がいしたり襲ったり……芽生えた能力とかも、なんか腹はら黒ぐろい感じでごめんなさいっ！」（一同爆笑）

修太郎：い、いや、あれは仮面が悪いんであって……小石ちゃんが悪いわけでは……。

ＧＭ：「……違ちがうよ。あの力は、仮面の力だけど……でも、確かにわたしは、御影さんや光月さんが妬ねたましかった……いなくなれば、いいと思ってた」

修太郎：きっと、ふたりがＳランクだから、妬ましいんだな、って思います（一同笑）。

エナ：まあねー、しゅーたろーはそう思うよねー（笑）。

修太郎：そういう、暗い気持ちは、きっとみんな、どこかに抱えてる。誰だってそうだよ。

ＧＭ：「…………そう、なのかな」

修太郎：うん。そうだよ、それでも──だからこそ、みんな、本当の意味で、仲良くなれるし、協力もできるんだと思う。だから、キミは、そのまま──。

れい：（割わり込こんで）わ──────っ!!（一同爆笑）

修太郎：そっ、そのままの……って、うお、なんだ、急に遠くに雷かみなりが……っ！（一同笑）

ＧＭ：「わたし……能力が、自分でコントロールできなくて……それに、もともと地味で、目立たないから……どこにいても、誰にも、気づかれないで、ずっとひとりだった」




　風が──夏の風が吹き、少女の前まえ髪がみを持ち上げる。

　そういえば──彼女の顔をちゃんと見るのは、初めてだったかもしれない。

　修太郎は、ふと、そんなことを思う。




ＧＭ：「そんなわたしに、星川くんは声をかけてくれて──嬉しかった。ありがとう」

修太郎：そんなこと……なんでもないよ。

ＧＭ：「うん、でも、ちゃんと、ありがとうって言えてたら……あんなことに、ならなかったかもしれない。だから、ちゃんと言いたかったの」

修太郎：そうか……と、なんだか、じーんとしちゃうな。

ＧＭ：「──あっ、あのっ！　それから、あのっ！」と、小石は、急に真っ赤になって、ばたばたと手を振ふってから──。「あの、わたし、モテ期とか、そういうんじゃないからっ！」

修太郎：え……？　それってどういう──。

ＧＭ：で、バタバターっと、走り去って……ちょっとなんか、俺おれは今、すごい目で睨にらまれてますけど、なんで透子さんとれいちゃんは、そんなに小石に厳きびしいんですか（一同笑）。

れい：だって……なんかライバルっぽいんだもん！

ＧＭ：千鶴香とかリオーネには優やさしいのに、なんで小石だけそんなに……（笑）。

透子：ちょっとね、なんだろう、油ゆ断だんできない感じがする。

ＧＭ：小石はいい子ですよ！（笑）　では、修太郎に締しめてもらいましょうか。

修太郎：じゃあ、なんか、風が吹ふいたんで空を見上げて────。




　初夏の、青い、青い空。小さな雲が、風にゆっくりと流されていく。

　なんだか、お祭りみたいな数日だった。修太郎は、夏空を見上げ──呟つぶやいた。

「さよなら────僕の、モテ期」







◆Ending04◆血と薔薇プレジール　Master Scene




　どことも知れない、暗い部屋──。

　そこに、ゆらっ、と、赤い蠟ろう燭そくの光が灯ともる。

　照らし出されたのは──ひとりの、仮面の女。




ＧＭ：それでは……最後に、マスターシーンです。

エナ：いつものディオゲネスクラブのシーンかと思ったら、今度は、ひとりなんだ。

ＧＭ：はい。赤い、扇情的な衣装に身を包んだ女──〝血と薔薇プレジール〟です。彼女が手を振ると──周囲で蠟燭が一いつ斉せいに灯り、その、どこか実験室のような部屋を照らし出します。




「ふふ……やっぱり、若わかい子にキスするのは格かく別べつだわん♡」

　女は、そう呟き……赤い唇に、指で触ふれる。

　微かすかに滲にじむ、赤い──修太郎の、血。




透子：どこまでも破廉恥な教師だな……！

れい：血、なんに使うんだろ？




　ぽとり──眼がん前ぜんの水すい槽そうに、血の雫しずくが落ちる。

　蠟燭の、揺ゆれる光に照らされて、水槽の中で──誰かが動く。

「先生の素す敵てきな計画、手伝ってちょうだいね──修太郎くん♡」




修太郎：えっ、ど、どういうこと……っ!?

ＧＭ：くる、っと、プレジールが振り向きます。その背後にある水槽から立ち上がったのは──修太郎とまったく同じ顔をした人物です。

一同：に、偽にせ者ものだ──────っ!?




「みんなが、なりたい自分になれるように、先生、張はり切きっちゃうわ～ん……♡」

　女の、血のように赤い唇が、ゆっくりと持ち上げられ──薔薇のように、笑う。

　そして、一斉に蠟燭が消え──。

　すべてが、闇やみに包まれた





……To be continued.


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆四話に向けての悪わる巧だくみ




　──三話の収しゆう録ろくから数日後。




萩はぎ原わら：お疲つかれ様さまでした！　いやー、モテキ城じよう、死ぬほどアホらしい話でしたね！

やにお：ははは、いやーセッションの録音を確かく認にんして、「このＧＭアホじゃないの？」って思いました。もう、みんなずっと笑ってる。

萩原：大畑さんとか、笑いすぎてぐったりしてましたもんね。

やにお：まあ、モテキ城というか、佐藤有世さとう・ありせさんの破は壊かい力りよくが原げん因いんですよ。

萩原：あの人……ホントすごいですよね。異い次じ元げんの発想力がある（笑）。──そして、修しゆう太た郎ろうの偽にせ者ものの登場で四話に続いたわけですが。いやー、盛もり上あがってきましたね！

やにお：せっかくの前ぜん後こう編へんですから、敵てきはバンバン派は手でに出しますよ！　三話で決着のつかなかった〝血と薔薇プレジール〟や〝ディアボロ・ロッソ〟……だけでなく、ディオゲネスクラブとの全面対決！　という展てん開かいになります。

萩原：おおお！　前ぜん巻かんのラストから繫つながる感じですね。燃もえる！

やにお：そして、修太郎には、また、ひどい目にあってもらいます！（笑）

萩原：一話では転校と同時に海に叩たたき落おとされ、二話では裁さい判ばんのような会議でボコボコにされ、三話では賞品にされて……修太郎、大人気！

やにお：萩原さん、毎回大喜びですもんね。

萩原：だって修太郎モテモテですからね。爆ばく発はつすればいい。

やにお：そして、透とう子こさんの悩なやみというか、不安──というストーリーを片かた岡おかあづささんが仕し込こんできたわけですが、これすっごい面白いので、ガッツリ拾っていこうかと！

萩原：僕ぼくの透子さんがひどい目に……興こう奮ふんしますね。

やにお：（目を合わせないように顔を背そむけて）お、おう……。

萩原：実じつ際さい、関係や、各ＰＣのキャラを掘ほり下さげる、いいフックだと思います。

やにお：真面目に戻もどった！　萩原さんのキャラは安定しないなぁ！　……ええ、俺おれもそう思うんで、で、次のシナリオは、こんなイベントを考えたんですよ──（ごにょごにょ）。

萩原：あんた鬼か！　最高だ！　じゃあ、こういうのも──（ごにょごにょ）。




　────かくして、我われ々われは次回のセッションに向け、悪巧みを進めていったのだった。







◆Preplay02◆れい[image: ]ｓ　Ｄｉａｒｙ　Ｐａｒｔ３




　──第四話セッション当日。

　セッション用の会議室に到とう着ちやくすると──プレイヤーたちが、既すでに悶もん絶ぜつしていた。




やにお（以下、ＧＭ）：おはようございます。──なんで、みんな笑ってるんですか？

Ｏはた：こ、これ……（ぷるぷる震ふるえながら、ノートを指さす）。

片岡：れ、れいちゃんの……新しい日記が……（笑）。

矢野：いいから、やにおも読んでみろ。すごいぞ（笑）。

佐藤：いひひっ♡　すごくないですよ！　普ふ通つうです！




■月△日　晴れ　『Glaring Star』

　オーマイガー！　ついに来てしまった！　あたしの恐おそれていたことが！

　モテキ城……！　絶ぜつ対たいに負けられない戦いが……そこにはある!!

　それにしても……キ……キッスって!!　どんなお味なの？

　息つぎってするの？　角度は何度？　目を閉とじたら、どこにお口があるかわからなくなるじゃない!!　かといって目をあけてするなんて……ハレンチな!!　どうしたらいいの!?




　────キス。それは唇くちびると唇との接せつ着ちやくを意味する言葉。




ＧＭ：「ダブルクロス。それは裏うら切ぎりを意味する言葉」みたいに言った!!（一同爆ばく笑しよう）

矢野：な？　やばいだろ……（笑）。

片岡：キスへの疑ぎ問もん書いてて、どんどん興奮して爆発した、みたいな感じありますよね（笑）。

ＧＭ：す、すごいぜ……。

片岡：続きもすごいんですよ……！




■月□日　晴れ　『Fighting Star』

　逆ぎやく転てんゴールイーン!!　見た？　見た？　最後の快かい進しん撃げき！

　ヒロミが優ゆう勝しようっていう、意味プーな結果にはなったけど、ほっしーの唇は、なんとか守ってやったわ☆

　どうだい！　あたしが告白した時のほっしーの表ひよう情じようったら……。

　ズッキュン♡　今にも倒たおれそう！　って感じで……。

　バカバカ♡　キスは結けつ婚こん式しきまで、おあずけダゾ？

　待ーて♡　待ーて♡

　──ってあたしが待てんわ!!　いつでも奪うばって!!　強引に奪って!!




ＧＭ：な、なにを言っているのか全然わからない！（一同爆笑）

矢野：（疲つかれ切きった顔で）……な？

片岡：「待ーて♡　待ーて♡」って……なんのコールなの……（笑）。

佐藤：えっ！　おかしくないでしょ！　え、おかしい？

ＧＭ：おかしーし……。いや、大だい丈じよう夫ぶです。おかしくねーし。

矢野：で、ちゃんと最後には透子さんのことも心配してる。さすがだよね。




　透子、なんだか元気がなかったような……。あやしいキノコでも食べたのカナ？

　まっ、いっか♪　どうせ明日になったら、いつもの透子に戻ってるよね!!




片岡：「まっ、いっか♪」って言われちゃってますけどね（一同笑）。

佐藤：やんっ♡　ちがうよ、信じてるのっ！（笑）

ＧＭ：でも、この日記はいい引きですね。透子さんの悩みは、四話できちんと掘ほり下さげようと思ってましたし。では──四話を始めましょう！　まずはトレーラーから！

一同：はーい！







◆Preplay03◆シナリオ予告！　そして成長へ……。




●トレーラー

　ディオゲネスクラブのエージェント、〝血と薔薇プレジール〟。

　正体不明、謎なぞに包まれたセクシーな敵である。一体何者なのであろうか。




一同：「何者なのであろうか」じゃないよ！（笑）

Ｏはた：くっ、一体、どんな奴やつなんだ……どんな教きよう師しなんだ（一同笑）。

ＧＭ：教師かどうかはわかりませんよ！（笑）




　彼かの女じよの手により、オーヴァードアカデミアに、二種類の仮か面めんが現あらわれる。

　顔を奪うばい取とる〝血の仮面〟は、修太郎の偽者を闊かつ歩ぽさせ──。

　願いを叶かなえる〝薔ば薇らの仮面〟は、学園中にバラ撒まかれ、混こん乱らんの種を植えていく。

　第三生徒会に、そしてアカデミアに、恐おそるべき危き機きが迫せまっていた……。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』第四話

「第三生徒会 The Masquerade」

　ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉。




ＧＭ：Masqueradeマスカレードは、「仮面舞ぶ踏とう会かい」という意味でございます。

Ｏはた：偽者を生む仮面かぁ。それに願いを叶える仮面……こっちはたくさん出るのか。

片岡：なんだか、大だい規き模ぼなお話って感じですね。

矢野：前回の話も、ある意味大規模でしたけどね（一同笑）。




ハンドアウト：星川修太郎

シナリオロイス：〝血と薔薇プレジール〟　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：脅きよう威い

　気がつくと、キミは路ろ地じ裏うらに倒たおれていた。

　そして、誰だれもキミのことを、〝星川修太郎〟だとは認にん識しきできなくなっていた。

　キミの顔には、剝はがれることのない仮面が──。

　そして第三生徒会には、キミになりかわった、ニセの〝星川修太郎〟がいる。

　これは〝血と薔薇プレジール〟の仕業だろうか──どうにか、しなければ。




佐藤：えええっ！　大変っ!!

ＧＭ：はい、大変なんです（笑）。

Ｏはた：ひ、ひどい……これまでの中でも一番ひどい目にあいそうだ！（笑）




ハンドアウト：御影透子

シナリオロイス：星川修太郎　　　推奨感情　任にん意い

　この数日、修太郎が非ひ常じように有ゆう能のうだ。

　まるで人が違ちがったかのように、完かん璧ぺきに職しよく務むを果たし、人望を集めている。




片岡：大変だ、これはおかしい……！（一同笑）

Ｏはた：おかしいですよ！　早くみんな気づいて！

ＧＭ：残念ながら、外見は完璧に修太郎ですので、すぐには気づきません（笑）。




　一方で、キミは一週間ほど前の「風雲、モテキ城！」以来、どうにも調子が出ない。

　──自分は、それほど修太郎に好かれていないのではないか。

　──修太郎が好きなのは、もっと……違う人間なのではないか。

　そんな悩みが、頭を離はなれないのだ……。




ＧＭ：──と、いうハンドアウトです。

佐藤：……くっひっひっひっひっひ♡（一同爆笑）

ＧＭ：なんですか、どうしたんですか佐藤さん！（笑）

佐藤：ちょ、ちょっと……嬉うれしくって……（一同笑）。

片岡：喜びすぎじゃない？（笑）

ＧＭ：前回の、透子さんの弱音を拾ってみました。

片岡：ありがとうございます！　前後編ということで、そういう話もしてみたいなと。

ＧＭ：すごくいいと思います！　その分、透子さんには辛つらい話にはなりますが。

片岡：はいっ、大丈夫です！　がんばります！




ハンドアウト：光月れい

シナリオロイス：御影透子　　　推奨感情　Ｐ：ライバル意い識しき／Ｎ：苛いら立だち

　この数日、修太郎が非常にイケメンだ。

　周囲にもモテモテ！　キミにも、イケメントークで迫ってくる。

　一体、どうしてしまったのだろう。




Ｏはた：どうしちゃったんだよ修太郎!?（一同爆笑）

佐藤：これっ！　これって……そういうことだよね♡

片岡：うん？　どういうことかわからないけど、偽者だってことだよ（一同笑）。




　もうひとつ、気になっているのは透子のことだ。

　いつもの透子とは違って妙みように気弱。見ていると、なんだかイライラするのだ……。




ＧＭ：という、ハンドアウトですが……すでに佐藤さんが変になっている。

佐藤：イライラっていうか……くふふ♡

矢野：なんか喜んでる（笑）。

片岡：友ゆう情じようの話だからね。透子さんとの友情。大事にしていこうね（一同笑）。

ＧＭ：片岡さんは、ハンドアウト読むの上う手まいですね。まあ、そういう意図の記き述じゆつです。れいちゃんが透子さんへの友情を投なげ捨すてるなら止めませんが……（笑）。

佐藤：やっ！　捨てません捨てません！　すごく大事です！（一同笑）




ハンドアウト：エナ・ソフォス

シナリオロイス：〝血と薔薇プレジール〟　　　推奨感情　Ｐ：興きよう味み／Ｎ：嫌けん悪お

〝仮面〟が、学園内に広まっている。キミはそんな噂うわさが気になっていた。

「風雲、モテキ城！」での宣せん伝でんの後……実際に、仮面がどこからか、提てい供きようされているというのだ。噂によれば、それは──「なりたい自分になれる仮面」だという。




矢野：うさんくさいなぁ……「なりたい自分になれる仮面」。

Ｏはた：あの、雑ざつ誌しの一番後ろとかに載のってる広告みたいですよね。

片岡：爆運で大金持ちになっちゃう系けいの（一同笑）。




　おそらくは、正体不明のエージェント、〝血と薔薇プレジール〟の仕業だろう。

　天才であるキミの力で、その陰いん謀ぼうを食い止めなければならない。




矢野：正体不明……一体、何者なんだ……（迫はく真しん）。

片岡：教師かもしれない。

ＧＭ：しかし、教師じゃないかもしれません。……おそらく、女じよ性せい、あるいは男だん性せい。十代から二十代、あるいは三十代から四十代。

Ｏはた：適てき当とうなプロファイリングを言うのはやめてください（一同笑）。

ＧＭ：そんな感じのシナリオでございます。では、それを踏ふまえて、みなさん、成長をしていきましょう。

一同：はーい！




▼星川修太郎

ＧＭ：それでは、成長報ほう告こくをお願いします。

Ｏはた（以下、修太郎）：はい。バッドステータスを打ち消す《異形の守り》を新しん規きに取得しました。それと、素す手での攻こう撃げきを強化する《漆しつ黒こくの拳こぶし》。

ＧＭ：前回、バッドステータスの憎ぞう悪おに苦しめられたからね。あとは攻撃用か。

修太郎：攻撃は地味に毎回ちょっとずつ強化してます。今のところ、特に役に立ったことはないですけど（笑）。固定ロイスは、透子ちゃんと、れいちゃんで変わらずです。




▼御影透子

片岡（以下、透子）：私わたしは、範はん囲い攻撃ができる《レーザーファン》を取得した。そろそろ、敵も複数出てくるみたいなので。それと、行こう動どう値ちを大おお幅はばに上じよう昇しようさせる《戦いの予感》を取得。前回、あの腹はら黒ぐろ……じゃない、小石に行動値を下げられて困こまったので（笑）。

ＧＭ：小石は腹黒じゃないです……よー？

透子：それと〈ＲＣ〉を９レベルに上げた。成長は以上だ。

ＧＭ：了りよう解かいです。固定ロイスは修太郎と、れいちゃんで変わらず……かな。

透子：そう。ただし感情を変えた。修太郎へのポジティブが──純じゆん愛あい。

一同：純愛きた！

透子：もしかして好かれてないのか？　──って思ったら、急に恋れん愛あい感情を意識してしまって、どうしていいかわからなくなっている。

ＧＭ：なるほど。ネガティブは？

透子：恥ち辱じよく。…………あれ？　別に修ちゃんは私のこと好きじゃなかった？　なのに、私は色いろ仕じ掛かけをしたり、肌はだを晒さらしたりしていたのか！　って、枕まくらに顔を埋うめて、足をバタバタさせている（一同爆笑）。

佐藤（以下、れい）：なにそれ……！　かわいいっ！　ちょっと、それダメよ！

透子：負けるなら、負ける方向でとことん攻せめていかないとな！

ＧＭ：片岡さんは本当に策さく士しだ……（笑）。

透子：れいへのロイスは「Ｐ：憧しよう憬けい／Ｎ：嫌いや気け」。前回、モテキ城での戦いを見ていて、れいはかっこいいな……と思って。でも表になっているのはネガティブ。……まっすぐなところが、なんだかイラっとする（笑）。




▼光月れい

れい：はい！　あたしは、ダイスを増ふやしたいな、って思って、《フルインストール》を２レベルで取りました！　あと、《アームズリンク》を３レベルに成長させました。

ＧＭ：ダイスをガツっと増やしてきましたね。

れい：前回、それでずっと透子に負けてたから！　あとは《バリアクラッカー》、それに〈白兵〉のレベルを上げました！　固定ロイスは、ほっしーと透子！

ＧＭ：感情に変化はありましたか？

れい：ほっしーは、いつだって純愛！　でも、ネガティブが「偏へん愛あい」に変わりました。なんかもう、好きすぎておかしくなってきた（一同笑）。

ＧＭ：は、はい（笑）。まあ、表になってるのは、ポジティブですね。

れい：透子には、「Ｐ：友情／Ｎ：不信感」。表になっているのは不信感！　らしくないよ、どうしちゃったのよ、って思ってる！

ＧＭ：今回、ふたりとも、お互たがいのロイスはネガティブの感情が表ですね。面白い。




▼エナ・ソフォス

矢野（以下、エナ）：他人のダイスを増やす《支し援えん射しや撃げき》を３レベルで取ったよ。

ＧＭ：ああ、いいね。射撃して支援する感じのエフェクトだ。──ミドルでも使うの？

エナ：使うよ。「天才だ！　情じよう報ほうを出せ！」とか言って銃じゆうを突つきつける。

ＧＭ：そういうエフェクトじゃねえから！（笑）　まあ、わかった。役に立つと思う。

エナ：他は、〈射撃〉のレベルを上げたのと、イージーエフェクトをたくさん取った。

ＧＭ：主に非ひ戦せん闘とう用の、演えん出しゆつ向けエフェクトだね。

エナ：うん。より天才ぶりをアピールするためにね！　既に持っている《写真記き憶おく》にくわえて、セキュリティや電子ロックを解かい除じよする《セキュリティカット》、電波の傍ぼう受じゆや送信を行なう《タッピング＆オンエア》、人じん物ぶつ像ぞうを推すい理りする《プロファイリング》を取得したぞ。

修太郎：これで、〝血と薔薇プレジール〟の正体も……。

エナ：うむ。教師もしくは生徒、女性もしくは男性で、二十代から六十代！

れい：全然ダメだわ！（一同笑）

ＧＭ：ふむ……《タッピング＆オンエア》か。──あ、固定ロイスは？

エナ：雲雀宏一ひばり・こういちと、御影透子。前はしゅーたろーだったけど、前回の引きで、様子が気になっているのもあって、とーこちゃん。ま、しゅーたろーにはＰＣ間ロイス取るしね。

ＧＭ：了解。

エナ：ちなみ雲雀には「Ｐ：まぶしい／Ｎ：うるさい」、とーこちゃんには「Ｐ：でかい／Ｎ：やばい」で取った。どっちも表はポジティブだ。

ＧＭ：（両手で顔を覆おおう）バカだ──────っ!!

エナ：バカじゃない、天才だ（一同笑）。

透子：「でかい」ってポジティブなんだ……（笑）。

れい：そりゃそうよ！（一同笑）

ＧＭ：ではＰＣ間ロイスも結びなおして──セッションをはじめましょう！
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◆Opening00◆Masquerade　～仮面舞踏会～　Master Scene




　何ど処ことも知れぬ、暗い──闇やみに包まれた部屋。

　不意に、幾いく条じようものスポットライトが灯ともり──幾人もの仮面の男女が、照らし出される。




ＧＭ：最初のシーンは、マスターシーンです。

透子：いつもの、ディオゲネスクラブのいる部屋か……。




　仮面の男女に囲まれた中央に立つのは──ひとりの女。

　ボンデージファッションに身を包んだ、淫いん靡びな女性──〝血と薔薇プレジール〟。




ＧＭ：「今回の作戦は～、先生の指し示じに、従したがってもらうわ♡」




「そいつは……どういうことさ」

　口を尖とがらせて、仮面の少年、〝プラネータ〟が不満の声をあげる。

[image: ]

「いつから、貴き様さまが我々のリーダーを気取り始めたのだ？」

　般若はんにやの面をかぶった男──〝マスターブレイド〟が、感情の籠こもらない声で呟つぶやく。

[image: ]

「今回の作戦は、先生の能のう力りよくを使った、大おお仕じ掛かけだからよん♡」

　その言葉と同時に、〝血と薔薇プレジール〟の背はい後ごに──数百、数千の仮面が浮うかび上あがる。周囲の、仮面の男女から、驚きよう愕がくが伝わってくる。

「……それだけの仮面を用意したのはたいしたもんだが、どうやって広める気だ」

　それまで黙だまっていた、炎ほのおを象かたどった仮面の男──〝ディアボロ・ロッソ〟がそう呟く。

「この子に手伝ってもらうわ～ん♡　全校生徒の信しん頼らいをあつめる──彼かれにね」

〝血と薔薇プレジール〟の背後からは、ひとりの少年が進み出る。

　その、さらけ出された顔を見て、〝ディアボロ・ロッソ〟が動どう揺よう──。

「ふふふ……さあ、始めましょ～ん♡　みんなで楽しい──仮面舞踏会Masqueradeを」

　──そして、部屋はふたたび、闇に包まれた。







◆Opening01◆御影透子の憂ゆう鬱うつ　Scene Player ─── 御影透子




　この数日、御影透子は困こん惑わくしていた。

　どうしたことだろうか、修太郎の顔をまともに見られないのだ。視し線せんを向けようものなら、頰ほおは熱くなり、胸むねは激はげしく高鳴って、息苦しくなる。

　困った……と、思おもい悩なやむ透子は──修太郎の異い変へんに、いまだ気づいていなかった。




ＧＭ：──と、いうわけで、今、透子さんは、修太郎とふたり、サークル棟とうの集まった場所、通つう称しようサークル団だん地ちの一角に、任にん務むで来ています。

修太郎：おお、じゃあ、僕も侵しん蝕しよく率りつを上げよう。

ＧＭ：いえ、上げなくていいです。修太郎はいますが、キミは登場していない。

修太郎：げげえっ！（一同笑）




　施し設せつの使用を巡めぐっての、サークル同士の小こ競ぜり合い。その仲ちゆう裁さいが、今回の任務だ。

　きっかけは些さ細さいなものだが、オーヴァード生徒同士の喧けん嘩かとあって、第三生徒会の登場となったわけである。




ＧＭ：では、その小競り合いの場にふたりがやってきて──修太郎が、キリっとした顔になって、「やめたまえ、キミたち！」と言います。

修太郎：やめたまえ、じゃないよ！　誰だよお前！（笑）

ＧＭ：修太郎ですよ。星川修太郎（一同笑）。で、修太郎が声をかけると、周囲で困っていた他の生徒たちがですね──「おお、第三生徒会の星川修太郎くんだ！」「星川修太郎くんきた！」「これで勝つる！」と大喜び。

修太郎：誰だよそいつは!?（一同爆笑）

ＧＭ：だから星川修太郎だって言ってんだろ!!（一同爆笑）

れい：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：で──囲んでいた生徒たちが道を開き、胸むなぐらをつかみあってポカポカと喧嘩している生徒が見える。「なんだとー」「このやろー」

エナ：わかりやすい喧嘩だなぁ（笑）。

透子：（緊きん張ちようし、ぎこちない感じで）しゅっ、修太郎、ここは私に任まかせろ──。

ＧＭ：「透子ちゃんの能力では、強すぎると思うよ。ここは、僕に任せてくれたまえ」

透子：しゅ、修太郎……なんと頼たよりになる……（顔を上げようとして）うっ、な、なんだか修太郎の顔がまともに見れない！　やはり、これは……恋こい、なのか──トクン。

れい：トクンて……っ！（笑）

エナ：ああ、ここで「顔がまともに見れない」ってするのは上う手まいな！（笑）

ＧＭ：さて、修太郎が声をかけると──。「き、キミは、星川修太郎くん！」「ああ、僕は星川修太郎。喧嘩はよくないよ」「確かに星川修太郎くんの言う通りだ！」「そうだ！　我々は喧嘩をやめるとするか」「やめよう」「やめよう」そういうことになった。

透子：修太郎……かっこいい……（一同爆笑）。

エナ：と、とーこちゃんが……加速度的にアホになっていく（一同笑）。

ＧＭ：では、ちょっといい汗あせかいた感じの修太郎が、爽さわやかに歯を光らせながら戻ってきてですね──「わかってくれたみたいだよ。やっぱり、話し合いは大切だね」と言う。

透子：あ、ああ……そうだな。なんでも力で解かい決けつするのは……よくない、な……と、ドギマギして、修太郎の顔をまともに見れずに、たどたどしく返事する。

ＧＭ：さて、周囲の生徒たちは、「わー、あっという間に解決したぞ」「平和的に話し合いで解決したぞ！」「さすがは星川修太郎くんだ！」「信頼できる！」と喜んでいます。

エナ：なんでこいつらは、こんなにアホなの？（一同笑）

ＧＭ：アホじゃないですよ！　星川修太郎くんの、あまりに素す晴ばらしい行動に感心しているのです。ちなみに、この数日、ずっとこんな感じ。

透子：修太郎……すっかり成長して……。

ＧＭ：で、そんな話をしているとですね、少し離はなれた、森のそばから叫さけび声ごえがします──「大変だー！　暴あばれ猪いのししが出たぞー！　オーヴァード猪だー！」

れい：むっちゃ説明的!!（一同笑）

ＧＭ：元は研究所から脱だつ走そうしたものが、山さん岳がく部ぶで野生化したものではないか、と思われますが──それが十頭ほど、ものすごい勢いきおいでスタンピードしてきます！　実際危き険けん！

エナ：なんだこの状じよう況きよう……（笑）。

ＧＭ：で──修太郎は、「む、いけない！　生徒たちを助けないと！」と飛び出していきます。──そして、こう言う。「透子ちゃんは強いから、自分のことは自分で守ってね」

透子：え？　いや……私は……。

ＧＭ：修太郎は、〝魔ま眼がん〟を展開させ、猪から周囲の生徒をかばいます。透子さんの方にも暴れ猪が数頭突つっ込こんできますが──特に判はん定ていなしで、回かい避ひしてＯＫです。

透子：では──ガラスで光を屈くつ折せつさせて、猪を誘ゆう導どうして避よけよう。

ＧＭ：了解です。修太郎の方は、〝魔眼〟で重力を操そう作さして周囲の生徒たちを逃にがしてから──猪に向かって、「大丈夫、怖こわくないよ」と話しかけています。

エナ：そのもの……黒とオレンジの衣ころもを纏まといて……。

ＧＭ：──修太郎が「いい子だ。森へお帰り」と言うと、猪たちは森へ帰っていきます。

れい：ほっしー……すごい！（一同爆笑）

修太郎：いや、あの……確かにすごいけど、僕じゃないっていうか……（一同笑）。

ＧＭ：（周りの生徒）「さすが星川修太郎くんだ！」「本物の星川修太郎くんだ！」

修太郎：おかしいだろその歓かん声せい!?（一同爆笑）

透子：（心細い感じの声で）……修太郎。見てくれ、私もちゃんとやれたぞ……。

ＧＭ：では、修太郎はにこやかに──まったく心配していない様子で言います。「ああ、やっぱり透子ちゃんは強いね、僕が助けなくても大丈夫だ」

透子：そ、そんな……見てくれ、指先を怪け我がしてしまったぞ！

ＧＭ：（遮さえぎって）「ああ、そのくらいなら、オーヴァードだから、手当てもいらないよね」

透子：修太郎……？

ＧＭ：「さすが透子ちゃんだ。なんともないぜ」

修太郎：お前は何を言っているんだ……!?（一同笑）

ＧＭ：周囲からは、修太郎を「すごい！」「さすが！」と褒ほめ称たたえる声が上がっています。で、修太郎は透子の怪我を気にした様子もなく「じゃ、次の任務に行こうか」──と。

透子：……あ、ああ……わか、った……。




　周囲からは、修太郎を褒め称える歓声。しかし、透子の心には、隙すき間ま風かぜのように、不安が入はいり込こんでいた──。







◆Opening02◆恋するOVERED　Scene Player ─── 光月れい




　光月れいは興奮していた！　ただでさえ天使の修太郎が、この数日、さらにイケメンなのだ。おまけに、れいに対しても非常に優やさしく、ロマンチックに接せつしてくれる。

　これは……ついに運命の恋が成じよう就じゆしてしまったのかもしれない──！




ＧＭ：さて、れいちゃんのシーン。前のシーンの、しばらく後になりますね。れいちゃんが、第三生徒会本部で、ひとりでいるところからです。何してる、とかありますか？

れい：うひひ……♡　あるよ！（[image: ←]何やら取り出す）

エナ：それは……ポストカード……？

れい：ほっしーへのラブを込こめた、ラブ☆カード♡

一同：……ラブ☆カード……！（ざわざわ）

れい：ラブっぽい絵をね、選んで買ってきたの。ラブ、って、ハートが書いてある！

透子：……うん、でもこれ思いっきり、Ｉ♡ＮＹニユーヨークって書いてあるぞ？（一同爆笑）

れい：カードの絵がね、このハートのとこに、お医者さんが聴ちよう診しん器きを当ててるから……なんか、恋の病やまい的な意味だと思ってた、あたし。

透子：うん。でもニューヨークって書いてあるけどな。

れい：ま、いっか！　大丈夫！　ほっしーの鞄かばんに入れとく！　ごそごそって！

ＧＭ：は、はい……（笑）。じゃあ、そこに、扉を開けて、星川修太郎が入ってきます。

修太郎：おお、では僕も侵蝕率を──。

ＧＭ：上げなくていいです（一同笑）。

修太郎：くっ……またか……っ！

ＧＭ：では──入ってきた修太郎は──「やあ！　れいちゃん、今日も可愛かわいいね」と笑う。すると、白い歯が、キラーンと光ります。

れい：ほっしー、今日も素す敵てきだわ！

エナ：れいちゃんの視し界かいだと、普ふ段だんとあんまり変わらないっぽいぞ（笑）。

ＧＭ：「れいちゃん、おなかはすいてないかい？　ふかし芋いもを持ってきたよ」

れい：えっ、食べる食べるっ♡（一同爆笑）

エナ：な、なんでふかし芋なの……？（笑）

ＧＭ：れいちゃんの好物だって、ノートに書いてあったんですよ。

れい：そうなの……（一同笑）。あたし、すっごいドキドキしてる。これ、あたしの好物のさつまいもだわ……これって、あの、告白の返事だと思っていいの？

ＧＭ：「直ちよく接せつ言うのは……少し、照れるからね」（一同笑）

れい：嬉うれしい！　って芋をモグモグしながら、ほっしーの鞄かばん、じーっと見てる。いつカード見てくれるかな、って！

ＧＭ：では──修太郎は「おや」と呟つぶやいて、鞄からカードを取り出します。「これは……」

エナ：さあ、どう返すんだ……ニセ修太郎！

ＧＭ：「ありがとう。れいちゃんの気持ち、とても嬉しいよ」（一同笑）

修太郎：スマートに返した！（笑）

ＧＭ：カードを見て……。「ああ、これは──恋の病を表わしているんだね」

エナ：なんでわかるんだよ!?（一同爆笑）

れい：さすが、ほっしーだわ♡

透子：むむむ……私も登場していいかな。さっきまで、一いつ緒しよにいたわけだし。

ＧＭ：はい、いいですよ。

透子：……こう、扉の向こうで、話し声を聞いている。その、修太郎とれいの、仲なか睦むつまじい声に──顔が、真っ青になっている。

ＧＭ：では、そこにお盆ぼんに麦茶を載せたフレーズがやってきます。「透子さん、どうしたんですか？　修太郎さんが持ってきてくれたふかし芋、一緒に食べましょ～」（一同笑）

透子：い、いや……私は……。うぅ……っ！　バン！　と扉を開ける！

れい：あら、透子じゃない。どうしたの？

透子：無言で歩いていって──れいの胸を、えいっ！　って、両手で押おす！

エナ：小学生みたいだ……とーこちゃん、人と触ふれ合あった経けい験けんが少ないから……（笑）。

れい：（明るく）なにすんのよー！　って、どーん！　って、やりかえすっ！（一同笑）

ＧＭ：「あわわ、透子さん、れいさん、どうしたんですか～？」とフレーズがうろたえます。

透子：俯うつむいて、手をグーにして、ぐぬぬ……ってなっている。

れい：なによもうっ！　どうしたのよ？

透子：お……面白くないっ！　と叫さけんで──どこかに走っていく（一同笑）。

ＧＭ：ホントに子こ供どもみたいだ（笑）。

れい：もぉ～。なんなのよ透子！

ＧＭ：「ははは、暴ぼう力りよくはいけないよねぇ。困ったもんだ」

れい：ほっしー……？

ＧＭ：「そうだ、そろそろ試験だよね。一緒に勉強しようか、れいちゃん」

れい：えっと……透子、追いかけないの？

ＧＭ：「うん？　大丈夫だよ、透子ちゃんは強いからね。成せい績せきもいいし。……フレーズちゃん、お茶ありがとう。一緒にお芋を食べようか。ははは」

修太郎：な、なんだこの変なさわやかさ……（笑）。

れい：…………う。（[image: ←]硬こう直ちよくしている）

透子：れいが固まった。

エナ：固まったね。

ＧＭ：「……れいちゃん？」

れい：う、あ、あたしこれ、変だって思ってもいいかな。

ＧＭ：いいですよ。

れい：ほっしー、なんで透子のこと、放っておくの？

ＧＭ：（少し考えて）「……ほら、勉強しないといけないしね。僕は、これまでちゃんと学校通ってなかったから、真面目な話……成績、危あぶないんだよ」

れい：じゃあ──そっか、そうだよね、って。確かにあたしもやばいわ（一同笑）。

ＧＭ：「じゃ、勉強しようか、れいちゃん」

れい：…………うん。って、言って──でも、透子が走って行った方を見て──ほっしーと見み比くらべて……困った感じになりながら、勉強を始めます。




　──透子、なんか変だったな。ほっしーも……。

　でも、よくわかんない──なんだろう、この気持ち──。







◆Opening03◆エナのパーフェクト生徒会活動？　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　翌よく日じつ──。

　天才エナ・ソフォスは、ここ数日、非常に調子のいい修太郎と一緒に任務に来ていた。




ＧＭ：エナと星川修太郎で任務に来るシーン。もちろん修太郎は登場しません（一同笑）。──目的の場所につくと、オーヴァード生徒が暴れてます。

エナ：あばれオーヴァードかー。風紀委員はなにしてるんだー？

ＧＭ：その生徒は怪かい力りきによって風紀委員すら寄よせ付つけません。自動車とか持ち上げてる。

エナ：（暴れる生徒になって）「うおー、こうだ！」持ち上げる。「どうだ！」下ろして、「次はこいつだー！」──持ち上げて、「どうだー！」下ろす。

修太郎：なんで上げたり下げたりしてるの!?　そんなことしてないでしょ！

ＧＭ：いえ、エナの言うとおり、上げたり下げたりしてます。

一同：なんでだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：力を誇こ示じしている感じですね。「ふははー、見ろ、この力！」

エナ：うーん。アホなのかなー。どうする、しゅーたろー？

ＧＭ：「とにかく、危ないから止めないとね」修太郎が駆かけ出だすと、周囲の生徒たちが一いつ斉せいに声を上げます。「第三生徒会だ！」「第三生徒会の、星川修太郎くんが来てくれたぞ！」

エナ：なんか、最近周りの生徒がアホだなー（笑）。

ＧＭ：この数日、修太郎が非常に有能かつイケメンなので、どんどん評ひよう判ばんが上がっている、ということをエナは知っています。それと──天才であるキミは、暴れている生徒について、ひとつ、気がつくことがあります。

エナ：あたいってば天才！　なに？　なになに？

ＧＭ：仮面をつけている。

修太郎：誰でも気づくでしょォ────────ッ!?（一同爆笑）

エナ：（真剣な声で）誰も気づいてないけど、あたい気づいちゃった……あれは、仮面！

れい：前まえ髪がみとかちょっと長いのかもね！

透子：仮面が前髪で隠かくれちゃってるんだな。

ＧＭ：じゃあそういうことで。──で、駆け出した修太郎は、「とぅっ！」と叫さけび──クルクルっと空中で回転して、仮面の生徒を放り投げる。強い！　絶対に強い！

エナ：天才のあたいでも、今何をしたのかわからなかった！

ＧＭ：そうすると、その仮面が壊こわれて──血のような、紅あかい液えき体たいになって流れていき、ムキムキのマッチョだったのが、急に瘦やせて小こ柄がらな生徒になってしまう。「う、うう……せっかく、仮面の力で、貧ひん弱じやくなボウヤだった僕が、たくましく変われたのに……」

エナ：むむ！　ねー、その仮面、誰だれにもらったの？

ＧＭ：「覚えていないんだ……。『風雲、モテキ城！』の放送を見て、自分も欲ほしいと思ったら、誰かが目の前に……ううん、思い出せない……」

エナ：ふーむ。

ＧＭ：「仮面をつけた前後の記憶が曖あい昧まいで……。誰だったか……。覚えているのは、車を持ち上げながら『まったく簡かん単たんだぜ！』と力に酔よっていたこと……」

エナ：なんてダメなやつなんだ……。

ＧＭ：「うう……。せっかく、なりたい自分になれたのに……」

エナ：なりたい自分になれる仮面、か。うーん……。ねえ、しゅーたろ────。

ＧＭ：修太郎は、周囲から賞しよう賛さんを受けています。赤いカーペットがくるくるくるーっと敷しかれて歓声と花が降ふり注そそぎ、修太郎は「はっはっは！」と、そこを歩きながら手を振ふっている。

エナ：今は話しかけづらいなー。つか、なんだこのシーン……（一同笑）。




　生徒たちに囲まれ、賞賛を受ける修太郎を見ながら──。

　エナの天才的な勘かんは、なにか、言いしれぬ不安を告げていた。







◆Opening04◆星川修太郎の消失　Scene Player ─── 星川修太郎




　気がつくと、星川修太郎は、学園の路ろ地じ裏うらに倒れていた。

　どうして、こんなところにいるのだろう……。今日は朝から──。




ＧＭ：というわけで──路地裏に倒れることになった、その日の朝からシーン開始です。

修太郎：ぜぇはぁ、や、やっと僕のシーンだ。出てないのに、異い様ように疲つかれた……（笑）。

ＧＭ：修太郎は寮りようの食堂で朝食を摂とっているところ。ちなみに、前の三人のオープニングより、数日前──あのモテキ城の、二～三日後のことです。

修太郎：あれから、紅こう之の介すけは帰ってきてるのかな？

ＧＭ：あの地下通路での戦い以来、彼は寮に戻っていません。

修太郎：あいつ……今、どうしてるのかな……と考えながら、朝食の焼やき鯖さばを食べている。

ＧＭ：焼きそば？

修太郎：焼き鯖だよ！　いや、そんなことはどうでもいい。うーん、紅之介……。

ＧＭ：そんなところで、同じテーブルの生徒が、こんな会話をしています──。「なあ、春日かすがの奴、おとといから帰ってこないな」「春日って誰だっけ」「副ふく寮りよう長ちようだよ、赤毛のさ」

修太郎：紅之介は、春日って名字だったのか。そういえば、名字を聞いた覚えないなぁ……。

ＧＭ：「あいつ、名字で呼よばれるの嫌きらいだからなー」「前に呼んだら、『俺を春日と呼ぶな。俺を春日と呼ぶのは敵だけだ』って、急に怖こわい顔になってさ」

修太郎：そうなんだ……なにか、事じ情じようがあるのかな。それにしても、今どうしてるのか。

ＧＭ：そんなところで──別の生徒が、修太郎を呼びに来ます。「おーい、星川ー。なんか、先生が、授じゆ業ぎようの前に顔出せって言ってたぜ」

修太郎：先生……どの先生だい？

ＧＭ：「ヒロミ・マスケンドール先生だよ。最さい優ゆう先せん事じ項こうだとさ」

修太郎：行きたくない！　何が最優先事項だ！（一同笑）

透子：修ちゃん逃にげて～っ（笑）。

ＧＭ：では、場面が変わります。ここは体育科、ヒロミ先生の個こ室しつの前。

修太郎：早いよ！　うわぁ……入りたくないなぁ……。

ＧＭ：あ、ホントに行かないなら、それでもいいよ（笑）。

修太郎：ま、まあ、断ことわる理由はないし……入りますよ。入るとも。

ＧＭ：では、キミは扉を開けて──。

修太郎：先生ー、星川ですけどー？

ＧＭ：気き絶ぜつします。

修太郎：ちょっとぉぉおおおおおお──────────っ!?（一同爆笑）

　──気がつくと、修太郎は、路地裏に倒れていた。




修太郎：ど、どうなってるんだこれ……。よろよろと路地裏から出て行こう。

ＧＭ：どうやら、市街区の一角のようです。キミが路地裏から出たところで、ちょうど、風紀委員の腕わん章しようをつけた生徒──ベアトリスが、歩いてきます。

修太郎：あ、ベアトリスさん！　大変です、ちょっと襲おそわれて、気絶してしまって……。

ＧＭ：「おお、それは大変だな────む。貴様……なんだその仮面は」

修太郎：………………仮面？

ＧＭ：「貴様、ディオゲネスクラブ！　私を騙だまして近づこうというのか……！」

れい：ベアトリス、頭わるいわ（一同笑）。

ＧＭ：「──！　今、一番言われたくない奴に何か言われたような……。ええい、それはともかく、学園の平和を乱みだすディオゲネスクラブ！　逃がしはせんぞ！」

修太郎：ちょ、ちょっとベアトリスさん？　一体何を言って……。

ＧＭ：──そこで、横にある窓まどに、キミの顔──仮面を被かぶった顔が映うつります。

修太郎：ちょ、なにこれ！　（両手を顔に当てて）──と、取れないっ!!（一同笑）

ＧＭ：うん、まあ取れません（笑）。──で、ベアトリスは「動くな！　……くっ、おとなしく言うことを聞く気はないようだな。やむを得ん、まずは攻撃だ！」と叫ぶ。

エナ：なんでそんなアホなの、ベッキー（笑）。

ＧＭ：真面目なんですよ（笑）。──ベアトリスは弁べん解かいを聞く様子もなく、エフェクトを使う。何も音がしないのに、空気が震ふるえる感覚──窓ガラスに、ピシリ、とヒビが入ります！

修太郎：や、やばい、とりあえず逃にげよう！

ＧＭ：では修太郎はその場を逃げ出し──それから数日が過すぎました。

一同：早っ!!（爆笑）

ＧＭ：これで、オープニングの時間軸じくが、他のシーンと並ならんだわけです。さて、現げん在ざい──修太郎は、山岳地帯の、無人の山小屋で隠れています。夜ですね。

修太郎：……膝ひざを抱かかえて、座すわってます。……もう、何日ご飯を食べていないんだろう……。

ＧＭ：遠くから「いたかー？」「こっちにはいないぞー」という声がします。山岳地帯には、手に手に松明たいまつを持った生徒たちがウロウロしている。風紀委員会による山やま狩がりです。

修太郎：はぁっ、はぁっ……！　くそ、どうしたらいいんだ！　そうだ、透子ちゃん、れいちゃん……それに、エナちゃんやフレーズちゃんなら、きっとわかってくれるはず！　いや、今も、行方不明の僕のことを捜さがしてくれているはずだっ！

ＧＭ：お。じゃあ、そう思ったところで、外から声が聞こえます──。「委員長！　第三生徒会から、応おう援えんが来てくれました！」

修太郎：はっ！　や、やった！　これで助かる！　窓から外を見ます！

ＧＭ：「第三生徒会会長、星川修太郎くんです」「ご苦労だったな、星川修太郎」「フフフ、ディオゲネスクラブは、学園の平和を乱す敵だからね」「立りつ派ぱな男だ、星川修太郎」

修太郎：ギャ────────っ!!　ぼ、僕っ！　僕がいるっ!!（一同爆笑）

エナ：……なにが「立派な男だ」だ。ベッキーはアホだなぁ……（笑）。

修太郎：アホでもベアトリスはＳランクオーヴァード！　見つかったらタダじゃすまない！こんなこともあろうかと用意しておいた床ゆか下したの隠かくし通路から逃げます。

ＧＭ：了解（笑）。では数分後、山小屋に風紀委員がなだれ込こんでくるが──。

エナ：（風紀委員になって）「いません！　逃げられました！」

透子：（風紀委員になって）「チッ、逃にげ足あしの速いやつだ」（笑）

修太郎：じゃあ、離れた山道を走りながら……覚えてろ、第三生徒会め!!

ＧＭ：それ、キミが悪役じゃないか！（一同笑）

修太郎：ハッ！　そうだ。僕は星川修太郎。星川修太郎です！　みなさーん！　僕の名前は星川修太郎で────す！　うおお……ど、どうやって合流すればいいんだ……っ！




　修太郎は、暗い山道を駆かけながら叫さけぶ──その声は、誰にも届とどくことはなかった……。







　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆仮か面めんの誘ゆう惑わく　Scene Player ─── なし




　学がく園えん島とうに夜が来た。

　山岳地帯で、仮面に顔を奪うばわれた修しゆう太た郎ろうが逃にげ回まわっている頃ころ──。

　第三生徒会の、他の面々は、それぞれの夜を過すごしていた。




ＧＭ：さて──。このシーンは、ちょっと特とく殊しゆな進行です。ひとつのシーンですが、透とう子こさん、れいちゃん、エナの三人が、ひとりずつ登場することになります。

エナ：ふむふむ。実質、個別のシーンみたいな感じかな。

ＧＭ：はい、そんな感じです。では、まずは、れいちゃんから──。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：夜……そうですね、21時頃ごろでしょうか。れいちゃんは、どこで何をしていますか？

れい：寮りようの自分の部屋でテレビ見ながら……昼間の、透子のこと思い出して、なんか様子変だったなー、って思ってる。

修太郎：同室かと思ってたけど、違ちがうんだね。

れい：そう。あたしが勝手に入いり浸びたってただけ（笑）。

ＧＭ：春はる風かぜ寮りようの女じよ子し寮りよう棟とうは、おんぼろの男子寮棟とは違ちがい、真新しく、設せつ備びも充じゆう実じつした建物です。五階建ての、マンションのような外観で、れいちゃんの部屋は、二階にある。──というところで、部屋の窓まどに「コツン」と──下から、誰だれかが石をぶつけます。

れい：これ、ドラマで見たことあるっ!!（一同爆ばく笑しよう）

エナ：携けい帯たい持ってない中学生とかが、恋人を呼よび出だすやつね（笑）。

れい：もう、興こう奮ふんして、ガーッ！　って窓開けに走る！

ＧＭ：窓を開けると──寮のそちら側には林があるんですが、月明かりの下──林から、修太郎が進み出てキミを見上げます。「やあ、れいちゃん。こんばんわ」

れい：やん！　なにこのシチュエーション！　すごいロマンチック……♡

エナ：ロマンチックかなぁ……？（笑）

れい：窓から身を乗り出して──ほっしー!?　って叫さけぶ──。

ＧＭ：すると、修太郎は口の前に指を一本立てて……「しーっ」と言ってウィンクします。

れい：（ニコニコして）わかった、「しーっ！」だよね！　どうしたの、ほっしー？

ＧＭ：「遅くにごめんね。実は……ちょっと、れいちゃんに渡わたしたいものがあってね。今、少し、出てこられるかな」

れい：わかったわ！　部屋着のへんてこＴシャツをババーッ！　って脱ぬいで、ドドーン！ってパッドいっぱい詰つめて、キャミソールとミニスカートに着き替がえる。セクシーな感じ！

透子：セクシー（笑）。

ＧＭ：では、れいちゃんが着替えて出て来たのを見て、修太郎は言います。「やあ、れいちゃん、今夜はなんだかセクシーだね」（一同笑）

れい：でしょ！　ほっしー、よくわかってるっ♡

透子：え……えぇっ!?

れい：透子ちょいちょい入ってこないで！　逢おう瀬せを邪じや魔ましないで！（笑）

ＧＭ：「れいちゃんは、いつも元気で可愛かわいいね」

れい：──はぅぁっ!!（息を吞のむ）　そっ、そう？　もうっ！　ありがとっ♡

ＧＭ：「れいちゃんは、大人っぽく……もっとセクシーに、なりたいんだよね？」

れい：そうよ！　だって、ほっしー「おっぱいが大きい方が好き」って言ってたでしょ？だから、あたし、いっぱい努力してるよ！　イソフラボン食べてるよ！（一同笑）

ＧＭ：「そうなんだ、れいちゃんは頑がん張ばり屋さんだね」（一同笑）

エナ：なんだこの、コレジャナイイケメンみたいな男は（笑）。

ＧＭ：「それで、僕ぼくも何かお手伝いがしたくてね。それで、今日はこれをプレゼントしようと思って来たんだ──」と、背はい後ごに隠かくしていた手を出します。そこには──ひとつの仮面。「これは──なりたい自分に、なれる仮面」

れい：…………どゆこと？

ＧＭ：「この仮面はセクシーになれる仮面さ。おっぱいが大きくなったりね」

れい：なりたいっ！（一同笑）

修太郎：ちょ、仮面だよ、仮面っ！　悪いやつの道具だよ！（笑）

れい：そうだった！　えっ、どうしたの、これ!?

ＧＭ：「任にん務むで手に入れたんだよ。れいちゃんが、喜びそうだと思って持ってきたんだ」

れい：…………う～。怪あやしいよ！　あたし、偽者だってわからないかな？

ＧＭ：では、見み抜ぬくために、〈知覚〉の判はん定ていをしてください。──難なん易い度どは30。

れい：30て！　絶ぜつ対たい無理だわ、あたし２個こしか振ふれない……ダメだった！

ＧＭ：では、見た目は完全に、修太郎に見えます。「どうしたんだい、れいちゃん。僕は星川修太郎、ほっしーとよんでくれたまえ」

エナ：誰だれだお前は（笑）。

れい：うーん、どうしようっ！　仮面を持ったまま……悩なやむなぁ。

ＧＭ：悩んでいるれいちゃんを見て、修太郎はにこやかに笑います。「もちろん、僕らは、これまで仮面と戦ってきたからね。怪しく思うのは当然だけど──でも、確たしかに、この仮面には、なりたい自分になる──その力がある」

れい：…………うう……でも、困こまった顔で、仮面見てる……。

ＧＭ：「……ふむ。ま、とりあえず受け取っておいてよ。れいちゃんはそのままでも十分魅み力りよく的てきだけど……セクシーになったら、もっとドキッとしちゃうかもね」

れい：──それは……（何か言おうとして）……わかった。ありがとう。受け取っておく。

ＧＭ：「じゃ、また明日、第三生徒会本部で──」そう言って、修太郎は去っていきます。

れい：むぅ……。口を尖とがらせて、なんか不満そうな顔で見送る……。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では次。エナの場面です。そういえば、どこ住んでるんだっけ。

エナ：あたいねー、研究所とかにいたんだけど、今は本部の屋や根ね裏うら部屋に住んでる。

ＧＭ：了りよう解かいです。第三生徒会本部には、海とフレーズの部屋もあります。

エナ：あたいの部屋には、なんか色々な機械が置いてある。パソコンとか、検けん査さ機きとか。あたいは、色んな機械をチェックしたり調整したりしてるとこ。

ＧＭ：では床ゆかにある扉とびらが開いて、修太郎が顔を出します。「やあ、がんばってるね」

エナ：おー、しゅーたろーか。これやんないと、摂とった糖とう分ぶんを天才に変えられないからなー。

ＧＭ：「ちょっと何言ってるかわからないけど、すごいんだね。さすが天才だ」

エナ：まあな！　さすがしゅーたろーだ。あたいのことをよくわかっている（一同笑）。

ＧＭ：「ははは、どうもありがとう。──そんなエナちゃんに、プレゼントがあるんだ」

エナ：──この気配、羊よう羹かんかっ！　と、くわっと目を見開く。

ＧＭ：違う（笑）。「プレゼントは、これだよ」──と、修太郎は仮面を取り出します。

エナ：お？　仮面？　そういや、前回、分ぶん析せきしようと思ったら消えちゃったんだよなー。

ＧＭ：「これはね、エナちゃんがつけるための仮面さ」

エナ：どういうことだ、しゅーたろー……？　何の仮面なんだ、それ。

ＧＭ：──実は、どういう仮面にしようか、ちょっと悩んだんですけど。……ふたつ考えて、ひとつは──お菓か子しが無む限げんに造つくり出だせる仮面。

エナ：欲ほしいね（一同笑）。もうひとつは？

ＧＭ：多分、こっちの方がいいはず。「──これは、家族を手に入れる仮面さ」

エナ：…………。（真しん剣けんな表ひよう情じようになって）……どういうことだ？

ＧＭ：「僕や、透子ちゃんや、れいちゃんや、フレーズちゃんと──今のような、単なる仲間ではなく、本当の家族になれる──なりたい自分になれる仮面さ」

エナ：……どうして、あたいが、それを欲しがるって思ったんだ？

ＧＭ：「そうだね……」穏おだやかに微笑ほほえんだまま、修太郎の目が、ぬらり──と光ります。「楽しそうにしてても、いつも、本当はどこか、寂さびしがっている気がするから……かな」

エナ：…………そうか。……この仮面を、どこで手に入れたんだ？

ＧＭ：「ほら、エナちゃんも見ただろう？　たくましい自分になる仮面を手に入れた彼かれや、他にも、仮面で変化した人たちを。彼らを止める任務の中で──拾ったんだ」

エナ：手の中の仮面を見てる。──暗いので、あたいの表情は見えない。

ＧＭ：着けますか？

エナ：……着けない。──あたいも、〈知覚〉の判定をしてみるよ。でも30か……うん、まあ無理だよね。失敗。

ＧＭ：では、本物に見えますね。修太郎は、にこやかな表情のまま──。「まあ、持っておくといいよ。なりたい自分になるためにね。──じゃ、おやすみ、エナちゃん」

エナ：…………ああ、おやすみ、しゅーたろー。

ＧＭ：修太郎は、そのまま、下に降おりていきます。

エナ：…………家族、か。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて──最後は、透子さんです。

透子：私わたしは……高等部の、理科準じゆん備び室しつにいる。キノコのコレクションとかは、ほとんど第三生徒会本部に持っていってしまって、ガランとした部屋だ。電気もつけずに座すわっている。……少し、ひとりになりたくて。

ＧＭ：では──扉が開く。「──やあ、透子ちゃん、何してるんだい？」

透子：……修太郎。私は──その、少し……考え事を。……修太郎の顔が見られない。

ＧＭ：「……元気がないね、透子ちゃん」

透子：それは、その……私は……。自分でも……よく、わからない。

ＧＭ：修太郎は、しばらく、そんな透子の様子を見てから──。「わかってるよ」

透子：…………え？

ＧＭ：「幼おさななじみだろう？　透子ちゃんが、何に悩んでいるのか、僕には──僕だけには、わかるんだ。だから──これをあげるよ」と言って、何かを取り出します。

透子：ゆ、指輪……か？

ＧＭ：違います。

透子：ちょっと動どう揺ようしながら、左手の薬指に塡はめようと試してみる。

ＧＭ：「透子ちゃん、それは指に塡めるものじゃないからね。透子ちゃん？」（一同笑）

透子：あ、す、すまない……これは────仮面？

ＧＭ：「そう──」不意に、開いた窓から、しっとりとした、夏の夜風が入はいり込こみます。カーテンが揺ゆれて──月明かりで、優しく微笑ほほえむ、修太郎の顔が見える。

透子：……修──。顔を見てしまったので、〈知覚〉の判定はしておくが──ダメだな、失敗。ぼう、っと、修太郎の顔に見入ってしまう。

ＧＭ：「それはね、透子ちゃん。弱くなれる仮面だよ」

透子：…………弱く……なれる、仮面……。

ＧＭ：「そう。昔のように。僕が──修太郎が、透子ちゃんだけを守っていた頃のように──キミが、弱くなる、仮面」

透子：それ……は……っ。それを……本物の修太郎に言われてしまったら……っ！




　透子は、じっと修太郎を見て──ぽろぽろと、泣き出した。




透子：（涙なみだ声ごえで）……わっ、私はっ！　私は……今でも、弱い……っ。

ＧＭ：「……そうだね。わかってる。だから──その仮面をつければ、能のう力りよくも、全部なくなる。本当の、ただの、弱い女の子になる──あとは、僕がずっと、守ってあげる」

透子：仮面を、じっと見て──。




　しばらく、無言で見つめた後……。

　透子は、その仮面を、自分の顔に──着けた。




一同：……仮面を着けたっ!?

れい：ちょ、ちょっと透子!?

ＧＭ：……仮面は、自然に肌はだに吸すい付つく。そして、確かに、体中の力が失われていくように感じます。それは心細く、けれど──どこか、心地のいい感覚です。

透子：──っ！　本当に効こう果かを感じたので、怖こわくなって、外そうとする。

ＧＭ：はい──今は、簡かん単たんに外れますよ。同時に、力も戻もどってくる。

透子：これは、なんだ……？　修太郎、この仮面は、一体どこで手に入れたんだ？

ＧＭ：「拾っただけだよ。きっと、喜ぶと思ってね──それは、持っておくといい。そうだね、お守りみたいなものさ」──そう言って、修太郎は、去っていきます。

透子：修太郎……。呟つぶやいて──仮面をじっと見ている。




　誰もいなくなった部屋にひとり──。

　透子は、いつまでも、手の中の仮面を見つめていた。







◆Middle02◆会長放ほう浪ろう記き　Scene Player ─── 星川修太郎




　正体を誰かにわかって欲しい……。味方を探さがし、修太郎は学園を放ほう浪ろうしていた。




ＧＭ：では、修太郎が情報収集するシーンです。なお、ここからは、もうひとりの修太郎のことは、「ニセ修太郎」とちゃんと呼よびましょう。

修太郎：そう、そうしてください！　あいつは偽にせ者ものなんだ！（笑）

ＧＭ：調べられるのは、「ニセ修太郎について」か「仮面について」。

修太郎：どっちがいいかな……。とりあえず、ニセ修太郎について調べます。

ＧＭ：了解。では、修太郎が、味方を求めて学園のあちこちに行く……というシーンになります。情報収集の判定は、演えん出しゆつの後にやります。では、どこに行きましょうかね。

修太郎：うーん……味方になってくれそうな人。……団だん吉きちかな！

ＧＭ：キミは本当にアフロが好きだな（一同笑）。では、アフロ団の畑にやってくる。そこでは団吉が、「おいおい、水を超ちようやりすぎるのは、超ＢＡＤだぜ」と、団だん員いんに指し導どう中ちゆう。

修太郎：じゃあ、その様子に嬉うれしくなって──今日もがんばってるなー、団吉！

ＧＭ：団吉は鋭するどい動きで振ふり向むく！　「ＷＨＯ!?」

修太郎：Ｉ ａｍ 星川修太郎！　こんな仮面を被っているけど、信じてくれ！

ＧＭ：「なるほどねぇ……」と、団吉は、にこやかにキミに近づいてきて──。

修太郎：わかってくれたんだね！　って両手を広げて駆かけ寄よって──。

ＧＭ：アフロの中から、超デカい銃じゆうを取りだして──バキューン！　バキューン！　「超俺様のソウルフレンドを騙かたるたぁ、超舐なめやがって、この仮面野や郎ろう！」

修太郎：ちっ、違うんだ、信じてくれっ！　……ううっ、仕方がない……逃にげよう。




　修太郎は、自分を信じてくれる相手を探し、学園島を放浪する。

　しかし、生徒会に風紀委員会、サークル棟……どこに行っても、誰も、彼が本物の星川修太郎だと信じてくれる相手はいなかった──。

　追おい詰つめられた修太郎。最後に向かった場所は──第三生徒会本部。




修太郎：やはり、ここしかない……。みんな、いるかな。

ＧＭ：建物の前では、フレーズがふわふわ浮うきながら、箒ほうきであたりを掃はいています。隣となりには、透とう明めい猫ねこの海がいて、「にゃー」「そうですねぇ」「にゃー」「ダメですよ～」とか話している。

修太郎：ふ、フレーズちゃん……あの、僕ですよー。星川修太郎ですよー。

ＧＭ：「え？　……その仮面、ディオゲネスクラブっ！」フレーズが身み構がまえると、周囲に、石や木の枝えだがふわふわ浮きます。

修太郎：ちっ、違うんだ。本当に悪い人は、あの星川修太郎で──あれ？

ＧＭ：「修太郎さんは、悪い人なんかじゃありません！」（一同笑）

修太郎：いやその、そうじゃなくて、星川修太郎は僕で──。

ＧＭ：「いいかげんにしてくださいっ！」と、いろんな物が飛んできます（笑）。

修太郎：いや、違──いたっ！　いたたっ！　ううっ、仕方ない、逃げる……！

ＧＭ：──そんな感じで、修太郎は学園のあちこちを逃げ回っているわけですが、その合間に調べたということで〈情報：アカデミア〉か〈情報：噂うわさ話ばなし〉で判定できます。なお、偽者扱あつかいされている状じよう態たいでは、「種別：コネ」のアイテムは使えないとします。

修太郎：うう、仕方ない……では判定をダイス２個で──達たつ成せい値ちは９。

ＧＭ：お、それなら成功。では、ニセ修太郎について、わかったのは──まず、ここ数日、キミが仮面に顔を奪われてから現あらわれており、誰も偽者だと気づいていないこと。

修太郎：う、うう……なんてことだ……。

ＧＭ：そして、まるで別人のような活かつ躍やくで事じ件けんを次々と解かい決けつしており、この数日で、星川修太郎の評ひよう判ばんと信頼は急きゆう激げきに高まっています。

修太郎：もう……あいつひとりでいいんじゃないかな……。（[image: ←]いじけた）

ＧＭ：そして、学園中を回るうち、修太郎は別のことにも気づきます──。ひとつは仮面の噂。なにやら「なりたい自分になれる仮面」というのが出回っている。

修太郎：……あの、〝血と薔薇プレジール〟が宣せん伝でんしてたやつか……。

ＧＭ：何人かは暴ぼう走そうしてますが、そのたびに、第三生徒会の星川修太郎が解決してます。仮面を持っているだけ、の生徒が何人いるかは──想そう像ぞうもつきません。

修太郎：学園中に仮面が……。

ＧＭ：そしてキミは、こんな場面に出くわします。──悩なやみを抱かかえる生徒の前に、ニセ修太郎が現われ、優しく言葉をかけて……仮面を渡している。

修太郎：──とっ、飛びだそう！　やめるんだ、その仮面をつけてはいけない！

ＧＭ：突とつ然ぜん飛び出し、仮面をつけるなと叫ぶ仮面の男（一同爆笑）。

修太郎：そう！　そして「いたぞー！」と声がして、風紀委員が僕を追う！　やめろ！　その仮面は危き険けんなものなんだ！　うわーっ！　くっ、ダメだ、風紀委員にはかなわない！　くそ──おぼえていろ偽者め！　ぴゅーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：は、はい（笑）。……では、〝ニセ修太郎〟は、横の生徒に「なんなんだろうね、アレは」と完かん璧ぺきな演えん技ぎで話しかけながら──嘲あざ笑わらうように、唇くちびるを歪ゆがめました。

修太郎：くっ……この仮面をどうにかしないと、生徒たちが危あぶない……っ！




　修太郎は、風紀委員の追つい跡せきをかわしながら、仮面の下で唇を嚙かみしめた。

　学園島の空は暗く──行く末を暗あん示じするように、雲が渦うず巻まいていた……。







◆Middle03◆モヤモヤ・ラヴァーズ　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　一方その頃──第三生徒会本部。窓の外には、今にも雨に変わりそうな曇くもり空ぞら──。




ＧＭ：さて、次は……修太郎以外の三人で、情報交こう換かんや心しん境きようを話すようなシーンです。

透子：ちょっと、先にひとりで登場していいかな。……誰もいない会議室で、ひとり──修太郎に渡わたされた、仮面を見ている。……私は、どうしたら……。

エナ：じゃあ、そこに入ってこようか。──あたいがきたぞー！

透子：ビクッとして──仮面をしまう（胸むな元もとにしまうジェスチャー）。

れい：どこしまってんのよっ！（一同笑）

透子：今回、セクシー要よう素そが足りていないなと思ったもので（一同爆笑）。

エナ：じゃあ、なんかしまったのには気づこう──透子ちゃん、それ……。

透子：なっ、なんでもないっ！　この仮面は違うんだっ！

エナ：あたいも仮面を出して──それ、しゅーたろーに、もらったの？

透子：エナもか……。──見た目は、同じ仮面なのか？

ＧＭ：はい。簡かん素そな、目元だけを隠かくすような無地の仮面です。

透子：……エナの、それは……その──どんな仮面……なんだ？

エナ：家族を手に入れる仮面だってさ。

透子：家族を……。

エナ：うん。──って言って、特に説明はしない。

透子：私は……修太郎が、わからなくなってしまった。……と言って、黙だまってしまう。

エナ：じゃあ、真面目な顔になって、自分と、とーこちゃんの目の前にコップを置いて牛ぎゆう乳にゆうを注ぐ。……とーこちゃん、どんなときでも牛乳だよ。

透子：…………。手をつけない。

エナ：とーこちゃん、こないだから──モテキ城じようの時から──様子がおかしいよね。

透子：そんなことは──と、否ひ定ていしようとするが、俯いてしまう……。

エナ：とーこちゃんは、何に悩んでるの？

透子：…………。モテキ城の時……修太郎は、七節小石に、優やさしかった……。

エナ：まあ、しゅーたろーは、たいていの人に優しいよ。

透子：そうなのだが……モヤモヤするんだ。れいを見ても、なぜかイライラしてしまう。

エナ：うーん、腕うで組ぐみして、考かんがえ込こんでから……変な話を始めよう。──あのさ、ガラスって、過か冷れい却きやく状態の液えき体たいが、固体になったものだよね。

透子：……まあ、そうだな。それが、どうかしたか……？

エナ：えっと、綺き麗れいで、丈じよう夫ぶだけど割われやすくて、すごく脆もろい。

透子：……脆い。

エナ：ガラスっていうのは、すごく昔から──何千年も前から人のそばにあるんだよね。

透子：……昔から、そばにいる。

エナ：透明で、綺麗だから、使いやすかったんだろうね。で、色んな形にできてさ、糸にして束ねたりすると、すっごく強きよう靱じんになったりもするんだよね。でも、形を変えても……って言いかけて──なんか、うまく言えないな！　って叫さけんで──投げる（笑）。

ＧＭ：投げ出したっ！（一同笑）

エナ：うーん、糖分が足りないかなー。しゅーたろーなら、もっとうまく言えるかも。

透子：修太郎は……でも……。弱い相手の方が、力が、ない方が──。

れい：……！　…………っ！（[image: ←]そわそわしている）

ＧＭ：では、れいちゃん──登場しますか？（笑）

れい：（元気よく）はいっ！　あのね、ドアがバーン！　って開いて、あたしが──両手にダンベルを持って、ほいほい持ち上げながら入ってくる！（一同爆笑）

エナ：れ、れーちゃん？　どうしたの？（笑）

れい：もーっ！　あったまきちゃうわっ！　ふんっ、ふんっ！（一同爆笑）

透子：私は、沈しずんだ表情で──弱い方が……とか呟つぶやいてる時に、バーン！　って、れいが入ってきたんで、びっくりして目を見開いているぞ（一同笑）。

れい：え？　なになに？　なんか深しん刻こくな話でもしてたの？　って空気読むわ！

エナ：いや、読んでない。読めてないから（一同笑）。

ＧＭ：大おお騒さわぎなので、フレーズが壁かべを抜ぬけて入ってくる。「れいさん、何してるんですか？」

れい：バストアップ的なあれよ！　フレーズちゃんもやる？

ＧＭ：「え、やったほうがいいですかね？」（一同笑）

エナ：れーちゃんが登場したら、いきなりグダグダになったぞ（笑）。

れい：ちょっと聞いてよ！　ほっしーがさー！　なんか、おっぱい大きくなるよ、とか言って、仮面くれたけど、失礼しちゃうわ！　成長期これからだっつうの！（一同笑）

エナ：あ、れーちゃんの仮面は、そーいう……って呟く（笑）。

れい：あたしはね！　欲しいものは、自分で手に入れるのよっ！　ふんふんっ（一同笑）。

透子：驚おどろいた後、なんだか、困ったような、怒おこったような顔で、れいを見てる。

ＧＭ：──で、そんな感じで、全員揃そろったところで、来客があります。「失礼します」──美化委員会副委員長、ヴィペラ・セルペンスです。

エナ：おー、ヴィペラちゃんだ。

ＧＭ：「今日は、美化委員会の副委員長としてではなく──元ディオゲネスクラブの、〝ゴルゴーン・サーカス〟として来ました」

透子：……どういうことだ？

ＧＭ：「あの、モテキ城の時の映えい像ぞう──扇せん情じよう的てきな服ふく装そうをした、仮面の女についてです」

エナ：〝血と薔薇プレジール〟とかいう、あいつか。

ＧＭ：「はい。彼かの女じよは、ディオゲネスクラブの中でも、幹かん部ぶに近い存そん在ざいのひとりで、私に──〝ゴルゴーン・サーカス〟に仮面を渡し、ディオゲネスクラブへと誘さそった人物です」

エナ：幹部だったんだ。あんな、あはーんな感じなのに（笑）。

ＧＭ：すると、フレーズが、おそるおそる手を挙げます。「あの……前に、わたしに仮面をくれた人も……今思えば、同じ人だったと思います」

透子：ふむ、確か、外がい套とうを着ていて、男か女かもわからなかったと……。

ＧＭ：「はい。でも思い出してみると──」ぽわぽわ～と回想が浮うかび、外套の人物の首から下がカメラに映うつります。「──セクシーな格かつ好こうをしていました」（一同爆笑）

修太郎：「仮面が同じだった」でいいでしょ！　なんで露ろ出しゆつ狂きようみたいなの!?（一同爆笑）

れい：つまり、最初のフレーズちゃんの時も、次の、ヴィペラちゃんの時も──。

透子：モテキ城の時も……黒くろ幕まくはあの女だったのか。

ＧＭ：そういうことになりますね。

エナ：……今、「なりたい自分になる仮面」ってのが、たくさん配られてるけど、それもかな。

ＧＭ：ヴィペラは、難むずかしい顔になります。「ディオゲネスクラブの仮面の造つくり方かたは、誰も知りません。正体不明の、ボス……首しゆ魁かいのような人物が、幹部に配っているようですが、出で所どころもわからない。ただ、〝血と薔薇プレジール〟の能力なら……もしや」

透子：──どんな能力なんだ？

ＧＭ：「血けつ液えきを操あやつる、いわゆるブラム＝ストーカーシンドロームなのですが、血液を媒ばい介かいに、他人の能力を盗ぬすみ取とったり、アイテムを複ふく製せいしたりすることができます」

エナ：……その能力なら、仮面を大量に複製するのも、可か能のうかもね。

ＧＭ：「それともうひとつ──〝血と薔薇プレジール〟は、私に仮面を渡わたす時に、こう言いました……『これは、なりたい自分になる仮面だ、と。ですから私は──自分の本当の姿すがたである、〝バケモノになる仮面〟を手に入れた」

れい：あんたは、バケモノなんかじゃないでしょ！

ＧＭ：ヴィペラは、れいちゃんを見て──少し、微笑ほほえんで、「ありがとう」。それから、フレーズも言う。「わたしの時は……『この場所を守る力を手に入れる仮面』でした」

エナ：……なるほどね。今回の仮面も、やっぱり、そいつの仕業っぽいな。うーん……こんな重要な情報が出てるのに、しゅーたろーは何してるんだ（笑）。

修太郎：は。絶ぜつ賛さん、逃げ回ってます（笑）。

エナ：まあ、今ニセしゅーたろーに出てこられても面めん倒どうだしなー（笑）。

ＧＭ：「私が伝えたい情報は、以上です。学園に出回っているという仮面の件けんについては、こちらでも調べてみましょう」──そう言って、ヴィペラは出て行きます。

れい：ありがとねっ！

エナ：なるほどねぇ、元メンバーとしての知ち識しきか。助かった。

透子：……む。その仮面をなぜ、修太郎が渡してきたんだ？

れい：もしかして、フレーズちゃんも、昨日ほっしーに仮面もらった？

ＧＭ：「あ、はい……修太郎さんに、本物の肉体を手に入れる仮面……って言われて」

エナ：……それは、欲しいだろうねぇ……。

れい：でもさ、今でも実体になれるじゃない？　外にいける時間も増ふえたし、海ちゃんに乗のり移うつる技わざも覚えたし、それ、練習すればできるわ、きっと！

ＧＭ：「れいさんは、前向きですね」と、フレーズは感心して言います。

れい：自分で手に入れなきゃ意味ないと思うのっ！

透子：……そんなれいを、やっぱり眩まぶしそうに見て──ふ、って、初めて笑う──。「では、せいぜいがんばってグラマーになるといい、平たい胸むね族ぞくなりにな」──で、自分の前にあった、手つかずの牛乳を渡します（笑）。

れい：誰が平たい胸族よっ！　牛乳、ごくごくごく──っ！　って一気に飲む！　やだもうっ！　すごく美お味いしいわっ！（一同笑）

透子：れいは……元気だな（笑）。

れい：あのね、久ひさしぶりに透子から話しかけてくれたから、うれしいのっ！　だから、えへへっ、って笑う。牛乳がヒゲみたいになってるけど（一同笑）。

ＧＭ：れいの白いヒゲを見て──みんなが笑ったところで、一度シーンを切りましょう。




　　　　＊　＊　＊




透子：私はここで、エナにロイスを取ろう。「Ｐ：親近感／Ｎ：不安」。表は親近感。

エナ：〝血と薔薇プレジール〟のロイスの感かん情じよう決めてなかったので、「Ｐ：えろい／Ｎ：エロい」にしよう。表はポジティブ。

ＧＭ：違いは全然わからないけど、いいよ。お前がデザイナーだ、好きにしろ（笑）。

透子：それと、他にもロイスを取りたいのだが──。

ＧＭ：はい。誰へのロイスですか？

透子：仮面へのロイスを取ろうか、と思うのだが。

ＧＭ：なるほど！　それは面白い。ＯＫですよ。

透子：「Ｐ：慈じ愛あい／Ｎ：嫌けん悪お」で取る。表は嫌悪だ。なんだか、昔の自分を思い出す……。

ＧＭ：了解です。では、次のシーンへ──。







◆Middle04◆邂かい逅こう──〝ディアボロ・ロッソ〟　Scene Player ─── 星川修太郎




　学園島の空が曇くもり、雨が降ふり出していた。

　強くはない、けれど、七月にしてはずいぶんと──冷たい、雨だった。




ＧＭ：それでは──修太郎のシーンです。

修太郎：僕ぼくは……雨の中、木の枝えだを杖つえにして、ボロボロのマントを羽は織おって、森の中を彷徨さまよっている……。うう、明日が見えない……。

ＧＭ：なんでそんな格かつ好こう（笑）。ま、そんな感じでキミは行き場もなく彷徨っている。

修太郎：なんだか……懐なつかしいな、こういうの。

エナ：ああ、家出して放ほう浪ろうしてた頃ころの感じか。

修太郎：そうそう。……じゃあ、木の下とかで雨をしのいで、膝ひざを抱かかえて座すわってる。どうしよう……これから。せめて、この仮か面めんさえ外せたら……。

ＧＭ：この数日で仮面についてわかったことは──〈知ち識しき：レネゲイド〉で難なん易い度どは８。

修太郎：〈知識：レネゲイド〉はないけど、【精せい神しん】でダイス３個こ。──達成値は９です。

ＧＭ：成功だね。──この仮面は破は壊かいすることができます！　【ＨＰ】50点、装そう甲こう値ち10点。

修太郎：《漆しつ黒こくの拳こぶし》を取ったんで装甲無む視しできる。【ＨＰ】50点は多いけど、２～３ラウンドあれば、なんとかいけそうだ！

ＧＭ：そして毎ラウンドの最後、クリンナッププロセスに50点回かい復ふくします。

修太郎：絶ぜつ対たい無理だ────────っ!!（一同笑）

ＧＭ：修太郎ひとりでは破壊できない、という数字ですね──さて、修太郎くん。

修太郎：はい？

ＧＭ：降りしきる雨の中……キミの元に、霧きりが漂ただよってきます。しかし、よく見れば、それは霧ではない。雨が、熱されて蒸じよう発はつした──水すい蒸じよう気き。

修太郎：あつっ！　あつ……熱い、だって……？

ＧＭ：そして──白い靄もやの向こうから声がする。「あきらめんなよ！」

修太郎：この声は────!!

ＧＭ：「どうしてそこであきらめんだよ。あきらめんな。──もっと熱くなれよ！」

一同：きた──────────────っ!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：霧を払はらうようにして、仮面の少年──〝ディアボロ・ロッソ〟が現あらわれる。

修太郎：お前は……〝ディアボロ・ロッソ〟、いや──紅之介っ！

エナ：もう、紅之介だってわかっていいの？

ＧＭ：はい、一度、仮面が壊こわれて素す顔がおを見ているので。「ざまぁねえな、修太郎」

修太郎：紅之介……お前は、この仮面があっても、僕だってわかるのか？

ＧＭ：「その、紛い物の仮面は、俺おれたちディオゲネスクラブには効きかねぇよ」

修太郎：紛まがい物もの……どういう、ことなんだ……？

ＧＭ：「お前の顔についてるソイツは──〝血の仮面〟。〝血と薔薇プレジール〟の野や郎ろうが造つくり出だした、他人の顔を奪うばう仮面だ。俺たちの仮面の……まあ、レプリカだな」

修太郎：（自分の仮面を押おさえ）血の……仮面……。

ＧＭ：「そして、今学園にバラ撒まかれている仮面は──〝薔薇の仮面〟。願いを叶かなえ、なりたい自分になる仮面だとさ。ま、〝血と薔薇プレジール〟はそう言っている」

修太郎：どうして……そんなことを、僕に教えてくれるんだ？

ＧＭ：ロッソは……修太郎を見つめます。彼かれの纏まとう炎ほのおの熱が、降りしきる雨を、触ふれる端はしから蒸発させ、周囲に霧と陽炎かげろうが揺ゆらめく──。「お前の仮面、俺が壊こわしてやるよ」

修太郎：確たしかに、紅之介の力なら……50点くらい簡かん単たんだけど……でも、なんで？

ＧＭ：「条じよう件けんがある。──お前が、俺の仲間になることだ」

修太郎：それって、ディオゲネスクラブに入れ、ってことかい？

ＧＭ：「そうだ。そうすれば、あの女にも手は出させねえ。俺の相あい棒ぼうになれ、修太郎」

修太郎：そ、それは……。

ＧＭ：「俺は、アイツみたいな、迂う遠えんなやり方は好きじゃない。もっと、まっすぐ、ぶつかっていかなきゃ、熱くなれないんだ──俺と一いつ緒しよに、熱くなろうぜ」

エナ：熱くなるって、具体的に何すんの？（笑）

ＧＭ：「本気の戦いだ。Ｒファイトなんてお遊びじゃない……戦いの場に、ここをする」

エナ：あ、なるほどね。衝しよう動どうが「闘とう争そう」なんだな。しゅーたろーと同じか。

修太郎：戦いの場……そんなの、ダメだよ。

ＧＭ：ロッソは、修太郎を指さします。「前回、俺はお前に負けた。俺の炎で、お前を灼やき尽つくすことができなかった……俺の負けだ。あの時、お前は熱くなってたはずだ」

修太郎：（首を振ふって）そうじゃないんだ。そういうことじゃない……。熱くなるってのは、紅之介らしいよ。でも、ディオゲネスクラブの仲間には、入れない。

ＧＭ：「なァんでだよッ！」

エナ：くっ……なんでいきなり、松岡修造まつおか・しゆうぞうの物もの真似まね入れてくるんだよ（一同爆笑）。

透子：……似にてた（笑）。

ＧＭ：物真似じゃないです。紅之介くんです。

修太郎：僕は、その仮面は、この学園にあってはいけないものだと思うから。

ＧＭ：……紅之介は、ギリっと歯を嚙かみしめる。「……お前は、俺と一緒に戦うべきなんだ──俺とお前は似ているんだから」

修太郎：衝動のことかい？　それは──。

ＧＭ：「いいや、そうじゃない──」紅之介は、自分の仮面の前に手をかざし、炎を纏まとわせる。「俺は、オーヴァードの出来損ないだ。この仮面がなければ、力を使うことができない……。仮面がなければ、俺は、俺の炎で灼き尽くされてしまう」

エナ：前回、自分を燃やしてたあれか……。

修太郎：…………。

ＧＭ：「俺の家──春日一族は、オーヴァードの一族だ。力の強い者が尊とうとばれ、力のない奴やつには居い場ば所しよがない。だから、俺は、そこにはいられなかった」

修太郎：そうだったんだ……。

ＧＭ：「役立たずの俺は、この学園に……スパイとして放ほうり込こまれた。そこで、この仮面を手にした。──俺は、ここにしか、居場所がなかった」

修太郎：…………。

ＧＭ：「そして、修太郎。お前は──人間の出来損ないだ。人の中にいたくても、バケモノだから、どこにもいられなかった。ここにしか、居場所がなかった！　修太郎、お前と俺は──同じなんだ」




　怒いかりと、もどかしさ──熱い感かん情じようを込こめて、〝ディアボロ・ロッソ〟は叫さけぶ。

　修太郎は──ひどく静かな、穏おだやかな声で……それに答えた。




修太郎：そうだね……。僕とキミは、似ているかもしれない……いや、似ている。だから、こんな風に、会ってすぐに仲良くなれた──友達に、なれた。

ＧＭ：「そうだ！　俺たちはふたりとも、この学園で、自分にできることを、居場所を見つけたんだ。なあ、修太郎、一緒にやろうぜ。一緒に、ここを熱くするんだ！」

修太郎：……ダメだよ、紅之介。僕は、それはできない。

ＧＭ：「なァんでだよッ！」

エナ：またかよ！（一同笑）

れい：無む駄だに似てる……（笑）。

修太郎：力がなくて、苦しんでも、悩なやんでも……そのために、学園があるんだって思うんだ。仮面の力で、楽に手に入れてしまったものは──偽にせ物ものだよ。

ＧＭ：「……っ！」〝ディアボロ・ロッソ〟は、きつく歯を嚙かみしめて一いつ瞬しゆん、言葉を失いますが──。「だが、お前がその仮面で顔を失った時……誰だれも、お前を助けてはくれなかった！　お前の力になれるのは、同じように仮面を持つ──俺だけだ！」

修太郎：……僕は、第三生徒会のみんなを、仲間を信じてる。

ＧＭ：さらに何か言おうとして──キミの瞳ひとみを見て、言葉を飲のみ込こみ、「……勝手にしろ」と言って背せを向ける。「だが──忘わすれるなよ。お前を助けられるのは、俺だけだ」

修太郎：……ありがとう、紅之介。

ＧＭ：「…………っ」──紅之介は答えず、立ち去っていきます。

修太郎：……。

ＧＭ：さて──これからどうしますか。方ほう針しんを決めたら、シーンを終しゆう了りようしましょう。

修太郎：……紅之介と話しててわかった。ニセ修太郎が仮面を配ることで、この学園が歪ゆがんでしまう。僕は、ニセ修太郎を──止めに行く。




　雨の降りしきる、森の中。

　仮面を張はり付つかせたまま、少年は立ち上がり──走り出す。

　居場所のなかった自分がやっと見つけた、この学園を守るために。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……なんか、れいちゃんが、すごいツヤツヤしてますけど（笑）。

れい：これがほっしーだわ！　キラキラほっしーはもういらんっ！（一同笑）

ＧＭ：キラキラほっしー……（笑）。

透子：なんか、レコードシートに川せん柳りゆう書いてある、れい（一同笑）。

れい：ちょっと、見ちゃダメよ!?




　ほっしーが　ついにあたしに　振ふり向むいた　──れい

　窓に石　ドラマみたいな　出来事よ　──れい

　なんだろう　キラキラほっしー　いわかんが　──れい




ＧＭ：……せ、川柳……だ（一同爆笑）。

修太郎：……お、面白すぎる……！　あ、このシーンで、紅之介にロイス取ります。

ＧＭ：紅之介でも、〝ディアボロ・ロッソ〟でもいいけど、どうする？

修太郎：紅之介に取ります。「Ｐ：友ゆう情じよう／Ｎ：疎そ外がい感かん」で。表は友情。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、次のシーンに行きましょう。



松岡修造　元プロテニスプレイヤー。熱い男として知られる。

春日一族　古い歴史を持つオーヴァードの一族。サプリメント『パブリックエネミー』参照。









◆Middle05◆対決！　修太郎ＶＳニセ修太郎　Scene Player ─── 星川修太郎




　霧きり雨さめに近い細い、雨の中を、修太郎は走っている。

　ニセ修太郎を止めるために──学園を、みんなを守るために。




ＧＭ：では続けて修太郎のシーン。第三生徒会本部前で、ニセ修太郎を見つけます。今は、彼ひとりで、歪ゆがんだ笑みを浮うかべる──。「性しよう懲こりもなく、また来たか」

修太郎：お前に、これ以上好き勝手はさせない！

ＧＭ：「キミには何もできないよ。これから──かつての仲間の手で、倒たおされるんだからね」──そう言うと、「ディオゲネスクラブだ！」と声を上げます。全員登場してください。

透子・れい・エナ：はーい！

ＧＭ：状じよう況きようを説明します。四人は本部に戻もどるところでした。ちょっと先行していたニセ修太郎に三人が追いつくと──ニセ修太郎の前に、仮面を着けた謎なぞの男がいて、彼を襲おそおうとしている……ように見えます。

修太郎：透子ちゃん、れいちゃん、エナちゃん！　僕だ、星川修太郎だよ！

ＧＭ：ニセ修太郎は落おち着つき払はらっています。「みんな、ディオゲネスクラブだ。わけのわからないことを言って、僕を倒そうとしている！」

れい：えー……？

ＧＭ：「うん？　どうしたんだい、れいちゃん。僕のことをすごく味のある顔で見ているれいちゃん。僕は本物の星川修太郎だよ」（一同爆笑）

れい：キラキラほっしーめぇ……（一同笑）。

エナ：ニセ修太郎を信じるしかないか。──いつも通り、仮面を壊こわせばいいんだなー？

修太郎：あ、そうだよ、そうしてくれ！

ＧＭ：「いや……あの男は危き険けんな感じがする。まず、戦せん闘とう不ふ能のうにしよう」（一同笑）

エナ：……なるほど、わかった──って言うしかない（笑）。

ＧＭ：ここで戦闘ラウンドになります。ちなみに、修太郎が攻こう撃げきされても、仮面は壊れます。ただし、仮面と修太郎、両方に同じダメージがいく、という特とく殊しゆ処しよ理りです。

エナ：50点分を削けずるまで、修太郎もダメージを受けるってことか……。

修太郎：ガードしたら？

ＧＭ：仮面へのダメージも軽けい減げんされます。

エナ：そうすると、恐おそらく２回くらい《リザレクト》することになるな。

修太郎：ううっ、みんな！　僕が本物の修太郎だよ！

透子：ニセ修太郎を見み破やぶるのは失敗したが……仮面の男を、本物だと見破れないか？

ＧＭ：さっきのと同じ効こう果かなんですよね。ニセ修太郎から、なにか怪あやしい言動を引き出せれば、再さい度どの判はん定ていを行なってもよい、としましょうか。〈知覚〉で難なん易い度ど30です。

れい：好きな女じよ性せいのタイプは!?　って聞く！　モテキ城じようの時、調べたから！（一同笑）

修太郎：え!?　ええと……す、好きになった人、かな……。

ＧＭ：「好きになった人がタイプだね」（一同笑）

エナ：あ、後出しじゃん（笑）。

ＧＭ：いえ、このニセ修太郎は、修太郎の記き憶おくも持っています。修太郎の血で造つくられたものだから、という設せつ定てい。──なので、修太郎の知っていることは、こいつも知っています。

エナ：知識で攻せめるのは無理なのか……難むずかしいな。

ＧＭ：他になければ、ラウンド進行に入りますよ。

透子：では、こう聞く──修太郎は、私わたしが弱い方がいいのか？

ＧＭ：おっと、それは上う手まいな！　ニセ修太郎は──「そうだね、弱い透子ちゃんなら、僕が守ってあげるよ」……と言うしかない。

修太郎：僕は……なんでそんなことを聞くのか、よくわからないけど……。強いところも、弱いところもあるのが、透子ちゃんだから──って。

ＧＭ：うん、これはしょうがないな。透子さん、判定どうぞ。

エナ：とはいえ、難易度30はちょっと出せる数字じゃないかな……。

ＧＭ：クリティカル値10ですからねー。

透子：侵しん蝕しよく率りつ71で、【感覚】８だから９個──よし！　３個クリティカル。もう一度──よし、１個クリティカル。これで20──もう一度、10が出れば──。

一同：（ダイスを覗のぞき込こんで）──おおっ!?

ＧＭ：じゅ、10の目が出てるぅ……！

透子：三回クリティカルして達成値38──成功だ！　この声、話し方……この仮面の男は、本物の修太郎だ！

ＧＭ：おおお……さすが幼おさななじみ！　これで、直ちよく接せつ仮面を攻撃できます。

修太郎：助かる……！　透子ちゃん、この仮面を狙ねらって！

透子：修太郎……なのか……？　みんな、あの仮面を狙うんだ！

れい：（嬉うれしそうに）よくわかんないけど、わかったわ！

エナ：《インスピレーション》使おうと思ってたけど、とーこちゃんが成功したんで残しておこう。

ＧＭ：「……ちっ！」ニセ修太郎は舌した打うちします。──では、ラウンド進行に入りましょう。




◆第一ラウンド

ＧＭ：ニセ修太郎の行動値は、修太郎と同じで６。

[image: ]

修太郎：じゃあ……セットアップで、《虚きよ無むの城じよう壁へき》。

ＧＭ：「みんな、騙だまされちゃダメだ！（迫はく真しん）」──《原初の黄：虚無の城壁》を使用。

エナ：偽者だ─────────っ！（一同爆笑）

ＧＭ：見た目は同じです（笑）。

エナ：あたいからか。よくわからないけど、とーこちゃんの指し示じ通りに仮面を撃つ──達成値28！

ＧＭ：命中。ダメージどうぞ。

エナ：20点！　……装甲値引いて、10点か。堅かたい！

ＧＭ：ニセ修太郎が《加速する刻とき》で割わり込こみ！　マイナーアクションで移い動どう、修太郎にエンゲージ。メジャーアクションは──《コンセントレイト：ウロボロス》《封ふう印いんの楔くさび》！

エナ：あ、まずいな──カバーリングを封印する気だ。

ＧＭ：〈ＲＣ〉で判定。達成値……おっと、低いな──15。

修太郎：15なら避よける可か能のう性せいがある……が、ドッジ失敗。くぅ！

ＧＭ：では、チクリとした痛いたみを覚え……《崩くずれずの群むれ》が使用できなくなります。このシナリオが終了するか、このニセ修太郎が戦闘不能になったら解かい除じよされます。

修太郎：異い様ような喪そう失しつ感を覚えて──なっ、何をした……!?

ＧＭ：「キミの能力を、奪うばわせてもらったのさ」──では、次は行動値17、透子さんです。

透子：周囲にガラスの針はりを展てん開かい──仮面を狙うぞ。《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》で──む、クリティカルが止まらない（笑）。──達成値52！

エナ：とーこちゃんは、修太郎が絡からむとダイス目がいいね。

透子：「対抗種カウンターレネゲイド」が発動する──ダメージ、50点。

ＧＭ：装甲値を引いて──ＨＰは、ぴったり０！　くぅ……では、仮面が砕くだけ散ちりますっ！割われた仮面は血のような液えき体たいとなって流れ落ち──その下には──見み慣なれた顔！

れい：ほっしーだわ！（一同笑）

修太郎：久ひさしぶり……みんな、第三話ぶり！（一同笑）

ＧＭ：そう、実はこのシナリオで会うのは初めてだという（笑）。

透子：……おかえり、修太郎。

ＧＭ：これで、ラウンド進行は終了です。「我々が思っていたよりも、キミたち第三生徒会は優ゆう秀しゆうだったようだ」

修太郎：僕は……信じていたよ。みんなが、僕に気づいてくれるって。

エナ：え、あ、うん……（目を逸そらして）気づいてた気づいてた、あたい天才だから。

透子：ふっ……まあ、気づいたのは私だがな。幼なじみの──この私。

れい：透子の自信がみるみる回復していくわっ!?（一同爆笑）

修太郎：そ、それより──「我々」って誰なんだい、偽にせ者ものさん。

ＧＭ：「それはね」──ぬるぅ、と、ニセ修太郎の足下から、砕くだけた仮面の破は片へん──血のような液体が這はい上あがり、顔の半分を隠かくす紅あかい仮面に変化します。「我々とは──〝従じゆう者しや〟である僕と、主人である〝血と薔薇プレジール〟のことさ」

透子：修太郎の偽者を造つくり、修太郎の顔を奪うばったこと……許ゆるさんぞ。──と、押おし殺ころした声で言って、周囲に、先ほどの十倍以上の数、ガラスの針を展開する。

ＧＭ：「おお、こわいこわい」

エナ：……こいつの態たい度ど、いくらなんでも余よ裕ゆうがありすぎる気がしてきた。

ＧＭ：「そこに気づくとは……さすが天才だねぇ」そう言うと──どくん、と。キミたちの持っている仮面が脈打って……それに合わせ、学園島全体の空気が震える。──そして、ここでマスターシーンを挟はさみます。







◆Middle06◆第二フェイズ　Master Scene




　何ど処ことも知れぬ、暗い──闇やみに包まれた部屋。

　不意に一ひと条すじのスポットライトが灯ともり──扇せん情じよう的てきな衣い装しようの、仮面の女が照らし出された。

「〝血の仮面〟が……壊こわされてしまいましたわぁ～ん♡」




修太郎：緊きん張ちよう感のない口調だ……（笑）。

ＧＭ：シナリオにも「なんとかならんか、この口調」って書いてある（一同爆笑）。




「予定より早いけど～、第二フェイズを開始しますわ～ん♡」

　──暗くら闇やみの中に、いくつものモニタが点灯する。

　そこに映うつるのは、学園島の各所で──仮面を手にした、生徒たち。

「みなさ～ん。先生の仮面で──なりたい自分に、なってくださ～い♡」

　幾いく人にんもの──いや、何千人もの生徒が、教きよう師しが、魅み入いられたように、仮面を着けていく。




修太郎：何千人……そんなに……。

ＧＭ：もっといるかもしれません。モテキ城で宣せん伝でんし──そして全学園の生徒から信頼を受けた星川修太郎が配ったものです。




「人気者になりたい……」

　少女が仮面を着けると、魅入られた周囲の人々が壁にぶつかり、車が衝しよう突とつする。

「金が欲ほしい！」

　少年が仮面を着けると、周囲のＡＴＭが火花を噴ふき、紙し幣へいが大量に吐はき出だされる。




エナ：……暴ぼう走そうしてるのか。

ＧＭ：はい。同じような人々が、学園中に出しゆつ現げんしています。そして──どことも知れぬ部屋の中で、〝血と薔薇プレジール〟は手を上げ、パチン、と指を鳴らす──。




　さらに数条のスポットライトが灯る。照らし出されるのは、仮面のエージェントたち。

「それじゃ約束通りぃ～、みなさんには、先生を手伝ってもらうわ～ん♡」

〝カルペ・ディエム〟、〝プラネータ〟、〝マスターブレイド〟──そして、〝ディアボロ・ロッソ〟──エージェントたちは、どこか不満げに動き始めたのだった。







◆Middle07◆友ゆう情じよう☆ハリケーン　Scene player ─── 光月れい




　どくん──。ポケットの中で、仮か面めんが震ふるえる。

　そして聞こえてくる、声────なりたい自分に、なれるよ。




ＧＭ：……では、ふたたび、第三生徒会本部の前です。透子、れい、エナの持つ仮面──置いてきていても、いつのまにかポケットに入っています──から、レネゲイドの波動が放たれ、〝自分を身につけろ〟という声がします。

れい：こわっ！

エナ：……もしかして、あたいたちも誘ゆう惑わくされる？

ＧＭ：はい。仮面を着けたくなります。これは、誰だれかの願いを叶かなえるＥロイス《愚ぐ者しやの契約》と、妄もう想そうを現げん実じつ化かさせるＥロイス《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》の合あわせ技わざ。

エナ：む、衝しよう動どう「解かい放ほう」と「妄想」のＥロイス？　両方は取れないはずだけど。

ＧＭ：「節せつ制せいの仮面」の能のう力りよくで、異ことなる衝動のＥロイスを取得しています。

修太郎：便利だなぁ、アカデミアステージ。

ＧＭ：うん。便利な仮面が満まん載さいの『ディスカラードレルム』、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより好こう評ひよう発売中！

エナ：いいから話を進めろ（一同笑）。

ＧＭ：では──ここで、仮面を持つ三人。透子さん、れいちゃん、エナは、〈意い志し〉の判はん定ていをしてください。難なん易い度どは７。失敗すると、仮面を身に着けてしまいます。

透子：くっ、これが、仮面の誘惑か……！

エナ：あたいは、【精せい神しん】４に侵しん蝕しよく率りつボーナスで合計５個こ──うん、成功だ。

れい：あたしやばいかも……ダイス３個だわ。

エナ：れいちゃんに「Ａランク：サポーター」！　れいちゃん、その仮面を離はなすんだ！

れい：ありがと！　判定は──成功！　とりゃー！　って仮面を投なげ捨すてとく！

エナ：とーこちゃんもやばいかな？　《支し援えん射しや撃げき》使おうか？

ＧＭ：透子さんはダイスを振ふらなくていいです。

一同：なん……だと？

ＧＭ：「弱くなりなよ、透子ちゃん。お母さんも、幼なじみも……キミが強くなるたびに、離れていったんだ」そして、ニセ修太郎の顔が一いつ瞬しゆん──七節小石の顔になる。「……弱い方が、好きになってもらえるんだよ……わかってるでしょ？」──そして《時の棺ひつぎ》！

修太郎：モテキ城じようで小石ちゃんが使った──判定を失敗させるエフェクト！

ＧＭ：ちなみにＥロイス《妄もう念ねんの姿すがた》で取得してます。──透子さんは、判定失敗！

透子：……わた、しは……。……仮面を、手に取る。

れい：透子、あんたなにしてんのっ!?




　歪ゆがんだ衝動を放つ仮面──れいとエナは慌あわてて、それを投げ捨てる。

　だが、透子は、魅み入いられたように仮面を手にする。そして──。




透子：…………私わたしは、でも……修ちゃん……そう呟つぶやきながら──仮面を着ける。

ＧＭ：では、「弱くなる仮面」の効こう果かで──透子さんは、エキストラになります。

一同：げげえ──────っ!?

透子：仮面を着けた瞬しゆん間かん──さっき大量に展てん開かいしていたガラスの針はりが、一いつ斉せいに砕くだけ散ちる。

ＧＭ：透子さんは力を失い、思考も、なんだか朦もう朧ろうとした感じになります。で、ニセ修太郎が言う。「──本当なら、もっとたくさんの仮面を配ってから発動させるつもりだったんだけどね。これが、計画の第二フェイズさ」

修太郎：配った仮面が一斉に誘惑する──それが、第二フェイズ？

ＧＭ：「そういうことだ。この計画──僕ぼくの主人である〝血と薔薇プレジール〟の手で、理想の学園を造つくり出だす計画の、これが第二フェイズなのさ」

エナ：理想の学園……？

ＧＭ：（エナを無視して）「……ま、予想より早く、この〝血の仮面〟を壊こわされてしまったがね、せめてもの手土産に……透子ちゃんを無力化し、さらっていくことにするよ」

透子：（うつろな声で）……わたしは、弱い……から。修ちゃんに……守ってもらうの……。

ＧＭ：「彼かの女じよの仮面は『弱くなる仮面』。透子ちゃんはね、もっと、修太郎に自分を見て欲ほしかった、守って欲しかったのさ──だから、仮面の誘惑に、抗あらがえなかったんだ」

れい：（くやしそうに）ばかたれ……っ。

修太郎：そんな……透子ちゃんが、そんな風に思っていたなんて……。

ＧＭ：このまま、ニセ修太郎は、エキストラになった透子さんと《瞬間退たい場じようⅡ》します。

エナ：くっ……奪だつ還かんイベントが後である、みたいな進行か。

ＧＭ：はい。設せつ定ていしてある条じよう件けんを見み抜ぬけば、奪還できます。

エナ：《インスピレーション》使ったら、今わかる？

ＧＭ：条件はふたつあるので、片かた方ほうしかわかりません。

エナ：……うーん、じゃあ、このままさらわれるしかないか……。




　エナの言う通り、ここでＧＭは、透子を連れ去るつもりだった。

　ちなみに、透子を仮面から解放するために設定していた条件は以下の通り。

①透子を大事に思う者が説得をする。

②透子が自分自身を認め、受け入れる。

　具体的には、「透子をＳロイスに指定したＰＣが説得する」ことと、「透子が『自分自身へのロイス』を取得し、ポジティブの感情を表にする」ことを想定していた。

　──の、だが。ここで、ＧＭにも予想外の事態が発生する。




れい：……ちょっと透子！　あんた、いいかげんにしなさいよ！

修太郎：れいちゃん……？




　仮面を身に着け、棒ぼう立だちになる透子──その前に、小こ柄がらな少女が、勢いきおいよく進み出た。全身に怒いかりの電光を纏まとった──光月れい。




れい：（怒おこった声で）──透子！　あんたねー、しっかりしなさいよっ！　あんたはいつも自信満々で、上から目線でしょうがっ！

透子：……聞いているのか聞いてないのか、よくわからない感じでいる。

れい：あんたはさぁ……あんたは──幼おさななじみ枠わくでしょ！（一同爆笑）

ＧＭ：「……『枠』はいらないんじゃないかな……」ってニセ修太郎が言う（一同笑）。

エナ：偽者ちょっと黙だまってて（笑）。

れい：……あんたはっ！　あたしの知らないほっしーのこと、いっぱい知ってるんでしょ!?子どもの頃ころの思い出とかも、いっぱいあるじゃない！　あたしより、一歩も二歩も先に行ってたでしょっ！　あたし……ずっと、羨うらやましかったんだからっ！




　──拳こぶしを握にぎり、大きな目に、涙なみだを溜ためて──れいが叫さけぶ。




れい：でも──今のあんたは嫌きらいよ！　ばかっ！　ばかたれっ！

透子：…………。

れい：最初に会った時のことおぼえてる？　あの──キノコ室で、

透子：理科準じゆん備び室しつだ（一同笑）。

れい：そう、そこで！　あんた、無愛想で、失礼だったけど、でも、あたしのこと、追い出さなかったでしょ!?　あたし、何回も通ってさ、そんで──一緒にいて、楽しかったじゃない！　あんただってそうでしょ！

透子：……わた、しは……。

ＧＭ：「どうかなぁ……？　透子ちゃんが、れいちゃんのことを好きだって言ったのは──惚ほれ薬を飲んだからだよ」

修太郎：なんでニセ修太郎が知ってるんだ……？

ＧＭ：今、透子が着けている仮面から読み取りました。

れい：薬のせいかもしれないけど……べたべたしてきて、邪じや魔まにしてたけど、でも……あたし、嬉うれしかったんだから！　（涙なみだ声ごえで）透子が、笑ってくれたから──。

ＧＭ：「……でも、邪魔だったろう？　幼なじみで、わがままボディで、修太郎のそばにいる透子ちゃんが──いなくなればいいって、思ったはずだ」

れい：そんな……そんなわけないでしょっ、ばかっ！　ほっしーが来て……透子は、それまで見せなかった表ひよう情じようとか、見せてくれたっ！　あたしは、それが、嬉しかったんだよっ！




　れいの顔が、涙でぐしゃぐしゃになる──。

「強くたって、弱くたって──透子は、透子は……大事な、友達だよ──親友だよっ！」




れい：（素すになって）あたし、ホントに泣いちゃって……。透子かわいそうだよ……。

透子：動揺して、ふらっとする。でも、仮面を押さえる……すがりつくように。

ＧＭ：……（しばし考え込んで）──透子さん、その仮面が、ぐら、っと、揺らぎます。微かに罅ひびが入り──剝がれかけているような気がする。

一同：……っ!?

エナ：……説得が、効いてる？




　条件のひとつ目は、「透子を大事に思う者が説得する」──れいの言葉は、どう考えても、その条件を満たしていた。




ＧＭ：効いてるみたいですね……そのため、透子さんの動きが止まります。──とはいえ、残りのＰＣが一回ずつ喋ったくらいで、退場しますよ。

エナ：……修太郎。

修太郎：透子ちゃん──その仮面は、違ちがう。それでは──何も、変わらないよ。

透子：変わらない……でも、変わらなくちゃ、私は……。

修太郎：違うんだ。その仮面は──透子ちゃんを、違うものにしてしまう。でも、透子ちゃんは、透子ちゃんのままで変わっていけばいい！

エナ：……そうだね。うん。ガラスは、形が変われば、脆もろくも、強くもなるけど──でも、同じ、ガラスだもんね。……とーこちゃん、あたいも、とーこちゃんのこと、友達だって……家族みたいだって、思ってるよ。

修太郎：悩なやんでいる時に側そばにいなかった僕が言っていいのかわからないけど──。




　でも──と、幼なじみの少年は、あの頃と変わらない響ひびきで、言う。

「透子ちゃんは──そのままのキミでいいんだ」




透子：……その言葉を聞いて、仮面を握りながら……ＧＭ、ここで、仮面へのロイスをタイタスに変えてもいいか？

ＧＭ：……はい、いいですよ。

透子：では、「嫌悪」が表だったのを、「慈愛」を表に変えて──タイタスにする。この仮面は、どこか、過去の自分自身のように思っていたが……許せる、気がして。

れい：（涙声で）透子……。

ＧＭ：…………そうかぁ。なるほど。これはもう、しょうがないな！

一同：……？

エナ：どうしたの？

ＧＭ：ええと、そこで──透子さんの仮面に罅が入り、割れます。

一同：おおおぉ────────っ!?

エナ：これって……もしかして！

修太郎：なるほど！　条件をクリアしたんだ。

ＧＭ：はい。いやはや、ゲーム的に設定した条件を、ロールプレイで突破されるとは！

エナ：ああ、つまり説得とロイス操作か。なるほどねぇ……。

ＧＭ：透子の仮面が割われて──血になって、流れ落ちて、その血も消えていきます。

透子：（はっきりした声で）「そのままのキミでいい」、か。──それを言われるのは……二回目だな、修太郎。

れい：透子っ！

透子：仮面が溶とけた後──私の顔も、同じように──泣いている。

修太郎：透子ちゃん……。

ＧＭ：「ぐぬぬ……あの誘惑を、自ら打うち破やぶるなんて……！」

修太郎：なりたい自分になれる仮面なんて──いらないんだよ、あのふたりには。自分の力で……自分のままで、変わっていける──成長できるんだから。

ＧＭ：「それは──」と、口調が、声が変わります。「あなたたちが強いからだわ～ん」

一同：〝血と薔薇プレジール〟ッ！

ＧＭ：「あなたたちはぁ～、強いし、仲間もいるからぁ、それでもいいかもしれないけど……先生の〝理想の学園〟はねぇ、みんなが──力がなくても、ひとりぼっちでも、みんな──なりたい自分になれる学園なの」

修太郎：だからって、仮面の力で無理矢理叶えるなんて、間ま違ちがってる──！

ＧＭ：「先生はそうは思わないわぁん──みんな～、忘わすれてるかもしれないけどぉ～、〝薔薇の仮面〟は、御影さんのつけてた、ひとつじゃないのよ？」

エナ：──そうだ、学園中にバラ撒まかれたって……。

ＧＭ：「うふふ、面白いことになってるわよぉ」──そう言って、〝血と薔薇プレジール〟──の声で喋しやべっていたニセ修太郎は、《瞬間退場Ⅱ》で、自分だけ退場します。

透子：……逃にがしたか。

ＧＭ：そして──第三生徒会本部から、フレーズが慌あわてて飛び出してきます。




「み、みなさーんっ！　大変です、学園中が、大変なことになってますっ！」



《リザレクト》することになる　仮面のＨＰの方が多いため、修太郎が倒れ、仮面のＨＰが残った場合、仮面を壊すまで、修太郎は繰り返し《リザレクト》することになる。

《原初の●》　他のシンドロームのエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。色によって、取得できるエフェクトの種類が違う。

《加速する刻》　割り込みで追加行動を行なうエネミーエフェクト。

《封印の楔》　対象のエフェクトひとつを封じ込める、ウロボロスのエネミーエフェクト。

従者　ブラム＝ストーカーのエフェクト《赤色の従者》で生み出される分身。

エキストラになります　判定やエフェクトの使用が行なえない状態になる。

《瞬間退場Ⅱ》　自分以外の対象を連れて一緒に退場するエネミーエフェクト。









◆Middle08◆学園の嵐あらし　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　──第三生徒会本部、会議室。そこに置かれたテレビには──学園中で、仮面のオーヴァードが暴ぼう走そうしている、というニュースが映うつっていた。




ＧＭ：全員登場です。フレーズは、慌てた様子で、暴走のニュースが映るテレビを指さします。「もう、学園のあちこちで起こっているらしくて……」

透子：さっきの仮面か……皆みな、あれに魅入られたのだな。

エナ：とーこちゃんみたいに、自力で外せるのは……確たしかに少ないだろうね。

修太郎：フレーズちゃんは、大丈夫だったんだ？

ＧＭ：「正直、危あぶなかったんですけど……。外から、みなさんの声が聞こえてきて、それで、みなさんに助けられた時のこと、思い出して──着けずにすみました」

透子：……そうだな、お前は一度、仮面に勝っているのだものな。

ＧＭ：画面では、報ほう道どう部ぶのレポーターが学園のあちこちから中ちゆう継けいしています。「モテキ城での事じ件けんのように、仮面を着けた者は、力が増ぞう幅ふくされているようでありますっ！」

れい：しねまちゃんだっ。

ＧＭ：カメラが別の場所に切きり替かわります。「風紀委員が止めようとしてるんだけど、それを、なんか、特に強い仮面の連中が妨ぼう害がいしているＹＯ！」「チュー！」

エナ：プリシラちゃんか。強い連中って……。
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ＧＭ：チラっと、〝カルペ・ディエム〟が映ります。

エナ：〝マスターブレイド〟とか〝プラネータ〟もいるんだな。

修太郎：こんな暴ぼう動どうを起こして、何をするつもりなんだろう？

ＧＭ：そこで──画面にザザザッ！　と、ノイズが走ります。




　報道部の放送がジャックされ──画面に映るのは、扇せん情じよう的てきな服ふく装そうをした、仮面の女。

「あは～ん♡　みなさぁん、先生と一緒にぃ～……〝なりたい自分になれる学園〟を、造りましょお～？　……だから、手伝ってね～ん♡」




ＧＭ：──画面からは、ふたたび、しねまの慌てた声。「どうやら、暴走している仮面の生徒たちは、学園の各重要拠きよ点てんを制せい圧あつしようとしているようであります！」

一同：くっ、クーデター!?

ＧＭ：そして、画面には、ザザッ、ザザッ、と、砂すな嵐あらしのようなノイズが走り──「……っ！やば……（ザザッ）……通信が……（ザザッ）……妨害……」──映えい像ぞうが、中ちゆう断だんする。

エナ：妨害か！　これ、もしかして、携けい帯たい電話とかも──。

ＧＭ：はい、通じません。通信を遮しや断だんされては、アカデミアの治安を守る風紀委員会や番長連も、その力を発はつ揮きすることができません。このままでは──。

修太郎：……アカデミアが仮面の生徒たちに支配される？

ＧＭ：その通り。そういう学園にするのが、〝血と薔薇プレジール〟の目的です。生徒全員が仮面を着け、仮面の力を使って学園生活を送るようになる──。

エナ：そんなこと、可か能のうなの……？

ＧＭ：どうでしょうね。生徒会や各委員会、サークル……一通り制圧されれば、一時的に、学園の運うん営えいが仮面の生徒によって握にぎられるのは確たしかです。その先はわかりませんが。

透子：通信ができないのでは、暴動の対たい処しよも、あの女を探さがすのも難むずかしいな……。

エナ：通信妨害か……。あたいの《タッピング＆オンエア》で対たい抗こうできないかな。

ＧＭ：それがですね、実は──《タッピング＆オンエア》取った時から、対抗できるよなー、と思ってました（一同笑）。

エナ：ピンポイントに役に立ちそうな場面だもんなー（笑）。

ＧＭ：ですよねー。この通信妨害は、ウロボロスの《イージフェイカー》で、ブラックドッグの《電波障しよう害がい》をコピーしたもの。対抗するなら、〈ＲＣ〉による対決になります。

エナ：〈ＲＣ〉かー。技ぎ能のうはないけど、まあ、やってみよう。

ＧＭ：実はこっちもないです。お互たがいもうダイス振ふるだけ（笑）。──こちらは達たつ成せい値ち７！

エナ：……お、クリティカルした！　達成値13！

ＧＭ：くっ、エナの勝利です！

エナ：こんなこともあろうかと、用意しておいたのさ！　──天てん井じよう裏うらの設せつ備びを起動する。

ＧＭ：まさか、あれが伏ふく線せんだとは！　《電波障害》を打ち消しました！　えー……実はですね、これで、丸々１シーン分くらい、イベントが一気に進みます（笑）。

れい：わお！

ＧＭ：本来、次のシーンで、手分けして学園島のあちこちに行ってもらうつもりだったんですね。具体的には、「透子さんを救出する」「通信施し設せつを復ふつ帰きさせる」「報道部に行って、学園島全土に呼よびかける」などのイベントがありました。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：が──このうち、ふたつはもう達成されました。しかも、緊きん急きゆう用の放ほう送そう網もうを使用し、学園島全土に呼びかけることも、《タッピング＆オンエア》で可能です。

エナ：呼びかけることで、風紀委員会や番長連を、機き能のうさせることができるわけだ。

ＧＭ：その通りです。

修太郎：それだけじゃなくて……他にも伝えなきゃいけないことがあるよ。

エナ：うん、じゃあ──しゅーたろーが、みんなに話すといい。

修太郎：き、緊きん張ちようするなぁ……。僕より、透子ちゃんとか、れいちゃんの方がよくない？

透子：修太郎、お前が話すんだ。それが……一番、いい。

修太郎：そ、そうかな……。じゃあ、うん。緊張しながら、カメラに向かう──。




「えっと、じゃあ……え？　これ、もう映ってるの？」

「あー……ええと、第三生徒会会長の、星川修太郎です……ど、どうも」




れい：すっごい緊張してる……（一同笑）。




「えーと……今、学園で起こっていることについて、お知らせしたいことがあります」

「まず、あの仮面は、着けた人を暴走させるものです……だから、なるべく、仮面だけを攻こう撃げきして、本人には怪け我がをさせないで欲ほしい」

「暴走している人は……学園の、重要施設を狙っています。学園を支配するためです。だから、風紀委員や、番長のみなさんは、そういう場所を守るようにしてください」




ＧＭ：ん……正せい解かい。その発言で、色々状況が変わります。

修太郎：よかった……でも、一番言いたいのは──。




「仮面の誘惑と闘たたかっていたり、それか、仮面を着けている人でも──聞こえてたら、伝えたいことがあります。その仮面は──『なりたい自分になれる仮面』は、間違っている」

「その仮面は、あなたが望むモノを与あたえてくれるけれど、同時に、あなたの望みを、歪ゆがめてしまいます。歪んだ望みは──力は、自分を、そして周囲の人を、傷きずつけてしまう」




透子：…………そうだな。その通りだ。




「だから──もし、この声が聞こえていたら、仮面を、外してください。もし、隣となりの人が仮面を手にしてしまったら──その人に声をかけてあげてください」

「ひとりでは仮面に勝てなくても、助け合えば、きっと仮面の誘惑に勝てるはずだから」

「それが──それが、学園というものだと思います。ここに、僕らが集まって、過すごしているのは──お互たがいに助け合って……笑い合う、そのためなんだから」




修太郎：……ふぅ、こ、こんな感じで……大丈夫かな。

れい：ほっしー、かっこよかったっ！

透子：……ああ。よかったぞ。──ん？　そういえば、仮面を配ったのも、修太郎だ……ということになっているんだったな。

エナ：あ、そうだね。自分で配って、自分で外して、って言ってる（笑）。

修太郎：ちっ、ちがう！　ちがうんです！　（カメラを両手で摑つかんで）うおーっ！　あれは僕じゃない！　僕の偽者なんだっ！　信じて！　信じてくださ──いっ!!（一同爆笑）

エナ：しゅ、しゅーたろー……よっぽど辛つらかったんだな……ほろり（笑）。

修太郎：僕だ、僕が星川修太郎なんだーっ!!（一同爆笑）

エナ：放送終わりにしよう。えい、ポチッ（一同笑）。

修太郎：……はぁ、はぁ……し、しまった、最後に我われを忘れて……（笑）。

エナ：う、うん、まあ……本物っぽくて、よかったんじゃない？（笑）

れい：ひ、ひどい……おっかしい……（笑）。

ＧＭ：はい、では、放送を終えて──一度ここで、学園の、様々な場所を描びよう写しやするマスターシーンが入ります。今のイベントの結果ですね。

一同：はーい！



《イージフェイカー》　他のシンドロームのイージーエフェクトを取得するウロボロスのイージーエフェクト。

《電波障害》　無線やレーダーを攪乱するブラックドッグのイージーエフェクト。









◆Middle09◆学園の仲間たち　Master Scene




　サークル団地──サークル棟とうの立たち並ならんだ、文字通り団地のような区く域いき。

　その一角──学園の通つう信しん網もうを管理する、通つう称しよう〝電でん波ぱ塔とう〟。電でん脳のう研究会のハッカーや、無線部のエンジニアが管理するそこに、仮面の生徒たちが押おし寄よせている。

「うう……おかしいであります。そろそろ誰だれかが助けに来てくれて、通信を復帰させるイベントをするはずだったのでありますが……？」

　報道部所しよ属ぞく、蜷にな川がわしねまは、バリケードの内側で、そう不安そうに呟つぶやいた。




修太郎：いきなりメタな話から始まった────っ!?（一同笑）

エナ：この、〝電波塔〟ってのが重要な場所なのかな。

ＧＭ：その通りです。標的のひとつですね。




　しねまの周囲には、様々な文化系サークルのメンバーが、必死にバリケードの増ぞう設せつを行なっている。土木研の田中権三郎たなか・ごんざぶろうくん（17）や、手芸部のココ・エルメス・アラバスタなど──。
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ＧＭ：さて、仮面の生徒たちの振ふるうエフェクトで、バリケードが破は壊かいされてしまいます。「くっ、もう、保もたないであります！」

エナ：ピンチだね……（ごくり）。

ＧＭ：そこで──修太郎の放送が流れます。

一同：お？

ＧＭ：すると──仮面の生徒たちは、こう陣じん形けいを組んで迫せまってくるんですが──。
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　仮面によって暴走した生徒たちが電波塔に迫る──その時！

　ゴロゴロゴロ──正面から、猛もう烈れつなスピードで転がってきた、巨きよ大だいな球体が……一いち撃げきで、仮面の生徒たちを吹ふき飛とばした！




修太郎：ストラーイク！　──って、おおぉぉぉぉぉいいいぃぃっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：球体は、暴ぼう徒とを吹き飛ばし──「ふう、危なかったわね」と言う。

エナ：やっぱりマキちゃんか！（一同笑）

ＧＭ：吹き飛ばされた生徒の後ろから、さらに迫る仮面の生徒たち──彼かれらに、声がかけられます。「お前たちの相手は、こっちでごわす！」

一同：囲い碁ご相撲すもう部ぶだ──────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：振り向いた仮面の生徒たち──しかし！　さらにその背はい後ごから、物陰に隠れていた理知的な力士にして棋き士しが、強烈なぶちかましを炸さく裂れつさせる！

れい：ひ、ひどい……卑ひ怯きようだわ……（一同笑）。

ＧＭ：「卑怯ではないでごわす。これぞ、囲碁の定石のひとつ〝村正の妖よう刀とう〟。いや……我ら、クリスタル囲碁相撲部によるアレンジ──〝ムラマサ・クリスタルブレード〟！」

修太郎：むっ、ムラマサ・クリスタルブレード！（爆笑）

ＧＭ：マキちゃんが、周囲を見て、「あの放送で聞いた通り、仮面の連中は、ここを狙ってくるよ！　なるべく怪我させないように、守りきるんだ！」と言う。

透子：マキちゃん……頼たよりになる女だ。

ＧＭ：そして、周囲の仮面の生徒がまた吹き飛ぶ──。「超ちよう了りよう解かいだぜ！」

修太郎：団吉────────っ!!（一同爆笑）




「〝ソード・シールド＆ファイア〟アフロ団吉とアフロ団……超、参上！」

　団吉がアフロから取り出した材木や鉄パイプで、土木研がバリケードを構築していく。

「この電波塔は、超重じゆう要ような超拠きよ点てんだ。超守り抜ぬくぜ……！」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：一方その頃ころ──春はる風かぜ寮りよう。ここでは、非ひ力りきな生徒たちを保ほ護ごしています。一いつ般ぱん生徒やＣランクオーヴァード生徒を、寮りよう内ないに誘ゆう導どうしている。避ひ難なん場所として使われている感じですね。

修太郎：なるほど。巻まき込こまれたら危あぶないからね……。

ＧＭ：一般生徒を誘導し、守っているのは──熊くまに乗った少女です。

透子：リオーネか。あの熊は強いからな。……とはいえ、ひとりで対処するには、相手の数が多すぎるだろう。

ＧＭ：その通りです。リオーネは、一般生徒を逃にがすことを優ゆう先せんし──自分が、囲まれてしまいます。「むう、わらわもここまでか……スクード、よく戦った」

修太郎：（スクードになって）「姫ひめ様さまだけでも、お守りいたします！」

ＧＭ：リオーネの背後から襲おそいかかる仮面の生徒──しかし「えい！」──と、棒ぼうがその仮面に叩たたき付つけられ、仮面が割れ、生徒が気き絶ぜつします。──さきほどまで、誰もいないように見えたそこには、棒を持って震える少女。

透子：少女……隠かくれる能力、ということは──。




「助かったぞ、七節小石」

「ほ、星川くんの放送……聞こえたから。わたしも……少しでも、役に、立ちたい」




ＧＭ：というわけで、放送の結果、小石が参戦──そして、「ＨＥＹＨＥＹＨＥＹ！　Ｒファイトガールたち！　こっちです！」寮の入り口で、緑色の頭をした生徒が手を振ふっている。

一同：キング・ブロッコ！（笑）

エナ：まさか、あんな奴やつに出番があるとは思わなかった……（しみじみ）。

ＧＭ：ひどい言われようだなぁ（笑）。ブロッコは《キングダム》──建けん築ちく物ぶつ生成能力を使用。防壁を造り出して、寮を守ります。生徒を誘導しながら……小石が、外を見て呟つぶやく。




「星川くんたちが、がんばってるの、わかるから。わたしたちも──がんばるよ」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、続いては──風紀委員会本部です。

修太郎：風紀委員はみんなオーヴァード生徒だし、一番戦力がある場所だけど……。

ＧＭ：その分、襲おそってくる、仮面の生徒の数も膨ぼう大だいです。さらに──暴走する生徒の他に、漆しつ黒こくの巨きよ人じんのような、大量の〝従じゆう者しや〟がいる。

エナ：大量の〝従者〟──〝プラネータ〟の能力か。

ＧＭ：正解。黒い人形──〝従者〟を率ひきいるのは、ディオゲネスクラブのひとり、〝プラネータ〟。彼は、大量の従者を率いて、戦場を見下ろす建物の上に立っています。

れい：つ、強そう……。

ＧＭ：強いですよ。風紀委員たちも圧あつ倒とうされています──しかしそこで、放送が流れ、状況が変化します。──押おし寄よせる生徒たちの仮面が一斉に音もなく砕くだける！




「うろたえるな。放送によれば、奴らは仮面を破壊すれば無力化できる」

　可か聴ちよう音おん域いき外の音波を操あやつり、音もなく破壊をもたらす〝サイレントノイズ〟。

　それが、風紀委員会委員長、Ｓランクオーヴァード──ベアトリス・ハックマンの能力だ。




れい：やるじゃん、ベアトリス！

ＧＭ：彼女もＳランクですからね。その〝領りよう域いき〟の広さは学園随ずい一いち、広こう域いき破壊能力に関しては、彼女の右に出る者はいません──従者たちも次々破壊していきます。しかし──。




「召喚サモン──〝木星ジユピター〟」「OK.Jupiter!」

〝プラネータ〟が呟くと……従者の一体がそれに応え、一〇メートルほどに巨大化する！

　巨大従者は、その腕うでで風紀委員を薙なぎ払はらい、進しん撃げきする！

　だが──風紀委員会本部に迫る巨人の腕が──突とつ然ぜん、石化した。




一同：ヴィペラさんだ──────っ!!

ＧＭ：ヴィペラは「従者の相手は私がしましょう」と言って、〝プラネータ〟に向き合う。




「その能力──〝ゴルゴーン・サーカス〟か！　この裏切り者ダブルクロスめ！」

「私は……取とり戻もどしただけですよ。──そのままの、自分をね」

　かつての仲間に立ち向かいながら、ヴィペラは冷静に──そして、確かく信しんを持って言う。

「この事じ態たいは、第三生徒会が必ず止める。私は……時間を稼かせがせてもらいます」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──続いては、番長連本部。ちょっと武ぶ道どう場じようっぽい、平屋建ての建物です。

透子：ふむ。一番頼りになりそうな連中だが──。

ＧＭ：番長連本部の周囲には──番長たちがバタバタと倒たおれています。

一同：いきなりやられてる──────────っ!?（爆笑）

ＧＭ：累るい々るいと倒れた番長たちの中、唯ゆい一いつ、立っている人物がいます。腰こしの刀に手を添そえ、一いち分ぶの隙すきもない構かまえを取った──番長連三番隊番長、〝居い合あい番長〟姫鶴千鶴香。

れい：千鶴香ちゃんは、まだがんばってるんだ！

ＧＭ：千鶴香は、構えを取って、呟きます──。「……まさか、私の居合が破やぶられるとは」そして、バタリと倒れる（一同爆笑）。

エナ：他と変わらないじゃん！（笑）

ＧＭ：並なみ居いる番長たちを倒したのは──たったひとりの仮面の男。戦せん闘とう用のボディスーツに身を包んで般若の面を被り、飾かざり気けのない刀を手にした──〝マスターブレイド〟。

修太郎：マスターエージェントか……。強いはずだ。

エナ：……番長連は、これで全ぜん滅めつなの？

ＧＭ：全員が揃そろっていたわけではないでしょうけどね。そこに、第三生徒会の──修太郎の放送が響いてきますが……立っているのは、〝マスターブレイド〟だけです。




「番長とやらも、この程てい度どか……」

　そう呟いた〝マスターブレイド〟が番長連本部から立ち去ろうとした、その時。

　突とつ如じよ、本部の壁かべが内側から吹ふき飛とんだ！

　土つち煙けむりが晴れると、地面には巨大なクレーター。そして、壁に空いた穴あなの向こうには──。

「わっはっは……ごめん寝ねてた！　放送聞いて起きたよー」

　──番長連総そう番ばん長ちよう。〝鉄てつ拳けん番長〟無道ささき。
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透子：私のささきが超ちようかっこいい！（一同笑）

エナ：無道ささきって、Ａランクアタッカーだけど、そんな強いの？

ＧＭ：「いやー、オーヴァード能力テストの時、半分寝てたんだよねー」（一同笑）




「……楽しませてくれるのだろうな、総番長」

「ま、手下の不始末は大たい将しようがつけないとね。──んじゃ、始めますか」




　学園の各所で、仮面の生徒たちと、学園を守ろうとする者たちの戦いが続いていく。

　しかし、このままでは、騒そう動どう自体は終わらない。誰かが、根本の原げん因いんを──無数の〝薔薇の仮面〟を操あやつる〝血と薔薇プレジール〟を倒たおさなければならないのだ──！



マスターエージェント　オーヴァードによるテロ組織、ファルスハーツの中でも、特に優れた能力を持つエージェントに与えられる称号。サプリメント『ユニバーサルガーディアン』には、マスターエージェント専用の強力な装備も収録されている。









◆Middle10◆学園島の大だい追つい跡せき　Scene Player ─── 星川修太郎




　全学園放送により、状じよう況きようを好転させた第三生徒会。

　次は、事じ件けんの黒くろ幕まくを探さがし出だすのだ──！




ＧＭ：では、第三生徒会本部に場面が戻もどります。全員登場。──では、放送を終え、次の行動を……というところで、会議室のモニタに、ＴＶ電話がかかってきます──雲雀ひばりからですね。

エナ：おー、ひばりちゃん、そっちどう？

ＧＭ：「放送見たよ。通信が復ふつ帰きしたのも、キミたちのおかげだね」と、雲雀は、いつも通りのニコニコ顔で言う──けど、背はい後ごでは扉とびらが壊こわれてたり、部屋が荒あれてたり。

透子：むう、生徒会本部ビルの中まで襲撃を受けているのか……。

ＧＭ：「ま、さすがに、相手のお目当て、大本命って感じだからね」そう言った雲雀の背後から、仮面の生徒たちがまた入ってきます──。

エナ：ひばりちゃん！　後ろ、後ろ！（一同笑）

ＧＭ：──が、そこで、バタバタと生徒たちが倒れる。……しゅるっと、生徒たちの体から、極細のワイヤーが離はなれ──いつのまにか、影田くんが天井に立っている。

一同：シャド田くんっ!!

ＧＭ：「影田です──生徒会長は、自分が守ります。心配はいりません」

エナ：す、すごい超ちよう人じんだ……！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：影田くんは、エンジェルハィロゥ／バロール／ハヌマーンのトライブリードです。目に見えず、耳には聞こえない。壁かべや天てん井じようを、自じ在ざいに歩く。

れい：忍にん者じやみたい！

ＧＭ：そういうイメージの能のう力りよくです。なにげにＳランクのディフェンダー。「そんなわけで、こっちは今のところ大だい丈じよう夫ぶだよ。放送のおかげで自分で仮面を外したり、誰だれかに止めてもらった生徒もいるみたいで、暴ぼう走そうした生徒の数も減へってきてる」

エナ：しゅーたろーのお手柄だね。でも、このままじゃ──。

ＧＭ：「そうだね。状況は膠こう着ちやくしている。このままでは、解かい決けつはできない」

修太郎：騒そう動どうの元になった仮面は、〝血と薔薇プレジール〟というオーヴァードが作りだしたものです。それを止めれば──。

ＧＭ：「うん、こちらの解かい析せき班はんの意見も、今回の事件で出回った仮面は、それを生み出したオーヴァードを無力化すれば、すべての仮面が、一いつ斉せいに停止するだろう、ということだ」

透子：つまり、親玉さえ倒せば、全部解決というわけだ。

ＧＭ：「そういうこと。でも、風紀委員会も番長連も動ける状じよう態たいじゃない。だから──」

修太郎：わかってます。こんなときのための──第三生徒会です。

ＧＭ：「うん、恐おそらく、今そのために動けるのは、キミたちだけだ」

修太郎：はい。それに、〝血と薔薇プレジール〟とは因いん縁ねんがありますから。

エナ：今回は、しゅーたろー狙ねらい撃うちだしね。なんか、しゅーたろーに興きよう味みがあるみたいな。

透子：……その〝血と薔薇プレジール〟というのは確たしか──女だったな。

修太郎：え、ちょ、今、そういう感じじゃないですよ、透子ちゃん!?（一同笑）

エナ：とーこちゃん、すっごい調子戻もどってきたね（笑）。

れい：ね！　ぐいぐい来てるわ！（笑）

修太郎：と──とにかく、この島のどこかに、黒幕がいる。それを探し出して、止めよう！

一同：──了りよう解かい！

ＧＭ：「頼たのんだよ」──それで、雲雀との通信は終わります。

修太郎：よし、行こう！　〝血と薔薇プレジール〟を探すんだ！

ＧＭ：具体的には、判はん定ていによって居い場ば所しよを探すことになります──が、その前に。

れい：……前に？

ＧＭ：第三生徒会本部を出て、校こう舎しや群ぐんに向かうキミたちですが──その行く手を塞ふさぐように、ひとりの少年が立っています。炎ほのおを象かたどったような仮面をつけた──。

一同：──〝ディアボロ・ロッソ〟!!

修太郎：ロッソ……いや、紅之介っ!!

透子：紅之介……？　あの、修太郎とよく一いつ緒しよにいる、うるさいやつか……？

エナ：そっか、とーこちゃんは知らないんだもんね。

れい：あたしもわかんないっ！　──でも、嬉うれしいっ！

ＧＭ：……嬉しい？

透子：（素になって）私わたしたち、紅之介のファンなんで（笑）。

れい：そう、ファンなの（一同笑）。

ＧＭ：そ、そうなのか……（笑）。まあいいや、ええと──〝ディアボロ・ロッソ〟は、体から、ものすごい熱気を放っています。周囲に陽炎かげろうが立ち上る。「ここは……通さないぜ」

エナ：名前つきのディオゲネスクラブが全員邪じや魔ましにくる展開か……。

ＧＭ：このままでは、彼かれを倒たおすまで、〝血と薔薇プレジール〟を探しにいくことができません。

修太郎：……誰だれかが、彼を引きつけることはできるかな？

ＧＭ：できます。その場合、ＰＣは、居場所を探す組と、ロッソと戦う組に分かれる。

エナ：あたいは前回こいつとやりあってるので……めんどくせーって、顔をしかめておこう。

修太郎：──みんなは、先に行って。

れい：ほっしーを置いてなんて行けないよっ！

修太郎：いや、あいつは僕がひとりで相手をする。……そうしなきゃ、いけないんだ。

透子：……わかった。行くぞ、れい、エナ。

れい：ちょっと透子!?

透子：大丈夫だ。修太郎は強い。──お前も、わかっているはずだ。

れい：うぅ……もうっ！　わかった！　ほっしー、無理しないでよ！

エナ：しゅーたろー、死ぬなよー。と言って、あたいはさっさと横を抜ぬけよう（笑）。

修太郎：ありがとう、みんな。大丈夫、ここは僕に任まかせて──先に、行ってくれ。

ＧＭ：「ふん、余よ裕ゆうだな、修太郎。……いいぜ、俺おれも、お前とは決着をつけなきゃならないと思っていた。他の連中など……どうでもいい」




〝ディアボロ・ロッソ〟が、握にぎった拳こぶしを持ち上げる。一気に熱が高まり──陽炎が揺ゆらめく。炎のような仮面は──以前よりも、さらに禍まが々まがしい。




修太郎：前回仮面が壊こわれたから……新しい仮面なのか。

ＧＭ：そうです。「今度の仮面は特とく製せいだ。前回のようにはいかないぜ、修太郎」

修太郎：僕だって、前回のようにはいかないさ──〝魔ま眼がん〟を呼よび出だす。

ＧＭ：──では、シーンは変えませんが、一度、先に進んだ三人の描びよう写しやをします。




　透子、れい、エナの三人は、学園島の中心へと走って行く。

　この広い学がく園えん島とうのどこかに、数多の〝薔薇の仮面〟を操あやつる〝血と薔薇プレジール〟がいる──どうにかして、見つけ出さなければならない。




ＧＭ：修太郎とロッソの対決と、〝血と薔薇プレジール〟を探す三人の判定は、同時にラウンド進行で処理します。前回の決勝の時と同じような感じですね。

エナ：今回は、目標がどこにいるのかわからないだけに、修太郎がヤバイ感じするな。

ＧＭ：捜そう索さくに時間をかけると、修太郎が大変なことになる──そう思ってください。で、この捜索はＦＳ判定──フォーカスシステムを使用します。




　ＦＳ判定とは、複ふく数すう回かいの判定で、段階的に目的を達成していくルールである。

　各ＰＣは、指定された技ぎ能のう・能力値で［進行判定］を行ない、成功することで、［進行値］を獲かく得とくしていく。この進行値が、指定のポイントに達すれば、ＦＳ判定がクリアとなる。




ＧＭ：ま、あとはやりながら説明しましょう。場面としては、三人が学園島中を走り回りながら、居場所についての手がかりを探す、という感じになります。

れい：がんばるわよ！

エナ：……ところでさ、もしかして、こっちにも妨ぼう害がいとかある？

ＧＭ：よくおわかりで。キミたちが校舎群の合間を疾しつ走そうしていると──目の前に、花びらが幾いくつも降ってきます。そして、街灯の上に立つ、花を象った仮面をつけた──。

一同：──〝カルペ・ディエム〟!!

ＧＭ：「──正直、面めん倒どうだけど。役目は果たさせてもらうわよ」

透子：今は、貴き様さまの相手をしている暇ひまはない──顔も向けずに、ガラスの針はりを撃うち出す。

ＧＭ：放たれた針が、花びらで相殺される。「ご挨あい拶さつね。ま、少し遊んでちょうだい」

れい：もーっ！　邪魔だぁー！

ＧＭ：そのために来てるので（笑）。──では、それぞれ、ラウンド進行を開始しましょう。




◆ＶＳ〝ディアボロ・ロッソ〟：第一ラウンド

　学園中心部からは離はなれた、森の中。

〝ディアボロ・ロッソ〟と、〝魔眼〟を携たずさえた修太郎が向かい合っている。




ＧＭ：「〝血の仮面〟の支し配はいを打うち破やぶるとはな……認みとめるぜ、修太郎。お前は、強い」

修太郎：……僕が強いんじゃない。仲間が、いてくれたからだよ。

ＧＭ：「いいや。お前の力さ。お前となら──熱くなれる！」──〝ディアボロ・ロッソ〟は、拳に、以前よりも強きよう烈れつに渦うず巻まく炎ほのおを纏まといます。では、セットアップ！
















修太郎：《虚きよ無むの城じよう壁へき》！　《ディフェンスサポート》なしで、凌しのぎきれるか……。

ＧＭ：おっと、今回はこちらもセットアップで宣せん言げんします。──Ｅロイス、《殺さつ刃じん圏けん》。

エナ：クリンナップにダメージを与あたえてくる、衝しよう動どう「殺さつ戮りく」のＥロイスか。

修太郎：紅之介は衝動「闘争」だったはずじゃ？

ＧＭ：この《殺刃圏》は「節せつ制せいの仮面」の効こう果かです。新しい仮面による能力、ということ。

修太郎：紅之介……やっぱり、その仮面は、お前の力を歪ゆがめている！

ＧＭ：「引き出している、と言ってもらおうか」──周囲に炎が広がり、逃にげ道みちを塞ふさぎます。そして、高熱により、クリンナップには２Ｄ10点のダメージを受けてもらいます。

エナ：きついな……。

ＧＭ：「……この間と似にたような構こう図ずだな。だが、お前はひとりで、俺は本気だ。──熱くなろうぜ、修太郎！」──最初のイニシアチブで、《加速する刻》！




〝ディアボロ・ロッソ〟の拳が、猛もう烈れつな炎を纏まとって叩たたき付つけられる。

　それに対し、修太郎は〝魔眼〟の中に星せい座ざを展開──盾たてを呼よび出だし、受け止める。




ＧＭ：達成値58で命中。ダメージは──60点ッ！

修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──ペルセウス座モード：ペルセウス！　30点止めた。ＨＰ、残り３点！

エナ：おおっ、一いち撃げき耐たえたか！

ＧＭ：「受け止めるか──やはり、お前となら熱くなれる！」続けて、本来の行動順で、同じく《コンセントレイト：サラマンダー》《炎えん神じんの怒いかり》その他で攻こう撃げき！

修太郎：受けきれない！　そのまま喰くらって《リザレクト》──ＨＰ９点！

エナ：お、これなら、《殺刃圏》を受けても生き残れるかも！

ＧＭ：「ははは！　いいぞ、もっと熱くなれよ、修太郎！」修太郎が受けた拳を、そのまま力ちから任まかせにねじ込こむと、爆炎が噴ふき上あがる──さらにイニシアチブで、《極大消滅波》！

透子：よ、容よう赦しやないな……。

修太郎：《リザレクト》──ＨＰ５点。

エナ：これで、クリンナップでまた焼かれるか……。無茶苦茶してくるな。

ＧＭ：本気なんで。「……いいぞ、これだけやっても、お前は立ち上がってくる。来いよ、修太郎。仲間なんて関係ない、お前の力を見せてみろ。攻撃してこいよ！」

修太郎：……キミを、傷きずつけたくない。

ＧＭ：ロッソは奥おく歯ばを嚙かみしめる──。「この期ごに及およんで、余裕を見せようってのか？」

修太郎：余裕なんてないさ、でも──友達じゃないか。

ＧＭ：では、ロッソは少し、不意を突つかれたように黙だまってから──。「だったら……なおさらだ。お前の、成長ってやつを見せてくれよ──修太郎！」

修太郎：この……わからずや！　新しく取得した《漆しつ黒こくの拳》で〝魔眼〟を拳に纏って──〝星の魔眼スターズ〟！　ヘラクレス座モード：ヘラクレス！　達成値──47ッ！

ＧＭ：おお、ダイス走ったな……それは命中！

修太郎：ダメージは──装そう甲こう値ち無む視しの、30点！

ＧＭ：《閃せん熱ねつの防ぼう壁へき》──ぴったり30点。炎が〝魔眼〟と拮きつ抗こうし、拳が眼がん前ぜんで止まる。ロッソは、目を開いたまま仮面越ごしに修太郎と視し線せんを合わせる。「いい拳だ──だが、まだ熱さが足りないぜ」──クリンナップ！　《殺刃圏》のダメージが──14点！

修太郎：《リザレクト》！　目は逸そらさない……。今、侵蝕率96％で、そこから《リザレクト》分を──２！　侵蝕率98％！

エナ：よし！　ここで[image: 100]％未満なのは大きい。

修太郎：僕は……仲間を信じている、仲間のために戦っている。だから──倒たおれない。

ＧＭ：「……いつまで、ぬるいこと言ってられるかな」ここで、一度場面を転てん換かん──三人の方へ移うつります。




◆〝血と薔薇プレジール〟捜索：第一ラウンド

　一方その頃ころ──。

　透子、れい、エナは、仮面を操あやつる大おお本もとを探して、学園を疾しつ走そうしていた。三人と併へい走そうしながら、仮面の少女──〝カルペ・ディエム〟が花びらを操り、妨害してくる！




ＧＭ：こちらはＦＳ判定になります。判定は〈知覚〉か〈情じよう報ほう：アカデミア〉で、難なん易い度ど５。レネゲイドの流れを探さぐる〈知覚〉、情報収しゆう集しゆうや推すい理りを行なう〈情報〉というイメージですね。

[image: ]

透子：〈知覚〉なら私が得意だな。……れいは──。

れい：どっちも苦手ぇ～！

エナ：まあ、途と中ちゆうで判定する技能が変わることもある、とりあえずやってみよう。

ＧＭ：では、まずはハプニングチャートを決定します。これは、ラウンドごとに発生するランダムイベントですね、じゃあ──透子さん、Ｄ[image: 100]振ってみてください。

透子：──76。

ＧＭ：「予想外のピンチ。このラウンド中、進行判定のダイス、マイナス５個こ」……オーウ。

エナ：げえ……一番きついの来たな。これ、れいちゃん判定できないぞ……。

ＧＭ：ピンチですね。──続いて、イベントもうひとつ。三人を追いかけて、猫ねこが走ってきます。「──みなさ～ん、サポートします！」

エナ：お、フレーズちゃんか。

ＧＭ：はい。《妖よう精せいの手》を１回使ってくれます。「わたしもがんばります！」

れい：すっごい助かる！

ＧＭ：では、判定を始めましょう。行動値順に処理していきます。ちなみに、〝カルペ・ディエム〟はキャラクターではなく、イベント扱あつかい。……では、行動値18のエナから。

エナ：あたい、《プロファイリング》取ったんだけど、これで、〝血と薔薇プレジール〟のいそうな場所を推すい測そくできるかな？　判定自体は、できれば〈知覚〉でしたい。

ＧＭ：いいですよ。《プロファイリング》の効果で進行判定のダイスに＋２個してください。

エナ：ありがたい。これでダイス11個──うん、達成値10。［達成値÷10（端は数すう切きり捨すて）＋１］だから、進行値を２点獲得。




　モテキ城じようでの接せつ触しよく、ニセ修太郎を通じた会話、放送ジャックの時の映えい像ぞう──。

　これまでに得た、〝血と薔薇プレジール〟の人物像から、エナは彼かの女じよの居場所を考える。

　──校舎群ではない。むしろ郊こう外がい。人ひと気けのない場所──。




ＧＭ：で、エナの高速思考が手がかりを摑つかんでいきます──というところで、進行値が１を超こえたので、イベント発生。カルっぺが、指をパチン、と鳴らして、花はな吹雪ふぶきを展開──妨害してくる。以い降こう、進行判定の難易度が７に。

れい：うひー、きびしい！　見えないし！

透子：次は私か。ダイスのマイナス５個は辛つらいが、〈知覚〉なら４つは振ふれる──よし、８。

ＧＭ：判定は成功。透子さんは、レネゲイドの流れを感知します。

透子：こっちだ──巨乳の気配がする（一同爆笑）。

ＧＭ：「馬ば鹿かな！　巨乳同士は引かれ合うとでも言うの!?」

修太郎：そこ、拾わなくていいから！（一同笑）

れい：う～、あたし、〈知覚〉も〈情報〉も、マイナス５個だとサイコロ振れない！

エナ：任せて。「Ａランク：サポーター」と《支し援えん射しや撃げき》でダイス＋５個！

ＧＭ：おお、ペナルティ相そう殺さいか。あ、〈情報〉判定は「コネ」使っていいですよ。

れい：ホント？　じゃあ、〈情報：アカデミア〉で「コネ：学園通の友人」使う！　ダイス４個で……やった！　７出た！




　れいの耳元で、風紀委員長、ベアトリスの声がした。

「光月れい。そこから三ブロックはこちらが調ちよう査さ済ずみだ。まっすぐ北上しろ」




ＧＭ：《彼方かなたからの声》でベアトリスの声が聞こえる。コネの演出です。

れい：ありがと！　ベッキー！

ＧＭ：「ベッキー言うな！」……さて、さらに進行値を１獲得。進行値が４に達したところで、イベントが発生します。カルっぺが、ふたたび指を鳴らすと──。




　ふわり──。

　花びらが舞まい、そのまま、溶とけるように、第三生徒会の面々の胸むねに吸すい込こまれた。

　そして──三人の胸に沸わき上あがる、焦しよう燥そう感。




ＧＭ：三人は、残してきた修太郎のことが気になって仕方なくなります。難易度７の〈意い志し〉判定してください。失敗すると、以降の判定のダイスにマイナス３個──うーん、このラウンド序じよ盤ばんに発生していれば、合計でマイナス８個だったのに。残念！

エナ：いやいや……厳きびしいよこれ。（失敗した）うーん、そわそわする……。

れい：（失敗した）ほっしー……大丈夫かな。

透子：（失敗した）１ラウンドに３回くらい、修太郎の霊れい圧あつが消えた気がする（一同笑）。

修太郎：消えてないよ、ちゃんと《リザレクト》したから！（笑）

ＧＭ：そんなところで、ラウンド終了──ふたたび、修太郎の場面です。




◆ＶＳ〝ディアボロ・ロッソ〟：第二ラウンド

修太郎：侵蝕率、98％か……《虚無の城壁》は使わない。

ＧＭ：「どうした？　諦あきらめんなよ！　熱くなれよ！」（一同笑）

修太郎：──諦めたわけじゃないさ。今、仲間たちががんばってくれてる。僕の役目は、ここで、お前を足止めすることだ、紅之介！

ＧＭ：「仲間なんて……っ！」〝ディアボロ・ロッソ〟は、苛いら立だったように拳を燃もやします。




〝ディアボロ・ロッソ〟の攻撃で、修太郎は再さい度どの──そして最後の《リザレクト》。これで侵蝕率が[image: 100]％を突とつ破ぱし、もはや、《リザレクト》は行なえない。

　修太郎の攻撃は、やはりダメージを与えることはできず──そしてクリンナップ。




ＧＭ：周囲の炎が勢いきおいを増ます──《殺刃圏》のダメージ、15点！

修太郎：それは倒れる。けど、仲間のことを想って──みんなの力で、自分を取とり戻もどした記き憶おくが、支ささえになる。ニセ修太郎へのロイスをタイタスにして、昇しよう華か！

ＧＭ：タイタスで立ち上がったので、ちょっとした会話イベントが入ります。──キミが起き上がってくるのを見た〝ディアボロ・ロッソ〟が、ひどく苛立たしげに、叫さけぶ。「──なぜだ、なぜ立ち上がってこれる！　お前の体は、もう限げん界かいのはずだ！」

修太郎：さっきから言ってるじゃないか……今も、一緒に戦ってる、仲間がいるからだよ。

ＧＭ：修太郎と視線を合わせ──ロッソは、まるで熱いものに触ふれたように、バっと一歩、下がります。「なぜだ……なぜ──お前はそんなに──熱いんだ」

エナ：お……なるほど。こーのすけちゃんは、それでしゅーたろーにこだわってたのか。

ＧＭ：「俺たちは同じなはずだ。居場所がなくて、この学園に来て……俺だって、いくつものサークル、委員会、課外活動……なんでもやった！　だが、仮面の力以外では熱くなれなかった！　それなのに、なぜお前は、第三生徒会で、そんなに──熱くなれるんだ！」

修太郎：何も……何も、変わらないよ。紅之介の言う通り、僕とキミは同じだ。

ＧＭ：「……じゃあ、どうして！」

修太郎：紅之介が……仮面を、着けてたから。その仮面、だけじゃなくてさ。心に……本心を隠かくす、仮面を着けてたから。本気じゃ、なかったからだよ。

ＧＭ：「俺は……」

修太郎：今からでも、その仮面を捨すてよう。そして、一緒に──。

ＧＭ：「黙だまれ……黙れよ！」叫さけび声ごえと共に、炎が渦巻く──では、ラウンド終了。

修太郎：紅之介……。




◆〝血と薔薇プレジール〟捜索：第二ラウンド

ＧＭ：まずはハプニングチャートを──れいちゃん、振ってください。

れい：えっと……43。「一いちか八ばちかのチャンス。最大達成値と難易度に＋10」だって。

ＧＭ：最大達成値が上がると、一回で獲得できるポイントの上じよう限げんが増ふえます。が──。

エナ：……まずいね。誰も達成値が稼かせげない判定だから、最大達成値が上がるメリットより、難易度が上がったことによるデメリットの方が大きいぞ。

ＧＭ：現げん在ざい、進行値は４。難易度17。判定のダイスにマイナス３個こです。では──エナから。

エナ：厳しいな、《プロファイリング》でダイス＋２個もらって９個──ダメだ、失敗！

透子：……次のラウンドに回すと、修太郎のタイタスがさらにふたつ消える。それはまずいぞ……〈知覚〉で判定だ。

エナ：《支援射撃》と「Ａランク：サポーター」！

透子：これでダイス13個だが……くっ、まずい、クリティカルしない！

エナ：フレーズちゃん！

ＧＭ：「はい！」──《妖精の手》を使用します。ダイス目ひとつが10に。

透子：これで７以上……出た！　達成値19で、２ポイント獲得。あと１高ければ……！

ＧＭ：進行値６──ここで、イベント発生です。まず、ダイスへのマイナス３個が消える。それから、〝カルペ・ディエム〟が──「目め眩くらましだけでは、止まらないわね」と呟つぶやき──透子さんに《メンタルインベイション》。

透子：それは……？

ＧＭ：相手の身体を操るエフェクトです。本来、シナリオ終了まで支配する能力ですが、ここでは一回のメジャーアクションを行なわせる、とします。〈意志〉の対決で──こちらの達成値は、22。

透子：くっ、〈意志〉はみっつしか振れない……失敗！

ＧＭ：では、透子さんの胸に花びらが吸い込まれ──体が勝手に動きます。れいちゃんに、いつものコンボ、ガラスの針で攻撃してください。侵蝕率は上げなくていいです。

れい：うっそぉ──────っ!?

透子：なっ、か、体が勝手に──《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》で攻撃──達成値30！

れい：ちょ、ちょっと透子!?

透子：す、すまん……れい、ダメージは──34点。

れい：それ倒れ……あ、装甲値１あった！　１点残ったわ！（笑）

透子：れい……よかった。

ＧＭ：では──その様子を見た〝カルペ・ディエム〟は、溜ため息いきをついて──「このくらいじゃ止まらないか……」と、《メンタルインベイション》を解かい除じよします。

エナ：イベント終了ってことね……とはいえ、あと４ポイント稼かせがないといけない。うおー、糖とう分ぶんが不足して天才が足りない！　お菓か子しを猛もう烈れつな勢いで食べてよう。

ＧＭ：そして、進行値が６になったところで──〝血と薔薇プレジール〟の居場所の見当がつきます。海岸線に存そん在ざいする──灯台。だが、行く手を仮面の生徒が阻はばみます。

エナ：お、判定の技能が変わる？

ＧＭ：はい。判定が、〈白兵〉〈射撃〉〈ＲＣ〉に変更。これで達成値30出れば、クリアです。

れい：よっし！　それならいける！　Ｄロイス「学生王者ヘラクレス」も使って、エフェクト組み合わせて──って、ちょ……25しか出ない！

エナ：任せて、[image: 100]％超えたんで使える──《勝利の女神》！

れい：エナちん、ありがとー！　達成値、43っ！




　目指すは、灯台──行く手に立ちふさがる仮面の生徒たちを、鋼こう鉄てつの装甲腕を身に着けた少女が吹ふき飛とばす！　その激はげしさはまさに──ハリケーン！




ＧＭ：では、〝カルペ・ディエム〟は肩かたをすくめます。「……ここまで来たら、もう止められないわね。ま、命令された分の仕事はしたし──ここらで、退たい散さんしておくわ」

透子：……そのうち、礼はさせてもらうぞ、〝カルペ・ディエム〟。

れい：透子の針、痛いたかったんだからね！（笑）

ＧＭ：「そうね、正直、今回の作戦は気乗りしなかったけど……あなたたちには、興味があるわ。ふふ──命短し、恋こいせよ乙女おとめ、よ♡」──では、宙ちゆうに舞まう花びらだけを残し、〝カルペ・ディエム〟は退たい場じようします。

エナ：ギリギリだった……けど、なんとかなった……！

透子：修太郎はどうなる？

ＧＭ：両方とも、ラウンド進行は終了です。では、修太郎サイドの描写をしましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──ロッソが、不意に動きを止めます。「……どうやら、お前の勝ちのようだ」ロッソは、そう、低い声で言い……拳や、周囲の炎が消えていきます。

修太郎：みんなが……敵てきの居場所を、見つけたのか……。

エナ：なんで紅之介にわかるのかは不明だけどね（一同笑）。

ＧＭ：〝カルペ・ディエム〟が撤てつ退たいしたことを感じとった、とかですね。──で、〝ディアボロ・ロッソ〟は、溜息をついて、拳を下ろします。「行けよ、お前たちの勝ちだ」

修太郎：……紅之介。

ＧＭ：「お前の言う通りだ。俺は……本気で、熱くなろうとしてなかったんだろう。だから、独ひとりだった。だから、お前に──お前たちに、負けたのさ」──そう言って、背を向ける。

修太郎：待って……待ってよ！　今からでも遅おそくない、一緒にやろう！

ＧＭ：「よせよ。俺はお前の敵で、そして負けたんだ。……どうして、そんな俺に構かまう」

修太郎：友達だからだろ、当たり前じゃないか！

透子・れい：………………ふぅ（うっとりしている）。

エナ：なんか、とーこちゃんとれーちゃんがご満まん悦えつだ……（笑）。

ＧＭ：〝ディアボロ・ロッソ〟──いえ、紅之介は、仮面を外し……強く、摑つかむ。ピシッと、外した仮面に、罅ひびが入ります。

修太郎：紅之介！　じゃあ、僕たちと一緒に──。

ＧＭ：「──いいや」そのまま、拳の中で仮面を燃もやす──仮面の力がない今、紅之介の手も焼けていますが、顔色ひとつ変えない。「いいや……仲間には、なれない」

修太郎：そんな、どうして……それに、その、手──。

ＧＭ：「どうして、か。……俺にも、わかんねえよ。でも、このまま仲間になる……そんなことはできない。どうすればいいのかは、わからないけどな」

修太郎：紅之介……。

ＧＭ：──そこで、周囲の木の上に、何人もの人ひと影かげが現あらわれます。

一同：──!?

ＧＭ：「そんな小こ僧ぞうに後れを取るとは」「我われらディオゲネスクラブの面つら汚よごしよ」

修太郎：誰だよお前らっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：影になっており、姿はわかりません（笑）。で、その何人もの仮面のエージェントが構かまえたところで──紅之介が言う。「行けよ、修太郎。仲間が待ってるんだろ」

修太郎：紅之介!?

ＧＭ：「ここは──俺に任まかせろ」そう言って、拳──腕全体に、轟ごう炎えんを纏まとう。

修太郎：そんなことをしたら……お前の腕が！

ＧＭ：「……友達だって、言ってくれたからな。──友達のためなら、片かた腕うでくらいは、くれてやるさ」そして──。「行けよ修太郎──ここは、俺に任せろ」

修太郎：……絶ぜつ対たい、また会おう。もっと、話したいことがあるんだ！

ＧＭ：「ああ……そうだな。俺もだ──」

修太郎：…………走って、行きます。




　修太郎が駆かけだした足音に──春日紅之介は、頰ほおをゆるめ──微わ笑らった。

「貴様のような出で来き損そこないが、我らを止められると思うたか！」「舐なめるなよ！」

　紅之介は、笑ったまま──炎を纏った拳を突つき出だす。周囲に、陽炎が揺ゆらめいた。

「そっちこそ、舐めるなよ。俺は春日紅之介──〝紅蓮の悪魔デイアボロ・ロツソ〟だ」

　炎が燃もえ上あがる……少年の身を焦こがしながら。仮面の襲しゆう撃げき者しやたちを阻み、仲間の元に駆けていく──友達を守るために。

「こいつは──熱くなれそうだぜ」



《極大消滅波》　エネルギーを直接叩き込んでダメージを与えるサラマンダーのエフェクト。

《彼方からの声》　遠方に声を届けることのできる、ハヌマーンのイージーエフェクト。

《メンタルインベイション》　対象の意志に関わりなく体を操るエグザイルのエネミーエフェクト。









　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆決戦、第三生徒会！　Scene Player ─── 星川修太郎




　学がく園えん島とうの海岸線に立つ、灯台のひとつ。通つう称しよう──北の灯台。

　そこに、〝血と薔薇プレジール〟がいる。




ＧＭ：では──灯台を見上げるところで、全員合流です。そろそろ、空がオレンジに染そまる中、灯台からは、邪じや悪あくなレネゲイドの波動が渦うず巻まいている。

エナ：邪悪なレネゲイドの波動ってなに（笑）。

ＧＭ：え、なんかこう、もわ～んと……空で雲が渦巻いてたりする（笑）。で──灯台を囲んでいた仮か面めんの生徒を倒たおして、入り口を開けたところで、修しゆう太た郎ろうが合流します。

透とう子こ：修太郎！　無事だったんだな。

れい：よかった！　すっごい心配してたよ！

修太郎：みんなが、早く本ほん拠きよ地ちを見つけてくれたおかげで、大だい丈じよう夫ぶだったよ。

エナ：うっし、じゃー、あの仮面の女を倒たおしにいくかー。あ、救急キット使っていい？

ＧＭ：どうぞどうぞ。フレーズと海は、能のう力りよくをいっぱい使ったので、もう動けない感じです。

修太郎：ありがとう、すごく助かったよ。ここからは僕ぼくらが行く──ふたりは、休んでて。

ＧＭ：「うう、すいません～」じゃあ、猫ねこは疲つかれて、へにょーっとなる。

透子：お前がいなければ、ここまで来られなかったからな。助かった。

修太郎：よし……じゃあ、行こうか、みんな。

一同：──おぅっ！

ＧＭ：では、灯台に入り──螺ら旋せん階かい段だんを上っていきます。キミたちが、階段を上っていく間、学園各所の描びよう写しやをしていきましょう。




　──サークル団だん地ちでは、しねまやココ、土木研にクリスタル囲い碁ご相撲すもう部ぶ、マキ、そして、負ふ傷しようしアフロの欠けたアフロ団だん吉きちが、仮面の生徒たちと戦っている。

「そろそろ、アフロの中の武ぶ器きも超ちよう尽つきそうだぜ……超頼むぜ……ブラザー」




　──春風寮では、ブロッコの造り上あげた防ぼう壁へきが、今まさに突とつ破ぱされようとしていた。

　小石とリオーネは、迫せまり来くる仮面の生徒たちに備そなえ、身み構がまえる。

「……ううう、こわい……けど、がんばるよ、星川くん」

「いくぞスクードよ。戦う能力のない者らは、わらわの後ろに下がっておれ！」




　──風紀委員会本部では、ヴィペラとベアトリスが、背せ中なか合あわせに戦っている。その足下には、弾たま避よけにされてボロボロになった美しき美男子──ギルバート・エデン。

「くっ、いい加か減げん、きりがないな……」

「フッ。だが、諦あきらめるわけにはいかん！　今も、学園中で、みなが戦っているのだ！」

「その通りです、ギルバート様──失礼、踏みました」「ぐぺ」




一同：ギルバート……（笑）。

エナ：ギルバートちゃんはあれだね、オーヴァード以上にタフだね（笑）。




　──番長連本部。倒れた番長たちの合間に、巨きよ大だいなクレーターがいくつもできている。

〝マスターブレイド〟と相対する無道ささきは、冷ひや汗あせを滲にじませ──。




ＧＭ：「うう……ね、眠ねむい……」（一同爆ばく笑しよう）

透子：ささき、しっかりしろ！（笑）

ＧＭ：そして最後に────。




　生徒会本部──生徒会長室。

　窓まどから、外を見ながら──雲雀ひばりが、いつになく真面目な口調で呟つぶやく。

「頼たのんだよ会長くん。キミたち第三生徒会に──この学園の、未来がかかっている」




ＧＭ：──と、いう場面が、今まさに、学園のあちこちで繰くり広ひろげられている。

修太郎：……時間もないし、後がないな。

透子：私たちが負けたら、そこで終わりだろうな。

れい：がんばろっ！

ＧＭ：では──最上階。円形の部屋。そこには、扇せん情じよう的てきな服ふく装そうをした仮面の女──〝血と薔薇プレジール〟と、仮面を着けたニセ修太郎、そして、顔のない泥どろ人形のような〝従じゆう者しや〟がいます。
















透子：大だい歓かん迎げいだな……。

エナ：さすがに、準じゆん備びはしてるってわけだね。

修太郎：……お前の陰いん謀ぼうも、ここまでだ。仮面を止めるんだ！

ＧＭ：「どぉしてぇん？　止める必要なんかないわ～ん。先生の、理想の学園にするの♡」

修太郎：お前の、理想の学園って一体なんなんだ……？

ＧＭ：「言った通りよん。みんなが〝なりたい自分〟になれる学園を造るため♡」

修太郎：こんなやり方で変わっても、ちっとも素晴らしくなんかない！

ＧＭ：「そうかしらん？　みんな、夢ゆめを叶かなえるために、学園で、日々、がんばってるじゃない。先生はね、みんなの夢を……願いを、応おう援えんしたいのよ～ん♡」

透子：……それで、あの仮面をバラ撒まいたっていうのか。

ＧＭ：「そうよぉん。外しちゃったのは残念だったけどぉ……御み影かげさんの、〝弱くなりたい〟って願いも、ちゃんと叶えてあげたでしょぉ？」

透子：私は……あんな風になりたいわけじゃ、なかった！

修太郎：フレーズちゃんや、ヴィペラさん……小石ちゃんにも、そうやって……。

ＧＭ：「ええ、そうよ。なりたい自分に、ふさわしい力を、手に入れたの」

透子：なんてことを……。

れい：許ゆるせないわっ！　もう、サイバーアームが、バリバリ放電してる！

修太郎：あんな、願いを歪ゆがめて……暴ぼう走そうさせるような仮面なんかじゃなくて、自分の力で……なりたい自分にならなきゃ、意味がないですよ。

ＧＭ：「それは──あなた方が、強いから言えるのよぉ。意い志しが弱く、欲よく望ぼうに流され、意い欲よくが薄うすく……そんな生徒でも──誰でも、なりたい自分になれる学園が、先生の理想なの」

エナ：そんな、好き放題やったら、無茶苦茶になるんじゃない？　仮面同士がぶつかったり。

ＧＭ：「なればいいじゃな～い？　ぶつかったら、強い想いが通ればいい。美び醜しゆうや体力、知ち能のう……才さい能のうや努力より、想いの強さを競ったほうが、平等だわ」

修太郎：そっ、そんな──。

ＧＭ：「だからね──欲望、衝しよう動どうを抑よく制せいし、コントロールするような教え方をする……この学園は、間ま違ちがっている──先生は、そう思うのよ」

修太郎：それは、違ちがう！　僕らは、夢のために、なりたい自分のために、がんばってるし……助け合ってるんだ。学園は──そのためにあるんだよ！

エナ：……しゅーたろー、こいつ、説得できるような相手じゃないよ。

ＧＭ：「ふふふ、じゃあ、どっちが正しいか……想いを比くらべればいいと思うわ～ん」

修太郎：……勝った方が正しいなんて思わないですよ。でも、先生──先生のしていることは、間違ってる。それは、ただ、人を堕だ落らくさせ、傷つけているだけだ。だから──先生を、止めます。止めてみせる！

ＧＭ：「ふふ、かかってらっしゃい♡」──では、ラウンド進行になります。その前に、先生が笑うと同時に、周囲に強きよう烈れつな《ワーディング》が展てん開かい──衝動判はん定てい！

透子・れい：失敗──暴走した！

エナ：あたいと修太郎は成功……とーこちゃんとれーちゃんは、初めての失敗だね。

透子：お前だけは絶ぜつ対たいに許さない！

れい：あたしも。透子やフレーズちゃんにひどいことして──こらしめてやる！

ＧＭ：では──戦せん闘とう開始です！




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち（第一ラウンド）

〝血と薔薇プレジール〟　……22

従者×２　　　……20

エナ　　　　　……18

透子　　　　　……17

れい　　　　　……６

修太郎　　　　……６

ニセ修太郎　　……６
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エナ：先生速いな──というか、従者が速い！

ＧＭ：ニセ修太郎は《従者の目覚め》で呼よび出だしているので、従者だけどデータは別べつ扱あつかい。で、〝血と薔薇プレジール〟は《ヴァイタルアップ》。ＨＰが増ぞう大だいします。

透子：ここだな。──《戦いの予感》。行動値が20上がって──37！

修太郎：《虚きよ無むの城じよう壁へき》──〝魔ま眼がん〟を展開。

ＧＭ：ニセ修太郎が同じく、《原初の黄：虚無の城壁》。「ふん、どうするんだい、星川修太郎──本物くん。今のキミは、他人を守れないぞ」

エナ：《封ふう印いんの楔くさび》で、カバーリングエフェクトが封ふうじられているからな。

修太郎：それでも、やれるだけのことはやるさ……。

透子：任まかせろ、あの偽にせ者ものは、すぐに排はい除じよしてやる。行動値37で私だ──。

ＧＭ：おっと、イニシアチブで先生が割わり込こみ──《蠱こ毒どく》で、従者を１体潰つぶして、ガード役のニセ修太郎を強化します。ＨＰに＋20、判定のダイスに＋５個こね。

エナ：とーこちゃんが動く前に従者潰したか。

ＧＭ：さらに、ニセ修太郎もイニシアチブで割り込み！　──Ｄロイス「触媒カタリスト」を宣せん言げん！〝魔眼〟が時間を歪め──〝血と薔薇プレジール〟を動かす！

修太郎：そんなところまで同じ能力なのか……！

ＧＭ：先生はマイナーアクションで《影かげの武ぶ具ぐ：緑の鞭むち》《赫あかき剣けん》《原初の黒：ポルターガイスト》！　指先から放たれた血が、手の中で赤い鞭に、空中で無数の赤い短たん剣けんになる。

エナ：血けつ液えき使い……ブラム＝ストーカーとウロボロスか。

ＧＭ：そして、手の鞭と、空中の短剣で同時攻こう撃げき！　《ジャイアントグロウス》《エンタングル》その他で範はん囲い攻撃、ダメージを受けると重じゆう圧あつをくらいます！

修太郎：重圧で、エナちゃんのサポートを封ふうじる作戦か！

ＧＭ：です。判定いきますよ、ダイスは10個。お、よく回る……達成値は47、範囲攻撃です！　「反省しなさ～い♡」

修太郎：させない！　〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ──《孤こ独どくの魔眼》で、鞭と短剣を引ひき寄よせる！　対象を僕ひとりに変更だ。

ＧＭ：くっ、それがあったか……ダメージは53点！

エナ：《ディフェンスサポート》！　短剣を撃うち落おとして──ガード値９点上じよう昇しよう！

修太郎：《グラビティガード》で──合計53点止める。ぴったり止め切った！　こんなの……紅之介の拳に比べれば、怖こわくもなんともない！

ＧＭ：「あら……思ったより強いのね。先生、ドキドキしてきちゃったわ♡」

透子：行動値37で私の行動だ。「Ｓランク：スペシャリスト」を宣言してダイス＋５個！エフェクトをありったけ組み合わせてシーン攻撃──喰くらえ、〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟！




　ガラスの薔薇が砕くだけ散ちり、〝血と薔薇プレジール〟と従者たちを襲おそう！

　透子のダイス目は走りに走って達成値75──当然、誰も回かい避ひできず、命中する。




ＧＭ：う……これはヤバイな。ニセ修太郎はカバーリングしません。したら倒たおれそう。

透子：ダメージは──75点。装そう甲こう値ち無む視し、ガード値マイナス５！

ＧＭ：うぅ……雑ざ魚こ従者は倒れた！　先生はそのまま喰らう。「痛いたいわ～ん」（一同笑）

修太郎：先生が喋しやべるたびに、緊きん張ちようが解とける（笑）。

ＧＭ：ニセ修太郎は《原初の緑：グラビティガード》でガード。29点止めます。痛ぇ……。

エナ：雑魚の従者を倒せたのは大きいね。

ＧＭ：では、〝血と薔薇プレジール〟本来の行動順です！　マイナーは《リミテッドイモータル》。流れる血が生き物のように戻もどっていき──ＨＰ14点回復。

修太郎：回復していくのは厄やつ介かいだ……。

ＧＭ：「お返しよぉん」──さっきと同じ組み合わせで攻撃っ！

透子：ダイス10個こだったな？　では──《フラッシュゲイズ》！　８個減へらしてもらおう！

ＧＭ：ぎゃわー！　２個しか振ふれない……ダイス目もひどい！　達成値６!!

れい：暴走してなかったら、ドッジで回避できたのに！

エナ：問題ない。あたいが《守りの弾》で撃うち落おとす──達成値13で、成功！




〝血と薔薇プレジール〟の振るう短剣が、次々と、鏡像を砕いていく。

　無数の鏡像は、透子の生み出した目眩ましだ。

「いや～ん、どれが本物かわかんないわ～ん……もう、全部なぎはらえー！」

　大おお雑ざつ把ぱに振るわれた鞭を、エナの弾だん丸がんが叩たたき落おとした。




ＧＭ：くぅ。先生は《夜魔の領りよう域いき》を宣言。未行動になって、このラウンドの行動値が０になります。ラウンドの最後にもう一回行動ね。──では、行動値６の、修太郎とれいちゃん。

修太郎：れいちゃん、先に動いて、あの偽者を吹ふき飛とばして欲ほしい！　カバーリングができるようにしたい。

れい：任まかせて！　攻撃受けなかったし、じゃあ、マイナーでジェネシフトするね！　２個振って……11上がって[image: 103]％！　これで[image: 103]％超えたから、エフェクトがレベルアップ！

エナ：れーちゃんは、ジェネシフト慣なれてるなー（笑）。

れい：前回もやったからね！　メジャーアクションはいつものコンボに──《バリアクラッカー》と《マシラのごとく》！

エナ：そこに、《支し援えん射しや撃げき》と「Ａランク：サポーター」も使う！

ＧＭ：くっ、全力か！

れい：あたぼうよ！　あたし、偽者にはすっごく怒おこってるんだからね！

透子：おっぱいの恨うらみか……（一同笑）。

れい：ちがうわよ、あんたをいじめたからよ！　って、言わせないで!?（笑）　ええと、「学生王者ヘラクレス」も使う！　いっくわよ──達成値47！

ＧＭ：ぐぬぬ、《マシラのごとく》でダイス減ってそれか……くっ、《バリアクラッカー》があるからガードもできない！

れい：じゃ、ダメージいくね！　んーと……ぴったり80点！




「透子をいじめて……エナちんやフレーズちゃんにも嫌いやなこと言って……あたし、アンタのこと、許さないんだからね。ぶっとばしちゃうんだから！」

　全身に紫し電でんを纏まとった光月れいが叫さけぶ。

　対する仮面の修太郎──ニセ修太郎は片かた頰ほおを歪ゆがめて嘲ちよう笑しよう。

「ふっ、僕を、そこのヘタレと同じだと思わないことだ」

　そして、電光が走り──。




ＧＭ：「うぼあーっ!!」　……吹ふき飛とんだ、倒れた、動かなくなった（一同笑）。

修太郎：なんだか、哀あわれだな……。

ＧＭ：「（修太郎に）おい、どういうことだ!?　お前の力をコピーすれば、ものすごい防ぼう御ぎよ力りよくが手に入るんじゃなかったのか!?」（一同笑）

修太郎：しょうがないよ。《バリアクラッカー》には何もできない。僕がなんで、れいちゃんに逆さからえないか、よくわかったろう？（笑）

ＧＭ：「く……っ」はい、ニセ修太郎はどろどろと溶とけていきます。

修太郎：で、僕は待機する。

ＧＭ：では、行動値０の先生。まずは《リミテッドイモータル》で回復。そして……うーん、後ろが三人か……じゃあ、しょうがない。後ろに《ジャイアントグロウス》《エンタングル》その他の範囲攻撃！

修太郎：《孤独の魔眼》、二回目っ！




「おしおきよぉ～ん♡」

　気の抜ぬけた声とは裏うら腹はらに、鮮せん血けつの鞭むちは、妖あやしく、鋭するどく振ふるわれ、全員を切きり裂さこうとする──だが、〝魔眼〟はふたたび星の輝かがやきを宿し、鞭を引ひき寄よせた。




ＧＭ：ダメージは──58点！

修太郎：今度はエナちゃんの《ディフェンスサポート》もないし厳きびしいかな……おお、またダイス目いい！　４Ｄで32！　46点止めて──残りＨＰ８点！

ＧＭ：やるな！　だが《エンタングル》の効こう果かで重圧！　これでカバーリングできまい！

修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──蛇遣い座モード：オフイウクス！　前回の紅之介戦での反省で取った《異形の守り》を使用。重圧を打ち消す！

ＧＭ：ぬお……。成長している。

修太郎：言ったろう？　お前の攻撃なんかより、紅之介の方が……熱かったよ。

透子・れい：かぁーっこいい！

修太郎：──で、待機していた僕か。どうしよう。

エナ：あたい、このラウンド《勝利の女神》使ってないから、殴なぐるといいよ。

修太郎：了りよう解かい。じゃあ、〝魔眼〟を槍やりに変えて攻撃！　〝星の魔眼スターズ〟、一角獣座モード：モノセロス！




　星が輝き、一角獣の槍が、〝血と薔薇プレジール〟に襲おそいかかる！

　エナの支援もあり、この攻撃は達成値46を叩たたき出だす。




ＧＭ：ドッジは無理だな……ガードだけしておこう。ガード値３点しかないが。

修太郎：ダメージは──ダイス目がいい！　35点！

ＧＭ：クライマックスになってから修太郎はダイス走ってるな！　地道に回復していた分が吹き飛んだ。「いや～ん、痛いわ～ん」──若じやつ干かん、焦あせりが滲にじむ先生です。

修太郎：「触媒カタリスト」で押おし込こむか……うーん、でも、ここで倒たおせる気がしない。

エナ：まだ復ふつ活かつ系けいエフェクトも残してるだろうしね。

ＧＭ：「触媒」使わないのね？　──では、ラウンド終しゆう了りよう。クリンナップで、〝血と薔薇プレジール〟が《不死者の恩おん寵ちよう》。ＨＰを４Ｄ回復します──ダイス目はいまいち、15点回復。

透子：しぶとい……！

エナ：どのみち、倒しきれなかったろうから、同じかな。強いな……先生。

ＧＭ：ディオゲネスクラブは伊だ達てじゃない、ということで。──では、次のラウンドへ。




◆第二ラウンド

行動値（第二ラウンド）

〝血と薔薇プレジール〟……22

エナ　　　　　……18

透子　　　　　……17

れい　　　　　……６

修太郎　　　　……６
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ＧＭ：では、セットアップ──〝血と薔薇プレジール〟は、《赤色の従者》《従者の行進》で従者を新たに創そう造ぞう！　さらにＥロイス《唯ゆい我が独どく尊そん》を宣言、同じ組み合わせをもう一回使用！

エナ：うお、新しい従者が２体登場か……。

ＧＭ：一いつ掃そうされるのはわかっていたのでね。従者の行動値は20！

透子：《戦いの予感》はもう使えない。先に動かれるのか。

修太郎：やるしかない。──《虚無の城壁》を宣言！

ＧＭ：では、こちらの行動。

修太郎：待った！　ここで「触媒カタリスト」！　透子ちゃんに使う！

ＧＭ：範囲攻撃で一掃するつもりか……では、こちらも《加速する刻》！

エナ：持ってたのか……！

ＧＭ：１レベルだけね。さて、イニシアチブの宣言がかぶりましたが、行動値はこちらの方が速いので、こちらから処しよ理りします。先ほどと同じく、後ろの三人に範囲攻撃！　これで《エンタングル》と《ジャイアントグロウス》は打ち止め！

修太郎：範囲攻撃対策の《孤独の魔眼》はもうない！

透子：《フラッシュゲイズ》だ──ダイスを２個まで減へらすぞ！

ＧＭ：ぐぬぬぬ……お、しかし、２個でもクリティカルしまくりだ！　達成値──46！

エナ：く……《守りの弾》は難むずかしそうだ。ここはやめとく。

透子・エナ：回避失敗！

修太郎：僕はガード。そして《崩れずの群れ》で──誰をカバーリングしようか。

エナ：あたいをかばってもらうしかない。重圧を受けると《勝利の女神》も《守りの弾》も使えなくなる！

透子：大丈夫だ、修太郎──（笑って）私は、強いからな。

修太郎：そっか……うん、わかった！　エナちゃんをカバーリング！

ＧＭ：「うふふ、美しい友情だわん」ダメージダイスは７Ｄで──なんと54！　合計74点！

修太郎：さすがに、ふたり分受けると倒たおれる──〝血と薔薇プレジール〟への「脅威」のロイスをタイタスに！　お前なんか……怖くない！　昇しよう華かして立ち上がる！

透子：私は……仮面へのタイタスがある。それを昇華しよう。──もう、私は大丈夫だ。

ＧＭ：それはかっこいい！　続いて、「触媒カタリスト」での、透子さんの行動どうぞ。

透子：……弱い私に憧あこがれたりも、否ひ定ていしたりもしない──私は、もっと強くなる。そしてこの力で、仲間と一いつ緒しよに戦うんだ！




　ガラス。それは鋭く脆もろく、そして、自じ在ざいに変形する性せい質しつを持つ。

　透子はガラスを糸いと状じように錬れん成せい──数多の棘とげを生やした網あみを構こう築ちくし──放つ！

　ガラスは、絡からみ合あった茨いばらとなって、〝血と薔薇プレジール〟と従者を包つつみ込こんだ。




透子：取ってよかったな──《レーザーファン》を組み合わせて範囲攻撃！　達成値41。

ＧＭ：くう、〈ＲＣ〉９レベルの固こ定てい値ちが地味に強い！　命中！

透子：む、ダメージのダイス目はイマイチだな……40点！

ＧＭ：……（計算して）よし！　〝血と薔薇プレジール〟が残り３点で生き残った！

修太郎：さっきのガード分かぁ！

ＧＭ：ぴったりでした。こんなこともあるんですね（笑）。そして──従者２体も生せい存ぞん。

エナ：従者のＨＰ意外と高いなー！

ＧＭ：ギリギリですけどね。──では、〝血と薔薇プレジール〟の行動順！　マイナーは《リミテッドイモータル》で地道に回復していきます。で、範囲攻撃はもうできないので──。

修太郎：単体攻撃？

ＧＭ：いえ、《神速の鼓こ動どう》。

一同：シーン攻撃じゃないか!!

ＧＭ：はっはっは、死になさい！　……あれ、達成値28。おかしい……妨ぼう害がいないのに。

エナ：《守りの弾》！　判定は──自分に《勝利の女神》使って32！

ＧＭ：弾はじかれた！　ええい、二回目の《夜魔の領域》──行動値０で未行動に！　続いて、従者２体ですが、これは目の前のれいに攻撃！　命中！




　従者の爪つめが、れいを切り裂こうとする──寸すん前ぜん。

　その爪は、突とつ如じよ出しゆつ現げんした〝魔眼〟に吸すい込こまれる。〝魔眼〟に煌きらめく星座はアンドロメダ──攻撃を引き寄せる、生いけ贄にえの姫ひめ。




修太郎：《崩れずの群れ》《命のカーテン》でカバーリング！

ＧＭ：離はなれたところもカバーリングしてくるか！　そこで、〝血と薔薇プレジール〟は《妄念の姿》で取得した《力の法ほう則そく》でダメージ５Ｄ追加。鮮血の短剣が降ふり注そそぎ──合計50点！

エナ：《ディフェンスサポート》で９点ガード値上昇！

修太郎：よし、56点止める。ダメージ０！　……だけど、侵しん蝕しよく率りつがこれで[image: 150]％。きついな。

れい：あたし、まだ[image: 123]％。一発は自分で受けるわ！　あと、今のうちにイニシアチブで《フルインストール》！　装甲腕から放電が全身に走って──加速する！




　続く従者の攻撃、れいはニセ修太郎へのロイスをタイタスにし、凌しのぐ。




ＧＭ：続いて、透子さん。本来の行動順でどうぞ！

透子：そろそろ、終わりにさせてもらおうか──。




　透子はふたたび《レーザーファン》による範囲攻撃で、45点のダメージを叩たたき込こむ。

　これによって従者２体は消え──。




ＧＭ：……くっ、ダメだ。〝血と薔薇プレジール〟のＨＰも０！

修太郎：やったか!?

ＧＭ：まだまだ！　《不死不ふ滅めつ》を使用。戦闘不ふ能のうから起き上がってＨＰ回復！　動画の逆ぎやく再さい生せいのように、血が戻っていきます──。「ふふ、ヒヤヒヤしたわ～ん♡」

エナ：残りＨＰは40か50ってところか……。

透子：「対抗種カウンターレネゲイド」の代だい償しようで……残りＨＰ５点だ。侵蝕率も、これで[image: 165]％。ギリギリだな。

れい：任せて、あたしが仕し留とめるわ！　いっくぞー、最後の「学生王者ヘラクレス」を使って攻撃！　ダイス22個振る！　──すっごい回った！　達成値60！

ＧＭ：《バリアクラッカー》でガードは無意味、ドッジは──失敗！

れい：「Ｓランク：アタッカー」使うわ、ダメージ……71点！

ＧＭ：ま、《マシラのごとく》抜ぬきでそれか！　くっ、当然倒たおれます……が！　仮面が割われ、素す顔がおが露あらわになる──。

修太郎：ヒ、ヒロミ先生!?

透子：まさか……〝血と薔薇プレジール〟がヒロミ先生だったとは！（一同爆笑）

ＧＭ：「まだ、先生は倒れないわ！」《蘇そ生せい復活》を使用！　ＨＰ１で戦闘不能から回復！

れい：しぶとすぎっ！

ＧＭ：──残るは、修太郎。ここで倒せなければ、行動値０で〝血と薔薇プレジール〟が動きます。

透子：……修太郎！

れい：ほっしー！

修太郎：僕が、決めるしかない──拳に〝魔眼〟を纏まとう！　〝血と薔薇プレジール〟、これでおしまいだ──〝星の魔眼スターズ〟、ヘラクレス座モード：ヘラクレス！




〝魔眼〟──黒球に星座がきらめく。数多あまたの怪かい物ぶつを打ち倒した英えい雄ゆう──ヘラクレス。

　その剛ごう力りきを示しめすように、拳に纏った〝魔眼〟が高速で回転……破は壊かい力りよくを高めていく。




修太郎：当たれ──達成値27！

ＧＭ：こちらのダイスは10個。クリティカル値は10ですが──よし！　クリティカル！

一同：……っ！

ＧＭ：二回目もクリティカル！　これで７以上で回避する──１！　失敗！

修太郎：よ、よかった。ダメージは18点！

ＧＭ：それは────。




　迫り来る〝魔眼〟の拳に、〝血と薔薇プレジール〟が焦りを露わにする。

　鮮血の鞭をワイヤーのように使い後方に飛び退すさるが──瞬しゆん間かん、〝魔眼〟が伸のびた。

「〝星の魔眼スターズ〟──一角獣座モード：モノセロス」

　瞬しゆん時じに槍へと変化した〝魔眼〟が、〝血と薔薇プレジール〟と、その背はい後ごの壁を貫つらぬき──砕くだく。




ＧＭ：重力操そう作さも合わさった衝しよう撃げきで、背後の壁が砕け──紅あかい、夕日が、部屋に差さし込こみます。〝血と薔薇プレジール〟はキミたちを……修太郎を見て、不思議そうに言う。




「あれ……。先生は、なんで負けたの？」

「僕らには仲間がいたけど──あなたが、ひとりだったからです」




ＧＭ：「そう……先生が、独どく身しんだったから……」

修太郎：ちげーよ!?（一同爆笑）　仲間との信しん頼らい関係とかの話ですよ！

ＧＭ：「あ、そういう話ね」

透子：いいから、早く倒たおれろ（一同笑）。

ＧＭ：「先生もねー色々とねー……って、あれ、やだ、ここは灯台、下は海──あ～れ～」

エナ：あ、落ちた。

ＧＭ：〝血と薔薇プレジール〟は、壊こわれた壁から、眼がん下かの海へと落下していきます。ざざーん……その姿は、荒あら波なみに飲まれ、消えていく。

れい：なんか、絶対生きてそう……（笑）。

ＧＭ：どうでしょうね（笑）。──では、戦闘終了です。




　腰こしが抜けたようにへたりこんだ修太郎の元に、透子が、れいが、エナが……集まってくる。

「よくやったな」「かっこよかった！」「ま、天才じゃないのに、よくがんばったね」

　仲間たちの顔を見上げ……修太郎は、気の抜けた顔で微笑ほほえむ。

「帰ろうか……僕らの学園に」



《従者の目覚め》　自我を得た従者を呼び出すブラム＝ストーカーのエネミーエフェクト。

《蠱毒》　従者を消滅させて別の従者を強化するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《影の武具》　他のシンドロームの、武器を造り出すエフェクトを取得するウロボロスのエフェクト。《緑の鞭》は射程のある白兵武器を造り出すオルクスのエフェクト。

《赫き剣》　武器を造り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《ポルターガイスト》　武器を空中に浮かせて攻撃力を増大させるブラックドッグのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　範囲攻撃を行なうエグザイルのエフェクト。

《エンタングル》　重圧を与えるエグザイルのエフェクト。

《リミテッドイモータル》　ＨＰをわずかに回復する一般エフェクト。

《夜魔の領域》　行動値０で未行動になるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《不死者の恩寵》　クリンナップでＨＰを回復するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《従者の行進》　セットアップに従者を呼び出す、Ｄロイス「黄昏の支配者」の専用エフェクト。

《唯我独尊》　同タイミングのＥロイス、エフェクトをさらに使用するＥロイス。

《神速の鼓動》　対象を「シーン（選択）」に変更するハヌマーンのエフェクト。〝血と薔薇〟はＥロイス《妄念の姿》の効果で取得している。

《力の法則》　ダメージダイスを追加するオルクスのエフェクト。

《蘇生復活》　戦闘不能や死亡から回復するエネミーエフェクト。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックです。

修太郎：今回は、僕と透子ちゃんが[image: 160]超えてるんだよね。二倍振ぶりになるかな。

ＧＭ：とはいえ、Ｅロイスも多いです。ロッソのも含ふくめて、全部で七つ。〝血と薔薇プレジール〟はロイス枠わく七つを、Ｅロイス六つ、Ｄロイスひとつで埋うめていました。

エナ：すげー持ってんな！

ＧＭ：宣言してないのも含めて色々使ってたんでね！

修太郎：追加で７Ｄか。……よし、ギリギリだけど一倍振りで97！

透子：私は[image: 165]％から12Ｄ……悩なやましいが、一倍振りで──お、89。余よ裕ゆうだ。

れい：あたし余裕だわ、下がりすぎるかも……82。大丈夫だった。

エナ：あたいは[image: 148]％。うん、余裕で大丈夫だった。

ＧＭ：ＯＫですね。では、エンディングを始めましょう。







◆Ending01◆戦い終わって日が暮くれて　Scene Player ─── なし




　学園島の日が暮れる。

　夕日が照らす、島のあちこちで、戦いが終わろうとしていた──。




ＧＭ：〝血と薔薇プレジール〟が倒れると、すべての〝薔ば薇らの仮面〟が、一いつ斉せいに砕け、消えていきます。




　サークル団地で、春はる風かぜ寮りようで、学園のあらゆる場所で、暴ぼう動どうが沈ちん静せい化かしていく。

〝薔薇の仮面〟が消えると同時に、残っていた、ディオゲネスクラブも撤てつ退たいした。

　こうして、学園を揺ゆるがせた、〝薔薇の仮面〟事じ件けんは終わったのだった──。




ＧＭ：では──灯台から下りてきたあなた方を、雲雀が迎むかえます。

修太郎：会長さん！　学園はどうなりましたか!?

ＧＭ：「うん、無事に騒そう動どうは収おさまったよ。後始末は大変だけどね」

修太郎：仮面で暴走してた人たちは……無事ですかね。

ＧＭ：「うん、会長くんの放送のおかげもあって、大きな怪我をした生徒はいないそうだよ。大騒ぎの説明やフォローは必要だけど……これは、僕の仕事だろうね。建物の被害は結けつ構こうある、しばらく、土木研が忙いそがしくなるだろうね」

修太郎：田中権三郎さん一七歳さいが大変な目に……（一同笑）。

れい：けっこうあちこち壊こわされたんだね。

ＧＭ：「うん、まあ……一番建物を壊したのは、番長連のささきくんだけどね」（一同笑）

透子：それは、その……なんとなく謝あやまっておこう──すまない（笑）。

ＧＭ：じゃ、一いつ瞬しゆん、カットインで描写が入ります。




　ボロボロになった番長連総そう本ほん部ぶ。あちこちに巨大なクレーターのできたそこでは、無道ささきがひとり、大の字になって寝ねている。

「むにゃむにゃ……なんで透子があやまるんだー」




透子：どんな夢ゆめ見みてるんだ、あいつは（笑）。

ＧＭ：雲雀が言います。「僕はね、このアカデミアは、とても大事な場所だと思ってる。それは、僕やみんなにとっても、そして──世界に、とっても」

修太郎：世界、とかは……正直、よくわかんないですけど。でも──守れて、よかったと思います。僕は、この学園が──オーヴァードアカデミアが、好きですから。

透子：修太郎……。

れい：あたしも好きよ！　ここ、楽しいもん！

修太郎：だから──僕らだけの力じゃないんです。今回も、学園のあちこちで、いろんな人が、がんばってくれたはずです。学園を守ったのは、みんなの力です。ここでは──ひとりひとりが、みんな、輝く星スターなんですから。

ＧＭ：「……そうだね、キミの言う通りだ、会長くん──ともあれ、お疲つかれ様さまだったね、第三生徒会の諸しよ君くん。これから、ゆっくりと──後始末に駆かけ回まわろうじゃないか」

修太郎：ゆっくり休むんじゃないの────!?（一同笑）

ＧＭ：「大丈夫大丈夫。それに、偽のキミがやったことは、キミがどうにかしないとね」

エナ：あ、あたい、眠いから帰るね。

れい：あたしお風ふ呂ろ入りたい！

透子：確たしかに、ずいぶん走り回ったからな、そうするか。

修太郎：え、ちょっとみんな……？

ＧＭ：雲雀は、にこやかに修太郎の肩かたに手をかけます。「……みんなで幸せになろうよ」

修太郎：どう考えても僕が不幸になる話ですよねこれ────!?




　夕ゆう暮ぐれの学園島に、修太郎の叫さけびが響ひびく。

　その聞きき慣なれた悲鳴は、学園が日にち常じようへ戻ってきた証あかしのようだった──。







◆Ending02◆Love Potion No.9　Scene Player ─── エナ・ソフォス




〝薔薇の仮面〟による大騒ぎが解かい決けつして──翌よく日じつ。

　第三生徒会の面々は、生徒会と共に後始末に駆け回り──やっと落ち着いたところだ。

　会議室では、エナがひとり、激げき戦せんで失った天才を補ほ充じゆうするべく、糖とう分ぶんを摂せつ取しゆしていた。




エナ：──もぐもぐ、お菓か子しを食べてるよ。天才はカロリー使うからなー。

ＧＭ：理り屈くつはよくわかりませんが、まあ、そういう場面です。エナのエンディングは、「他のＰＣと会話したい」という要望でしたが──。

透子：ちょっと、エナとふたりで話したいことがあるので、先に登場しよう。扉とびらを開けて入ってくるぞ。なんだか、落ち着かない感じ。

エナ：おー、とーこちゃん。

透子：……おう、ちっこいの。──エナの顔を見て、持っていたものを、バっと後ろに隠かくす。

エナ：ん？　なになに？　今なんか隠したよね？　なになにー？

ＧＭ：う、うざい……（一同笑）。

透子：……しばらく、往おう生じよう際ぎわ悪く隠してから──バン！　と、押おしつけるように、エナの頭に棒ぼう状じようのものを置く。

エナ：う？　なんだこれー？　立てないぞー？　なんだー？　触さわってみよう。

ＧＭ：ペロっ、これは──！

エナ：青せい酸さんカリ！

透子：違う（一同爆笑）。……羊よう羹かんだ。本土から、取とり寄よせた。

エナ：えっ！　まじで？　これ、あたいにくれるの!?

透子：（ぼそぼそと）……色々、迷めい惑わくをかけて……世話に……なったからな。

ＧＭ：ああ、仮面を着けたこと、とかですね。

透子：それだけでなく、心配してくれたし……その、まあ、なんだ。

エナ：あたいはでも、そんな様子にはまったく気づかず、羊羹に大フィーバーしている！うひょー！　羊羹だ！　バリバリ剝むいてかじりつく！




「……ありがとうな、エナ」

　そう、ひそやかに呟つぶやいた声は、のどかな午後の日差しに溶けていった。




れい：じゃ、あたしも登場するわ。……廊ろう下かを、ぶつぶつ言いながら歩いてくる。花を持って、花びらをむしって……小さい、大きい、小さい──ああもうっ!?（一同笑）

透子：な、何をやってるんだ、れいは……（笑）。

れい：やってらんないわ！　って、ドアばーん！

透子：……おう、と。なんとなく照れくさそうな顔している。

エナ：あたいは、夢む中ちゆうでガツガツ羊羹食べてる。

れい：んー……なんか、ふたり、妙みように仲良さそうじゃない？

透子：そ、そうか？　別に……前からだ、なあ？

エナ：羊羹うめー！（一同笑）

れい：エナちん、その羊羹どうしたの？

エナ：とーこちゃんにもらった。あげないぞ！

れい：え、ちょうだいよ！（一同笑）　あとなんで、透子は羊羹あげたの？

透子：れいがこっちを向いた瞬間に──反対側を向く（一同笑）。

ＧＭ：照れくさいんですね（笑）。

れい：なによー、もー！　ふたりで仲良くしてー！　って、間でうろうろするんだけど、でも、なんか楽しいので、にこにこしてる！

修太郎：じゃあ、そこで僕も出ようか。廊下で──ちょっと、花びらが、そこら中にバラ撒まかれてるんだけど!?　って、拾いながら出てくる（一同笑）。

ＧＭ：騒ぎに、フレーズちゃんも来て、「あ、羊羹ですね。今、お茶いれます～。エナさん、ちゃんとみんなに分けてあげないとダメですよ～」。

エナ：これ、あたいのなのに……（笑）。

透子：修太郎を見て、みんながいて、なんだか、ほっとした顔になってる。

エナ：羊羹を、半分ほど貪むさぼり喰くってから、渋しぶ々しぶ、かつ恩おん着きせがましく──仕方ないな～、あたいは天才だから、みんなにも分けてあげるよ～、仕方ないな～！

ＧＭ：い、いじきたない……（笑）。

エナ：子こ供どもはくいしんぼだからなー。

れい：こういうときだけ子供になるのね！（一同笑）




　第三生徒会本部に、明るい笑い声が響く。皆みなの声に惹ひかれて、海（猫）もやってくる。

　夏の、明るい日差し。海からの風に、カーテンが揺ゆれる。




エナ：……とーこちゃん、なんか、他のみんなにも言いたいことあるんじゃないの？

透子：ぐ……っ。じゃあ……窓の方に顔を背そむけて──色々、迷惑をかけたな。

修太郎：迷惑……？　なんのことだろう、みたいな顔。

れい：あたしもわかんない。ぽかーんとしてる。

ＧＭ：フレーズはわかりますよ（笑）。「あ、あの、わたしも……危あぶなかったですし。それに、あれって、《時の棺ひつぎ》のせいですから」

エナ：フレーズちゃんがメタなこと言い始めたぞ（笑）。

透子：とにかく──すまなかった！　──と、真っ赤になって叫ぶ（笑）。

れい：なにもぉ！　透子かわいいわ！

エナ：そんでさ、とーこちゃん。れーちゃんには、もうひとつあるよね、言うこと。

透子：……あれか。なんでもお見通しだな……エナは。

エナ：天才だからね！

透子：……れいに見せたいものがある。

れい：ん？　なに？

透子：修太郎……これを飲め、と──毒々しい色の液えき体たいの小こ瓶びんを取り出して、置く。

修太郎：え……これ？　なんだろう……う、透子ちゃん、なんか、飲み物じゃない味がするよ、これ、飲んでも平気だったの？

透子：……何か、変わったことは、あるか？

修太郎：え？　……いや、別に……。ないと思う、けど。それでいいのかな？

透子：ああ、いい。…………（れいから目を逸そらしている）。

れい：……あ！　あれ、惚ほれ薬だ！　透子が飲んでた！

透子：…………（れいから目を逸らしている）。

れい：え、どゆこと？　惚れ薬じゃないの？

透子：……ただの、キノコ汁じるだ。

修太郎：言われて見れば……なんか健康によさそうな味だね（笑）。

れい：えー？　なにそれ！　じゃあ、透子、別に惚れ薬のせいであたしにベタベタしたんじゃない、ってことぉ!?

透子：…………顔を背けて──耳まで赤くなる。

れい：なーんだ！　透子はさ、あたしのこと普ふ通つうに好きなんじゃん！

透子：……さ、さあな。

れい：ふひひっ♡　なーんだ、そっかぁ。

透子：か、勝手に解かい釈しやくすればいい！
















修太郎：……なんか、よかったな。色々あったけど──うん、よかった。

エナ：ま、みんながんばったもんね。

ＧＭ：「みなさ～ん、お茶が入りましたよ～」

修太郎：……さて、後始末の続きしないとね！

エナ：偽者だったんです、って説明して回らないとだしなー。

修太郎：き、気が重いよ……（笑）。

ＧＭ：ではそこで──外から、色んな人の声がする。「おーい、ブラザー！　仮面で気づかなくて悪かったなー！」「わらわが修太郎を労ねぎらいにきたぞー！」「でありますー！」

修太郎：あ、みんな……。

ＧＭ：フレーズちゃんも。「わたしも、気づかないで攻撃して……ごめんなさい」（一同笑）

修太郎：いいよ、しょうがないよ──難なん易い度ど30は無理だよ（一同笑）。

ＧＭ：アフロ団吉に、しねまに、リオーネ、小石、マキちゃん、ココ、ブロッコ、番長連から千鶴香とささき──いろんな人が、手に手に土産をもって、やってきます。

エナ：みんな、がんばったもんなー。

ＧＭ：「フッ、この私の活かつ躍やくで、学園に平和が戻ったな」「その通りです、ギルバート様」

修太郎：ま、まあ、がんばってたもんね（一同笑）。

透子：なんだか……最終回みたいだな（笑）。

れい：ダメよそんなの！　もっと続くわ！（一同笑）

ＧＭ：第三生徒会本部に、みんなの──大おお勢ぜいの笑い声が響ひびいていきます──。




　皆の笑顔、笑い声──この日常が、第三生徒会の守ったものだ。

　笑い合う仲間に──まるで、家族のような仲間に──囲まれて、エナは、満足げに牛乳を飲のみ干ほした。







◆Ending03◆すばらしい日々　Scene Player ─── 星川修太郎




　大だい騒そう動どうは終わり、日常が戻ってきた。

　いつもと同じ朝。いつもと同じ通学路。

　けれど、いつも隣となりにいたアイツは────。




ＧＭ：──では、修太郎のエンディング。〝薔薇の仮面〟事件の後始末も終わり、キミは各方面で、「あれは偽者だったんだ」とか説明したり、と、バタバタしていましたが──それでも、日常はやってきます、ということで、通学のバスの中。

修太郎：ふぅ……疲れたなぁ。──あれから、紅之介は？

ＧＭ：寮にはやっぱり帰ってきません。

修太郎：そっか。……いつも一緒に登校してたから、変な感じだ。

透子：私たちも同じ寮なのに、いつも紅之介と登校……。

れい：仲良すぎるよね！

修太郎：（ふたりの方を見ないようにして）……どうしてるのかな。無事なのかな。

ＧＭ：「誰がだい？」

修太郎：そりゃ、紅之介だよ。最後に見た時は、何人もに囲まれてたんだ。心配だよ……。

ＧＭ：「なに、あのくらい、熱くなれば余裕だったさ。気持ちの問題だよ！」

修太郎：そっかー、気持ちの問題か──って、ええ!?　紅之介!?

ＧＭ：はい。隣に立っています。

修太郎：いっ、いつの間に……!?

ＧＭ：紅之介は、あちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はって、右みぎ腕うでには包帯を巻いて三さん角かく巾きんで吊つっていますが、まあ無事な様子で──キミの隣で、つり革かわに摑つかまってます。で、キミが顔を向けると、窓の外を見たまま、ちょっと笑う。「──よう」

修太郎：……よう。腕、大丈夫なの？

ＧＭ：「ま、なんとかな。しばらくは不便だろうけど。飯とか、風呂とか」

修太郎：手伝ってあげようか？

ＧＭ：「……やめとく。御影と光月が怖こわいからな」

修太郎：ええっ!?　透子ちゃんとれいちゃんは今関係なくない!?（一同笑）

透子：いや、正直、一番のライバルだな。

れい：ほんとだよ！

修太郎：……ま、まあ、なんか、困こまったことがあったら、言ってよ。

ＧＭ：「おう、ありがとよ」

修太郎：これから、どうするの？

ＧＭ：紅之介はしばらく窓の外を見てから──。「今日は、保健委員会に顔を出して、あとは……サークルは、運動部はしばらく休みだな。マネージャーでもやるか、文ぶん化か系けいのサークルにでも顔出してみるかな」

修太郎：……色々聞こうと思ったけど、やめとこう。──そっか、って頷うなずく。色々さ、やってみようよ。遊んだり、馬鹿やったりも。それで、熱くなろう。

ＧＭ：「……そうだな。まあ、お前とやったのは、熱かった」

修太郎：ああいうのは、もう勘かん弁べんだけどね。

ＧＭ：「勝ち逃にげは許さないぜ」

修太郎：そういうのじゃなくて、一緒に遊びに行くとかさ……カラオケでも、いく？

ＧＭ：「採さい点てん勝負か！　そいつは熱くなりそうだな！」（一同笑）

修太郎：あ、勝負なんだ。いや、まあ、いいけど……（笑）。

ＧＭ：バスは学園中央駅につき、乗客は降おりていきます。キミたちもそうやって話しながら降りていったところで──。「超ちようカラオケ勝負か。そいつは超悪くないな」

修太郎：団吉！　……団吉もカラオケとか行くんだ。まあ、行きそうだね（笑）。

エナ：団吉はアフロヘアーの歌手やグループの歌しか入れないという縛しばりだね。

ＧＭ：「超ザッツライト。アフロソングならなんでもいけるぜ」（一同笑）

修太郎：せ、狭せまい部屋に、よりによって紅之介と団吉……暑苦しい（笑）。

ＧＭ：「フッ、この美しき美男子、ギルバート・エデンの美声も忘わすれては困こまる」

修太郎：忘れるも何も知らないよ！　っていうかギルバートさんも来るの!?（笑）

透子：呼よんでもいないのに……。

ＧＭ：じゃあ、紅之介と団吉が、「あいつ呼んだの誰？」「いや、超俺様じゃないけど……」みたいなリアルな会話を真顔で始めます（一同爆笑）。

修太郎：やめたげてよぉ！　い、いいよ、ギルバートさんも、一緒に行こう！

ＧＭ：「フッ、そこまで言うなら仕方がない。この私は多た忙ぼうだが、親友の星川修太郎、キミがそこまで誘さそうなら……仕方ないなー」

透子：うざい（笑）。

エナ：え、なにこれ……ツンデレ？（一同笑）

ＧＭ：そんな感じで、キミたちは明るい日差しの中、わいわいと騒ぎながら学園に向かって歩いていきます。で、騒そう々ぞうしい会話の中、紅之介が、小さな声で呟く。「──ま、確かに悪くないかもな。こういうのも」

修太郎：でしょ？　……さ、今日も一日、学園生活をエンジョイしようか！




　少年たちは、楽しげに騒ぎながら、歩いて行く。

　夏の日差しの降ふり注そそぐ──それはすばらしい、青春の日々。







◆Ending04◆Best Friend　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　夜──春はる風かぜ寮りよう、女子寮。その一室で、ふたりの女子生徒が会話をしている。

　モテキ城の戦い、仮面の誘惑……様々な試練を乗のり越こえた、透子とれいである。

　やっと騒ぎが落ち着いて、恒こう例れいのガールズトークとなったのだ。




れい：（いきなり）やっぱ透子はすごいね！

透子：え？　……ああ、もう始まってるのか？（笑）　──何がだ？

れい：だって、あたし、あの仮面を着けたほっしーのこと、本物だって、キラキラほっしーが偽者だって、わかんなかったもん。

透子：ああ、仕方がないさ。難易度30だったからな（一同笑）。

れい：そういうことじゃないの！（笑）　あんたやっぱり幼おさななじみなんだなって。すごいよね。……ま、あの、偽ほっしーもなかなかよかったけど。

透子：そうかぁ？（笑）

れい：だってさ──。

透子：ふかし芋いもくれたからか。

れい：そう、お芋美お味いしかった──ってちがうわ！　なんかね、甘あまい言葉とか言ってくれてよかったなー、って！

透子：言ってもらってないので、ちょっとうらやましそうな顔になる（笑）。……でも、まあ、あんまり修太郎っぽくはなかったな、あれは。

れい：そうね！　きらきらほっしーは、もういいわ（笑）。

透子：うん。……修太郎は、いつもの修太郎のままがいい。

れい：まったくだわ！　……でもさ、もうちょっと、こっちの気持ちとか、気づいてもいいと思わない？　鈍どん感かんすぎない？（一同笑）

透子：それは、その……まあ……どうだろう……。

れい：なになに？　なんか急に煮にえ切きらないわね。

透子：……だって、気づかれてしまったら恥はずかしいというか……。

れい：えええ!?　透子、さんざん色気アタックしてたじゃない！

透子：こう、どうも、きちんと自分の気持ちに気づいてなかったというか……もごもご。

れい：今は気づいたの？

透子：…………（顔を背けて）うむ。

れい：そっか！　よかったじゃない！　じゃ、これから、あらためてライバルね！

透子：……れいは、すごいな。うらやましいよ。

れい：へ、なにが？　あたしは、あんたのおっぱいがうらやましいわ（一同笑）。

透子：ああ、うん、それはな……（悲しそうな視し線せんをれいの胸むな元もとに）。

れい：ま、それはこれからがんばるからいいの！　……よかった。

透子：うん？　何がだ？

れい：透子、最近様子ヘンだったからさー。もう、大丈夫みたいって。

透子：ああ……うん。もう──大丈夫だ。

れい：…………ふふ……ふふふ♡

透子：……なんだ？　急に笑って。

れい：だってさぁ……あの惚れ薬、噓うそだったんだねー。

透子：ぐ……真っ赤になって──そ、それはもういいだろう！

れい：ふふ、ふふふ……はー！　すごいね！

透子：す、すごい？　今度はなんだ？

れい：だってさぁ、あたしたち、友達なのに、けっこう色々知らなかったんだよ！　お互たがいのさ、思ってることとか、性せい格かくとかさ！

透子：……そうかも、しれないな。

れい：それってすごくない？　もう友達なのに、これから、もっとお互いのことをわかって、もっと仲良くなれるってことだよ！　すごいよね！

透子：…………（れいを見て）ああ──すごいな。

れい：でしょ！　だから、ほっしーのこともさ、隠かくし事ごとしないで、お互い全力でいきましょ！　恨うらみっこなしよ！

透子：（しみじみと）そうか……そういうものか……。

れい：そうよ！

透子：じゃあ──わかった。よろしく頼む。

れい：よろしくされちゃった！　（嬉うれしそうに）うっふっふ、じゃあ、しょうがないな～、親友の透子には、特別に──ほっしーデータ、見せてあげる（一同笑）。

透子：いいのか？　……というか、どんなデータなんだ？（笑）

れい：うふふ～……ほっしーが、今まで、どんなバイトしてたか知ってる？

透子：いや……私は、小学生の頃ころに別れてしまったので、そういうのは知らないな……。

れい：（嬉しそうに）でしょー！　だから教えてあげる！　──あのね、ほっしーは、短期のバイトを色々やってたんだって！

透子：……また、ずいぶんとぼんやりした情じよう報ほうだな（一同笑）。

れい：こっ、これからよ、これから！　じゃあねー、好きな色は──。

透子：好きな色か。青だろ。

れい：なんで知ってるの!?（一同爆笑）

透子：幼なじみだからなぁ（笑）。

れい：じゃあ、じゃあ……晴れの日と曇くもりの日、どっちが好きか知ってる？

透子：…………晴れの日じゃないか。

れい：なんでわかるの!?

透子：いや、まあ、普通そうだろう……というか、なんだその質しつ問もん（笑）。

ＧＭ：色はなんで知ってたんですか？

透子：前回、ノートが見えたから（一同爆笑）。

れい：えええ！　見ちゃダメって言ったでしょ!?

透子：見えるように置くから……（笑）。まあ、幼なじみだから知ってた。

れい：じゃあ、じゃあ、これは知らないでしょ！　あのね────。




　夜──春風寮、女子寮。その一室で、ふたりの女子生徒が会話をしている。

　話題は恋こいのこれからで、お供はお茶に甘い菓か子し。

　夏の香かおりの夜風が吹ふいて──親友ふたりの夜話は、いつまでも続いていった……。







◆Ending05◆闇の軍勢　Master Scene




　何処とも知れぬ、暗い──闇に包まれた部屋。

　不意に、幾条ものスポットライトが灯り、仮面の男女が照らし出される。




ＧＭ：──というわけで、次巻に続く、最後のマスターシーンでございます。

修太郎：またこいつらか……（笑）。

ＧＭ：包帯でぐるぐる巻きになった数人の仮面──〝ディアボロ・ロッソ〟に負けた連中がですね、「もはや一刻の猶予もない！　第三生徒会を叩きつぶすのだ！」と叫びます。

エナ：いたね、そんなの（笑）。

ＧＭ：ですが──ひとりだけ、仮面も見えない、闇からの声が──。「……それぞれの目的と対立した時に叩けばいい。我々は仲良しクラブではありませんよ」

透子：放置するのか……。つくづく、足並みの揃わない連中だな。

ＧＭ：話はそれで終わりそうになりますが──そこで〝マスターブレイド〟が反応する。




「────敵だ」

〝マスターブレイド〟の呟きに、仮面の男女が即座に反応。思い思いの武器や能力を発現させ、構えようとする──しかし。

「なんだ……エフェクトが発動しない！」

　──そう。いずれも強力なオーヴァードである彼らの誰ひとり、能力が発動できない。

　驚愕……恐怖。混乱。そして──轟音と共に、その部屋の天井が崩れ落ちる。

　仮面の怪人たち、その全員が、瓦礫と暗闇に飲まれていった……。




一同：ディオゲネスクラブが全滅した────────っ!?（爆笑）

ＧＭ：……崩れ去った瓦礫の上──地上から、地下室を見下ろす人影があります。いずれも、鍛え抜かれた身体を──軍服に包んだ者たちです。




「ディオゲネスクラブッてのもさァ、案外たいしたことないねェ、大佐」

「感想など不要。次の作戦に移行する」

「この調子なら、簡単に落とせそうですが。所詮、子供のママゴトです」

「予断など不要。……行くぞ。この学園島を──制圧する」

　そして、軍人たちは闇へと消える──学園島に、結末おわりをもたらすために……。





「燃えろ！　第三生徒会」了









　　　　あとがき




　どもども、やにおでございます。

『ダブルクロスリプレイ・アカデミア』、二巻を手にとって頂き、ありがとうございます！

〝おバカで明るく、キュンとなる〟学園ラブコメとしてスタートしました、この『アカデミア』シリーズ。一巻では、〝転校生〟星川修太郎ほしかわ・しゆうたろうを巡り、〝幼なじみ〟御影透子みかげ・とうこと、〝一目惚れ〟光こう月げつれいが恋の鞘さや当あてを繰り広げる──「鞘当て」ってなんかエロい言葉ですね──という展開でしたが、第二巻となる本書『燃えろ！　第三生徒会』では、透子さんとれいちゃん、個々のキャラクター性と、その友人関係に焦しよう点てんを当ててみました。

　そしてもうひとつ、本書のテーマは、敵となる仮面の秘ひ密みつ結けつ社しや、ディオゲネスクラブとの、全面対決。一巻のラストで顔見せ（というか、仮面見せ）した愉ゆ快かいな敵たちと、洋上の巨大学園全体を舞台に対決する！　という、まさに「燃える」展開！　この『アカデミア』で「もえ」と言いますと、草くさ冠かんむりの「萌え」っぽい感じがしますが──そしてもちろん草冠はいつでも大事ですが──火ひ偏へんの「燃え」を、体感して頂けると思います！　修太郎と、熱いライバルの対決、〝天才〟エナ・ソフォスと、陰いん謀ぼうに長けた敵との対決も見所であります！




　実を言いますと、この『アカデミア』は、第二巻で完結の予定でした。『ＤＸ３』のステージのひとつである「オーヴァードアカデミア」の紹介が、このリプレイの目的だったからです。

　──が、第一巻の評判が大変に良いということで、なんと三巻も出ることになりました。

　これもすべて、みなさんに、第一巻を買って頂き、そして、楽しんで頂けた──笑って頂けたおかげです！　本当にありがとうございます。口コミやネット上で、周囲におすすめしていただいた、という方もたくさんいらっしゃって、大変感謝しております。でへへ。

　そういうわけで、衝しよう撃げきのラストから続く、第三巻もお楽しみに！




　さて──ここからは、本書の内容に関わる話となります。

　まだ本文を未読の方は、また後ほどお会いしましょう。




　本書のシナリオは、前後編のストーリーとなっています。いわゆる「ボス」となる敵は、第三話では顔見せ（仮面見せ？）をし、第四話で対決となります。

　ちなみに、ラスト付近で透子さんが「最終回みたい」と言っていますが、これは正解。先ほども書きましたように、本来、この巻で終わりの予定だったため、「事件すべての黒幕との対決」「ディオゲネスクラブとの全面対決」という、最終回らしい構造になっています。

　では、それぞれのシナリオについて解説していきましょう。




第三話「痛つう快かいなりゆきＲファイト　風ふう雲うん、モテキ城！」

「風雲、モテキ城！」のアイデアを思いついたのは、プレイヤーとして参加している『リプレイ・デイズ②　若わか君ぎみ[image: †]求きゆう婚こん』における、あるイベントからでした（自分と岡本信彦おかもと・のぶひこさんが大暴れした「あれ」です）。「これ、『アカデミア』でやっても面白いんじゃね？」と。

　個々のイベントには、透子とれいの関係性、対比を掘り下げ、強調する、という意図がありました。判定の結果や「ラブ☆テスト」での演出など、想定通りうまくいった……と言いたいところですが……佐藤有世さとう・ありせさんの発想力が想像以上で、全員、笑いすぎて腹筋に大ダメージ！　あの、切れ味と打撃力を、紙面で伝えられているといいのですが……。

　そして、前後編という意図を汲んで片かた岡おかあづささんが持ち出してきた「透子、自信を失う」というストーリー。これ、片岡さんは、「ずっと勝ちロール（プレイ）だけでは読者に飽きられる」と思ったそうで……この発想はすごい！　正直、舌を巻きました。ＴＲＰＧのベテランでも、なかなか出ない発想だと思います。役者力、とでもいいましょうか。

　モテキ城の順位争いについては、「ラブ☆テスト」の予想点数まで込みで設計していたのですが、小石が異様に警けい戒かいされてしまったことを除けば、ほぼ想定通りでした。──が、佐藤有世、奇跡の大逆転！　直前に差が広がったところも含め、あまりに劇げき的てきな展開！　いやぁ、佐藤さんすごい！　そして敗北を即座に武器にしはじめる片岡さん！　回想シーンもそうですが、声優さんふたりのポテンシャルに、脱だつ帽ぼうしきりでした。




第四話「第三生徒会 The Masquerade」

　シナリオタイトルは、吸血鬼ＴＲＰＧの名作、『Vampire:The Masquerade』へのオマージュです。実はヒロミ先生には、男性より女性が好き、とか、外見より長生きしている……とか設定があったんですが、その話をしている暇がなかったので割愛されました。ハハハ。

　第四話は、前半が「血の仮面」、後半が「薔ば薇らの仮面」の話になっています。

　血の仮面と「偽修太郎」の仕掛けの意図は、修太郎を離すことで、透子とれいの関係を掘り下げよう、というのがひとつ（これは第三話でもやってます）。──そして、「いつもと違う修太郎」から、エナも含めた三人から、いつもと違う反応を引きだそう……キャラクターを掘り下げよう、というものでした。エナに渡す仮面の内容は、かなり深読みしたもので、賭けでもあったのですが（なので、一応二種類用意している）、うまく当たったこと、そしてエナの受け答えがよかったために、その後のシーンにも効いてきたと思います。

「なりたい自分になる仮面」については、三話で透子が悩み、それを後編に持ち越したことで、イベントの説得力が一気に上がってくれました。そして、透子が仮面の着けた時の、れいの説得！　仮面を着けるのが透子になる……まではシナリオ作成時点で予想していましたし、「できれば、れいに説得してもらいたいな」とも思っていたのですが──用意したイベントが発生する前に、佐藤さんが、れいが、熱く語り始めた──あの瞬間！　期待したものが、予想以上の形で出てくる、ＧＭ冥みよう利りに尽きる場面でした。

　四話のクライマックス手前の、「学園中で、味方ＮＰＣが戦う」シーンは、『アカデミア』で是非やりたい！　と思っていたシーンです。好きなんですよね、こういうシーン。演出しながら自分でも楽しかったし、そして、プレイヤーのみんなにも、思いの外ほか喜んでもらえて、よかったです。なお、春日紅之介かすが・こうのすけの「自分の炎で傷つく」のは「《炎えん神じんの怒り》の代だい償しようが、《超人的弱点》である」という設定でした。

　なお、最後に、ディオゲネスクラブが全ぜん滅めつ（？）していますが、みなさんがオーヴァードアカデミアで遊ぶ際には、もちろん、彼らを活用して構いません。




　最後に、本書に関わった方々──四人が四人とも、すばらしいプレイングをしてくれたプレイヤーのみなさま、シナリオの相談に乗って頂いた富士見書房の萩はぎ原わらさんと、今回から進行を担当して頂き非常にご迷惑をおかけした剱けん持もちさん、一巻に引き続き素晴らしいメインイラストを描いてくださったしらびさん（千ち鶴づ香かが黒ストなのが個人的にＧＪすぎました）、そして多彩かつ素敵なＮＰＣイラストを手がけて頂いた、kaya8さんとCroteさん、デザインはじめ様々な面でお手伝い頂いたＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のみなさま──そして、なにより、手にとって頂いた読者のあなたに、ありがとうございます！

　それでは、また三巻でお会いしましょう！


二〇一二年　三月　中村やにお
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